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安を上のごミ主意 


♦ををにお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使巧の前にこの r 安全上のごま意」をよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、。 


この取扱説明書および製品には、製品をままに正し< 
お使いいただを、お客様や他のち々へのを害や財産へ 
の損害を未然に防止ずるために、いろいろな給表示を 
していまず。その表示と意巧は;欠のようになっていま 
ず。 

内容をよく理辭してか5本でをお読みください。 

絵表示の例 

A A 記号はを意(警告を含む）しなければな5 
/巧\ ない内容であることを示していまず。 

■ -^図の中に具体的なミち意内容(を図の場ちは感 

品ろ吾 >わ’<がわ\わアいホす 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死 t または重傷を負弓可能性が想定される内容をおし 
ていまず。 

を 

Q 記号は禁止(やってはいけないこと)をお 
していまず。 

図の中や近くに具な的な禁止の容(左図の場 
合は分解禁止)が描かれていまず。 

♦ 記号は行動を強制したり指示ずる内容を 
示していまず。 

図の中に具体のなお示内容(を図の場合は電 
源プラグをコンセントか5巧け)が描かれて 
いまず。 

/ j \ ミ主意 

この表示を無視して、誤った取 D 巧いをずると、人が 
傷喜を負ラ可能性び想定される巧客および物の損害の 
みの発生が想定される内容をおしていまず。 


A 警告 


万一煙び出ている、変なにおいや音びするなど 
の異常が態のまま使用すると火が•感電の原因 
となります。すぐに機器本体の電源スイッチを 
切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。煙び出なくなるのを確認して販売店 
に修理をご依頼ください。お客様による修理は 
危険ですから絶巧おやめ<ださい。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず 
機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグを 
コンセントから拖いて販売闻こご連絡くださ 
し、そのまま使用すると火災•感電の原因とな 
ります。 

• 万一本機を落としたり、カバーを破損した場合 
fi£- は、機器本体の電源スイッチを切0、電源フラ 

グをコンセントから抜いて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の原因 
となります。 


0 ^ • 電源フラグの刃および刃の付近にほこりや金 

属物び付着している場合は、電源プラグを损 
いてから乾いた巧で取り除いてください。その 
まま使用すると火災•感電の原因とな0ます。 


0 * 放熱をよ<するため他の機器、壁等から間隔 
をとり、またラックに入れる時はすを間をあ 
けて < ださい。また、次のよラな使い方で通 
風孔を/ふさびないで < ださい。内部に熱びこ 
ちり、火災の原因となることびあります。 

-►あおむけや横倒し、逆さまにずる。 

^押し入れなど、風通しの悪い狭いところに押 
し込む。 

^じゅラたんやふとんの上に置<。 

テーブル ク n スなどをかける。 

付属の電源コードはこの機器のみで使用す 
ることを目的とした専用部品です。他の電気 
製品ではご使用になれません。他の電気製品 
で使用した場合、発熱によ D 火災•感電の原 
因となることびあります。また電源コードは 
本製品に付属のわのながは使用しないで< 
ださい。他の電源コードを使用した場合、こ 
の機器の本来の性能び出ないことや、電流容 
量不足による発熱から火災•感電の原因とな 
ることびあります。 

0 * 本機の上に火びついたろラそ<などの裸火を 
置かないでください。火がの原因となります。 

使用環境 




0 



• 電源コードの上に重いものをのせたり、コー 
ドび本機の下敷をにならないよラにしてく 
ださい。また、電源コードび引っ張られない 
よラにして < ださい。コードび傷ついて、火 
災•感電の原因となります。コードの上を敷 
物などで覆ラことにより、それに気付かず、 
重い物をのせてしまラことびあります。 



• この機器に水び入ったり、めらさないよラに 
ごま意くださし、火が•感電の原因となりま 
す。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご 
注意 < ださい。 



• 風呂場•シャワー室等では使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 


0 


•表示された電源電圧（交流1日0ボルト已曰 
Hz/60 Hz) な外の電圧で使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 


0 


• この機器を使用でさるのは曰本国内のみです。 
船舶などの直流 (DC) 電源には接続しないでく 
ださい。火災の原因となります。 


皮巧方法 


0 գ 本機の通風孔などか5、内部に金属類や燃え 
やすいちのなどを差し込んだり、落とし込ん 
だ0しないで < ださい。火災•感電の原因とな 
ります。特にお子様のいるご家庭ではご注意 
ください。 



• 本機のカバーをがしたり、巧造したりしないで 
<ださい。内部には電圧の高い部分びあり、火 
が•感電の原因となります。内部の点検，整備- 
修理は販売店にご依頼ください。 



• 本機の上に花びん、植木鉢、コッフ、化粧品、薬 
品や水などの入った容器またはルさな金属物 
を置かないでください。こぼれたり、中に入っ 
た場合、火災 • 感電の原因となります。 



• めれた手で(電源)フラグを巧さ差ししないで 
ください。感電の原因となることびあります。 


電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に 
巧ばたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
りしないでください。コードび破損して乂災- 
感電の原因となります。コードび傷んだら(お 
線の露出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
ください。 

雷び鳴り出したらアンテナ線や電源フラグには 
触れないで < ださい。感電の原因となります。 


A ミ主意 


〇 參電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。差し込みび不完全ですと 
発熱した0、ほこ0び付着して火がの原因と 
なることがあります。また、電源プラグの巧に 
軸れると感電することびあります。 

0 գ 電源プラグは、根元まで差し込んでわゆるみ 
びあるコンセントに接続しないでください。 
発熱して火災の原因となることびあります。 
販売店や電気工事店にコンセントの交換を依 
頼してください。 

0 鲁ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定 
な場所に置かないでください。落ちたり、倒れ 
たりしてけがの原因となることがあります。 

0 参本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気 
あるいはほこりの多い場所に置かないでく 
ださい。火災•感電の原因となることがあ0ま 
ず。 

A 鲁テレビ、才ーデイオ機器、スピーカー等に機器 
を接続ずる場合は、それぞれの機器の取扱説 
日月書をよく読み、電源を切り、説明に従って接 
続してください。また、接続は指定のコードを 
使用して < ださい。 

A 鲁本機の電源び入っている状態、または電源を 
切ってからしばらくの間は本機の底面に触 
れないでください。電源が入っている、または 
切つた直後の本機底面は熱くな0、火傷の原 
因となることびあります。 


0 գ 本機の上に重いわのやか枠からはみ出るよラ 
な大さなちのを置かないでください。バラン 
スびくずれて倒れたり、落下してけがの原因 
となることびありまず。 

本機の上にテレビを置かないで<ださい。放熱 
や通風び妨げられて、火がや故障の原因とな 
ることがあります。(取扱説明書でテレビの設 
置を認めている機器は除さます。） 


異常時の処置 


0 ® 電源プラグを旅く時は、電源コードを引っ張 
らないでください。コードび傷つき火災•感電 
の原因となることびあります。必ずプラグを 
持って抜いてください。 

電源コードを熱器具に近づけないでくださ 
し'!。コードの被&<び溶けて、火が-感電の原 
因となることびありまず。 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず 
fip 電源プラグをコンセントから抜さ、外部の接続 

コードを外してから、行ってください。コードび 
傷つさ火が•感電の原因となることびあります。 

本機の上にテレビやオーディオ機器をのせた 
まま移動しないでください。倒れたり、落下し 
てけびの原因となることびあります。重し、場 
合は、持ち運びは2人切上で巧ってください。 

0 ® 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当た 
る場所など異常に温度び高<なる場所に放置 
しないで < ださい。火災の原因となることび 
あ0ます。 
















• 音び歪んだ状態で長時間使わないでくださ 
し)。スピーカーび発熱し、火災の原因となるこ 
とびあります。 

• 本機に棄ったり、ぶら下びったりしないでくださ 
し、。特にお子様はご注意ください。倒れたり、壊 
れたりしてけびの原因になることがあります。 

• へッドすンをご使用になる時は、音量を上げ 
ずざないよラにご注意ください。耳を刺激す 
るよラな大をな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪い影響を与えることびあります。 

• 電源投入後、スピーカーか5音び出るまでに 
数秒かか0ますので、その間に音量を最ルに 
して < ださい。突然大さな音び出て聴力障害 
などの原因となることびあ0ます。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時は安全 
のため必ず電源プラグをコンセントから拖い 
て < ださい。 


0 參指定政外の電池は使用しないでください。また、 
新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでく 
ださい。電池の破裂、液漏れにより、火が • けがや 
周囲を巧損する原因となることびありまず。 

A ® 電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プラ 
ス (+) マイナス (一) の向き）にを意し、表示ど 
お0に入れてください。間違えると電池の破 
裂、液漏れにより、火が•けびや周囲を巧損ず 
る原因となることびあります。 

© • 長時間使用しない時は、電池を取0出してお 
いて < ださい。電池から液が漏れて火が、け 
び、周囲を巧損する原因となることびありま 
す。もし液び漏れた場合は、電池ケースについ 
た液をよく巧を取ってから新しい電池を入れ 
てください。また万一、漏れた液び身体につい 
た時は、水でよく洗い流してください。 

0 ® 電池は加熱したり分解したり、火や水の中に 
入れないでください。電池の破裂、液漏れによ 
0、火災、けびの原因となることびあります。 


巧巧方法 


0 A A 5 


保守•点巧 


A m 已年に一度<らいは内部の掃除を販売店など 
にご相談ください。内部にほこりびたまった 
まま、長い間掃除をしないと火災や故障の原 
因となることびありまず。特に湿気の多くな 
る梅雨期の前に巧ラとより効果的です。なお 
掃除費用については販売店などにご相談くだ 
さし、。 

0 ^ • お手入れの際は安全のために電源プラグをコ 

ンセントか5抜いて行ってください。 


本機の使用環境について 

本機の使用環境温度範囲は日で〜3日じ、使用環境湿度 
は8日％な下(通風孔び巧げられていないこと)です。 
風通しの悪レ所や湿度び高すざる場所、直射日光(また 
は人工の強い光)の当たる場所に設置しないでくださレ。 






03 接続 

u アパネル .. 

スピーカーの配置/使巧パターンを選ぶ...….... 

スピーカー配置について .... 

高音質のためのスピーカーセッティング ........ 

スピーカーを接続する ...... 

スピーカーシステムの接続 .. 

他機器の接続を行ラ前に . 

テレビと再生磯器の接続 . 

各機器との接続 . 

マルチゾーン接続 . 

LAN 端子でネットワークに接続する . 

巳 LUET 日日 TH アダプターを接続する . 

前面端子に機器を接続する . 

無線 LAN コンノ（ーターを接続する . 

IR レシーバーを使って集中コント□ールする 
他のパイオニア製品をつないで集中コント□一 

ルする ....... 

電源コードの接続 . 

04基本設定 

スピーカーの自動設定を巧ラ 

〜フルオート MCACC 〜 ... 

入力端子の割り当てを変更する 
本機の操作モードを切り換える 


05基本再を 

アンプから音を出す〜基本再生〜 

へツドホンで聴く ... 

iPod をつないで再生する . 

US 目メモ U —を再生する . 

日 LUET 日日 TH アダプターを使用してワイヤレ 
スで音楽を楽しむ . 

06サラウンド再を 

U スニングモードでいろいろな音を楽しむ ...... 

最適な設定でサラウンド再生する . 

ほ域の位相乱れを補正する 

(フェイスコント□-ル） . 

オーディオ調整機能を使用する . 

ビデオ調整機能を使用する . 

07ホームメディアギャラ y — の再を 

ホームメディアギャラ U —について . 

はじめに . 

ホームメディアギャラリー入力で再生する ...... 

対応ファイルフォーマツトについて . 

インターネツトラジオの応用操作 . 

08いろいろな機能を使5 

HDMI によるコント□-ル機能で HDMI 機器を 

連動動作させる . 

再生するスピーカー端テを切り換える ............ 

別の部屋で本機の音や映像を再生する 

〜マルチゾーン磯能〜 . 

接続した機器間で録音/録画をする . 

ス I 」ープタイマーを設定する . 

フ□ントパネル表示部の明るさを調整する.… 
再生中の音声传設定内容を確認する 

(ステータス表示） . 

本機のずべての設定を工場出荷時に戻す ........ 

09リモコンによる他機器の操作 

U モコンの設定について. . 

U モコンで複数のパイオニア製アンプを操作 

す& . 

1」モコンで他機器を操作する . 

他機器の1」モコン信号を本機の U モコンに呼 

び出す（プ1」セツトコード設定) . 

好さなボタンに他機器の操作を記憶させる 

(学習モード） . 

登録（学習）された1つのボタン操作を辭除 

す& ........ 

ひとつのマルチコント□ールボタンに登録さ 

れたすべての設定を消去する .. 

マルチコント□ールボタンの入力切換を辭除 
する（ダイレクトファンクシヨン） ................ 

1」モコンの他機器連動機能を使いこなす ........ 

1」モコンの設定をリセツトする . 

他機器の操作について . 


このたびは、パイオニア製品をお買い上 
げいただをまして、まことにありがとラ 
ございます。本機の機能を十分に発揮さ 
せて効果的にご利用いただ<ために、こ 
の取扱説明書をよ <お読みになり、正し 
くお使い <ださい。特に r 安全上のごま 
意7 は必ずお読み<ださい。 

を< じ 


01準備する 

本機の特長 . 6 

付属品を確認する . 6 

冒又島につし、し . ! 

U モコンに電池を入れる . 7 

U モコンの操作について . 7 

デモ表示を解除する . 7 

AV ナビゲーター（付属の CD 书日 M ) 

の使い方について . 7 

02各部のち饰とはた5き 

U モートコント□-ル . 9 

フ□ントパネルディスプレイ . 9 

フ□ントパネル . 10 
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10音の詳細設定{アドバンスド MCACC ) 

本機で設定できること . 己] 

U スニング環境の設定について 

〜ヴラウンド再生のための設定〜 . 已2 
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〜データ管理〜 . 已巨 
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フローチヤート 


本機の設定の流れ 

本機は上級アンプに匹敵する機能や端子を装備した、本格的 AV アンプですび、政下の手順で設定をするだけで、 
簡単に ホームシアターを 楽しむことびできます。 

必ず巧ラ手順：1、2、3、4、5、7、白 
必要に応じて行ラ手順： 6、8、10、11、12 

〇重要 

本機に付属の CD-ROM〔AV ナビゲーター）の 接続ナビを 使って、パソコン上で本機の初期設定を巧うことびで 
きます。この場合、ステップ 吕、 3、4、 己、 6、7、8の接続や設定とほとんど同じ内容を 接続ナビで 行うことび 
できます。 AV ナビゲーターの使い方については7ページの 「AV ナビゲーター（付属の CD-ROM) の使い方に 
ついて」をご覧ください。 

1準備する 

• 付属品を確認する〔-^6ページ） 

• U モコンに電池を入れる（一7ページ） 

♦ 

2スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ（一11ぺージ） 

• 7.1ch サラウンド（フ□ント八イト）接続 

• 7.1ch サラウンド（フ□ントワイド）接続 

• 7.1ch サラウンド&スピーカー目接続 
• 巳. Ich サラウンド&バイアンプ接続 

• 巳. Ich サラウンド这ゾーン2接続 
4 


3 スピーカーを 接続する 

• スピーカーを接続する（一13ページ） 

• -般的なスピーカー接続卜14ページ) 
• バイアンプ接続（一1日ページ） 


4機器を接続する 

• 端子の割0当てについて（一1日ページ） 

• 音声の接続について（一1日ページ） 

• 映像の接続について（パイオニアビデオコンバーター）（一17ページ） 

• テレビと再生機器の接続卜17ページ） 

• 電源コードの接続〔一24ページ） 

♦ 

已電源を入れる 

6スピーカーの使用用途を選択する（スピーカーシステム）（一已8ページ) 


7 スピーカーの 自動設定を行ラ 

• スピーカーの自動設定を行ラ〜フルオート MCACC 〜（一3日ページ) 


8入力端子の設定（一26ぺージ） 

(推奨！;(列■の方法で機器の接続を巧っている場合のみ） 

I 

9再生する（^28ぺージ） 

I 

10お好みで音声や映像の設定をする 

• リスニングモードでいろいろな音を楽しむ〔一33ページ） 

• いろいろな状況ごとに最適な音場補正の設定を選がする（一34ページ） 

• 低域の位相乱れを補正ずる（フェイズコント□ール）（一3已ページ） 

• E 日タイプを選んで測定する （SYMMETRY、ALL CH AD 丄 FRONT ALIGN) (一已 2 ぺージ) 
• スピーカー出カレベルを調整する（一日日ページ） 

• オーディオ調整機能を使ラ（一3已ページ） 

• ビデオ調整機能を使う卜37ぺージ） 


11そのほかの調整や設定 

.HDMI によるコント□-ル機能の設定卜43ぺージ) 
• P 曰 LS 設定卜44ぺージ） 

• アドバンスド MCACC (一已1ページ） 

• スピーカーとシステムの設定（一日8ページ） 


12リモコンを使いこなす 

• 複数のアンプを操作する（一47ページ） 

• 他の機器を操作する（一47ページ） 

• 他機器連動機能を使いこなす卜48ぺージ) 




■ BCf 備する 


準備する 


本機の特長 

高音質-多機能な本機 VSA - 1曰21および VSA - 目2 ] の 
主な特長をまとめました。本書の掲載ページを養照し 
て、それぞれの機能や操作をお楽しみください。 

• HDMI (3 D , Audio Return Channel ) 

新たに 3 D フォーマット信号の伝送、オーディオ U 夕 
-ンチャンネル 〔 ARC ) に対応。ドルビー TrueHD 
や DTS-HD Master Audio などの□スレスデジタル 
音声フォーマットに加え、ドルビー Pro Lo 旨 icnz や 
DTS Neural Surround にも対応。また、高画質規格 
の Deep Color 出力や x . v . Color の伝送も可能 。 HDMI 
によるコント□-ル機能も搭載し、 HDMI 機器との連 
動動作も実現。 

• HDMI で接続する〔一17ぺージ） 

• デジタル音声フォーマットについて（一74ページ） 

• HDMI によるコント□-ル機能で HDM 職器を連動動 
作させる（一43ページ） 

♦ ホームメディアギャラリーを搭載 

LAN 端テでネットワークに接続されたパソコンに保存 
されている音楽ファイルを再をすることびできます。 
また、 LAN 端テを使ってネットワークに接続すること 
で、世界中のインターネットラジオを聴くことびでさ 
ます。よく聴く放送局を本機に登録できます。 

• ホームメディアギわラ U - について〔一 39 ページ） 

• iPod / iPhone/iPad などの携帯端末での本機 
の操作について 

専用のアプリケーションを携帯端末にインストールす 
ることで、携帯端末から本機をコント□ールすること 
びでさます。 

詳し<は、蝶社ホームページよ0商品情報をご確認< 
ださし、。 

この専用のアプリケーションケーションは予告なく変 
要または中止させていただく場合びございます。 

• AV ナビゲーターで簡単設定•快適操作 

本機に付属の CD-ROM ( AV ナビゲーター)では、パ 
ソコンにて本機の接続や初期設定を対話式で巧ラこと 
びでさるガイドや、マニュアルを読みなび5本機を直 
接操作でさたり、 U モコン操作による説明ページの自 
動表示を行ラ取説連動といったさまざまな機能を搭載 
しています。 

• AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使い方につ 
いて〔一7ページ） 


• 高音質を追ホしたおジッター設計 

CD のみな5ず、 BD や DVD の映像を伴った音声におし、 
てもクオ I 」ティを損なラことなく高純度な再生を可能 
にします。さらに高精度 PLL を用いた「ジッター U ダ 
クション回路」を搭載。ク□ックジッターをほ減し、 
高音質化を追ましています。 

また、 HDMI 接続によるすベての音声のジッターレス 
伝送 「 P 日 LS ビットストリーム」を実現しています 
( P 日 LS ビットスト U —ム対応機器接続時）。 

• PQLS 磯能を使う（一44ぺージ） 

• iPod や USB に収録された曲を再生 

iPod の音楽-動画ファイルを再生することびでさま 
ず 。 Cover List による巧選択传 iPod の充電もできま 
ず。 

また、 US 日メモ U —に保をされている音楽を再生し 
たり、写真をスライドショー再生したりすることちで 
さます。 

• iPod をつないで巧生ずる（一28ページ） 

• USB メモ U —を再生する（一29ページ） 

• Advanced MCACC を搭載 

MCACC では実隙の製作現場で行われる高精度な調整 
を家庭でも実現できるよラに自動化し、チトンネル間 
の空間情報の歪みを補正。正確なマルチチトンネルの 
音場を再現します。 

• スピーカーの自動設定を行 ラ〜 フルオート 
MCACC 〜卜2已ぺージ） 

• 部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正た日プ〇 
フェツシヨ ナル）（一已4ぺージ） 

• S / ue ゎ]口れ機能搭載機器の巧を高音質ワイ 
ヤレス再生 

別売りの日 LUET 日 OTH アダプターを本磯に接続する 
ことで、 Bluetooth に対応した携帯電話やデジタル音 
楽プレーヤーなどの音楽をワイヤレスで楽しむことび 
できます。 SOUND RETRIEVER A 旧 機能で高音質 
に再生でさます。 

• 巳 LUET 日 OTH アダプターを使用してワイヤレスで音 
楽を楽しむ（-<31ページ） 


Ja 


• その他の主な特長 

• に ont 「 cilAV 2 にあ[応。 

• ひと目でねかる GUI 画面 
. パイオニアビデオコンバーターを搭載 
• 多機能 U モコンを付属 

• 省エネルギー設計〔待機時消費電力： 0.3 W (工場出 
荷時)） 

• 新スピーカー配置：フ□ント八イト•フ□ントワイ 
ドに対応。 

• バーチャル八イト-バーチャルサラウンドバックモ 
ードを搭載。最大で仮想1 1.1 か1再生び可能。 


" x . v . coior " および x . v.Color は、ソニー株 
式食社の商標です。 


付属品を確認する 

• セットアップ用マイク〔已 m ) 



• リモコン 



, iPod ケーブル 



• 電源コード 


• CD-ROM 



(A V ナビゲーター) 



• イ單可室 

• 取扱説明書（本書) 














設置にごいて 

A 警告 

放熱のため、本機の上に物を置いたり、巧和シート 
などをかぶせた状態でのご使用は絶対にお和めくだ 
さい。異常発熱により故障の原因となる場合びありま 
す。 



ミモ意 

本機を設置する場をには、壁から]日 cm し^上の間隔 
をあけてください。また、放熱をよくするために、他 
の機器との間はかし離して設置してください。ラッ 
クなどに入れるとをには、本機の天面から20 cmlU 
上、背面か510 cmi ； LL 、 側面から2日 cm 政上の 
すさまをあけてください。内部に熱びこちり、乂災の 
原因となることびあります。 


U モコンに電池を入れる 

本機に付属の電池は動作確認用のため、短期間で寿命 
となることびあります。なお、市販のアルカ1」電池を 
使用すると、長期間操作び可能になります。 



単4おお電池 X2 本 
©マイナス側から 



A 警告 

• 電池を直射曰光の強いところや、炎天下の車內•ス 
I -ーブの前などの高温の場所で使用-放置しないで 
<ださい。電池の液漏れ、発熱、破裂、発义の原因 
になります。また、電池の性能や寿命びほ下するこ 
とびおります。 

A ミ主さ 

電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂したりす 

る危険性びあります。政下の点について特にご注意く 

ださい。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用し 
ないで < ださい。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表 
示どお0に正しく入れてください。 

• 乾電池には同じお状でち電圧の異なるちのびあ0ま 
す。種類の違ラ乾電池を混ぜて使巧しないでくださ 
い。 

• 長い間 （1 力月し U 上）1」モコンを使用しないときは、 
電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してくだ 
さい。液漏れを起こしたとさは、ケース内についた 
液をよく巧を取ってから新しい乾電池を入れて<だ 
さい。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体 
の指示（条例）に従って処理してください。 


準備する) 


y モコンの操作について 

本機を U モコンで操作するときは、 U モコンをフ□ン 

トパネルの1」モコン信号受光部に向けてください。 

• U モコンと本機との間に障害物びあったり、1」モコ 
ン受光部との角度び悪いと操作びでさない場をびあ 
0ます。 

• 1」モコン夏光部に直射曰光や壁光灯などの強い光び 
当たると誤動作することびあります。 

• 赤外線を出す機器の近<で本機を使巧したり、赤 
が線を利用した他の U モコン装置を使用したりする 
と、本磯び誤動作することびありまず。逆にこのリ 
モコンを操作すると、他の機器を誤動作させること 
ちお D ます。 



デモ表示を解除する 

本機は初期設定でデモモードびオンになっています。 
電源を入れるとフ□ントパネルディスプレイにいろい 
ろな表示びデモ表示されます。デモ表示を解除すると 
さは電源コードを接続してから政下の操作を行ってく 
ださい。 

• フルオート MCACC を行ラことでデモモードは自動 
的に解除されます。 

1電源をスタンバイ：!犬態にする。 

2フ□ントパネルの ENTER を押しながらむ 
STANDBY / ON ボタンを押す。 

表示部に RESET ◄ N0 ►と表示されます。 

3 t /* ボタンを繰り返し巧して、 

FFL DEM 0 J を選びます。 

4和/-►ボタンを繰り返し巧して、 

「FL DEMO ◄ OFF ► J を選びます。 

已電源をスタンバイ犬態にする。 

: 欠に電源を入れたとをはデモモードの表示び解除され 
ふ D 


AV ナビゲーター （付属の 
CD - ROM ) の巧い方について 

付属の CD - ROM 〔 AV ナビゲーター）には、対話方式 
で本機の接続と初期設定を簡単にセットアップでさる 
接続ナビを搭載しています。画面に従って接続-設定 
するだけで高精度な初期設定を簡単に完了することび 
でさます。 

また、さまざまな機能を簡単に使えるよラに、レシー 
バーと連動する取説連動や各種ソフトウェアのアップ 
デート、 MCACC の測定結果を 3 D グラフで確認でさ 
る MCACC アプ U ケーシヨンといった機能もご使用に 
なれます。 


AV ナビゲーターをインストールずる 

1付属の CD-ROM ( AV ナビゲーター）をお客 

様のパソコンの CD ドライブへセッ ト する。 

• インストール画面び表示されます。手順2へお進み 
<ださい。 

• インストール画面び表おされないとさは、 

CD - R 日 M アイコンをダブルク U ックし、インスト 
-ラー ( AVNV _ XXX _ xxx . exe ) を実行します。 

2画面の表示に従ってインス!-ールをしてくだ 

さい。 

「完了」を選ぶとインストールの終了です。 

3パソコンの CD ドライブか5付属の 

CD-ROM ( AV ナビゲーター）を取り出す。 

CD - ROM の取り巧いについて 

動作環境 

• この CD - R 日 M は、 Microsoft ® Windows ® XP / 
Vista /7 環境にてご使用いただけまず。 

• AV ナビゲーターの 機有目には インターネット ブラ 
ウヴを使用する場合びあります。対応ブラウヴ 
は 、 Microsoft Internet Explorer 日、7または8で 
す。他のブラウザでは、一部機能び制限されたり、 

正し < 表示されないことびあります。 

また、対応のブラウザでちブラウヴの設定によって 
は一部機能び制限されたり、正し<表おされないこ 
とびあ0ます。 

ご利用にあたってのま意 

• この CD - R 日 M は、パソコンで使用でをます。 DVD プ 
レーヤーや音楽 CD プレーヤーでのご使用はでさませ 
ん。 DVD プレーヤーや音楽 CD プレーヤーで再生す 
ると、大音量によりスピーカーの破損や耳の障害の 
原因となることびありまず。 
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使用社詳にっ1、て 

• この CD 书日 M を使用する隙には、下記の r ご使用条 
件」に同意してくださし、万一、同意いただけない場 
をは、この CD - ROM を使用しないでください。 

また、 AV ナビゲーターをインストールするとさに表 
示される「ライセンス契約書」にち同意してくださ 
い。 

‘悴用を件 

• この CD - R 日 M で提供する情報の菁作權ま、パイオ 
ニア株式舎社び保有します。菁作権法上の「私的 
使用」や「引用」の範囲を超えて、無断で転載、複 
製、放送、公衆送信、翻訳、販売、貸与などを行ラ 
と著作権法に基づく処罰の対象になる場をびありま 
す。使用する場合は、パイオニア株式を社の使用許 
諾び必要となります。 

巧責事項 

• パイオニア株式舎社は、対応 0 S のすベてのパソコ 
ンについて、この CD - R 日 M の動作を保証するもので 
はありません。また、パイオニア株式を社は、この 
CD - R 日 M の使用によって生じたいかなる障害に巧し 
てち、責任を負わないちのとし、一切の賠償ち負わ 
ないちのといたします。 


AV ナピゲーターの機能を使う 

1デスクトップの 「 AV ナビゲーター」をクリ 

ックして AV ナビゲーターを起動させる。 

AV ナビゲーターび起動し、 接続ナビび 始まります。同 

時に言語選択の画面ち表示されます。画面の表示に従 

つて接続や自動設定を行います。 

接続ナビび 自動起動するのは、 AV ナビゲーターを最初 

に起動したとさのみでず。 

2お好みの機能を選んで使用する。 

AV ナビゲーターでは切下の機能を搭載しておりまず。 

• 接続ナビ： 接続と初期設定を対話方式でガイドしま 
す。簡単で高精度な初期設定び巧えます。 

• 取説連動： 本体の操作に連動して、操作した機能の 
説明ページを自動で表おします。また、連動取説か 
ら本体を操作ずることもでをます。 

• 用語集： 巧語集ページを表おします。 

• MCACC アプリ： アドバンスド MCACC の測定結果 
をパソコン上に 3 D で鮮明に表示します。 

MCACC アプ U ケーシヨンには専用の取扱説明書び 
あります。 AV ナビゲーターの 取説 連動の メニュー 
内に収録されていますので、 MCACC アプ U ケーシ 
ヨンをご使用になる際はご参照ください。 

• ソフト更新： 各種ソフトウエアのアップデートびで 
さます。 

• 設定： AV ナビゲーターの各種設定を行います。 

• 本体の検出： 本機を検出するとをに使用します。 



因メモ 

他のモデルの AV ナビゲーターをご使用になる場合は、 
本磯の AV ナビゲーターを 一度 アンインス!-ール（削 
除）したラえで、他のモデルの AV ナビゲーターをイン 
ストールしてください。 

AV ナピゲーター をアン インストール （削お） 
する 

インストールした AV ナビゲーターをアンインストー 
ル消 U 除）するとをはパソコン側でじ(下の操作を行い 
ます。 

• パソコンのコント□ールパネルか6削除す 
る。 

スター トメ ニュー か 6、 「プ□グラム」 

一「円 ONEER CORPORATI 日 N 」 一 「 AV ナビゲー 
夕一 ( VSA -1 021 または VSA - 目21 )」 一 「アンインス 
I -ール」を選びます。 
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本機の U モコンは各操作ボタンごとに、白はアンプお 
よびテレビコント□ール、青は他磯器コント□ール、 
と色分けされています。テレビや他機器の操作方法に 
ついては、49ページの「他機器の操作について」を 
ご覧ください。 

16 AV アンプボタン 

本機の電源をオン/スタンバイにします。 

2他機器連動ボタン 

本機の他機器連動機能の設定および操作を行いまず。 
(48 ページ） 


3リモコン設定ボタン 

リモコンのプリセットコードを設定したり、 U モコン 

操作モードを切り換えたりします。 （47 ページ） 

4マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器を操作すると 

をのリモコンの操作モードを切り換えます。 

已入力切換卜 V ーボタン 

本機の入力を切り換えます。 （28 ページ） 

6テレビコント□ールボタン 

I テレビ I ボタンに登録したプリセットコードのテレビ 

を操作でさます。 

7アンプ設定/調整ボタン 

庐 V ァンプ I ボタンを巧してから操作します。 

• オーディオ調整： オーディオに関する調整を巧いま 
す。 （3 已ページ） 

• ビデオ調整： 映像に関する調藝を行います。 

(37 ぺージ） 

•ホームメニュー ：ホームメニューを表术します。 

(日1ぺージ） 

• 戻る： 各種設定項目で1つ前へ戻ります。 

• t /4/ 和/- ►/ 巧定： 各種設定項目の選択/決定を巧 
います。 

8アンプ操作ボタン 

阿ァンプ I ボタンを押してか5操作します。 

• PHASE CTRL :フェイズコント□-ルモードの 
ON / OFF を切り換えます。 （3 已ぺージ） 

• 状態確認： 選択/設定されている機能皆入力信号な 
どの情報をディスプレイに表示します。 （4 目ぺ一 
ジ） 

• PQLS : POLS 機能の AUTO / 日 FF を切0換えま 
す。 （44 ページ） 

• S. レトリパー： オートサウンドレト U バー機能の 
ON / OFF を切り換えます。 （3 已ぺージ） 

- 音声切換： 入力信号の種類（アナ□グ/デジタル/ 
HDMI など）を切り換えます。 （28 ページ） 

• MCACC : MCACC MEMORY を選択します。 

(34 ページ） 

• スリープ： ス U —プタイマーを設定します。 

〔4已ページ） 

• CH レベル： チトンネルを選択し、和/-►でレベル 
を調整します。（巨0ページ） 

• アナ n グ ATT :アナ□グ信号び入力されている場 
合、入力信号のレベルび高すざて音び歪んでいると 
きに押すと聴きやすくなりまず。 （34 ページ） 

• ディマー： フ□ントパネル表示部の明るさを切り換 
えます。〔46ページ） 


る部のを抑とはたらま） 


9 リスニングモードボタン （33 ページ） 

• AUT0/ALC/D 旧 ECT :才ートサラウンド再 

生 、 ALC (オートレベルコント□ール）およびダイ 
レクト再生を切り換えます。 

• STEREO :ステレオ再生に切り撰えます。 

• STANDARD :ドルビープ□□ジックや Ne 日:目な 
ど、さまざまなサラウンドモードを切り換えまず。 

• ADV SURR :アドバンスドサラウンドモードを切 
り換えます。 

10リモコン LED ランプ 

リモコン信号送信時または U モコン設定時に点打しま 


11 VTU ^ ボタン 

お手持ちのテレビのプ U セツトコードを登録すること 
で、 テレビコント □—ルボタンでテレビの操作びでき 
るよラにな0ます。 

12 IAV アンプ I ボタン 
U モコンをアンプ操作モードにします。 

^3[3 Ey 2 i ボタン 

U モコンをゾーン2の操作に切り換えます。 （4 已ぺ 
-ジ） 

14 W 量 +/— 

音量を調節します。 

1 已消音ボタン 

消音します。 


フ□ント J V ネルデイスプレイ 

1 2 3 


614 151巨 

1音声入力信号インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類び点な 
しよす。 

2プ□グラムフォーマツトインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの入力信号び持っている 
チャンネルを表示します。（本機か 5 出力される音声 
の表示ではありません。） 

.L/R :フ□ント左/も 
• C :センター 

• SL/SR :サラウンド左/ち 

• LFE :超低音の効果音 (Low Frequency Effect ) 〇 
超ほ音び再生されているときに (()) び点巧します。 

• XL/XR :上記政列■の2チャンネル（左/ち） 

• XC :上記政がの 1 つのチャンネル、モノラルサラ 
ウンドチヤンネル、マト U ツクスエンコードフラグ 
のいずれか。 

3デジタルフオーマツトインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点灯します。 


4 5 6 7 8 91011 12 13 


17 18 

4 MULTI-ZONE 

MULTI-ZONE 機能び選ばれているとさに点巧しま 
す。 （4 日ページ） 

已 SOUND 

DIALOG E (ダイア□グエン八ンスメント機能）また 
は TONE (トーンコント□ール）び選ばれているとさ 
に点巧します。 （3 已ページ） 

6 リスニングモードインジケーター 

選択されている U スニングモードに応じて点なしま 
す。 （33 ページ） 

7户（フェイズコント□ール） 

フェイズコント□ール機能び日 N のときに点打しま 
す。 （3 日ぺージ） 

8アナ□グ信号インジケーター 

アナ□グ入力信号のレベルを補正しているときに点灯 
します。 （34 ぺージ） 

9 S.RTRV 

オートサウンドレト U バー機能び働いているときに点 
打します。 （3 已ページ） 
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( f 部のを祝とはたらま 


10入カフアンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力び点灯します。 

11咳 

消音（ミュート）しているとさに点灯します。 

12 音量表示 (dB) 

現在の主^量レベルを…〔最ル）から +12 dB 〔最 
大）で表示します。 

13 スク□ールインジケーター 

選択でをる項目び上下に続いているときに点打しま 
す。 

14スピーカーインジケーター 

SPEAKERS ボタンで選択されているスピーカー端子 

び点灯します。 （44 ページ） 

1 已 SLEEP 

ス1」ープタイマーび設定されているとさに点打しま 
す。 （4 已ページ） 


16 デコード処理インジケーター 

マト U ックス-デコード処理時に点丹します。 

•加 PRO LOGIC llx :ドルビープ□□ジック II また 
はドルビープ□□ジック llx デコード処理時。 

• Neo:6 : Neo : 目デコード処理時。 

17 キャラクター表示部 

操作中の情報传 U スニングモード、デコード情報（信 
号処理の内容）などを表示します。 

18 リモコン操作モードインジケーター 

アンプの U モコン操作モードび設定されているときに 
点なしまず。 (1 に設定されているとさは点なしませ 
ん。） 

因メモ 

• 何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数秒間 
点滅する場合は、操作禁止を意味します。 


フ□ントパネル 



1む STANDBY/ON 


3 インジケーター 


本機の電源をオン/スタンバイにします。 

2 INPUT SELECTOR ダイヤル 

本磯の入力を切り換えます。 


• ADVANCED MCACC :オーディオ調整機能 

で、 EQ (周波数特性の補正）を ON にしているとを 
に点灯します。 （3 已ページ） 

• FL OFF: 表示部の明るさ調節をオフ（消灯）に設 
定したときに点巧します。 （4 巨ページ） 


• HDMI : HDMI 对応機器と接続処理中に点滅し、接 
続び完了すると点巧します。 （17 ページ） 

• iPod iPhone iPad : iPod や iPhone 、 iPad を接続 
しているときに点巧します。に2ページ） 

4 MULTI-ZONE ボタン 

別の部屋で本臟につないだ機器を再生する機能（マル 
チゾーン機能）に使用します。〔4日ページ） 

• MULTI-ZONE CONTROL :本体の操作を;><イン 
ゾーンとサブゾーン 〔ZONE 2) とに切り換えま 
ず。 Z 日 NE 2で再生ずる入カフアンクシヨンを選ん 
だり、 MASTER VOLUME で ZONE 2の音量を調 
節するとさに使用します。 

• MULTI-ZONE ON/OFF : 

マルチゾーン機能を入/切します。 

已表示部（フ□ントパネルディスプレイ） 

目ページの「フ□ントパネルディスプレイ」をご覧く 
ださい。 

6アンプ設定/調整ボタン 

• HOME MENU :ホームメニューを表示します。 

(已1ページ） 

• RETURN :各種設定項目で1つ前へ戻りまず。 

• t/4/ 和 /- ►/ENTER ボタン：ホームメニューでの 
選択、調整、決定などを巧います。 

7 リモコン受光部 

7ページの「1」モコンの操作について」をご覧くだ 
さい。 

8 MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調節します。 

9 SPEAKERS ボタン 

再をするスピーカー端テを切り換えます。 （44 ペー 
ジ） 

10 PHONES 端子 

ヘッドホンを接続します。〔28ページ） 

11リスニングモードボタン 

• AUTO SURR/ALC/STREAM DIRECT :才ート 

サラウンド再生 、 ALC (才ートレべルコント □- 
ル）およびダイレクト再生を切り換えます。 

• STANDARD SURROUND : ドルビープ□□ジッ 

クや Neo : 巨、ステレオなど、さまざまなサラウンド 
モードを切り換えます。 

• ADVANCED SURROUND :アドバンスドサラウ 

ンドモードを切0換えまず。 

12 MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定などを巧ラとさに、付属のセット 
アップマイクを差し込みます。牌、已2、已3ぺ一 
ジ） 


13 iPod iPhone iPad USB5S 子 

iPod を接続したり （22 ぺージ）、マスストレージク 
ラスに対応した US 目メモリーを接続して （23 ペー 
ジ）再生することびできます。また、 iPod は接続する 
ことで充電されます。 

14HDMI 入力端子 

HDMI 对応機器（ビデオカメラなど）を接続します。 
(23 ぺージ） 

1 已 AUD10/VIDE0 INPUT 端子 

ビデオカメラやゲーム機などを接続します。 （23 ぺ 
-ジ） 

16 SOUND RETRIEVER A 旧ボタン 

本機の入力び ADAPTER PORT に切り換わり、 U ス 
ニングモードび自動で SOUND RETRIEVER A 旧に 

なります。 （32 ページ） 

17 iPod iPhone iPad DIRECT CONTROL ボ 
タン 

本機の入力び iPod/USB に切り換わり、 iPod の各種 
操作び iPod 本体でできるようになります。に目ぺ一 
ジ） 



































































接続 


リアパネル 


A ミモ意 

機器の接続を巧ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 

〇重夏 

接続図には VSA -1 日 2] のイラストを使用していますび、 VSA -921 を同様に接続してください。 
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1 HDMI 入出力端子 （ 16ページ） 

2コント□ール入出力端子 （24 ページ） 

3マルチゾーン用旧入出力端子に3ぺージ) 
4マルチゾーン出力端子 （21 ページ） 

已モニター出力端子 （17 ページ） 


6コンポーネントビデオ入力端子（17ぺ- 
ジ） 


ンポーネント入力端子の設定び必要です。 （2 日ぺ 
ジ） 

7アナ□グ音声入出力/ビデオ入出力端子 
8 ADAPTER PORT 端子 （22 ぺージ） 


9サブウーファープリアウト端子 （13 ペー 
ジ） 

10スピーカー 端子 （13 ページ） 

スピーカー - r ン ピー ダンス 日〇〜 1 目 Q のスピーカー 
を使用でさまず。 

11 DC OUTPUTliS 子に3ぺージ） 

12 LAN (10/ 100)端子 （22 ページ） 

13デジタル音芦入力端子 （16 ページ） 

端子に表おされた機器と違ラ機器を接続するときはデ 
ジタル音声入力の設定び必要でず。 （26 ページ） 

14 AC IN 端子 （24 ぺージ） 

必ず一番最後に接続してくださし、。 


A 製品の仕様により、本体部やリモコン(付属の 
場合)のスイッチを操作することで表示部びす 
^壬胃ベて消えた状態となり、電源プラグをコンセン 
卜から扳いた状態と変わらなく見える場合び 
おりますび、電源の供給は停止していません。 
製品を電源から完全に遮断するためには、電 
源プラグ(遮断装置)をコンセントから抜く必 
要びあります。製品はコンセントの近くで、電 
源プラグ(遮断装置）に容易に手び届くよラに 
設置し、旅行などで長期間ご使用にならない 
とさは電源プラグをコンセントから扳いてくだ 
さし、火災の原因となることびあります。 

D3-7-12-5-2a_A1_Ja 


スピーカーの配置/使用/ ターンを選 
ぶ 

目本のスピーカーと1台のサブウーファーを接続して、 
臨場感あ j をれるサラウンドサウンドび楽しめます。ま 
た、バイアンプ接続による高音質再生や、マルチゾー 
ン機能で他の部屋で音楽を楽しむことび巧能です。ス 
ピーカーび2本し U 上あれば、本機で高音質再生び楽し 
めます。 

• フ□ントスピーカー左/ちは必ず接続してください。 

• パターン1じ(がの接続を行ラ場合は、スピーカーシ 
ステムの設定び必要です。 （58 ページ） 

♦パターン1 ♦ 

7.1 ch サラウンド（フ□ント八イト）接続 

※工場出荷時の設定 



最大9本のスピーカーと1台のサブウーファーを接続で 
さる上方向のサラウンドを重視した接続方法で、映画 
館のよラなスピーカー配置を実現します。この場合、 
同時に再生できるスピーカーの数は 7. 1 ch 分までとな 
ります（フ□ント八イトとサラウンドバックは同時に 
再生でさません）。 

また、 SACD や DVD オーディオなどの高音質マルチチ 
ャンネル音楽ソースと映画の両方にこだねった使い方 
ち巧能です。 

8本のスピーカーをお持ちの場合、サラウンドバック 
を1本にするか、センターを除いた構成にするか選ぶ 
ことびでさます。 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 （13 ページ）。 
または Bi - wire (バイワイヤ）接続 （1 日ページ）。 

■スピーカーシステムの設定 
ンーマル ( SB / FH )] (已8ぺージ） 
























































































参パターン 2 参 

7.1ch サラウンド（フ□ントワイド）接続 



最大9本のスピーカーと]台のサブウーファーを接続で 
きる横方向のサラウンドを重視した接続方法で、映画 
館のよラなスピーカー配置を実現します。この場を、 
同時に再生でさるスピーカーの数は 7. 1 ch 分までとな 
りまず〔フ□ントワイドとサラウンドバックは同時に 
再生でをません）。 

また、 SACD や DVD オーディオなどの高音質マルチチ 
ャンネル音楽ソースと映画の両方にこだねった使い方 
ち巧能です。 

8本のスピーカーをお持ちの場合、サラウンドバック 
を1本にするか、センターを除いた構成にするか選ぶ 
ことびでさまず。 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 （13 ページ）。 
または Bi - wire (バイワイヤ）接続 （1 日ページ）。 

■ス ピー カーシステムの設定 
レーマル (SB/FW)] (日8ページ） 


♦パターン3参 

7.1ch サラウンド& スピーカー B 接続 



スピーカー A システムで最大己.] ch 再生をしなび5、 

同じ機器の音をスピーカー目でステレオ再生ずること 
び可能でず。スピーカー A のみの場合は、最大 7.1 ch 
再生び巧能です。 A のみ / B のみ/ AB 両方の選択びでを 
ます。〔44ページ） 

(使い方の例） 

例1:別の場所（キッチンなど）でも同じ機器の音芦 
を聞<。 

例2 : ] つの部屋で、映画用（マルチチャンネル再 
生：スピーカー A ) と音楽用〔ステレオ再生：スピー 
力一目）の2つのシステムをつくる。 

※スピーカー B では MCACC 設定は適用されません。 
また、スピーカー目ではサブウーファーを使用でさま 
せん。 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 （13 ページ）。 
または Bi - wire (バイワイヤ）接続 （1 已ページ）。 

■スピーカーシステムの設定 
[Speaker B] (已8ページ） 


♦パターン4参 

曰.1 ch ヴラウンド&バイアンプ接続 



■特長 

フ□ントスピーカーを高音質（バイアンプ）で再生 
し、最大日. Ich までのサラウンド再生び巧能です。 

■接続 

フ□ントスピーカーのみバイアンプ接続 （1 已ページ）。 

(通常のシングル接続ち可能です。） 

他のスピーカーはシングルワイヤ（通常）接続 （13 ぺ 
-ジ）または Bi - wire (バイワイヤ）接続 （1 已ページ）。 

■スピーカーシステムの設定 
[Front 团 -Amp] (58 ページ) 


•パターン已参 

日.1 ch サラウンド&ゾーン2接続 



■特長 

ゾーン2でメインゾーンとは別の機器のステレオ再生 
が可能です。〔入力機器の選択に一部制限びありま 
す。）に1ぺージ） 

• ゾーン2では MCACC 設定は適用されません。また、 
ゾーン2ではサブウーファーを使用でをません。 

• この接続パターン切外でち、他のアンプを接続して 
ゾーン2機能を使ラことびできます。〔21ページ） 

■接続 

すべてシングルワイヤ〔通常）接続 （13 ページ）。 
または巳 i - wi 「 e (バイワイヤ）接続 （1 已ぺージ）。 

■スピーカーシステムの 設定 
[ZONE 2] (已8ぺージ） 


スピーカー接続についてのお巧6せ 

• お手持ちのスピーカーび9本（およびサブウーファー 
1本）な<てち、お好さな接続方法び選べます。（フ 
□ント2本だけでも楽しめます。） （14 ページ） 

• サブウーファーを接続しない場合、フ□ントスピー 
カーはほ域再生能力のあるタイプを使用してくださ 
し、。サブウーファー用の低域成分びフ□ントスピー 
カーか5出力されるため、低域再生能力のないタイ 
プではスピーカーを破損する恐れびありまず。 

• 接続び終わったら、必ずフルオート MCACC 仅ピ 
一力一の自動設定）を巧ってください。 （2 已ペー 
ジ） 























スピーカー 配置について 

最適なサラウンド再生を行ラには、それぞれのスピー 
カーを図のよラに配置します。 



• サラウンドスピーカーはセンタースピーカーから 
120-の角度の位置に配置します。ただし、サラウ 
ンドバックスピーカーを使用してフ□ント八イト/フ 
□ントワイドスピーカーを使用しない場创ま、サラ 
ウンドスピーカーは視聴位置の真横に配置してくだ 
さい。 

• サラウンドバックスピーカーを1本のみ使用する場合 
は、視聴位置の真後ろに配置してください。 

• フ□ント八イト左ちスピーカーは、フ□ント左ちス 
ピーカーの真上1 mi ； LL の位置に配置してくださ 
い。 


高音質のためのスピーカーセッテイ 
ング 

より本格的なサラウンドを目指すためには、正確にス 
ピーカーを配置し、音量や音質の素性を均一にしてマ 
ルチ ch の音のピントを合わせることび重要です。 

A を意 

• センタースピーカーをテレビの上に設置するとき 
は、適切な方法で固定してください。固定しないと 
地震などの外部の振動により、スピーカーび落下し 
てケガをした0、スピーカーを破損する原因とな0 
も弓 0 

設置場所と設置方法 

建物に直接振動び伝わり音質び変わ b ないように、周 
0の壁から最低1日 cm 攻上離してください。柔らかい 
床や棚板も音質に影響びあるので、専用スタンドやコ 
ンク U —トブ□ックなどの使用をお勧めしまず。 


リスニングポジションか6の角度 

センタースピーカー （ C ) を使用する場をはフ□ント 
スピーカーを広め (6 cr 程度）に、センタースピーカ 
一を使用しない場合は狭め (45 -程鼠に配置する 
ことをお勧めします。ペアになる左ちのスピーカー 
は、左ち対称の角度に設置すると音の定位び良くなり 
まず。（図] • ITU - R 推奨已 . Ich スピーカー配置を参 

脂、 



スピーカーの 高さ調整 

フ□ントスピーカー：中高域を再生ずるユニットび、 
ほぼ耳の高さになるよラに調舊しまず。 

センタースピーカー：フ□ントスピーカーの高さにそ 
ろえ日れない場合は、仰角を調馨してリスニングポジ 
ションに向けて < ださい。 

サラウンドスピーカー：耳の高さより下にな5なし、よ 
ラに設置します。 

リスニングポジションか5の距離（奥行き） 

センタースピーカー（仁）はフ□ントスピーカー左ち 
( L / R ) と同一面、またはやや奥まった位置の方び、 
されいな音場になります。 

スピーカーの 向き（振り角） 

図2のよラに、 U スニングポジションの後方30 cm 
〜80 cm (サラウンドスピーカーと U スニングポジシ 
ヨンの間）にすベてのスピーカーを向けると良好な定 
位感び得日れます。 



サブウーファーの設置、調碧 

サブウーファーはセンタースピーカーとフ□ントスピ 
一力一の間に配置すると、音楽ソースでち自然に再生 
でさます（サブウーファーび1台の場合は、左ちどち 
日の間に設置してち問題ありません）。 

ただし、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合い 
び起こらないよラな場所に配置してください。また、 
壁の近くに設置すると建物との共振によりお音び極端 
に増強される場をびありますのでご注意ください。 
モニター TV とスピーカーとの 位置関巧 
フ□ントスピーカーはなるべくモニターから等距離に 
なるようにします。 

センタースピーカーは、なるべく画面に近い方びセ U 
フや歌び自然に聞こえます。ただし、ブラウン管テレ 
ビの場をは、色ズレ防止のための防磁型スピーカーを 
使用してください。 

また、センタースピーカーを床に置いて設置する際 
は、仰角を調整して U スニングポジションに向けてく 
ださい。 


A ミモ意 

• 本機は公称インピーダンスが6 〇〜1巨0のスピーカ 
—に対応していまず。 

• スピーカーコードを接続するとさは、芯線をしっか 
りねじり、スピーカー端子からはみ出していないこ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接軸し 
たり、 ® および©び接触ずると保護回路び働いて電 
源びスタンバイ状態になることびあります。 

• スピーカーと本機の®および©端子どラしを正しく 
接続してください。 

• スピーカー端テには非常に高い電圧び出力されま 
す。感電の危険を避けるため、スピーカーを接続す 
る前に必ず電源コードを巧いて < ださい。 


スピーカーの接続について（シングルワイ 
ャ接続） 

スピーカーの接続には市販のスピーカーコードを使用 
します。 L 处下のように本機の SPEAKERS (スピーカ 
一端子）に接続します。 

1線をねじる。 

2スピーカー端子を緩め、スピーカーコードを 
差し込む。 

3スピーカー端子を締めつける。 



◎ メモ 

• バナナプラグを接続することもできます（詳しく 
は、プラグの説明書をお読みください）。 


スピーカーを 接続す る 

SURR 日 UND 巳 ACK 端子は、サラウンドバックスピ 
一力一を接続ずるだけでなく、フ□ントスピーカーの 
高音質化や、別エ U ア（ゾーン 2) でのステレオ再生 
に使用できます （14 ページ）。（ただし、メインゾー 
ンは最大日. Ich までとなりまず。） 

7.1 ch 〜已 . 1 ch の各サラウンド接続やマルチゾーン接 
続、スピーカー目接続を行ラ場合は ] 4ページの「一 
般的なスピーカー接続」のよラに接続します。フ□ン 
トスピーカーのバイアンプ接続をするときは]已ペー 
ジの「バイアンプ接続」をご覧ください。 
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サブウーファーの接続について 

サブウーファーの接続にスピーカーコードを使用する 
ことはでさません。アンプ内蔵サブウーファーとアナ 
□グピンケーブルによる接続を行ってください。 



• THX サブウーファーをご使用の場合、 THX 入力端子 
または THX フィルタポジションをご使用ください。 


スピーカー システムの接続 


—艇的な スピーカー 接続 

已 . Ich のスピーカーセットを接続するとさは 、 FRONT L/Rs CENTER、SURROUND L / R および PRE OUT 
の SU 日 W 日日 FER に接続してくだ'さし 、。 SURROUND L / R を接続せずに SURROUND BACK に接続すると正し 
く動作しません。 

フ□ント A イト スピーカー 端子は、フ□ントワイドや、 スビーカ ー B の接続もできます。 


フロントけイトサラウンド接続 



ゾーン2接続 

ゾーン2ち （ R ) ゾーン2左 （ L ) 


スピーカー端子の用途によって、スピーカーシステムの設定〔已8ページ）とスピーカー端子の設定 （44 ペー 
ジ）は次の表のよラに設定します。 

























































































































フ n ント八イト 
サラウンド接続 

フ n ントワイド 
サラウンド接続 

スピー カ ー B 接続 

ゾーン 2 接続 

スピーカーシステムの設定 

ノーマル (SB/FH) 

ノーマル (SB/FW) 

Speaker B 

ZONE 2 

スピーカー端子の設定 

SB/FH ON, SB ON, 
FH ON または OFF に 

なります。 

SB/FW ON. SB ON, 
FW ON または OFF に 

なります。 

A ON、B ON、A+B 

ON または OFF になり 
ます。 

ON または OFF にな 

0 ます。 


バイアンプ接続 

フ□ント ch 用スピーカーびバイアンプ対応であれば、さらに高品位な巨 i - Amp 再生び巧能です。 

FR 日 NT と SURROUND 目 ACK のスピーカー端子の出力は同じです 。 Hi 旨 h / Low はどちらとでも接続できまず。 

フ□ント スピーカー フ□ントス ピーカー 



ち （SR) を （SL) 

バイアンプ接続時は、スピーカーシステムの設定（已8ページ）とスピーカー端テの設定〔44ページ）はし U 下の 
よラに行います。 

• スピーカーシステムの設定： Front 因- Amp 
• スピーカー端子の設定： ON または OFF になります。 

A を意 

• フ□ントスピーカーの Bi - Amp 接続をするとさは、アンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されている 
Hi 邑 h - Low のショート金具は必ず外してくださし、詳しくはスピーカーの取扱説明書もご覧ください。 

•ネットワークび着脱でをるスピーカーの場合、ネットワークび外れた状態では効果び得られませんのでごミ主意く 
ださい。 


Bi - Wire (バイワイヤ）接続の場合 

ノーマル ( SB / FH )、 ノーマル ( SB / FW ) または 
Speaker B でシステムを組む場をは、日 i - Amp ではな 
く日 i - wire 接続が可能です。スピーカー端テ A に、バイ 
ワイヤ U ング对応スピーカーの High と Low の2本を並 
列に接続してください。 



A ミち意 

• この方まで異なる2つのスピーカーを接続しないでく 
ださい。 
















































































他機器の接続を巧う前に 

本機の入カファンクションには、工場出荷時は下の入力端子び割り当てられています0」アパネルの端テ表 
記）。通常はこの割り当てのとおりに接続することをお勧めしますび、これし U 外の接続を行ラことも可能です。 
その際は、入力設定の変更び必要です。〇は割り当てを変更でき、 X は割 0 当てび固定されていて変更できませ 
Aj 。 


入カ フアンクシヨン 

入力端子 

HDMI 

デジタル音声 

コンポーネント 

割り当て 

工場出荷時 

割 0 当て 

工場出荷時 

割0当て 

工場出荷時 

BD 

X 

BD 

X 


X 


DVD 

X 

DVD 

〇 

COAX -1 

〇 

IN 1 

TV/SAT 

〇 

< a , b > 


〇 

OPT -1 

〇 


DVR/BDR 

X 

DVR/BDR 

〇 

0 PT -2 

〇 

IN 2 

VIDEO 

< b > 

X 

VIDEO 

〇 


〇 


VIDEO 1 

< c > 

X 

VIDEO 1 

〇 


〇 


VIDEO 2 

< c > 

X 


X 


X 


HDMI 1 

< b > 

O 

HDMI 1 

X 


X 


HDMI 吕 

< b > 

X 

HDMI 吕 

X 


X 


HOME MEDIA 
GALLERY 

X 


X 


X 


iPod/USB 

X 


X 


X 


CD 

X 


〇 

COAX -2 

< b > 

X 


CD - R/TAPE 

X 


〇 


X 


ADAPTER PORT 

X 


X 


X 



a HDMI によるコント□ール機能 （43 ページ）を日 N にしているときは、 HDMI 端子を他の入カフアンクシヨンに割り当てること 
びでさません。 
b VSA - l 日21のみ 
C VSA -921 のみ 


音青の接続について 

本機に音声信号を入力するには、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ□グ音声コードによる接続を行いま 
す。 HDMI 对応機器であれば、 HDMI ケーブルで接続して HD オーディオを入力することも巧能でず。音芦入力信 
号の切り換えを AUTO に設定している場を、政下の優先順位で自動的に入力信号び選択されます。 


優先順位 端子とヶープルの種類 お送可能な音芦信号 



がファイパーケーブルの取0巧いについて 

• 急な角度に折り曲げないでください。保管するとさは、直径び1已 cm し U 上になるよラにしてください。 

• 接続の隙は、端子の向をををわせてしっかり舆まで差し込んでください。誤った向さでむりやり挿入すると、端 
子び変形し、ケーブルを抜いてちシャッターび閉ま5なくなることびあります。 

























































映像の接続について（パイオニアビデオコンパーター） 

本機は、入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので、 L 处下 
のよラに映像ケーブルの組みをわせを選ぶことびでをます。 


映像をテレビに表示する 

ソース機器からの映像信号について、本機から出力可能な出力端子は故下のとおりです。 



高画質 


ソ溫の テレ 厳との 



• 入力された信号によっては、ビデオコンバーターが働かずに映像び出力されないことびあります。その場合はビ 
デオコンバーターの設定を OFF にして、入力機器とテレビの両方を同じタイプのケーブルで接続してください。 
(37 ページの「ビデオ調整機能を使用する」） 

• コンポーネント端子から入力された108日口信号は、 HDM め、らは出力されません。 


巧像を録画する 

ソース機器からの映像信号を録画するには、それぞれの機器と必ずコンポジットビデオケーブルで接続します。 
他のケーブル同±、または他のケーブルと混在した接続では、正しく録画でさません。 （19 ページ） 



ソース機器 


本磯の __ _ 本機の映像出力 

映像入力へ^ \ ( DVR/BDR OUT ) から 


边 01 D K 曲 ] た 

6 

T r ~1= - 

〇 


/ \ 


◎ 

• [ -■ 



録画機器 


本機 


テレビと再生機器の接続 

テレビと再生機器（ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤーなど）を本機に接続します。 
• DolbyTmeHD や DTS - HD のソフトを再生するには、再生機器と HDM 1 による接続び必要です。 


HDMI で接続する 

テレビと再生機器の両方に HDMI 端子びある場合は、 HDMI による接続をお勧めします。 

HDMI によるコント□ール機能対応のパイオニア製テレビやブルーレイディスクプレーヤー、またはパイオニア 
の HDMI によるコント□-ル機能との互換性びある他社製品などを、 HDM かーブルで本機の HDMI OUT と接続 
することで、これらの機器との連動動作び可能になります。詳しくは、43ページの 「 HDMI によるコント □- 
ル機能で HDM 職器を連動動作させる」をご覧ください。 


HDM 閒応 



HDMI 対応テレビ 


• HDMI IN に入力された映儘信号にはビデオコンバーター機能び働きませんので、必ず HDMI OUT から HDM 閒 
応のテレビに接続してください。 

• HDCP (デジタル内容保護）技術に対応していない機器には接続できません。接続した場台は HDCP ERROR と 
表示されます。 HDCP に対応した機器を接続したとさにもこの表示び出ることびありますび、映像びとざれなく 
出力されれば不具合ではありません。 

• HDCP 対応磯器でち DVI で接続した場をは、正常に動作しない場合びあ0ます。 

• イコライヴーを内蔵している HDMI ケーブルで接続したときは、正しく動作しないことびあります。 


















































































































































. 本磯の HDMIOUT とテレビを HDMI で接続していて、テレビび HDMI の才ーディオ U 夕ーンチヤンネル （ ARC ) 
に対応している場合、テレビの音声は HDMI 経由で本磯に入力されるため、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ 
□グコードによる音声の接続は必要ありません。この場合 、 HDMI 設定の TV 音声の 設定を HDMI 経由に 設定して 
ください （43 ページ）。 

AV アンプを経由すると HDMI 機器び正しく動作しないとをは 

再生機器（ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤー、ビデオデッキ、セットトップボックスなど）の仕 
様によっては、 AV アンプを経由してテレビに映像や音声を出力できない場合びあります。再生機器とテレビを直 
接接続すれば問題びなく、 AV アンプを経由すると不具をび生じる場をは、再生機器の仕様をゾーカーにお問いを 
わせください。 

このよラな再生機器をそのままお使いになるとさは、下の2つの接続方法び選択でをます。いずれのちま 
も、 HDMI でしか伝送できない音声のフォーマットは再生でさません。 

接続例1 

■ 18ページの「再生機器に HDMI 出力びない場合の接続」をご覧ください。 

• メリット： 再生時の操作方法び簡単です。本機のビデオコンバーターによって、アナ□グ映像をアップコンバー 
卜して HDMI から出力でさます。 

• デメリット： 映像をアナ□グで本機に入力するため、 HDMI での入力と違い、デジタル伝送による最高画質で楽 
しむことはでさません。 

• 使用方法： 他機器の再生と同様に操作します。 

接続例2 

■再生機器とテレビを HDMI ケーブルで直接接続してください。（映像のみ直接 HDM 1 伝送します。） 

本機と再生機器を音芦ケーブルで接続してください。 

• メリット： 映像は HDMI でのデジタル伝送のため、最高画質を楽しめまず。 

• デメリット： 下記のように操作方法びやや複雑で、機器によっては 2 ch 音声しか出力されないことびあります。 

( HDMI 接続されたテレビの音声チかンネル数を検知して、再生機器側で出力を自動設定するため。） 

• 使用ち法： この再生機器を使用する場合は、本機とテレビの入力を両方切り換えてください。テレビの音量を最 
かにして、本機に接続されたスピーカーとテレビから同時に音び出ないよラにします。 

HDMI 按続について 

本機では HDMI 接続において切下のことに対応しています。 

• HDCP で保護されたコンテンツの伝送 

• 3 D 信号の伝送〔対応機器接続時） 

• Deep Color 信号の伝送（対応機器接続時） 

• X 义 Color 信号の伝送（対応機器接続時） 

• オーディオ U ターンチトンネル ( ARC ) (対応テレビ接続用） 

• さまざまなデジタル音声信号の再生 

• HDMI によるコント□ール機能を利用した連動動作快[応磯器接続時） 


HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の米国とそ 
の他の国における商標または登録商標です。 


" x . v . coi 日「"および x.v.Color は、ソニー株式含社の商標です。 


再生機器に HDMI 出力びない場をの接続 

テレビに HDMI 入力端テびあり、再生機器に HDMI 出力端子びない場合は、テレビのみ HDMI で接続します。本機 
のビデオコンバーター磯能により、アナ□グで入力された映像信号を HDMI でテレビに出力でをます。 

• テレビの音声を本磯で聞く場合は、17ページをご覧になり、音青ケーブルの接続ち行ってください。 

. 本機の HDMI OUT とテレビを HDMI で接続していて、テレビび HDMI のオーデイオリターンチヤンネル （ ARC ) 
に対応している場を、テレビの音青は HDMI 経由で本機に入力されるため、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ 
□グコードによる音声の接続は必要ありません。この場を、 HDMI 設定の TV 音亩の設定を HDMI 経由に 設定して 
ください （43 ページ）。 

• 光デジタルケープルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 （2 巨ページ） 


























































































テレビに HDMI 入力びない場さの接続 

テレビに HDMI 入力端テがない場合は、それぞれの機器の映像信号はアナ□グで接続します。 

• テレビの音声を本機で聞く場合は、17ページをご覧になり、音声ケーブルの接続も行ってください。 

• HDMI IN に入力された映像信号はダウンコンバートすることびでさませんので、プレーヤーと本機を接続してし'! 
る映像ケーブルと同じ種類のケーブルでテレビと本機を接続する必要びあります。 


DV □プレーヤーなど 
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いずれかひとつのち法で接続 

コンポーネント 映像 

r 出力， 
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ここでの HDMI ケーブルによる再生機器の接続は、再生機器の HD 音声を本機で聞く場をに使用するものです。 
映像をテレビで見るには、別途アナ□グで映像の接続を巧ってください。再生機器によっては、 HDMI と他の接 
続方法で映像を同時に出力することびでさなかったり、出力の設定び必要な場合びあります。詳しくは再生機器 
の取扱説明書をご覧ください。 

光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端子の設定び必要です。 （26 ページ） 
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HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーの接続 

HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーなどの録画機器を接続します。 

• 録画することを前提とする場合は、ソース機器と録画磯器の映像信号をコンポジット接続で統一する必要びあり 
ます。また音青信号についてもアナ□グ接続する必要びあります。録画方法については、4日ページをご覧くだ 
さい。 

• お手持ちの HDD / DVD レ〕ーダーやブルーレイディスクレ〕ーダーに HDMI 出力端子びあるときは、本機の 
HDMI DVR/BDR IN 端子に接続することをお勧めします。その際は、本機とテレビの接続も HDMI で行ってく 
ださい。 （17 ページ） 

. 同軸デジタルケープルを使用して再生機器と接続した場を、入力端子の設定び必要です。に6ページ） 


HDD/DVD レコーダー、 

スレーレイデイスクレ〕ーダーなど 
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衛星/ケーブルテレビチューナーの接続 

衛星放送やケーブルテレビチューナーなどの映像機器を接続します。 

• チューナーに HDMI 出力びない場合はアナ□グ接続を巧ってください。 

• マルチサラウンド放送を再生するにはデジタル音声接続び必要です。 

. 同軸デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端子の設定び必要です。 （2 日ページ） 

• VSA -1021 のみ: 

お手持ちの衛星/ケーブルテレビチューナーに HDMI 出力端子びあるときは、本機の HDMMN 1 端子に接続する 
ことをお勧めします。その際は、本磯とテレビの接続も HDMI で巧ってください。 


衛星チューナ ー 
ケープルテレビチューナー 

[吕^占占に ]=== 01 
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その他の音芦機器の接続 

音声再を磯器の接続には、アナ□グおよびデジタル接続びでさます。ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生する 
には、デジタル接続び必要でず。 

• アナ□グ接続された音声のみ録音できます。録音方法については、4已ページの「接続した機器間で録音/録画 
をする」をご覧ください。 


CD レつーダー、 
カセットデッキなど 
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• 同軸または光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場を、入力端子の設定び必要です。日ペー 
ジ） 

• カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとさに雑音などび発生する場合びあ0ます。これはアンプ 
のトランスによる U —ケージフラックス（漏れ磁束）の影響によるちのです。このようなとをには、設置する場 
所を変えるか、アンプから離して設置してください。 


































































































































マルチゾーン接続 

本機を操作して、本機のある部屋 （;> (インゾーン）とは別の部屋（サブゾーン）で本磯につないだ機器の再生を 
楽しめます（マルチゾーン機能）。本磯ではメインゾーンとは別に ZONE 2システムを構築することびできま 
す。ゾインゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生ずることはちちろん、別々のソースを再生することち 
でさます。 

サブゾーンで再生巧能な入力および信号は下記のとおりです。 

VSA -1021 の場合： 

• サブゾーン (ZONE 2) では、 DVD 、 TV / SAT 、 DVR / BDR 、 VIDEO、HOME MEDIA GALLERY 、 iPod / 
USB 、 CD 、 CD - R / TAPE、ADAPTER PORT のアナ□グ音声（ステレオ）入力およびビデオ（コンポジッ 
卜）映像入力び再生巧能です。 

• デジタルや HDMI 、 コンポーネントビデオで入力された信号は再生でさません。 

• U スニングモードや低音/高音調藝などの各種音声磯能は使えません。 

VSA -921 の場含： 

• サブゾーン （ZONE 2) では、 DVD 、 TV / SAT 、 DVR / BDR 、 VIDEO 1 .VIDEO 2、 CD 、 CD - R / 

TAPE、ADAPTER PORT のアナ□グ音声〔ステレオ）入力び再生可能でず。 

• デジタルや HDMI で入力された信号は再生でさません。 

- U ス ニン グモード传低音/高音調藝などの各種音声磯能は使えません。 

Osh 

• VSA -92] では ZONE 2にテレビを接続して映像を見ることはできません。 


ZONE 2 端子を使用したマルチゾーン接続 

サブゾーン （ZONE 2) に別のアンプを用意して、図のよラにもラー台のアンプとテレビモニターを本磯に接続 
します。 

サブゾーンに日 NE 2) の機器 _ 本機(メインゾーン） 


HDMxAGT ND VDEOMl _ I BDN O/DW CMt/BDRM 

SEWD 




^3 


Ml 



s 


I 




|) OJfV 
ノ BM 

m 

OUT 

% 

M 

% 

IMIM 

NB 

(DVD 

Bpn 

M 曰 

(Mt/ 
B 的 

m 

馨 

m 

獲) 

# 



SURROUND BACK 端子を使用したマルチゾーン接続 

図のよラにスピーカーとテレビモニターを本磯に接続します。この接続の場を、メインゾーンは已 . Ich サラウン 
ド出力までとなります。スピーカーシステムの設定は ZONE 2を選択してください。 


サブゾーン (ZONE 2) の機器 本機(メインゾーン) 
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LAN 端子でネットワークに接続する 

LAN 端テを使ってネットワークに接続することで、 
インターネットラジオを聴くことびできます。インタ 
ーネットラジオを聴くには、インターネットサービス 
を提供しているプ□バイダーとの契約-料金び別途必 
し'当。 

また、この接続を行ラことで同ーネットワーク上に 
あるパソコンなどに保存されている音楽ファイルを 
HOME MEDIA GALLERY 入力で再生することびで 
さまず。 

本機の LAN 端テとルーター （ DHCP サーバー機能 
付をなど）の LAN 端テをストレート LAN ケーブル 
に AT - 已政上）で接続します。 

ルーターの DHCP サーバー機能をオンにします。ルー 
ターに DHCP サーバー機能びない場をはネットワーク 
を手動で設定ずる必要びあ0ます。詳しくは61ペー 
ジの「ネットワークの設定を行ラ」をご覧ください。 


図メモ 

• 弊社ではお客様のネットワーク接続環境、接続機器 
に関連する通信エラーや不具合について、一切の責 
任を負いかねます。あらかじめご了承ください。プ 
□バイダーまたは各接続機器のメーカーにお問い合 
わせください。 

• が部コンテンツのアクセスには高速インターネット 
への接続び必要であり、プ□バイダへの登録や契約 
び必要となりまず。第王者び提供するコンテンツの 
サービスは、予告なく、変更、中断、中止される巧 
能性びあり、パイオニアは、そのよラな事態に対し 
ていかなる責任ち負いません。パイオニアは、が部 
コンテンツの提供サービスの継続や利用可能期間に 
ついて、いかなる保証ちしません。 



LAN 端子の仕様 

• LAN (10/100) 端子：1系統、 
10 BASE - T /100 BASE-TX 


BLUETOOTH アダプターを接続す 前面端子に機器を接続する 


る 

后 IJ 売0の己 LUET 曰 0 TH アダプター （ AS - 己 T 1 00また 
は AS - 日 T 20 0) を本機に接続することで 、 Bluetooth 
機能搭載磯器[携帯電話、デジタル音楽プレーヤーな 
ど）の音楽をワイヤレスで楽しむことびでさます。 
Bluetooth 機能搭載機器の音楽の再生については、 

31ページの「巳 LUET 0 日 TH アダプターをペアリング 
する(初期登録)」をご覧ください。 

• 本機で日/ uetoo め機能搭載機器の音楽を再生す 
るには、 S / ue たのか機能搭載機器びプ□フアイ 
ル： A 3 DP に対応している必要びあります。 

• すべての S / ue 的〇め機能搭載機器との接続動作を保 
証するものではありません。 


目 LUET00TH アダフター 
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o 重要 

• BLUETOOTH アダプターを本機に接続した状態で、 
本機を移動させないでください。破損やち軸不良の 
原因となります。 


前面端テに HDMI 対応磯器や iPod 、 US 日メモ U —を接 
続して、本機で音声や映像を楽しめます。 

前面端テを使用ずるとをは、 PUSH OPEN タブを巧し 
て端子カバーを取りがします。接続の前に本機の電源 
をオフにして < ださい。 


iPod を接続する 

iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しめ 
ます。接続には本磯に付属の iPod ケーブルを使用し 

よ9 0 

• iPod の接続口ま、 iPod に付属のケーブルも使巧でき 
まずび、その場をは iPod の映像を本機を通して見る 
ことはでさません。 

• iPod の接続については、 iPod に付属の取扱説明書ち 
ご覧ください。 

• iPod の再生については、28ページの 「 iPod をつな 
いで再生する」をご覧ください。 

VSA -1021 の場合： 






























































































VSA -921 の場合： 
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USB メモ ij— やキーポードを接続する 

お手持ちの USB ；>< fU —を接続して、 US 日メモ1」一 

に記録されている音楽/画像ファイルを本機で再生で 

をます。 

• 本機とパソコンを US 巳ケーブルで接続して音楽/画像 
ファイルを再生することはできません。本機び対応 
している US 巨メモ1」一は、外付け八ードディスクや 
携帯フラッシュメモ U -、 マルチカード U - ダー、 
デジタルカメラ、デジタルオーディオ再生機または 
プレーヤー ( FAT 12、 FAT ] 6、 FAT 32 のフォーマ 
ットに対応）などの US 巳マスストレージクラスに属 
する機器です。 

• 本機ではすべての US 巳メモリーの再生、および電源 
の供給を保証でをない場をびあります。また、本磯 
と接続したことで、 US 巳メモリーのファイルび万一 
損失した場を、当社は一切の責任を負ラことびでを 
ませんので、あらかじめご了承ください。 

• US International レイアウトし U 外の US 巳キーボード 
も接続でさますび、一部の文宇び正しく入力でさな 
いことびあ0ます。 

• US 目メモ U —の再生については、29ページの 

「 US 目メモ U —を再生する」をご覧ください。 

また、 USB キーボード （US International レイアウ 

卜）を接続して、入力端子の設定で、入力名を変更す 

る隙の文字入力に使用でをます。（目0ページ） 


HDMI 巧応機器を接続する 

VSA - W 2) のみ 

HDMI 出力端子びあるビデオカメラやテレビゲーム磯 
などを前面端子に接続して、簡単にこれらの機器の映 
像や音声を楽しめます。接続には HDMI ケープルを使 
用します。 

• 接続ずる機器によっては、専用の接続コードび付属 
している場合びあります。詳しくは、接続する機器 
の取扱説明書をご覧ください。 
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ビデオカメラや 
テレビゲームなど 
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映像眉ち機器を接続する 

VSA -92] のみ 

接続した機器は VIDEO 2 入力で視聴でさま 
す。 INPUT SELECTOR または 入力切換 户 ！ 一が巧 

ンを使って選びます。 
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無線 LAN コン/ V — ターを接続する 

無線 LAN コンバーターを接続してワイヤレスで 
ネットワークに接続でさまず。接続には別売りの 
AS - WL 300をお使いください。 

. 無線 LAN コンパ‘一夕一の設定については、61ぺ一 
ジの「ネットワークの設定を行ラ」をご覧くださ 
し、。 



無線 LAN 〕 ンバーター ( AS - WL 3 日 0) 


旧レシーバーを巧って集中コント □ 
ールする 

ステレオ機器などを、キャビネット内などの U モコン 
信号び届かない場所に設置している場合でも、市販の 
旧レシーバーを使用して、 U モコンでシステムの操作 
びできます。本機や接続した機器（パイオニア製品だ 
けでなく、他社製品も含む）び操作できます。マルチ 
ルームの U モコン操作などにち使用でさます。 








































































































接続 



旧接続は、旧端子を装備している機器を使用してく 
ださい。 

旧レシーバーのリモコン受光部に堂光灯から強い光 
び直接照射されている場合は、1」モコン操作びでき 
ないことびありまず。 

他社製品では IR といラ名称び使用されていない場を 
びあります。お使いの機器に付属の取扱説明書で確 
語してください。 

フ□ントパネルのリモコン夏光部と旧レシーバーの 
U モコン受光部び同時に夏信した場をは、 IR レシー 
バーび優先されまず。 

接続に必要なケーブルの種類については、旧レシー 
} (一に付属の取扱説明書を参照してください。 


他のパイオニア製品をつないで集中コ 
ントロールする 

コント□ール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア 
機器を、本磯の U モコン受光部を使って集中コント □ 
ールすることびでさます。 U モコン受光部を持たない 
機器や、受光部び信号を受け b れないところに設置し 
た機器も U モコン操作び可能になりまず。 



Iント□ール入力端子付をの 
他のパイオニア製品の 
CONTROL IN 端子へ 


コント□ール入力/出力端子 
付をの他のパイオニア製品 
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本機 

本機の U モコン愛光部に向けて 


本機のリモコン 送信してください。 


〇重要 

• コント□一レ端子の接続をする場をは、必ずオーデ 
イオコード、映像ケーブルまたは HDMI ケープルち接 
続してください。デジタル接続だけでは、システム 
コント□ールは正しく動作しません。 

因メモ 

• 接続には市販のモノラルミニプラグ付をコードな岳 
抗;なし）をお使い<ださい。 

. 本機の CONTROL IN 端子にコント□ールコードを接 
続すると、 U モコンを本磯に向けて直接操作するこ 
とはでさません （ U モコン信号受光部び機能しな< 

な0ます）。 
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電源コードの接続 

すべての接続び終了した5、電源コードを家庭用電源 

コンセント ( AC 100 V )に接続します。 

• 電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源 
びスタンバイになります。この際2秒か51日秒 
間、 HDMI に関する初期化動作を行います。初期化中 
は HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終 
了してから本機の操作を巧ってください。 HDMI 設定 
のコント□-ル機能を OFF にすることで、この処理 
は行われなくなります。 （43 ページ） 


家庭用電源 
コンセント 



ミちち 

• 本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属 
しているコード（電流容量10 A 、 機器側 3 P プラグ 
インソケット方式）し U 外の電源コードはご使用にな 
日ないで < ださい。 

• 旅行などで長期間本磯を使用しない場合は、必ず雲 
ミ原コンセントか5電源コードを抜いておいてくださ 
し、。長期間、電源コードを抜いた状態でも、本機で 
設定した各種設定び消去されることはありません。 

• 電源コードを抜くとさは必ず本体をスタンバイ状態 
にして < ださし、。 


電源について 

本機の電源は、1」モコンのむ AV アンプ ボタン（または 
フ□ントパネルの 6 STANDBY /0 N ボタン）を押すた 
びに、 オンとスタンバイが 切り換わりまず。 
電源を入れることを「オンにする」、電源を切ること 
を「スタンバイにする」といいます。 

接続を行ラとさは予期せ姑故障を防ぐため、電源をス 
タンバイにしたあと、電源コードをコンセントから抜 
いて < ださし、。 


/ _-X 「 

感 ®[ ^ 




























































































































基本設定 


スピーカーの自動設定を巧5 
〜フルオート MCACC 〜 

本機のフルオート MCACC では、従来のマニュアル調 
整では難しかったさまざまな設定を、自動で高精度に 
測定、設定することびでさます。スピーカーから出力 
されるテストトーンを付属のセットアップ用マイクで 
測定し、解析します。フルオート MCACC での測定項 
目と全体の流れはな下のとおりです。 


攻下の測定/解析にかかる時間 

の 合計3分〜7分程度 


• スピーカーシステムの設定 
-測定、設定値の保存先選択 

I 

ネ刀期測定（測定環境のチIック） 

• 暗騒音馆 P 屋の騒音）の測定 
• マイク感度の診断 

• 各 ch のスピーカー有り無し、および極性の判定 

♦ 

• お客様によるスピーカーの有り無し判定結果の確認 
(または修正） 

I 

システム全体の解析/測定 

• スピーカーシステム（各 ch の低域再生能力を判定） 

• スピーカーの出カレベル〔各 ch の出カバランスを捕 
正） 

• スピーカーまでの距離〔最適なディレイ値を辭析） 

• 定在波制御（定在波の影響を軽減） 

• 残響特性の測定 

• 視聴環境の周波数特性〔出力音芦の音色を統一） 

A ミモ意 

• 測定中は大きな音でテストトーンび出力されます。 
近隣住宅やルさなお子様などへのご酉己慮をお願いし 
も弓0 


THX® 

• THX は THX 社の商標でず。許可のちとに使用されて 
いまず。不許複製。その他すベての商標は、それぞ 
れの所有ちの所有物です。 

〇重要 

• 測定は静かな環境で巧ってください。 

• セットアップ用マイクは、兰脚などを使用して1」ス 
ニン グポジションの耳の高さに設置してください 
に脚びない場合は、なるべく互脚に代わるものを 
用意してください）。 

政下の場所にマイクを設置すると、正しく測定でき 
ない場合びあ0ます。 

ー ソファーや柔らかいちのの上。 

-テーブルやソファーの上などの高い場所。 

• スピーカーと U スニングポジション（マイク）の間 
に障害物びあると、正確に測定でさない場をびあり 
も 〇 

• 測定中は1」スニングポジションから離れて、各ス 
ピーカーの外側からリモコンで操作を行ってくださ 
い。 

• 自動設定中に静止画面を已分間放置すると画面にスク 
1」ーンセーノ f 一機能び働さますび、いずれかのボタ 
ンを押すことでみたたび同じ画面を表示します。 

• 測定を途中で中断したときは、それまでの測定内容 
は確定されません。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 

れてか6テレビの電源も入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるよラテ 

レビ側の入力切換を合わせて < ださし、。 

2付属のセットアップ用マイクを接続する。 

PUSH OPEN タブを押して端テカバーを取り外 

し、 MCACC SETUP M に 端子にセットアップ用マ 

イクを差し込みます。 

リスニングポジションにマイクを配置します。 

• 付属のセットアップ用マイクを、 TV モニターの近 
<に置いてオートセットアップを行わないでくださ 
し、また、テーブルやソファーなどの上にマイクを 
置くと、正確に測定でさない場合びあ0ます。 


基本設定) 



MCACC V,_^ iPhone USB 
ETUP MIC iPad 


I # 儀)^;:^ 

MCACC iPhone USB HDM2 INPUT 

SETUP MIC iPad 



7 イクを差し込むとフルオート MCACC 画面び表おさ 
れます。 


詳しくは、 ]] ページの「スピーカーの配置/使用パ 
ターンを選ぶ」をご覧ください。 

EQ タイプ、 MCACC 、 THX スピーカーの各項目ち 
設定でさます。詳しくは、日2ページの「オート 
MCACC で詳細に測定/設定する」をご覧ください。 

4 t ♦ボタンで[スタート]を選択してミ夫定す 
る。 

オートセットアップの自動測定に進みます。 

• セットアップ用マイクの接続を確認のラえ、サブウ 
ーファーを接続しているとさは、測定のためサブウ 
ーファーの電源を入れてボ1」ユームレべルを適度に 
上げておいてくださし、。 

• オートセットアップのテスト I -ーンは大音量です。 
ルさなお子様び近くにいる場をなどはごを意くださ 
し'!。ボ U ユームを下げることちでをますび、正しく 
設定されない場合びあります。 

已自動測定が開始されます。 

最初に初期測定〔測定環境チてック）び行われます。 



la . フルオート MCACC 

AV アンフ 


スビーカー: 
E がイブ 


ノーマル (SBfH) 
SYW»eTRY 
MLKEMORY 1 


3 内 V ァンプ 1 ボタンを巧してか5、 t ボタンで 
[スピーカーシステム]を選択して、決定ボタンを 
押す。次に、和今ボタンでスピーカーシステム 
を選ぶ。 

スピーカーシステムの項目は、用途によって切下の設 
定を選択します。 

• サラウンド接続（フ□ント八イト）の場を： 

ノー マル (SB/FH) 

• サラウンド接続（フ□ントワイド）の場を： 

ノーマル (SB/FW) 

• バイアンプ接続の場合： Front 团 -Amp 
• ゾーン2接続の場合： ZONE 2 
• スピーカー日接続の場合： Speakers 


• 暗 騒音：暗騒音（部屋の騒音）の測定 
• マイク□フ オン：マイクの感度を診断 
• スピーカー YES/NO :各スピーカーの有り無し、 
および極性の判定 

「暗騒音」および「マイク□フオン」のチェックでエ 
ラーび表示されたとをは、測定環境およびマイクの 
接続をもラー度確認し、 [リトライ] を選んでもラー度 
測定することをお勧めしまず。■►で [次へ進む] を選択 
し、次の測定へ進むことちでをまず。 

6スピーカー有り無しの確認画面になります。 

スピーカーの判定結果にエラーや逆相びなく、確認画 
面で何も操作びないとさは1日砂後に自動で手順7へ進 
み、オートセットアップび再開されます。 
スピーカー有り無し判定については、 l ^ TF の表をご覧 
<ださい。 




























■9 (9 本設定 


有無 

スピーカー 

接続 

している 

接続 

していない 

逆相に 
なつている 

規定がの 
接続 

L/R 

フ□ント左ち 

YES 

エラー 

逆相 

--- 

C 

センター 

YES 

NO 

逆相 

--- 

FHL(FWL)/FHR(FWR) 
フロント A イト(ワイド)左ち 

YES 

NO 

逆相 

--- 

SL/SR 
サラウンド左ち 

YES 

NO 

逆相 

エラー 

3已し/ SBR 
サラウンドパック 

YES 

NO 

または—— 

逆相 

エラー 

SW 

ヴブクーファー 

YES 

NO 

--- 

--- 


スピーカー有り無し判定結果び正しいとき 

[0 K ] を選んで 巧定 ボタンを押します。 

もラー度自動測定をや0直すとを 
[ U トライ] を選んで 巧定 ボタンを巧します。 

スピーカー有り無し判定結果び間違っているとを 
[ U トライ] を選んでちラー度自動測定をやり直し 
てみてください。それでち間違ってしまラとさ 
は、 t ♦和-►ボタンで正しい設定に直したあとミ夫定ボ 
タンを押しまず。 

接続び間違っているとを 

電ミ原を切って電源コードをコンセントから抜き、スピ 
一力一を正しく接続し直してください。接続び終わ 
ったら、 もラー度フルオート MCACC を行ってくださ 
い。 

接続び正しいとき 

さまざまな要因により逆相と表おされる可能性びあり 
ます （71 ページ）。その場合は、[次へ進む]を選んで 
ミ夫定ボタンを押してください。 

エラーび表示されたとを 

判定結果でエラーび表おされた場合は、スピーカーの 
接続を間違えている可能性びあります。（逆ホ目び表示さ 
れた場をは、スピーカー接続の極性 （+/ —）び間違っ 
ている可能性びあります。） [リトライ] してち結果び同 
じよラな場合は一度電源を切り、スピーカーの接続を 
確認してください。また、途中で測定エラーによる警 
告び表示されている場台びありますので、そのとをは 
画面の指示に従ってください。指示の詳しい内容につ 
いては71ページの 「MCACC (音場補正）時に表示 
されるメッセージについて」をご覧ください。 

7補正用測定が開始されます。 

スピーカーシステム： 各 スピーカーの ほ域再生能力 
判定 

スピーカー出カレベル： 各 ch の出カバランスを補正 
スピーカーまでの距離： スピーカーまでの距離を解析 
定在波制御： 定在波の影響を軽減 
残醬特性の測定： 残響特性の測定 

Ago Cal EQ Pro :出力音芦の音色を統一 


これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって3分〜7分程度かかりますので、しばらくお待 
ち < ださい。 

8 HOME MENU 画面び表示された6自動測定 
は終了です。 



必ずセツトアップ用マイクを本機から抜いて<ださ 
し、。 



入力端子の割り当てを変更する 

機器の接続をする場合は、 ] 日ページの「他機器の 
接続を行ラ前に」の表をご覧になり、入カフアンクシ 
ョンび割り当て b れた端子に接続することをお勧めし 
よ 9 0 

そのほか、政下の接続を行ったとさも必ず設定を行っ 
て < ださい。 

• リアパネルのデジタル音青入力端子に記載されたエ 
場出荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

ーデジタル音声入力の設定 (Digital In ) 

• コンポーネントビデオ映像入力端子に映像機器を接 
続したとき。 

ーコンポーネントの設定 （ Com 阳 nent In ) 
VSA -1021 のみ 

• HDMNNl 端子に接続した HDM 网応機器を、 HDMI 
1入力ではなく他の入力で再生したいとを。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI Input ) 

HDMI 入力の設定をする場合は、 HDMI 設定の 
コント□—ル設定 （43 ぺージ）を OFF にしてくださ 
い。 

1 ボタンを押してリモコンを AV アン 

プ操作モードにする。 


2 ホームメニュー ボタンを押す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
>/♦/ 和/-►とミ夫定ボタンを使って力-ソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を巧います。 戻る ボ 
タンで1つ前の画面に戻ります。 

3 [システム設定]を選んでミ夫定する。 



4 [入力端子の設定]を選んでミ夫定する。 


4■システム設定 

AV アンプ 

a- マニュアルスビーカー設を 


: .OSDS 居 IS を 

d. ネットワーク R 定 

e. HDM 旧是 

f. その化のおを 


因 終了 


g る因 


己変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 



6変更したい設定を選んで、割り当てたい入力 
端子を設定する。 



たとえば、光デジタル入力端子 （ OPT に AL IN 2) を 
使って DVD プレーヤーを接続したいとさは、入力で 

DVD を選び、 Digital In の設定を 日 PT - 吕に変更しま 

す。また 、 COMPONENT ! N 1に入力した映像信号 
を再生したいときは、 Component In の設定を In -1 に 

設定します。 

7設定が終了した6、戻るボタンを巧す。 

入力端子の設定を 終了します。 

ホームメニューを 終了するとをは、 ホームメニューボ 
タンを巧します。 

図メモ 

• コンポーネント端子の使用については、17ページ 
の「映像の接続について〔パイオニアビデオコンバ 
ーター）」をご覧ください。 

• 同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を選択ずるこ 
とはでさません。 

• 「-」と表示されているとさは割り当て5れる 

入力端子びないことを表しています。 































本機の操作モードを切り換える 

本機にはさまざまな機能や設定び豊富に備わっていま 
すび、すべての機能や設定を使いこなすのは難しいと 
いラお客様のために、操作モードの切り換え設定を用 
意しています。 

操作モードはエキスパートと基本の2つの設定から選 
おでをます。 

• 工場出荷時の設定：エキス A °— 卜 

1 [ AVT ^ ボタンを巧してリモコンを AV アン 
プ操作モードにする。 

2 ホー ムメ ニュー ボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
>/♦/ 仁/一と決定ボタンを使って カーソル 移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。戻るボ 
タンで1つ前の画面に戻ります。 

3 [操作モード設定]を選んでミ夫定する。 



4設定したい操作モードを選ぶ。 

• エキスパート：すべての機能をお客様ご自身で設定 
でさます。 

• 基本：操作でをる機能を制限し、操作制限した機能 
についてはパイオニアび推奨する音質-画質になる 
よラ自動で設定されます。操作でさる機能は政下の 
とおりです。取扱説明書をご覧になり、必要に応じ 
て設定でさます。 


操作でさる 
機能 

内容 

参照 

ホームメニュー 

フルオート 
MCACC 

高精度な音場設定を簡単に巧 
います。 

2巳 

入力名 

お好みの入力名に変更して使い 
やす < でさます。 

26 

入カスキップ 

使用しない入力をスキップしま 
す（表おしません）。 

26 

ソフトウェアの 

更新 

最新のソフトウエアへ更新し 
ます。 

63 

ネットワーク 
情報 

本機の IP アドレスや MAC アドレ 
スといったネットワークの情報 
び確認できます。 

62 


操作できる 
機能 

内容 

参照 

Bluetooth 機器 
のペアリング 

AS-BTl0 日または AS- 曰下 200 
を使って百/ ue わ日か機器とペア 

IJ ングします。 

31 

オーディオ調整 

MCACC 

(M 巳 ACC メモ 

IJ-) 

お好みの MCACC メモ U —を選 
おでさます。 

3巳 

DELAY 

(サウンドディレ 
イの調整） 

音声全体の遅延時間を調整し 
ます。 

3巳 

S.RTRV 

(オートサウンド 
レト1」バー機能） 

圧縮音声を高音質化して再生 
します。 

3巳 

DUAL 

(デュアルモノラ 

J レ白声3ぴ)日苗お） 

デュアルモノラル音声入力時の 
再生設定を行います。 

3巳 

V.SB 

(バーチャルサラ 
ウンド A’ ックの 
設茵 

仮想のサラウンドバックチャ 
ンネル音声を創り出して再を 
します。 

3巳 

V.HEIGHT 

(バーチャル从イ 
卜の設定） 

仮想の A イトチャンネル音声を 
創り出して再生します。 

3已 

その他の入力 

入力切換 
(INPUT 
SELECTOR) 

入力を切0換えます。 

28 

音量 +/-， 消音 

音量を調節します。 

28 

リスニンヴ 
モード 

パイオニアお勧めのモードのみ 
選択可能となります。 

33 

PQLS 

PQLS 機能を使って再生しま 
す。 

44 

PHASE CTRL 

(フェイズコント 
□- ル） 

低域の位相ずれを補正して再生 
します。 

3已 

SOUND 

RETRIEVER 

AIR 

入力を ADAPTER PORT に切0 

換え、圧縮音声を高音質化して 
再をします。 

32 

IPod iPhone 
iPad DIRECT 
CONTROL 

入力初 Pod/USB に切り換 
え、 iPod 側で操作でさるモード 
になります。 

29 


已設定が終了した5、戻るボタンを押す。 

HOME MENU 画面に戻りまず。 



































■9 (9 本再を 


基本再を 


アンプか百音を出す〜昼本再生〜 

接続した機器を再生するとさの手順です。本機では、 
28ページの r 音声入力信号の切0換え」で入力信号 
を選んで、33ページの「1」ス ニン グモードでいろい 
ろな音を楽しむ」で U ス ニン グモードを選ぶことび主 
な操作です。 


心巧 

〇 ,」& ’ © 

BDR 

SAT 

USB I テレビ I 

r I 

_ 入力切。 _ I 'J-' ぶ I 厮巧巧! 

BBOH 


己 ■ 

百 

ミ肖音 

〇 


PQLS 

1 W I 日を I w I 

S. レド J パ- が 

uJ dj Cu [_! 

吉，切巧 MCACC スり-プ 庶 

|4l ド 5 I「6 I 向 SP| 

CH レべ J レ乃■口が n ディマー _ 

山 UJ 山 LiJ 

_ _ _ CM 

llHh 。 山"岡 1 。厂 -I 

*»' STEREO STANDARD * 



1 再生する機器の電源を入れる。 

2む AV アンプボタンを押して本機の電源を入 
れる。 

(本体の場をは、り STANDBY / ON を巧します。） 


3 み V ァンプ I ボタンを押してリモコンを AV アン 
プ操作モードにする。 

4 入力切換^/■^ボタンで再生する機器を選 
ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り換わります（本体 

の場合は INPUT SELECTOR で選択します）。 

マルチコント□ールボタンで直接選択することちでさ 
よ9 〇 

• また、必要に応じて音青切換ボタンで音声入力信号 
の種類を選びます。 （28 ページ参照） 

已 AUTO/ALC/DIRECTtK タンを}甲して 
AUTO SURROUND モードを選択する。 

他にちいろいろな U ス ニン グモードをお好みで選べま 
す。詳細は33ページの n 」 ス ニン グモードでいろい 
ろな音を楽しむ」をご覧ください。 

6 再生機器の再生を開始する。 


7 音量 +/- ボタンで音量を調節する。 

r-J (無音）から +12 dB (最大値）の範囲で調節 
できます（本体の場合は MASTER VOLUME ダイヤ 
ルで調節します）。 

一時的に音を消したいとさは、消音ボタンを押しま 
ず。ちラー度巧すか、音量を調節ずることで解除しま 
ず。 

• MCACC などにより正確にチャンネルレベルを補正 
した場合、日 d 目び映画館での再生音量とほぼ同等 
になります。 （ OdB は大音量です。近隣住宅やか 
さなお子様などへのご配慮をお願いしまず。） 

• 大音量び出力されないよラに、最大音量を制限する 
ことびでさます。63ページの「音量の設定を行 
ラ」をご覧ください。 


音青入力信号の切0換え 

本磯では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信 
号を切り換えることびでさます。 


1 IAV アンプ 1 ボタンを巧してリモコンを AV アン 

プ操作モードにする。 

2音声切換ボタンを巧して再生したい入力信号 

を選択する。 

ボタンを押すたびに、切下の項目び切り換わります。 

• AUTO : HDMI 一 DIGITAL 一 ANALOG の優先順位 
で自動的に入力信号を選択しまず。 

• ANALOG :アナ□グ入力信号を選択します。 

• DIGITAL :デジタル入力信号を選択します。 

• HDMI : HDMI 入力信号を選択します。 

「 HDMI 音芦出力の設定」 （3 已ぺージ）で 
THROUGH を設定していると、音声は本磯からで 
はな< テレビから出力されます。 

図 メモ 

• 音声切換ボタンで ANALOG を選択した状態で DTS 
対応の CD 、 DVD 、 BD や LD を再生すると、 DTS ® 
原信号びそのまま再生されるため、ノイズび発生し 
ます。この場合、入力信号は必ず DIGITAL を選択し 
て < ださい。 

• DVD プレーヤーの機種によっては、再生でさるデジ 
タル信号に制限びあ0ます （ DTS 信号を出力しなし、 
など）。詳し< は、お使いの DVD プレーヤーの取扱 
説明書をご覧ください。 

• デジタル入力端子、および HDMI び割り当てられてい 
ない機器の音声入力は、 ANALOG に固定されていま 
す。 


貸當。 

回節恩巧 


• 身だがあのデジタル信号は再生でをません。その場合 
はアナ□グ接続を行い、 ANALOG を選択してくださ 
し、。プレーヤーなどの再生磯器の出力設定もご確認 
<ださい。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオーデ 
ィオのみ収録されている LD の音声はデジタル出力さ 
れません。これ5を再生するには必ず ANALOG を選 
択してください。 


へツドホンで聴< 



• ヘッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーからは音び出なくなります。 

. U スニングモードは STEREO , ALC ， 

PURE D 旧 ECT または PHONES SURR び選択 
できます。入力び ADAPTER PORT のときは 
SOUND RETRIEVER A 旧を選択でさます。 

• 入力信号びマルチチかンネルの場をは、 2 ch にダウ 
ン S ックスされます。 

• ヘッドホンを差し込んでいるとをは、ホームメニュ 
一画面で各種設定を行ラことはでをません。 


iPod をつないで再生する 

iPod を本機に接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽 
しむことびでさます。 

iPod の接続については、22ページの 「 iPod を接続 
する」をご覧ください。 

1 & AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか 6 テレビの電源も入れる。 

2 iPod USB ボタンを巧して、 iPod/USB 入力 
にする。 

GUI 画面に 「 Loading 」 と表示され、 iPod び正しく接 
続されているかどラかの確認び巧われます。 


接続び完了すると、テレビ画面に iPod のトップメニュ 
一び表示されまず。 



• iPod USB ボタンを押したあとに「 N0 Device 」 と 
表示された場合は、電源を切ってか5本磯と iPod の 
接続を皆り直してみてください。 

• 音楽の再生については29ページの nPod の音楽 
を再生する」を、映像の再生については29ページ 
の nPod の映像を再生する」をご覧ください。 

図メモ 

• 本機は 、 iPod nan 日 、 iPod classic、iPod 
touch 、 iPhone 、 iPad の音声および映像の再生に対 
応していまず。第日世代の iPod および第1、第2世代 
の iPod nano は音青の再をのみ対応しています。た 
だし、モデルによっては一部機能び制限されます。 

• iPod shuffle には対応しておりません。 

• 本製品は、パイオニアホームページに記載されてい 
る iPod / iPh 日 ne / iPad のソフトウ： l アバージョンに 
基づいて開発、テストされたちのです。 

. パイオニアホームページに記載されているバージ 
ョン政がのソフトウ王アをお客様の iPod / iPh 日 ne / 
iPad にインス!-ールした場合、本製品との互換び無 
くなる場合びあります。 

• iPod か Phone 、 iPad は、菁作権のないマテリア 
ル、または法的に複製•再生を許諾されたマテリア 
ルを個人び私的に複製-再生するために使用許諾さ 
れるちのでず。善作権の侵害は法律上禁止されてい 
ます。 

• 本機と iPod や iPhone 、 iPad を組み合わせてご使用 
の隙、 iPod や iPhone 、 iPad のデータに不具合び生 
じてち、当社は一切の責任を負ラことびでさません 
のであ5かじめご了承ください。 

. 本機の GUI 画面で表示でさない文宇び iPod に記録さ 
れている場合、その文宇は「#」で表示されます。 
また、サブゾーンの画面で表おでさる文字は英数字 
のみでず。 

• パイオニア製品から iPod のイコライザーを操作 
することはできません。本機に iPod を接続する前 
に、 iPod のイコライヴーを「オフ」に設定すること 
をお勧めします。 

• iPod の操作については、 iPod に付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 















































iPod の音楽を再をずる 

本機の GUI 画面を見なびら、 iPod の巧を選んで再生で 
さます。本機のフ□ントパネルを見なびらでち再生操 
作でをます。 

1 t * ボタンで、 iPod のトップメニューか5[ 
ミュージック]を選んで決定ボタンを巧す。 

2 t * ボタンで再生したいカテゴリーを選んで 
ミ夫定ボタンを巧す。 



3 t ♦和ーボタンで再生したいリスト（ジャン 
ル、アルバムなど）を選んでミ夫定ボタンを巧す。 
4手順3を繰り返して、聞きたい曲を再生す 
る。 

再を機能を使っていろいろな再生び可能です。詳しく 
は2目ページの「基本操作について」をご覧くださ 
い。 

基本操作について 

マルチコント□ールボタンの iPod USB ボタンを押す 
と U モコンび iPod US 目操作モードになり、リモコン 
で政下の操作びでをます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送りを 
します。 

\« 

再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
押すと、前のトラックに戻ります。 

►►I 

:欠のトラックの先頭に進みます。 

ご 

U ピート再生を設定します。巧ずたびに1巧 
リピート、1」ピートオール、1」ピートオフに 
切り換わります。 

乂 

シャッフル再生を設定します。巧すたびにシ 
ャッフル巧、シャッフルアルバム、シャッフ 
ルオフに切り換わります。 

表示 

フ n ントパネル表示の巧容を切 0 換えます。 

和/呼 

フォルダー/ファイルリストの階層を前後へ 
切り換えます。 


ボタン 

機能 

f/i 

Audiobook を再生中に再生の速さを変更し 
ます。 

やや速く ー ノーマル ー やや遅く 

トップ 
メ ニユー 

トップメニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


Cover List で巧を選巧する 

カテゴ U— 選択画面で Cover List を選ぶと、 Album 
の U ストび表示され、その中から巧を選ぶことびでを 
ふ9 〇 


因トップタニユー XXXXXXXXXXXXX 

AV アンプ 









































. 

困 iPod CTRL 

戻る因 


• Cover List の画面はサブゾーンでは再生表示されま 
せん。 


iPod の映像を再をする 

本機の GUI 画面を見なびら、 iPod の映像を選んで再生 
でさます。本磯のフ□ントパネルを見なびらでち再生 
操作でさまず。 

1♦♦ボタンで、 iPod のトップメニューか5 
[ビデオ]を選んでミ夫定ボタンを押す。 

2 t * 和ーボタンで再生したいリストを選んで 
ミ夫定ボタンを巧す。 

3手順2を繰0返して、見たい映像を再生す 
る。 

テレビ画面に映像び表示されます。映像の再生び終了 
するか、 戻る ボタンを押すと、元の画面に房ります。 
再生機能を使っていろいろな再生び巧能です。詳しく 
は2目ページの r 基本操作について」をご覧くださ 
い。 

• iPod の映像はサブゾーンでは再生できません。 

• 本機能は第已世代の iPod および第し第 2 世代の 
iPod nano には対応しておりません。 


iPod の操作を切り換える 

iPod の操作を、本磯と iPod 本体とで切り撰えること 
びでをます。 


基本再お 


• 本機能は第已世代の iPod および第 1 世代の iPod nano 
には対応しておりません。 

• iPod の操作を iPod 側に切り換えて、 iPod で映像を 
再生すると、本磯を通して映像を見ることびでさま 
す。 

1 iPod CTRL ボタンを巧して、操作を iPod 測 
に切り換える。 

iPod 本体で操作できるよラになり、本体画面び表示さ 
れます。本磯での操作はでさなくなり、 GUI 画面は表 
おされません。 

2もう一嵐 Pod CTRL ボタンを巧して、操作 
を本機側に切り換える。 

◎ メモ 

• フ□ントパネルの 

iPod iPhone iPad DIRECT CONTROL ボタンを押 
すと、本機の入力び iPod / USB に切り換わり、 iPod 
の操作び iPod 本体で巧えるよラになります。 


USB メモリーを再生する 

お手持ちの US 巨メ EU —を本機に接続すること 
で、 US 日メモ1」一に記録されている音楽ファイルや写 
真ファイルを本機で再生することびでさます。音楽フ 
ァイルはステレオまたはモノラル音声で再生します。 
US 日メモ1」一の再生可能なファイルフォーマッ h は 
31ページの r 対応ファイルフォーマットについて」 

をご覧ください。 

US 日メモ U —の接続については、23ページの 
「 USB メモリーやキーボードを接続する」をご覧く 
ださい。 

〇重要 

US 日メモ U —の消費電力び大さすざると 
「Over Current 」 と表示されまず。この場合、下記 
の操作を行ってみてください。 

• 本機の電源を切ってか5、再度電源を入れてみてく 
ださい。 

• 本磯の電源を切ってから US 巨メモ U —を抜を、再 
度 USB ゾモ1」一を接続して電源を入れてみてくださ 
い。 

• AC アダプターび付属している US 巨メモ U —をお使い 
の場合は、 AC アダプターを接続して使用してみてく 
ださい。 


上記の操作を行っても 「Over Current 」 び表示さ 
れるとさは 、 USB メ亡 U —び本機に対応していませ 
Aj 。 

16 AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか6テレビの電源ち入れる。 

2 iPod USB ボタンを巧して、 iPod / USB 入力 
にする。 

GUI 画面に 「 Loading 」 と表示され、 US 巳メモ U- び 
正し<接続されているかどラかの確認び行われます。 
接続び完了すると、テレビ画面に US 日トップメニュー 
び表示されます。 



音楽の再生については、3日ページの「音楽ファイル 

を再をする」を、写真の再生については30ページの 
「写真ファイルを再生する」をご覧ください。 

◎ メモ 

• 本機び対応している USB メモ U - は、外付けノトドデ 
ィスクや携帯フラッシュメモリー、デジタルオーディオ 
再生機またはプレー巾一 ( FAT 12、 FAT 16. FAT 32 
のフォーマットに対応）などの USB マスストレージク 
ラスに属する磯器です。 

• 本磯ではすべての USB メモ U —の再生、および電源 
の供給を保証でさない場合びあります。また、本機 
と接続したことで、 US 己メモ U —のファイルび万一 
損失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでき 
ませんので、あ5かじめご了承ください。 

• 本機とパソコンを USB ケープルで接続して音楽ファ 
イルを再生することはでさません。 

• 容量の大きし' lUS 日メモ U - を接続したときは、読み 
込みにをか時間びかかることがあ0ます。 

• 本機は US 巳八ブには対応していません。 

• 本機で再生でさないファイルび選択された場をは、 
自動的に次の再生可能なファイルび再生されます。 

• 巧のタイトルびファイルに記録されていない場を 
は、ファイル名び GUI 画面に表示されます。アルバ 
ム名暫アーティスト名び記録されていない場合は、 
それらは表示されません。 

. 本磯の GU 陋面で表示できない文字び USB メモ U - 
に記録されている場を、その文字は「#」で表おさ 
れます。また、サブゾーンの画面で表おでさる文宇 
は英数宇のみです。 


















































■9 (9 本再を 


• GUI 画面を表示するには、本機の映像出力端子とテ 
レビの入力端子を HDMI ケーブルまたはビデオコード 
で接続してください。 

• USB メモリーに収録された最後の曲まで再生する 
と、再生び終了します。 

• 菁作権保護のかかった音楽ファイルは再生できませ 

/\j 。 


音楽ファイルを再をずる 

US 巨;><モ1」一に収録されている音楽ファイルを再生し 
ます。8階層のフォルダーまで、30 0日日フォルダー/ 
ファイルまで表示-再生でをます。 

1 1 4ボタンで USB トップメニューか6障楽] 
を選んでミ夫定ボタンを巧す。 

2 t * ボタンで再生したいフオルダーを選んで 
決定ボタンを巧す。 


3手順2を繰り返して、聞きたい曲を再生す 
る。 

基本操作について 

マルチコント□ールボタンの iPod USB ボタンを巧す 
と1」モコンび iPod US 巳操作モードになり、リモコン 
でし U 下の操作びでさまず。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


巧し続けている間、早戻しまたは早送りを 
します。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
巧ずと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生を設定します。巧すたびに1巧 
リピート、1」ピートフォルダ ー、 U ピートオ 
ール、 U ピートオフに切り換わります。 


ランダム再生を設定します。押すたびにラン 
ダムオン、ランダムオフに切り換わ0ます。 


ボタン 機能 


表示 

フ n ントパネル表示の内容を切り換えます。 

和/一 

フオルダー/ファイルリストの階層を前後へ 
切り換えます。 

トップ 
メニユー 

トップ；><ニューを表おします。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


写真ファイルを再をずる 

US 目メモリーに収録されている写真ファイルを再生し 
ます。8階層のフオルダーまで、30 日日日フ オルダー/ 
ファイルまで表示-再生でをます。 

. 写真ファイルはサブゾーンでは再生で定ません。 

• スライドショーを一時停止したまま已分経過すると、 
リスト画面に戻りまず。 

1 t ♦ボタンで USB トップ メニュー か5[写真] 
を選んでミ夫定ボタンを押す。 


USB Top 



2 t * ボタンで再生したいフオルダーを選んで 
ミ夫定ボタンを巧す。 

3手順2を繰り返して、見たい写真を再生す 
る。 

選んだ写真び再生され、全画面表示でスライドショー 
再生び始まります。 


基本操作について 

写真ファイル再生中は1」モコンで政下の操作びできま 
ず。 


ボタン 

機能 

ミ 夫定、 ► 

写真の表示とスライドショー再生を始め 
ます。 

戻る、和 

再生を停止し、1」スト画面に戻ります。 

1 一 

<a> 

前の写真に戻ります。 

►►1 

<a> 

: 欠の写真に進みます。 



ボタン 

機龍 1 

II 

<a> 

スライドショーを一時停止/一時停止解 
除します。 

表お 

<a> 

写真情報を表おします。 


a スライド シヨー設定のテーマび Normal ( OFF ) に設定されて 
いるとさのみ使用でさます。 


スライド シヨーの 設定を巧う 

写真ファイルのスライドショー再生について各種設定 
を行います。 

1 t * ボタンで USB トップ メニュー か5 
[スライドシヨー設定]を選んでミ夫定ボタンを巧 
す。 



2 t * ボタンで設定したい項目を選んで、 ► 
で設定を変更する。 



• テーマ：スライドショーに効果を加えます。 

• 表示間隔： スライ ド ショーの表示間隔を設定しま 
す。テーマの設定によっては、この項目は設定でき 
ないことびあ0ます。 

• BGM : US 巳;><モリーに収録された巧を再生しなび 
ら、写真を表おします。 

• 音楽選択 ： BGM を ON にしたとさに、再生する巧を 
選択します。 

3設定が終了した6、戻るボタンを巧す。 

USB トップ;><ニューに戻りまず。 




















































巧応フアイルフォーマツ ト について 

US 巳入力で対応しているファイルフ オーマツ トはし U 下のとおりです（一部のファイルフ オーマツ トで再生できな 
いことびあ0ます）。 

音青ファイル 


種別 

拡張 子 

スト U —ム 




サンプリング周波数 

8 kHz 〜 4S kHz 

MP3 

<a> 


MPEG-l/3/2 .已 
オーディオレイヤー3 

量子化ビット数 

16 bit 

.mp3 

チャンネル数 

2 ch 


ビットレート 

8 kbps 〜3吕〇 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 




サンプリング周波数 

32 kHz' 44.1 kHz. 48 kHz 

WAV 

.wav 

LPCM 

量子化ビット数 

8 bit.16 bit 




チャンネル数 

2ch、 モノラル 




サンプリング周波数 

8 kHz 〜 48 kHz 



WMA8/ 白 

<b> 

量子化ビット数 

1 白 bit 

WMA 

•wma 

チャンネル数 

2 ch 



ビットレート 

8 kbps 〜 3 吕〇 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 


a MPEG Layer-3 音声復号化技術は、 Fraunhofer1IS および Thomson multimedia からライセンスされています。 
b 接続している機器の種類やソフトウエアのバージヨンによって働かない機能びあります。 


写真ファイル 


種別 

拡張モ 


JPEG 

■jpg 

■jpeg 

Jpe 

Jif 
.げ if 

形式 

政下の条件に適合していること： 

• ベースライン JPEG フォーマット （Ex け/ DCF フォーマットで記録さ 
れたファイルを含む） 

• Y:Cb:Cr び4:4:4、4:2:2または4:吕:〇であること 

解像度 

縦： 3日〜81 S4 ピクセル、横： 40〜8184ピクセル 


BLUETOOTH 

アダプター 


BLUETOOTH アタプターを巧用し 
てワイヤレスで音楽を楽しむ 

別売りの巳 LUET 日 OTH アダプター ( AS - 巳 T ] 00また 
は AS - 巨 T 2 日日）を本機に接続することで 、 Bluetooth 
機能搭載機器（携帯電話、デジタル音楽プレーヤー 
など）の音楽をワイヤレスで楽しむことびでさます 
( AS - BT 1 00をご使用の場合は、一部の機能び使用で 
きないことびあります）。市販の 6/ ue 化りかオーディ 
才送信機を使って、 Bluetooth 機能非搭載機器の音楽 
を楽しむこともできます。詳しくは 、 BLUETOOTH 
アダプターや 6/ uetoo か機能搭載機器の取扱説明書を 
ご覧ください。目 LUET 0 日 TH アダプターの接続にっ 
いては、22ページの 「 BLUET 日日 TH アダプターを 
接続する」をご覧ください。 

Bluetoot がつー ドマークおよび□ゴは 、 Bluetooth 
SIG , Ina び所有ずる登録商標であり、パイオニア株式 
を社は、これら商標を使用する許巧を受けています。 
他のトレードマークおよび商号は、各所有権ちび所有 
する財産です。 


s/ue ゎ〇化機能搭載機器： がりが00化機能搭載機器: 

携帯電話 デジタル音楽フレーャー 



5/ue わ0か機能非搭載機器： 
デジタル音楽フレーヤー 
+ 

Bluetooth 才ーデイオ 送信機(市販) 



〇 


]S 


Q 


本機 リモコン 操作 


基本再お 


BLUETOOTH アダプター をペア IJ ングず 
る(初期登録） 

巳 LUET 日 0 TH アダプターを使用 { j て Bluetooth 機能 
搭載機器の音楽を楽しむために、ペア U ングを行ラ必 
要びあ0ます。最初に日 LUET 0 曰 TH アダプターを使 
用するとき、 または剧 uetooth 機能搭載機器側のペア 
U ングデータを消去したとさは、ペア U ングを行って 
<ださい。 

ペア ンヴな巨 luetooth 無線技術を利用した通信び可 
能になるよラにするために必要なステップです。 

• ペア U ングは、巳 LUET 0 日 TH アダプターおよび 
饼りが日が纖能搭載機器を使用する隙に、はじめに1 
回だけ巧います。 

. ペア 1」 ンヴは本総と巨/ uetooth 機能搭載機器の両方 
で行ラ必要びあります。 

• S / ue 化のめ機能搭載機器の暗証番号び「0000」で 
あれば、本機で暗証番号の設定を行ラ必要はありま 
せん。 ADPT ボタンを押して ADAPTER PORT 入 

力にしてか5、 Bluetooth 機能搭載機器側でペア U 
ング操作を巧ってください。ペア U ングび成なした 
場合は政下のペア U ング操作を行ラ必要はありませ 
んぃ 

• AS - BT 200使用時のみ： S / uetoo め機能搭載機器び 
SSP (Secure Simple Pairing ) に対応していると 
さは暗証番号の設定は必要ありません。 ADPT を押 
して ADAPTER PORT 入力にしてから 、 Bluetooth 
機能搭載機器側でペア U ング操作を行ってくださ 
し、ぺアリングび成功した場合はし^下のペア U ング 
操作を巧ラ必要はありません。 

この際日巧の数字と YES / N 日び本機のデイスプレ 
イに表おされることびありまず。その場合は、接続 
する S / u が0日か機器にち同じ数宇び表示されている 
ことを確認してから和/-►で YES を選択し ENTER を 
押し、接続する日/ uetoo め機器でも接続の操作を行 
ってください。接続する S / ue たのか機器に表示され 
ている数字とをっていない場合は、 N 0を選択してぺ 
ア U ングを一度キャンセルしてからちラー度やり直 
してみて < ださい。 

• 本纖と巨! uetooth 機能搭載機器を台/ ue たのめ接続し 
て音楽を楽しむ隙は、日/ uetoo め機能搭載機器に本 
機！;!外の機器を日/ uetoo め接続しないで < ださい。 
また、すでに本機政がの機器と S / ue たのか接続され 
ている場をは、本機と接続する前に本機し U 外の磯器 
との接続を解除してください。 

• ペア U ングは1台ずつ行ってください。 

詳し<は、 Bluetooth 機能搭載機器の取扱説明書をご 
覧< ださい。 

1リモコンの陋ボタンを巧してから 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

2 [システム設定]を選んでミ夫定する。 

3 [その他の設定]を選んでミ夫定する。 J 。 I 



))) 回 
















































































■9 (9 本再生 


4旧 luetooth 機器のペアリング]を選んでミ夫定 
する。 

Bluetooth 機器のペアリング設定になります。 

已設定したい暗証番号を選択する。 



本機の暗証番号を S / ue 扣〇か機能搭載機器と同じ暗証 
番号コードに設定します。 

• 0000/1234/8888 :ここで選んだ暗証番号に設 
定されまず。多<の場を、これらの暗証番号び使わ 
れます。 

• その他：上記政がの暗証番号を選びまず。 

6手順已で[その個を選んだ場を、設定したい 
暗証番号を入力する。 

和呼ボタンでカーソルを動かして、 t ♦ボタンで入力 
する数字を選びます。 

7 GUI 画面の指示に従って、ペアリングの設定 
を巧ラ。 

日/ ue 化日め機能搭載機器の電源をオンにして、本磯の 
近くに置いてください。 

8 S / U が日日め機能搭載機器びペアリングされ 
たことを確認する。 

Bluetooth 機能搭載機器び正しくペア U ングされた場 
合、 本磯のフ□ントパネル表示部に CONNECTED と 
表おされます。 

Bluetooth 機能搭載機器びペア U ングされなかった 
場を、手順已か5設定をやり直してください。このと 
さは、 Bluetooth 機能搭載機器側で接続操作を行って 
<ださい。 

9 S / uef 口日め機能搭載機器のリストか5 
BLUETOOTH アダプターを選んで、手順日で選 
択した暗話番号を入力する。 

• 暗証番号は PIN コードやパスコード、パスキーと 
呼ばれることびあります。 

• Bluetooth 機能搭載機器のペア I 」ング可能な状態 
や接続操作などについては、 Bluetooth 機能搭載 
機器の取扱説明書をご覧ください。 


Ja 


Bluetooth 機能搭載機器の音楽を本機で 
聴< 

1 ADPT ボタンを押して ADAPTER PORTA 
力にする。 

• 本体の SOUND RETRIEVER A 旧ボタンを 
押すことでち ADAPTER PORT 入力を選べ 

ます。この場合、 U ス ニン グモードは最適な 

SOUND RETRIEVER A 旧び自動で選択されま 
す。 

• 巳 LUET 日 0 TH アダプターび ADAPTER PORT に 
接続されていない状態で ADAPTER PORT 入力を 
選択すると、 N0 ADAPTER と表示されまず。 

2 Bluetooth 機能搭載機器と BLUETOOTH ア 
ダ プタ~を巨! uet 00 th 接続する。 

S / U が0がわ機能搭載機器側から己 LUET 0 日 TH アダプ 
ターに巧して接続操作を行います。 

• 接続操作については、お使いの日/ uetoo め機能搭 
載機器の取扱説明書をご覧ください。 

3 S / ue わ口れ機能搭載機器の音楽を再生す 
る。 

U スニングモードを SOUND RETRIEVER A 旧にす 

ることで高音質に再生できます〔33ページ）。 


基本操作について 

本磯のリモコンで、政下の S / ue 化0め機能搭載機器の 
操作びでさます。 

• 本機の U モコンで操作するには、台/ uetoo め磯能搭 
載機器びプ□ファイル： AVRC 円こ対応している必要 
びあ0ます。 

• Bluetooth 機能搭載機器によっては異なる動作をす 
る場合びあ0まず。 

• すべての S / ue 比のめ機能搭載機器に対するリモコン 
操作を保証するちのではありません。 


ポタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送りを 
します。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
押ずと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

■ 

再生を停止します。 



















サラウンド再生 


リスニングモードでいろいろな音を 
楽しむ 

再を機器か5の信号にいろいろな音場効果を加えるこ 
とびでさます。 

〇重夏 

• 入力信号の種類や本機の設定によって、選択でをる 
モードは変わります。 

• リスニングモードボタンを巧して、お好みの 
リスニングモードを選ぶ。 



1」スニングモードは政下のタイプび選べます。ボタン 
を巧すたびにそれぞれの1」スニングモードでさまざま 
な種類を切り換えることびでさます。 

• STANDARD SURROUND : 33ページの「スタ 
ンダードサラウンドで再生する」をご覧ください。 

• AUTO SURR/ALC/STREAM DIRECT : 33ぺ一 

ジの「オートサラウンドで再生する」をご覧くださ 
い。 

• ADVANCED SURROUND : 33ぺージの「アド 

バンスドサラウンドで再生する」をご覧ください。 

• STEREO :ステレオで再生しまず。音声はフ□ン 
トスピーカーとサブウーファーか b のみ出力されま 
す。 


スタンダードサラウンドで再をずる 

いつでちヴラウンド再生で楽しみたい方に適したモー 
ドです。 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 2 ch 
ソースはマトリックス•サラウンド-デコードをしま 
す。 

• サラウンドバックスピーカーび1本の接続〔設定） 

の場合、已 . 1 ch 信号入力時でち [XlPrci Logic llx 
MOVIE は選択でをません。 

• 再生中に、 STANDARD ボタンを巧ず。 
本体の場をは STANDARD SURROUND ボタンを押 
しま9 〇 


ボタンを巧すたびに1；(下のモードび切り換わります。 


I2ch 信号入力時 


皿 Pro Logic llx MOVIE 

映画 

□□ Pro Logic llx MUSIC 

音楽 

□□ Pro Logic llx GAME 

ゲーム 

□□ PRO LOGIC 

ちい映画 

□□ Pro Logic llz HEIGHT 

映画/音楽 

WIDE SURROUND MOVIE 

映画 

WIDE SURROUND MUSIC 

音楽 

Neo : 巨 CINEMA 

映画 

Neo 怎 MUSIC 

音楽 

Neural Surround 

音楽 

STEREO 

音楽 

1 マルチチヤンネル信号入力時 


□□ Pro Logic llx MOVIE 

映画 

□□ Pro Logic llx MUSIC 

音楽 

Dolby Digital EX 

映画/音楽 

DTS-ES 

映画/音楽 

DTS Neo:6 

映画/音楽 

Neo:6 

映画/音楽 

□□ Pro Logic llz HEIGHT 

映画/音楽 

WIDE SURROUND MOVIE 

映画 

WIDE SURROUND MUSIC 

音楽 

STEREO 

音楽 

ストレートデコード再生 

映画/音楽 


アドバンスドサラウンドで再生ずる 

ソースに応じた多彩なサラウンドび楽しめるモードで 
す。理想の視聴空間お状や、各ソフトに収録された音 
声の研究などにより開発された、パイオニアオリジナ 
ルのサラウンドモードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲー 
ムなど多岐にわたるいかなるソフトでち、快適なサラ 
ウンド再生び提供でさるよラ、多種のモードをご用意 
いたしました。各ソースはデ〕ード処理に ch ソース 
はマト U ックス-デコード処理）後、それぞれに合わ 
せた才 U ジナルの処理を加えていまず。 

• デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組 
み合わせてあ0ますので、お客様び変更することは 
でさません。 


♦ ADVSURR ボタンを繰り返し巧して聞きた 
いモードを選ぶ。 

本体の場合は ADVANCED SURROUND ボタンを繰 


り返し巧します。 

• ACTION 

• DRAMA 

• SCI-FI 

• MONO FILM 


アクション映画 
ドラマ 
SF 映画 

モノラル音声の映画 


サラウンド再を） 


• ENT.SHOW 

• EXPANDED 

• TV SURROUND 

• ADVANCED GAME 

• SPORTS 

• CLASSICAL 

• ROCK/POP 

• UNPLUGGED 

• EXT.STEREO 

• F.S.SURR FOCUS 

• F.S.SURR WIDE 


ミュージカル/映画 

映画/音楽 

TV 放送 

ゲーム 

スポーツ 

クラシック 

□ック、ポップス 

アコーステイック 

音楽 

映画/音楽 

映画/音楽 


F.S.SURR FOCUS 

(おすすめ） 



F.S.SURR WIDE 


么 : 

A 

フ□ント左 : 

フ□ントち 

み由 



• 再生中に、 AUTO / ALC / D 旧 ECT ボタンを 
巧す。 

本体の場合は 

AUTO SURR/ALC/STREAM D 旧 ECT ボタンを押 
し永9 0 

AUTO SURROUND と表おされた後、入力信号に応 
じたデコード内容を表示します。 

• 例えば、ドルビーデジタルや DTS といった已 . Ich デ 
ジタル信号入力時は Dolby Digital 、 DTS などのデコ 
ード状態を表示しまず。 

• ADAPTER PORT 入力時 
は、 SOUND RETRIEVER A 旧モードび自動で選択 
されます。 

ALC :音量差を本機で自動的に巧一にして再生しま 
ず。3日ページの「オーディオ調整機能を使用する」 
の EFFECT 設定で、効果の強弱を調節でさまず。 

また、ル音量時に聞き取りにくくなる低音、高音、セ 
U フやサラウンド効果などをボ U ユームレべルに応じ 
て最適に調節しまず。特に夜間の視聴に最適です。 


• SOUND RETRIEVER AIR 音楽 

• PHONES SURR ヘッドホン使用時 

図メモ 

• 3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」の 
EFFECT 設定で効果の強弱を調節でさます。 

ただし、 F.S.SURR FOCUS, F.S.SURR WIDE およ 
び SOUND RETRIEVER A 旧モードの効果は調節で 

さません。 

• フ□ントサラウンド•アドバンス 

(F.S.SURR FOCUS および F.S.SURR WIDE) 

では、左ちのフ□ントスピーカーとサブウーフ 
ァーのみで臨場感のある自然なサラウンド再生 
を行います。フ□ントスピーカーか5等距離の 
直線上（前後は移動可能）で視聴してください 
(F.S.SURR WIDE は F.S.SURR FOCUS よりも横 
に広い範囲でサラウンド効果び得5れます）。 

• SOUND RETRIEVER A 旧は S / uetoG め磯能対応磯 
器の音楽を再生する隙、 日 fuetoo かを送による音質 
の悪化を補正します。 ADAPTER PORT 入力および 
へッドホンを挿入しているとさに選択でをます。 


オートサラウンドで再をずる 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チ 
ャンネル数を自動的に選択しまず。 ALC は、 iPod や 
US 日メモ U —、レコーダーなど、複数の音量差のある 
ソースを 収録した機器の音声を入力しているときに適 
しています。 


STREAM DIRECT モードで再をずる 

原音に忠実な再生を巧いまず。入力信号によって付加 
される設定や効果び異なります。詳しくは34ページ 
の 「AUTO SURROUND / ALC/STREAM DIRECT 
選択時の音の設定や機能対応表」をご覧ください。 
サラウンドバックスピーカーの有り無し令、入力信 
号によって出カチゎンネルび変わります。詳しくは 
7巨ページの「1」スニングモードの詳細と出カチヤン 
ネル数の一覧」をご覧< ださい。 

• 再生中に、 AUTO / ALC / D 旧 ECT ボタンを 
繰り返し巧して聞きたいモードを選ぶ。 

本体の場合は 

AUTO SURR/ALC/STREAM D 旧 ECT ボタンを繰 
り返し押します。 

• AUTO SURROUND : 33ページの「オートヴラウ 
ンドで再生する」参照。 

• ALC : 33ページの「オートサラウンドで再生す 
る」参照。 

• DIRECT :すべての入力信号で原音に忠実な再生を 
します。 

• PURED 旧 ECT :アナ□グ信号、 PCM 信号 、 SACD 
信号までち含めたすべての入力信号に対して原音に 
忠実な再生をします。 

◎ メモ 

• PURE DIRECT モードでは、スピーカー目か5は 
音び出ません。また、 PURE D 旧 ECT モードで 
PCM 1； (外のソースを再をすると、再生直前にノイ 
ズび出ることびあります。この場をは D 旧 ECT か 
AUTO SURROUND にすることをお勧めします。 


























ラウンド再生 


AUTO SURROUND / ALC/STREAM DIRECT 選巧時の音の設定や機能巧応表 

八下の表で〇のついている設定や機能は、設定されているとおりの内容で対応されることを表しています。〇の 
ついていない設定や機能は対応されないことを表し、〔 ） で記載されている巧容は強制的にその設定になるこ 
とを表します。 



AUTO 

ALC 

STREAM DIRECT 

DIRECT 

PURE DIRECT 

SURROUND 

アナ□グ信 
号入力時 
<a> 

PCM 2ch 
入力時 
<b> 

デジタル信 
号入力時 

スピーカー設定 

〇 

〇 

〇 



〇 

スピーカー出カレベル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スピーカーまでの距離 

〇 

〇 

〇 



〇 

Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

〇 



( OFF ) 

定在波制御 

〇 

〇 

〇 



( OFF ) 

フェイズコント n - ル 

〇 

〇 

〇 



( OFF ) 

X カーブ 

〇 

〇 

〇 



( OFF ) 

サウンドディレイ、 

オートディレイ 

〇 

〇 

〇 



〇 

アナ□グ ATT 

〇 

〇 

〇 



- 

DIGITAL SAFETY 

〇 


〇 



( OFF ) 

バーチャルサラウンドバック 
モード 

〇 


( OFF ) 



( OFF ) 

バーチャル A イト 

〇 


( OFF ) 



( OFF ) 

デジタルノイズリダクション 
機能 

〇 

〇 

( OFF ) 



( OFF ) 

低音の調整/高音の調整 

〇 

〇 

(0 服） 



(0 dB ) 

ダイア□グエン A ンスメント 
機能 

〇 


( OFF ) 



( OFF ) 

ダイナミックレンジコント n — 
ルの設定 

〇 

〇 

( OFF ) 



( OFF ) 

LFE アッテネーターの設定 

〇 

〇 

〇 



O 

SACD ゲインの設定 
< c > 

〇 

〇 

〇 



O 

サウンドレト U バー機能 

〇 

〇 

( OFF ) 



( OFF ) 

センター - r メージの調整 

〇 

〇 

〇 



O 


a アナ n グ信号び 、 DSP (Digital Signal Processor ) を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 （ANALOG 
DIRECT ) 

b PCM 信号び 、 DSP (Digital Signal Processor ) を経由しないで直接 D / A 変換され、アンフに入力されるモードです。 

(PCM DIRECT ) 

C SACD 再生時のみ。 



最適な設定でヴラウンド再生する 


再生中にスピーカーの出カレベルを調整す 
る 

再をしている音を聴さなびら、チヤンネルごとに出力 
レベルを調整できまず。 

1 IAV ァンプ I ボタンを巧してリモコンを AV アン 
プ操作モードにする。 

2 CH レベルボタンを巧して、調整したいスピ 
一力一のチヤンネルを選択する。 

ディスプレイに 「 L ィ+ 0.己 dB ^」 などと表示されま 
す。押すたびにチヤンネルび切り換わ0ます。 

3和ボタンで出カレベルを調整する。 

-1 2.0 d 日か b + ] 2.0 d 目の範固内で、0.日 d 日間隔 
で調舊でさます。 


巧おに応じて MCACC のメモリーを巧い分 
ける 

「フルオート MCACC 」 传「才ート MCACC 」 、「マ 
ニユアル MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 
(MCACC MEMORY ) を選択します。 

1 [ avt !^ ボタンを押してリモコンを AV アン 
プ操作モードにする。 

2再生中に、 MCACC ボタンを巧して 
MCACC MEMORY を選ぶ。 

巧すたびに MCACC MEM 日 RY び切り換わりまず。 

• 工場出荷時は MEMORY 1 に設定されています。 

• MCACC ボタンを押してから^/崎ボタンで選ぶこ 
とちでをます。 

• ヘッドホン使用時には効果びありません。 

• スピーカーシステムの設定は、すべての MCACC 
MEM 日 RY で共通の設定でず。 

いろいろな巧巧にさわせた音場補正で最適なサウ 
ンドを楽しむ 

「映画鑑賞のとさとゲームを楽しむとさで座る位置び 
違ラ」といラ場合などは、それぞれの U スニングポジ 
シヨンで MCACC (音場補正）を巧ラと、常に最適な 
状態でサラウンドを楽しむことびできます。 

MCACC では目個までゾモリーを持つことびでさるた 
め、音場ごとにあらかじめ測定を行い、再生時にそれ 
5の MCACC MEMORY を選択してください。 

活用例 

• 映画はモニターから離れた位置で観たい 
• ゲームは モニターの近くで楽しみたい 
• 普段の U スニングポジションとは違ラ位置のソファ 
一で音楽を聴さたい 


手順例 



• 各音場補正の設定 (MCACC MEMORY ) の名前を 
変更することびでさます。 

たとえば、 「 SYMMETRY 」 、 「 ALLCHADJ 」 、 
「 FR 日 NTAUGN 」 の EQ 補正を聞き比べたいとき 
は、同じ U スニングポジションでそれぞれの巧正を 
行い、已日ページの r 設定データの名前を変更する 
(MCACC メモ U —の名称変更）」で名前を変更し 
ます。 

それぞれ 「 SYMMETRY 」 、 [ ALLADJ ]、[ F . 
AUGN ] と名前をつければ 、 MCACC MEM 日 RY を選 
択する際に内容びわかりやすく便利です。 


アナログ入力信号の重みをほ減する 

アナ□グ音声信号び過度に入力され（フ□ント表示部 
の OVER インジケーターび点巧して）音び歪んでしま 
ラとさ、入力信号レベルを下げて歪みを低減すること 
びでさます。 












































































1[ AVT ^ ボタンを巧してリモコンを AV アン 1 [ AVT ^ ボタンを巧してリモコンを AV アン 

プ操作モードにする。 プ操作モードにする。 


2アナ□グ ATT ボタンを巧す。 2 PHASE CTRL ボタンを巧して 、 PHASE 

巧すたびにインプットアッテネーター機能の日 N と CONTROL を選ぶ;。 

OFF び切り換わり、曰 N のとさに ATT インジケーター 户 3 インジケーターび点なします。 

び点灯します。 ボタンを押ずたびに ON と OFF び切り換わります。 


ほ域の位相乱れを補正する（フェイ 
ズコント□ール） 

マルチチャンネル再生する隙 、 LFE (超低域）信号や 
各チャンネルに含まれるお音成分はサブウーファーや 
他の最適なスピーカーに振り分けられるよラ処理され 
ます。しかし、この処理には原理上、位相びズレてし 
まラ周波数（群遅延）び発生するといラ問題びあり、 
低域だけび遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉 
により低音び巧ち消されるなどの現象び発生しまず。 
本機では、フェイズコント□ールを日 N にすること 
で、原音に忠実な力強い低音を再現でさます。工場出 
荷時は日 N に設定されています。通常は ON でのご使用 
をお勧めします。 

• 位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2 
つの音波の山と山びをっている状態を位相び合って 
いる、合っていないが態を位相びズレていると言い 
ます。 


■wa ■口 jima— 


音源 


フ n ントスピーカー 

嘶’下'/ . 

<W‘1a- --- 

サブウーフアー 


リスニング 
ポジション 


補 



タイミングび 
遅れて打ち消し 
合っている状態 


. リズムびぼやけてはっきりしない 
-低音の量感び失われている 
-楽器の U ア I 」テイびない 


因メモ 

• フェイズコント□ール機能はヘッドホン使用時にち 
効果びあります。 

• ヴブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびついて 
いるとさはプラス側〔日°側）に設定してください。 
ただし、本磯のフェイスコント□-ルを日 N にしても 
効果びわかりにくいときは、サブウーファーの固体 
差び考えられますので、効果の大さい方を選んでく 
ださい。また効果びわかりにくいとさは、サブウー 
ファーの向を令場所をかしずつ変えてみることちお 
勧めします。 

• サブウーファー內蔵の□ーパスフィルタスイッチを 
日 FF にしてください。日 FF にできないヴプウーファ 
一の場合は、カットオフ周波数を高く設定してくだ 
さし、。 

• スピーカーの距離を正しく設定しないと、フェイ 
ズコント□ールの効果び正し<出ない場合びあ0ま 
ず。 

• 政下のとさはフェイズコント□ールモードを ON にで 
さません。 

-PURE D 旧 ECT モードのとさ 

-オーディオ調整機能の HDMI 音声出力を 

THROUGH に設定しているとき。 ( 3日ページの 
「オーディオ調整機能を使用ずる」） 


フ□ントス ピーカー 

姗 ‘‘了\/ -------- 


音源勢ゥ 


U スニング 
ポジション 


皂(お 


本来の音色び 
聞こえる状態 


. U ズムびはっさ0する 
‘低音の量感び失われない 
-楽器の U アリティを感じる 


サラウンド再を） 


才ーディオ調整機能を使用する 

ここでは、切下の表にある音声に関する「設定項目」をお好みで設定しまず。それぞれの機能の内容をご確認の 
ラえ、お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 

〇重要 

• 入力信号传本機の設定などによって、調整することびでさない項目びあります。その場をは設定項目として表示 
されません。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2オーディオ調整ボタンを巧して、オーディオ調整機能にする。 

3 1 4ボタンで設定項目を選ぶ。 

の表の設定項目か5、お好みで調整したい項目を選びます。 

4手順3で選んだ項目の調整を、^■►ボタンで行ラ。 

じ(下の表の設定内容のとおりにお好みで調整します。 


已戻るボタンを押して、 

オーディオ調整を終了する。 


才ーデイオ 調整機能 



♦:工場出荷時の設定 

〔※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などびあります。表の最後に記載されている注記をご確認 
<ださい。） 

設定項目 

機能 

表示と設定 1 

MCACC 

(MCACC メモ U -) 

MCACC MEM 日 RY の選択 （ MCACC メモ U - の 
名前を変更(已目ページ)しているときは変更した名 
前で表示されます。） 

•Ml. MEMORY 1 

ィ Ml.MEMORY 1- M 目 . MEMORY 

巨 ► 

EQ 

(周波数特性の補正） 

選択されている MCACC MEM 日 RY の周波数特性 

•EQ : ON 

の補正の日 N/OFF 設定。 

それぞれの MEM 日 RY ごとに設定できます。 

OEQ : OFF 

S-WAVE 

選択されている MCACC MEMORY の定在波制御 

• S-WAVE : ON 

(定在波制御） 

の効果の日 N/OFF 設定。 

OS-WAVE : OFF 

Phase C+ 

(フェイズコント n —ルプラ 
ス機能） 

フェイスコントロール規格で作られたディスクな 
外は、そちそわ記録時にお域が遅れています。そ 
ラいったディスクの位相ずれを浦正します。 

•Phase C + ; 巨 ms 
◄ Oms ~ l 6 ms ► 

DELAY 

(サウンドディレイの調整） 

音声全体の遅延時間の調整 （ DVD ソフトなどで、 
映像の動きの方びセ U フなどの音声より遅れてい 
る場合、音声全体を遅らせることで、映綠の動さ 
と音声とを合わせることびできます。） 

•DELAY : 0.0 

ィ0.0 frame 〜 10.0 frame (0.1 間 
隔） ► 

■1 frame = l /30 秒 ( NTSC ) 


「1氏音の調整」「高音の調整」をする/しないの 

•TONE : BYPASS ( OFF ) 

TONE 

(トーンコント□ール） 

設定。 

1」スニングモードび STEREO , 才ートサラウンド 
( STEREO 選択時）または SOUND RETRIEVER 

AIR のとさのみ選択でさます。 

OTONE : ON 

BASS 

(低音の調整） 

& 1 

低音のレベル調整 

•BASS : 0 (服） 

ィー巨 d 巨〜+色 d 日 （1 d 日間隔） ► 

TREBLE 

(高音の調整） 

《1 

高音のレベル調整 

•TREBLE : 0 (服） 

ィー目 d 日〜 +6 d 日 （1 d 日間隔） ► 




































サラウンド再を 


1 設定項目 

機能 

表示と設定 1 


圧縮音声は圧縮処理される際、削除されてしまラ 

• S.RTRV : OFF 

S.RTRV 

(オートサウンドレト|」バー 
機能） 

※吕 

部分び発生します。オートサウンドレト U バー機 
能を ON にすると、 DSP 処理によってその削除さ 
れてしまった部分を補い、音の密度感、抑揚感を 
向上させます。 

ON を選ぶと、 HOME MEDIA GALLERY 入力 

(デジタル音声入力のみ）や US 巨メモ U —から入 
力されたコンテンツのビットレート情報を元に、 
サウンドレト1」バーの効果を最適化し、高音質化 
します。 

OS.RTRV : ON 

DNR 

(デジタルノイズ1」ダクショ 
ン機能） 

雑音び多く含まれるソフトのノイズを低減ずる機 

•DNR : OFF 

能 （37 ページの「デジタルノイズ U ダク ショ 
ン」参照）。 

2 ch 信号入力時にのみ効果びおります。 

ODNR : ON 

DIALOG E 

センター成分の定位感の調整機能 
(映画やドラマのセ U フ、または音楽のボーカル 
を際立たせ、より聴き取りやすい音にします。） 

•DIALOG E : OFF 

(ダイア n グエン八ンスメン 
卜機能） 

& 3 

◄ OFF / FLAT / UPl / UP 2/ UP 3/ 
UP 4^ 

DUAL 

(デュアルモノラル音声の設定） 

1+1デュアルモノラル信号入力時、どち日の音声 

•DUAL : CHI ( chi のみ再を） 

を再生させるかの設定 （37 ページの ri + 1 デュ 

ODUAL : CH 2 ( ch 2 のみ再を） 

アルモノフル信号とは」参照） 

ODUAL : CHICH 2 (左ち同時再生） 


OFF の場合、 CD などの P 巳 M 音声を巧生したとき 

•Fixed PCM : OFF 

Fixed PCM 

( PCM 音声の再生設定） 

に巧の頭び切れることびあります。その場合は ON 
を選択してください。 

ON は PCM 音声専用です。 PCM 音声し:がの信号で 
は、音が出ずにノイズび出ることびあります。 

OFixed PCM : ON 


音量の最ちかさい部分と最も大さい部分の圧縮比 

•DRC ; AUTO 


率の調整。 

(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を下 
げて映画などを楽しむ場合でち、微かな音び聴き 

ODRC : MAX (最大圧縮） 

DRC 

ODRC : MID 

(ダイナミックレンジコント n 
— JboXAt ) 

《4 

取0やす<な0ますび、大さい音量で楽しむとさ 
は、日 FF にすることをお勧めします。） 

Dolby Digital , DTS , Dolby Digital Plus , Dolby 
TrueHD , DTS - HD , DTS-HD Master Audio 信号 
に有効です。 

ODRC : OFF (圧縮無し：高音質再 
生） 


ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超お域 

参 LFE : 〇犯 

LFE 

( LFE アッテネーターの設定） 

音声成分）び含まれていることびあります 。 LFE 
レベルび大さくて、スピーカーからの音声に歪み 
び生じるとさは、 LFE レベルをアッテネート（減 
衰）します。 

◄ OFF / -20 dB /-15 dB/-lOd 己/ 

一已 d 巨/己 


SACD を歪みな < 再生するための調整 

•SACDGAIN : OdB 

SACDGAIN 

に ACD ゲインの設茵 

(工場出荷時の「0」は、局レベルで記録されてい 
るディスクを再生してち音び歪まない設定になっ 
ています。 r +6 J に設定すると、 SACD のデジタ 
ル処理に+6 d 巨のゲインを持たせ、 SACD ディス 
クの情報をより忠実に引き出ずことびでき、高音 
質再生び可能になります。） 

OS 冉 CD GAIN : +6 服 

HDMI 

( HDM 芭声出力の設定） 

※已 

HDMI IN に入力された音声を、どのよラに再生す 
るかの設定 

•HDMI : AMP 
(本機と接続したスピーカーで再を） 

[ THROUGH 」 に設定したときは、本機からは音 
び出なくなります。 

OHDMI : THROUGH 
( HDMI 日 UT と接続したテレビで再を） 


1 設定項目 

機能 

表示と設定 1 

A.DELAY 

HDMI どラしで接続された機器に対する機能で、音 
声と映像の遅延時間を自動で調整し、映像の動き 
と音声を自動で合わせます。 

• A.DELAY : OFF 

(オートディレイ(オート1」ップ 
シンク)の設定） 

※色 

OA.DELAY :白 N 

C.WIDTH 

(センター幅の調整） 
(□□ PLIlxMUS に時のみ） 

センターチャンネルの音声を左ちのフ□ントスピ 
一力一にどの程度振0分けるかの調整 
(音色の不一致を禮和して、音楽再生に適した音 
場を創り出ずことびでさます。） 

• C.WIDTH : 3 
◄ 0〜7 ► 

日：センタースピーカーからのみ再生 

7 :すべて左ちのフロントスピーカー 
に振り分け 

DIMENSION 

(ディメンションの調整） 
(□□ PLIlxMUS に時のみ） 

音場の強さのバランス調整（お好みの音場を創0 
出すことびでさます。） 

•DIMENSION : 0 
◄ 一 3〜+3 ► 

一 3 :後方の音場が強くなる 
+3 :前方の音場び強< なる 

PANORAMA 

前方の音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウン 

•PANORAMA : OFF 

(パノラマ調整） 

(皿 PLIlxMUS に時のみ） 

ド ch につなばるよラな効果を加える機能（正確な 
定位よりち雰囲気を楽しむための機能です。） 

OPANORAMA :日 N 



• C.IMAGE : 

C.IMAGE 

(センターイメージの調整） 
( Neo :6 CINEMA または 
Neo :6 MUS に時のみ） 

センターチャンネルの音声を左ちのフロントスピ 
一力一にどの程度振り分けるかの調整 
(音色の不一致が禮和された音楽再生に適した音 
場を創り出ずことびでさます。） 

Neo :6 CINEMA 10 

Neo :6 MUSIC 3 
◄日〜 1 0 ► 

0 :ほぼすベて左ちのフ n ントスピーカ 
一に振0分け 

1日：主にセンタースピーカーから再生 

EFFECT 

(ADVANCED SURROUND 
モードや ALC モードの効果 
の調聲 

現在選択してし、る ADVANCED SURR 白 UN □の备 
モード （ F . S.SURR FOCUS . F . S.SURR WIDE . 
SOUND RETRIEVEVERAIRiU ^). または 

ALC モードの効果の調整 

参 EFFECT : 

EXT . STERE 0 90 
その他已〇 
◄ 1 〇〜9日 ► 


DOLBY PLIIz H 曰 GH 下モード時のフ□ント A イト 

OH . 白 AIN : LOW 

H.GAIN 

り V イトゲインの調整） 

スピーカーからの出力の調整 （ H に H にすると、最 

参 H.GAIN : MID 

ち上方向の臨場感び増します。） 

OH.GAIN : H に H 

V.SB 

サラウンドバックスピーカーを接続していないと 
きでち、仮想のサラウンドバックチャンネル音声 
を創り出すための設定 

• V.S 目： OFF 

(バーチャルサラウンドバック 
の設茵 
み7 

OV.S 目： ON 

V.HEIGHT 

フ n ント A イトスピーカーを接続していないとき 

• V.H 曰 GH 下： OFF 

(バーチャル A イトの設定） 

み8 

でも、仮想の八イトチャンネル音声を創り出すた 
めの設定 

OV.H 曰 GH 下：日 N 


1 TONE を ON にしたとさのみ調整でさます。 

吕 iPod / USB、HOME MEDIA GALLERY、ADAPTER PORT 入力のときの工場出荷時の設定は ON です。 

3 UP 1 から UP 4 へと設定を蜜えると、音儘び上方向に移動します。選択している U スニングモードによっては、効果び無いこと 
びあります。 （ UP 1 〜 UP 4 は、フロント A イトスピーカーを接続しているとさのみ選択でさます。） 

4工場出荷時の設定では AUTO に設定されていますび、この状態で効果があるのはドルビー TrueHD 信号のみです。その他の信号 
を入力しているとさは MAX か MID を選んでくださし、。 

巳シアターモードを使用しているとさは切り換えることびでさません （43 ページ）。本機の電源びスタンバイの状態で HDMI の 
音声と映錄をテレビから出力したいときは、シアターモードを ON にする必要びあります （43 ページ）。 

巨 HDMI で接続された1」ッフシンク対応のディスプレイにのみ有効です。日 N に設定してち音声全体の遅延時間び改善されないと 
きは、 OFF に設定して「サウンドディレイの調整」を手動で調整してください。 

7 •ヘッドホンを接続しているとさや、 U スニングモードび STEREO、FRONT STAGE SURROUND . SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM D 旧 ECT のときは、バーチャルサラウンドバックの設定はできません。 

•スピーカー設定（已8ぺージ）で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL で、サラウンドバックスピーカーび N 0 ( 
無し）のときは、バーチャルサラウンドバックの設定びでさます。（スピーカーシステムの設定（已 S ページ）で Front Bi-Amp 
または ZONE 吕に設定しているときを同様です。） 

• スピーカーシステムで Speaker B を選んでいるときは、 SPEAKERS ボタンで SP : A+B ON を選んでいるときのみ使用でき 
ます。 















































8 •ヘッドホンを接続しているときや、 U スニングモードび STEREO、FRONT STAGE SURROUND、SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM D 旧 ECT のときは、バーチャル A イトの設定はできません。また、実隙にフ □ ントノ \イトチャンネルび収 
録されたソースでをバーチャル八イトの設定はでさません。 

•スピーカー設定（已8ぺージ）で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL で、フ □ ント八イトスピーカーび N 0 
(無し）のときは、バーチャ从イトの設定びできまず。（スピーカーシステムの設定（巳8ぺージ）で Front 团 - Amp や Speaker 
B 、 ZONE 吕に設定しているときも同様です。） 

1+1デュアルモノラル信号とは 

• モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号の名称です。 

-日 S デジタル放送 （ MPEG -2 AAC ) などのモノラルの二力国語放送や音声多重放送など 
一二力国語放送などを HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーのドルビーデジタル-デュアルモ 
ノラルモードで録画したちの 

ーステレオの二力国語放送などは、デュアルモノラルとは異なるフォーマットにな0ます。 

-1 + 1 デュアルモノラル信号の名称は機器によって異なります。詳しくは、テレビや HDD / DVD レコーダー、ブ 
ルーレイディスクレコーダーの取扱説明書をご覧ください。 

デジタルノイズリダクシヨン 

• 政下の場合は、 ON にしてちノイズび十分に低減されないことびあります。 

一 突然のノイズ 

一 極端に大さいノイス 

一高し個波数成分を非常に多く含む信号 

一ちともとノイスの少ない録音状態の良い信号 

• 各音源に対し、デジタルノイズ U ダクシヨンは切下のよラな改善効果びあります（ステレオ再生時）。 

-アナ□グ入力 . 1日 d 目〜18 dB 

ーデジタル入力 . 10 d 目〜1日 dB 

- ADVANCED 、 STANDARD 、 9日 kHz 再生時….日服〜] 0 d 己 
• STREAM D 旧 ECT モードび ON になっているときは使用できません。 


サラウンド再を） 


ビデオ調整機能をほ用する 

ここでは、政下の表にある映像に関する「設定項目」をお好みで設定しまず。それぞれの機能の内容をご確認の 
ラえ、お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 

〇重要 

• 入力信号传本機の設定などによって、調整することびでさない項目びあります。その場をは設定項目として表示 
されません。 

• ビデオ調藝機能は、 CD 、 CD - R / TAPE . ADAPTER PORT 入力のときは使用でさません。 

• ビデオコンバーターの設定政がの調整は、ビデオコンバーターの設定び ON になっているとさのみ有効です。 

1 ボタンを巧してリモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2ビデオ調整ボタンを巧して、ビデオ調整機能にする。 

3 t * ボタンで設定項目を選ぶ。 

切下の表の設定項目か5、お好みで調整したい項目を選びます。 

4 手順 3 で選んだ項目の調整を、和-►ボタンで行ラ。 

切下の表の設定内容のとおりにお好みで調藝します。 

已戻るボタンを巧して、ビデオ調整を終了する。 


ビデオ調整機能 

♦:工場出荷時の設定 

(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などびあります。表の最後に記載されているを記をご確認 
ください。） 


1 設定項目 

機龍 

表示と設定 1 

V.C0NV 

(ビデオコンバーター 
の設定） 

み 1 

映像入力信号を MONITOR OUT および HDMI OUT に対して 

• V . C 0 NV : ON 

ビデオコンバートずる機肯旨 

(ソース機器とテレビモニターを違ラ種類のコードで接続し 
ていてち、映像を出力することびでさる便利な機能です。 ）（ 

17 ページ） 

OV.CONV : OFF 



♦RES 

AUTO 



ORES 

PURE 

RES 

(解像度の設定） 

み 2 

入力信号を HDMI OUT 端子から出力する際の解像度の設定 
(RES : 4 S 日 P は、48日 P/ 已 76 p の辭傲度指定を指しま 
す。） 

ORES 

48己 p 

ORES 

720 p 

ORES 

108己 i 



ORES 

108己 p 

PCINEMA 

映画素材の映像をプ□グレッシブ映像に変換出力する設定 
(通常は AUTO に設定しますび、映像び乱れる場合は ON また 

•PCINEMA : AUTO 

(PURE CINEMA モー 
ドの設定） 

み3 

OPCINEMA : ON 

は OFF にして < ださい。） 

OPCINEMA : OFF 

P.M0TI0N 

(プ n グレツシブモーシ 
ヨンの調整） 

み3 

フ n グレッシブ映像に効果を与える設定 
(プ n グレッシブ映像の動画や静止画び鮮明になるよラに調整 
します。） 

• P.MOTION : 0 
◄ -4 (動画向さ）〜+ 4 (静止画 
向を） ► 



























ラウンド再生 


1 設定項目 

機能 

表示と設定 1 


接続しているテレビ（モニター）のタイプによって、それぞれ 

• V.ADJ : PDP 

V.ADJ 

に適した画質設定にします。プラスマテレビの場合は PDP を、 
液晶テレビの場合は LCD を、フ n ントブ□ジエクターの場合は 
FPJ を、プ□用モニターの場合は PRO を選びます。画質設定 

OV.ADJ : LCD 

(アドバンスドビデオア 

OV.ADJ : FPJ 

ジャスト機能） 

OV.ADJ : PRO 

をお好みで調整したいとさは MEMORY を違んで凶下の設定項 


目を調整でさます。 

OV.ADJ : MEMORY 

YNR 

(輝度ノイズの調整） 

& 4 ，已 

入力信号の輝度 ( Y ) 信号のノイズを軽減する調整 

•YNR : 0 
ィ 〇〜+8 ► 

DETAIL 

(ディテールの調整） 

& 4, 巳 

画像の輪郭強調の調整 

•DETAIL : 0 
ィ -4 〜+4 ► 

SHARP 

(シャーフネスの調整） 

& 4 ，巨 

映截の中高域成分を強調する調整 

•SHARP : 0 
ィ 0- h 8 ► 

BRIGHT 

(映像の明るさの調整） 

& 4 ，巨 

画面を体の巧るさの調整 

•BRIGHT : 0 

ィー目（暗い）〜+6 (明るい） ► 

CONTRAST 

(映像のコントラスト 
調整） 

※斗巨 

画面の最ち明るい部分と最を暗い部分との明るさの比率調整 

•CONTRAST : 0 

ィー 6 (比率最ル）〜+ 6 (比率最 

大） ► 

HUE 


•HUE : 0 

(映像の色あい調整） 

緑色と赤色のバランス調整 

◄一目（緑強調）〜+6 (ホ強 

& 4, 巨 


調） ► 

CHROMA 

(彩度の調整） 

& 4 ，巨 

色の濃さを調整 

•CHROMA : 0 

ィー 目（薄い）〜+6 (濃い） ► 

BLK SETUP 

映像入力信号に合わせて黒色のレベルを設定します。 

•曰 LKSETUP : 0 

(黒浮きの調整） 

& 7 

通苗は [0] を選びます。黒色び浮いているときは [7 .巳]を選び 
ます。 

OBLK SETUP : 7.5 

ASP 

HDMI 出力映像のアスペクト比（縦横比）の設定 

•ASP : THROUGH 

(アスぺクト比の設定） 

(THR 日 UGH は入力した映像信号をそのまま出力しま 

OASP : NORMAL 

& 8 

す。 N 日 RMAL は左ちに黒帯を付加します。） 


1ビデオコンバーターの設定び ON であることで、映像が悪化してしまラことびあります。その際は設定を OFF にしてください。 

2 •テレビ（モニター）び対応していない解像度に設定した場合は映像び出なくなります。そのときは設定を変更し直してくださ 
し'!。また、 DVI 対応機器から映像を入力した場合や、テレビ(モニター)の能力によっては、設定した解像度で出力されない場合 
びあります。己 7 卸 ( PAL ) /己 7 目 P/720P 巳日/ lOSOi 已日/ 1 日 8 日 P 已〇の映像信号を入力して出力するには、対応したテレビび 
必要です。 

• AUTO を選択すると HDMI で接続されたテレビ（モニター）の能力に合わせて自動的に辭像度び選ばれます。また、 PURE を 
選択すると、入力された解像度そのままで出力されます （ 17 ページの「映像の接続について（パイオニアビデオコンバータ 
— ) 」参照）。 

•テレビ（モニター)を HDMI で接続していて、解像度の設定を PURE 攻外に設定すると、 480 i / 已 76 i アナ n グ映像信号入力 
時、コンポーネント出力端子からは480口/日 76p の映像信号び出力されます。 

• HDMI 信号を入力しているとさの工場出荷時の設定は PURE です。 

3 • HDMI およびコンポーネント出力に有効です。 

• PCINEMA モードの設定び ON のときは、 P.M0TI0N の調整は無効となります。 

• この設定はし: TF の場合に表示されます。 

- 480 i または巳7巨 i のアナ□グ映像信号入力時 

4 V.ADJ (アドバンスドビデオアジャスト）の設定を MEMORY に設定しないと調整できません。 

已 • この設定はじ(下の場合に表示されます。 

一 4目 Oi または已 76 i のアナ□グ映像信号入力時 


Ja 


目 • この設定はな下の場合に表示されます。 

一48 日し 已7日し 480 p 、 巳7巨 P 、720 p 、 1 080 i のアナ □ グ映像信号入力時 
一 4 S 日し 巳76し 480 p 、 巳7巨 P 、720 p 、 1080し1 0 S 日 p 、 1 080 p 24 の HDMI 映像 f 言号入力時 
7コンポジットビデオ端子から 480 i 信号を入力しているときのみ調整でをます。 

8 •テレビ（モニター）に映像び正しく表示されないとさは、映像を出力しているソース機器およびテレビ（モニター）のアスぺ 
クト設定を行ってください。 

• この設定は、 480 i / 已 76 i または480口/己7巨 P の映像信号を入力しているとさのみ表示されます。 






















ホームメデイアギヤラリーの再生 


ホームメデイアギヤラリーについて 



MEDIA GALLERY 


ホームメディアギャラリーでは、 LAN 端子を使ラこと 

で切下の機能をお楽しみいただくことびでさます。 

1パソコンにためた音楽ファイルを本機で再生 

パソコンなどに保存されているたくさんの音楽ファイ 

ルを本機で再生ずることびでをます。お手持ちのネッ 

トワーク機器の取扱説明書とあわせてご確認くださ 

い。 

• パソコンし U 外にも、 DLNA 1.0 または DLNA 1. 巳に 
準拠したゾディアサーバー機能を持つ機器（たとえ 
ば、ネットワーク型八ードディスクやネットワーク 
対応のオーディオシステムなど）であれば保存され 
ているファイルを本機で再生することびでさます。 

2インターネットラジオを聴く 

パイオニア専用に編集、管理されている vTuner び提供 

する放送局 U ストから、お好さな放送局を選んで再生 

することびでさます。 

因 メモ 

. 本機は下記の技術を使ってネットワーク上の機器に 
保存されている音楽ファイルを再生しまず。各技術 
の詳細については r 用語解説」ちあわせてご覧くだ 
さい。 

— Windows Media 円 ayer 11 

— Windows Media 円 ayer ] 2 

— Windows Media DRM 

-DLNA 

• 画像/動画ファイルは再生でをません。 

• Windows Media Player 11 または Windows 
Media 円 ayer ] 2 をお使いの場合、本機では菁作権 
保護のかかっている音楽ファイルち再をすることび 
でさます。 

• 本機び対応している形式のファイルでち再生でさな 
いことびあ0まず。 

• 放送局 U ストで選択でさる放送局でち再をでさな 
いことや、再生の状態び不安定になることびありま 
す。 

• 接続している機器の種類和ソフトウェアのバージョ 
ンによって働かない機能があ0ます。 

• 对応しているファイルのお式は接続している機器に 
よって異なりまず。接続している機器び対応してし、 


ない形式のファイルは表示されません。詳しくはお 
使いの機器のメーカーにお問い合わせください。 

• 接続している機器の性能や状態によって再生び停止 
したり、正しく再生でをないことびあります。 

• ネットワークの通信び混雑していると、ファイル 
び表示されない、または再生でさないことびあり 
まず。ネットワーク上の機器と接続するときは 
1日0巳 ASE - TX のご利用をお勧めします。 

• ネットワーク上の複数の機器び同じファイルを同時 
に再生すると再生び停止することびあります。 

• 接続している機器にインターネットセキュ U ティー 
ソフ トウエアなどびインストールされているとネッ 
トワークに接続でをないことびあります。 

• 当社は、本機とネットワーク上で接続している機器 
の不具をやファイルまたはデータの破損などに関し 
て、一切の責任を負いかねますのであ5かじめご了 
承ください。接続している機器のメーカー、または 
プ□バイダーにお問いをわせください。 


ホームメデイアギャラ IJ —をお楽しみいた 
だ<ためのステップ 

1 「 LAN 端子でネッ ト ワークに接続する」 

(一22ぺージ） 

4 

2 r 接続しているサーバーに本機を認証させ 
る」 

(一3日ぺージ） 

4 

3 「ネッ ト ワークの設定を行ラ J 
(一巨1ぺージ） 

■I 

4 「ホームメディアギャラリー入力で再生す 
る」 

(一3日ぺージ） 


はじめに 


DLNA に準拠した機器の再生について 

本機は下記の機器に保をされているネットワーク上の 
音楽ファイルを再生できます。 

• OS び Micros 日れ Windows Vista または XP 
Service Pack 3 で 、 Windows Media Player 11 

びインス I -一 J レされているノくソコン 
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• 日 S び Micr 日 soft Windows 7で 、 Windows Media 
Player 12 びインス I -ールされているパソコン 
• DLNA 1 .0 または DLNA 1万に準拠したメディアサー 
バー (パソコンやネットワーク型八ードディスクな 
ど） 

上記のパソコンちしくは、 DLNA 認証を受けたサー 
パ‘一 (Digital Media Server ) に保存されているファ 
イルは、 DLNA 認証を賣けた DMC (Digital Media 
Controller ) と呼ばれる列■部コント□ーラーからの指 
示で再生することびでさます。この DMC からコント □ 
ールされ、ファイルを再生する機器を DMR (Digital 
Media Renderer ) と呼びます。本磯はこの DMR に巧 
応しています。 DMR 動作中は、外部コント□ーラーか 
日の操作によりファイルの再生、停止などび可能とな 
ります。また、音量調節や消音（ミュート）操作を行 
ラことびでさます。 DMR 動作中に U モコン操作をした 
場合には DMR 動作は辭除します〔ただし、音量+/-、 
消音および表示など一部のボタンは除きます）。 

• 使用する外部コント□ーラーによっては、音量調 
節を行ラと再生び中断することびあります。この場 
をは本体またはリモコンで音量調節を行ってくださ 
し、。 


iPod touchy iPhon も iPack iTunes 
で AirPlay を使ラには 

本徽ま、 iPodt 日 uch 销2、第3、第4世代 )/ iPhone 
4 /iPhone SGS / iPad の iOS 4.2 しソ降 、 iTunes 10.1 
政降 ( Mac またはパソコン)からの Airplay の音声スト U 
一 S ングに対応しています。 

Airplay を楽しむには 、 iPod touch . iPhone . iPad . 
iTunes で本機を選びます。本] 

Airplay び開始されると、本機の入力びホームメディ 
アギャラ U —に自動で切り換わります。木2 
Airplay 動作中は、切下の操作や表示びできます。 

• iPod touch . iPhone 、 iPad や iTunes からの本機の 
音量調節 

• 本機の U モコン操作での一時停止/再開、スキップ、 
ランダム/リピート 

• アーティスト名、曲名、アルバム名を含む再生中の 
情報を表示 

本1 : iPod touch . iPhone 、 iPad 何 Tunes の操作 
は、 Apple 社のホームページを参照してください。 
http :// www . apple.com 

本2 :ネットワーク設定のネットワークスタンパイび 

ON のとをは、本磯の電源び自動で日 N になります。 

◎ メモ 

• Air 円 ay を使うにはネットワーク環境びお要です。 

• 本磯の名前び iPod touch 、 iPhone 、 iPad、tunes 
上に再生機器として表示されまず。 


また、ネットワーク設定のフレンドリーネームで本 

機の名前を変更でさます。 

• 本機に搭載されている Airplay 機能は、パイオニアホ 
-ムぺージに記載されている iPod 、 iPhone、iPad 
のソフトウエアバージョンおよび、 mjnes のソフト 
ウェアバージョンに基づいて開発、テストされたも 
のです。パイオニアホームページに記載されている 
バージョン切外の iPod 、 iPhone 、 iPad のソフトウ 
ェアまたは iTunes を使用した場を、 AirPlay 機能の 
互換性び無くなる場合びあります。 


DHCP ヴーパー機能について 

ネットワーク上の機器に保存されている音楽ファイル 
やインターネットラジオを再生するには、ルーターの 
DHCP サーバー磯能び ON になっている必要びありま 
す 。 DHCP ヴーノ f 一機 能びないルーターの場合はネ 
ットワークの設定を巧わなければネットワーク上の音 
楽ファイル皆インターネットラジオの再生びでさませ 
ん。詳しくは巨1ページの「ネットワークの設定を行 
ラ」をご確認ください。 


接続しているヴー/ V —に本機を認証をせる 

ホーム;>< デイアギトラ U —を使ってサーバーに保存さ 
れているファイルを再生するには、あらかじめサーバ 
一が本機を認証滸巧）している必要びあります。認 
証（許可）方法は接続しているサーバーによって異な 
ります。詳しくはヴーノ（一の取扱説明書をご覧くださ 
し、。 


ホームメディアギヤラリー入力で再 
生する 

1 HMG ボタンを巧して、入力をホームメディ 
アギヤラリーにする。 

ネットワークに接続するため、多少時間びかかること 
びあります。起動後はしソ下の画面び表示されます。 

園の横の数宇は接続されているサーバーの数を表して 
います。 



• D マークのついていないサーバーにはアクセスで 
をませ Aj 。 


















kb r 示—ムメディアギヤラリーの再を 


2 ボタンで再生したいカテゴリーを選ん 
で、ミ夫定ボタンを巧す。 

カテゴリーはし U 下の中から選びます。 

• Internet Radio :インターネットラジオ 
• サーバー 名：ネット ワーク 上の サーバー 

• Favorites :登録されたお気に入りのファイル 

• Recently played :インターネットラジオの受信履 
歴（最新20件） 

選んだカテづ U —によってファイルや放送局などの U 
ストび表示されます。 

3 t * ボタンで再生したいフォルダーやファイ 
ル、放送局などを選んで、ミ夫定ボタンを巧す。 

t / J ^ で画面をスク□ールでさます。選んだ項目び音楽 
ファイルの場合、再生画面び表示され、再生び始まり 
ます。前の画面に戻るには戻るを押します。 

再生画面か5フォルダー/ファイル U スト画面を表示さ 
せたとを、フォルダー/ファイルリスト画面で10秒間 
操作びないと自動的に再生画面に戻ります。 

再生でをるのは々マークのついている音楽ファイルで 
す。 、1\、 決定ボタンでファイルを選びます。 

4手順3を繰り返して、聞走たい巧を再生す 
る。 

それぞれの詳しい操作は故下をご確認ください。 

• インターネットラジオ： 40ページの「インターネ 
ットラジオを聴く」 

• サーバー： 40ページの「ネットワーク上の機器の 
再生について」 

因 メモ 

• 本磯の GUI 画面で表示できない文字は「#」で表おさ 
れます。また、サブゾーンの画面で表示でをる文字 
は英数宇のみです。 

• Windows のネットワーク環境で、ドメインび構成さ 
れている場合、ド:><インに□グオンしているとパソ 
コンに接続でさません。ドゾインではなく□一カル 
マシンに□グオンして<ださい。 

• 可変ビットレート （ VBR ) で圧縮されたファイルち 
再生でさますび、経過時間び正しく表示されないこ 
とびおります。 

• 已分間何も操作びないときはスク U - ンセーバー磯能 
び働さます。スク U —ンセーバー機能を解除すると 
をは何かボタンを押します。 


ネットワーク上の機器の再をについて 

再生画面について 

ファイルの再生を行ラと!;|下の画面び表示されます(フ 
アイルによってはすべての項目び表示されないことび 
あります)。 



本磯のリモコンで1；(下の操作びでさます。再生してい 
るカテゴリーによっては使用でさないボタンびありま 
す。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 

匯 

巧生を停止し、 U スト画面に戻ります。 

巧定 

再生と一時停止の切り換えをします。 

1 一 

再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
巧すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生を設定します。巧すたびに 1 巧 
リピート、 U ピートオール、1」ピートオフに 
切り換わります。 

文 

ランダム再生を設定します。巧すたびにラン 
ダムオン、ランダムオフに切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 

和/一 

フオルダー/ファイルリストの階層を前後へ 
切り換えます。 

トップ 
メニユー 

トップ;>< ニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


インターネットラジオを巧< 

インターネットラジオとは、インターネットを通じて 
配信しているラジオのことです。インターネットラジ 
才の放送局には個人び運営するちのか5地上波の放送 
局び運営ずるちのまで、さまざまな放送局び世界中に 
多数存在しています。地上波のラジオは電波の届く範 
囲でのみ放送を聴くことびでさまずび、インターネッ 
トラジオではインターネットを通じて世界中の放送を 
聴くことびでさます。 

インターネット回線の状況によっては、放送局の音声 
び中断したり、とざれて聞こえることびありまず。 

• インターネットラジオを聴くとさはインターネット 
をブ□ー ドバンドで接続してください。日6 K モデム 
や ISDN では十分にお楽しみいただけないことびあり 
ます。 



• インターネットラジオは放送局によってポートま号 
び異なりますので、ファイアウォールの設定をご確 
認ください。 

• vTuner から提供されている放送局 U ストは予告な< 
停止される場合びあります。 

• ラジオ局によっては放送び中止、中断されているこ 
とびあります。この場をは放送局リストで選択でさ 
る放送局でち再生することびでをません。 

• 放送局によっては曲名などび正しく表示されなし、場 
合びあります。 


再生画面について 

放送局を夏信すると政下の画面び表示されます 。 au 
下の画面は一例で、実際の表示はラジオ局によって異 
なじます） 



•曲名 

-再生モイ 
-アーティスト名 
•放送局名 


-再生時間表示 
-ファイル情報 


ラジオ局の U ストについて 

本機のインターネットラジオ局リストは、ラジオ局デ 
一タベースサービス ( vTuner ) を利用しています。こ 
のデータベースサービスは、本磯用に編集-作成され 
た U ストです。 vTuner について、詳しくは80ぺージ 
の 「 vTuner 」 をご確認ください。 

放送局の記憶と呼び出し 

インターネットラジオの放送局を記憶したり、記憶し 
た放送局を簡単に呼び出すことびできます。詳しくは 
43ページの「インターネットラジオの応用操作」を 
ご覧ください。 


パイオニア専用サイトか SvTuner のリストにな 
いがを局を尝録する 

本機では vTuner か日配信される放送局 U ストにない放 
送局を登録し、再生ずることびでさます。本機で登録 
に必要なアクセスコードを確認し、そのアクセスコー 
ドを使ってパイオニア専用のインターネットラジオサ 
イトにアクセスし、お気に入りの放送局の登録などを 
行います。パイオニア専用のインターネットラジオサ 
イトは政下のアドレスです。 
http :// www . radio - pioneer.com 


1インターネットラジオのリスト画面を表示す 
る。 

3目ページの「ホームメディアギャラ U —入力で再生 
する」を参照して手順1〜3を行います。 

2 t ♦ボタンで [ Help ] を選んでミ夫定ボタンを巧 
す。 



3 ボタンで [Get access code ] を選んで 

決定ボタンを巧す。 

パイオニア専用のインターネットラジオサイトでの登 
録に必要なアクセスコードび表示されるので、メモを 
取っておさます。 

Help 画面では政下の点を確認できまず。 

• Get access code :パイオニア専用インターネッ 
トラジオサイトの登録に/必要なアクセスコードび表 
示されます。 

• Show Your WeblD/PW :パイオニア専用インタ 
ーネットラジオサイトで登録したあと、登録された 
I □とパスワードび表示されます。 

• Reset Your WeblD/PW :パイオニア専用インタ 
ーネットラジオサイトで登録した内容をずべてリセ 
ットします。 U セットすると登録した放送局もすベ 
て消えてしまいますので、同じ放送局を聞さたいと 
きは U セット後、再度登録をし直してください。 

4お手持ちのパソコンでパイオニア専用のイン 
ターネットラジオサイトへアクセスし、登録操作 
を行ラ。 

http :// www . radio - pioneer.com 

上記サイトへアクセスし、手順3のアクセスコードを 

使い、画面に従ってユーザー登録を行います。 

已パソコンの画面に従ってお気に入りの放送局 
を登録する。 

vTuner の U ストにない放送局はもちろん、 vTuner の 
放送局 U ストにある放送局も登録できます。この場を 
はお気に入りの放送局として本機に登録され、再生す 
ることびでさまず。 


Favorites の再をについて 

お気に入0の巧やインターネットラジオ局 
を、 Favor け es フォルダーに最大2日まで登録すること 
びでさます。 









































































Favorites フォルダーへの夏録と削除 

登録したい曲の再生画面または登録したい曲びリスト 
で選ばれているとをに PGM ボタンを押しまず。選んだ 
曲び Favorites フォルダーに登録されます。 

登録された曲を削除するときは、 Favorites フォルダ 
一を選択し、削除したい巧を選んで- /CLR (10) ボタ 
ンを巧します。選んだ巧び Favorites フオルダーから 
削除されまず。 


Windows Media DRM について 

Windows Media デジタル菁作権管理 ( DRM ) a ；^ 

下、 WMDRM ) は、コンピューター、デジタルオー 
ディオプレーヤー、ネットワーク臟器などの再生を 
防いだり、デジタルコンテンツをま全に配信するた 
めのプラットフォームです。ホームメディアギヤ 
ラ U —のネットワークオーディオでは 、 WMDRM 
10 for networked devices に基づいて機能しま 
す。 WMDRM で保護されたコンテンツは WMDRM の 
機能を有するメディアサーバーと接続したとさのみ再 
生でをます。 

コンテンツ所有者は、善作権を含む知的所有権を 
保護するために Windows Media デジタル著作権 
管理テクノ□ジ ー( WMDRM ) を使用します。本製 
品は、 WMDRM で保護されたコンテンツにアクセ 
スするために WMDRM ソフトウェアを使用しま 
す。 WMDRM ソフトウェアびコンテンツの保護に失 
敗した場を、コンテンツ所有ちは保護されたコンテン 
ツの再生やコピーのために WMDRM を使巧している 
ソフトウェアの能力を無効にするよラ、マイク□ソフ 
卜に要請することびあります。無効化は、保護されて 
いないコンテンツには影響を与えません。保護された 
コンテンツに対するライセンスをダウン□ー ドすると 
をは、マイク□ソフトびそのライセンスと一緒に失効 
リストを含ませることびあることに同意ずる必要びあ 
ります。コンテンツ所有ちは、それらのコンテンツの 
アクセスに対して WMDRM をアップグレードするこ 
とを要求することびあります。ちしちアップグレード 
を断ると、アップグレードを要求するコンテンツヘア 
クセスずることびでさな<な0ます。 

本製品は、米国 Microsoft Corporation の知的 
戸斤有権により保護されています。米国 Microsoft 
Corporati 日 n の許可を得ずにこの技術を本製品 L が!で 
使用または頒なすることは禁じ5れています。 


ネットワークを使つたが部コンテンツのご 
利用について 

外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへ 
の接続び必要であり、プ□バイダへの登録や契約び必 
要となりまず。第王者び提供するコンテンツのサービ 
スは、予告なく、変更、中断、中止される可能性びあ 
り、パイオニアは、そのよラな事態に巧していかなる 
責任ち負いません。パイオニアは、列部コンテンツの 
提供サービスの継続皆利用可能期間について、いかな 
る保証もしません。 


ホームメディアギヤラリーの再を） 


対応ファイルフォーマツトについて 



本機のホームメディアギかラ U —入力は拟下のファイルフォーマットに対応しています。 

• 本機び対応している形式のファイルでも再生でさないことびあります。 

• 接続している磯器の種類やソフトウェアのバージョンによって働かない機能びあります。 

• 対応しているファイルのお式は接続している機器(サーバー)によって異なります。接続している機器び対応し 
ていない形式のファイルは表示されません。詳しくはお使いの磯器(サーバー)のメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

• サーバーによっては本機び対応していないフォーマットを変換〔トランスコード）して出力でさるちのちありま 
す。詳しくはサーノ f 一の取扱説明書をご確認ください。 

• インターネットラジオの再生では、インターネット経由の通信環境に影響を賣けることびあ0、その場をはここ 
に記載されているファイルフォーマットでち再生でをないことびあります。 

音芦ファイル 

種別 

拡張子 

スト U —ム 






サンプリング周波数 

8 kHz 〜 4S kHz 

MP3 

<a> 



量子化ビット数 

16 bit 

.mp3 

MPE 白- 1 オーディオレイヤー 3 

チャンネル数 

2ch 



ビットレート 

8 kbps 〜 320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 




サンプリング周波数 

8 kHz 〜 48 kHz 

LPCM 

<b> 

LPCM 

量子化ビット数 

16 bit、20 bit. 24 bit 



チャンネル数 

2ch 

WAV 

.wav 

LPCM 

サンプリング周波数 

VSA-1021 の場合： 

8 kHz 〜 192 kHz 

VSA- 目 21 の場合： 

8 kHz 〜白白 kHz 




量子化ビット数 

1色 bit、 20 bit. 24 bit 




チャンネル数 

2ch 




サンプリング周波数 

8 kHz 〜 4S kHz 




量子化ビット数 

16 bit 



WMA2/7/8 

チャンネル数 

2ch 




ビットレート 

巳 kbps 〜 320 kbps 

WMA 

.wma 


VBR/CBR 

対応/対応 


サンプリング周波数 

8 kHz 〜 48 kHz 




量子化ビット数 

16 bit 



WMA 日 

チャンネル数 

2ch 




ビットレート 

巳 kbps 〜 320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 




サンプリング周波数 

32 kHz 〜 48 kHz 


.m4a 

MPE 白- 4 AAC LC 

量子化ビット数 

16 bit 

AAC 

.aac 

.3 即 
.3 邑 2 

MPE 白- 4 HE AAC 

チャンネル数 

2 ch 


(aacPIus vl /2) 

ビットレート 

16 kbps 〜 320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 





































kb り i "* -ムメディアギヤラリ-の再を 


■種別 

拡張子 

スト U — ム 



FLAG 

■flac 

FLAG 

ヴンフ U ング周波数 

量子化ビット数 

チャンネル数 

8 kHz 〜白6 kHz 

8 bit 、 16 bit 、 24 bit 

2 ch 




ビットレート 

VBR/CBR 

— 


a MPEG Layer -3 音声復号化技術は 、 Fraunhofer 1におよび Thomson multimedia からライセンスされています。 
b ヘッダーのない LPCM ファイルはサーバーからのストリーミングデータのみ対応のため、拡張子はありません。 


インターネットラジオの応用操作 


インターネットラジオの放送局を記憶する 

本機では、よく聴く放送局を A 〜 G のクラスに各目局、 
合計目3局まで記憶することびできます。 

1記憶させたい放送局を再生する。 

39ページの「ホーム;><ディアギャラ U —入力で再生 
する」の手順1〜4を行い、記憶させたい放送局を再 
生します。 


2ツールボタンを押して、放送局の記憶モード 
にする。 

3 ENTER (12) ボタンを巧して、記憶させる 
クラスを選択する。 

A 〜 G のいずれかを選びます。 

4 t * ボタンで記憶させるステーション番号を 
選んでミ夫定ボタンを押す。 

数字ボタンでステーション番号を選ぶことちでさま 
す。 ] 〜9のいずれかを選びます。 


記憶したインターネットラジオの放送局を 
呼び出す 

放送局を呼び出すには、その前に放送局を記憶する 
必要びありまず。放送局を記憶していない場合は、 

42ページの「インターネットラジオの放送局を記憶 
する」をご覧ください。 

1 ENTER (12) ボタンを巧して、呼び出した 
いクラスを選択する。 

ボタンを押すたびに A 〜 G のクラスび切り換わりまず。 

2 t 4ボタンで呼び出したいステーション番号 
を選んでミ夫定ボタンを巧す。 

数字ボタンでステーション番号を選ぶことちでさま 
す。 

記憶されていないステーションを選ぶと 

Preset Not Stored と表示されます。 
















いろいろな機能を使ラ 


HDMI によるコント□-ル機能で 
HDMI 機巧を連動動作させる 

HDMI によるコント□ール機能对応のパイオニア製テ 
レビ令ブルーレイディスクプレーヤー、または HDMI 
によるコント□ール機能と互換性のある他社製品など 
を、 HDMI ケープルで本機と接続することで、じ(下の 
よラな連動動作び可能になります。 

• テレビから本機の音量調節や消音 ( S ユート)操作 
• テレビの入力切0換えやプレーヤーなどの再生開始 
による本機の自動入力切り換え 
• テレビとの電源連動 

〇重要 

• パイオニア製の機器によっては、 HDMI によるコント 
□-ル機能び 「 KUROUNK 」 と表記されているこ 
とびおります。 

• パイオニア製 HDMI によるコント□-ル機能対応機 
器、および HDMI によるコント□-ル機能と互換 I まの 
ある他社製品 （44 ページ）故外との連動動作は保証 
がです。 HDMI によるコント□-ル機能と互換性のあ 
る他社製品であってち、すべての連動操作を保証す 
るちのではありません。 

• HDMI によるコント□-ル機能を使ラときは八イスピ 
ード HDMI ケーブル®をお使いください。それ政外の 
HDMI ケーブルでは HDMI によるコント□-ル磯能び 
正しく動作しないことびあります。 

. 具体的な操作や設定方法などについては、それぞれ 
の機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 


HDMI によるコントロール機能が応機器を 
接続ずる 

本機には HDMI によるコント□ール機能対応テレビの 
ほかに、最大日台 ( VSA -1021)/4 台 （ VSA -92 ]) の 
HDMI 機器を接続して連動動作させることびでをま 
す。 

接続には八イスピード HDMI ケーブルをご使用くださ 
し、。接続方法については、 ] 7ぺージの 「 HDMI で接 
続する」をご覧ください。接続び終わったら 「HDMI 
によるコント□ール機能を設定する」（下記）を行つ 
て < ださい。 


〇重要 

• 電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源 
びスタンバイになります。この隙、2秒から] 0砂 
間、 HDMI に関する初期化動作を巧います。初期化中 
は HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終 
了してから本磯の操作を行ってください。 HDMI 設定 
のコント□-ル機能を日 FF にすることで、この処理 
は行われなくなります。 （43 ページ） 

. 本機の HDMI によるコント□—ル機能を十分に発揮 
ずるために、 HDMI 機器は本機に直接接続してくださ 
い。 

• HDMI によるコント□-ル磯能対応テレビの音芦出力 
と本機の音声入力を接続し、 HDMI によるコント□一 
ル機能対応テレビのリモコンでシアターモードにす 
ることで、テレビのチヤンネルを切り換えたとさな 
ど、本機の入力び自動で切り換わり本撒から音び出 
るよラになります。このとをテレビの音声は消音さ 
れまず。接続は光デジタルまたはアナ□グのいずれ 
かで接続して < ださい。 

. 本機の HDMI OUT とテレビを HDMI で接続してし、 

て、テレビび HDMI のオーデイオリターンチヤンネ 
ル ( ARC ) に対応している場を、テレビの音声は 
HDMI 経由で本機に入力されるため、光デジタル/ 

同軸デジタルまたはアナ□グコードによる音声の 
接続は必要ありません。この場合、 HDMI 設定の 
TV 音声を HDMI 経由に設定してください〔43ぺ一 
ジの 「 HDMI によるコント□-ル機能を設定する」 
参照）。 


HDMI によるコント□—ル機能を設定ずる 

本機の HDM 1 によるコント□ール機能を有効にする 
かどうかを設定します。 HDMI によるコント□-ル磯 
能を有効にした場合 、 Display Power 日 ff 機能によ 
り、テレビの電源をオフにしたときに本機の電源も連 
動して電ミ原オフ（一斉電源オフ）にずるかどラかの設 
定びでさます。本機の設定 L 处外にち、本機と接続する 
HDMI によるコント□ール機能対応機器の設定ち必要 
でず。詳しくは、それぞれの機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

1リモコンの画ボタンを巧してか6 
ホームメニュー ボタンを巧す 0 
2 [システム設定]を選んでミ夫定する。 

[ HDMI 設茵を選んでミ夫定する。 


3 


いろいろな機能をほラ 


4コント□-ル機能の ON / OFF を選択する。 


4eLHDM 瞪定 



面 g ア g ア回 


• ON : HDMI によるコント□-ル磯能び有効になり 
よ 9 0 

• OFF : HDMI によるコント□ール機能は無効にな 
り、連動動作することはでさません。 

已コント□ール設定を選択する。 

すべての HDMI によるコント□-ル機能 （43 ぺージ 
の「連動中の動作について」参照）をお使いになる場 
をは、 ALL を選びます。 

.ALL : HDMI によるコント□-ル機能びずべて有 
効になります。通常はこの設定を選びます。 

• PQLS : P 日 LS 機能のみび有効になり、そのほか 
の HDMI によるコント□-ル機能による連動動作は 
行われません。 

6 (手順4で ON を選択したときのみ） 

Display Power Off 機能の YES/NO を選択す 
る。 

• YES :テレビの電源オフに連動して、本磯の電源 
もオフになります。この機能は、 HDMI で接続して 
いる機器の入力を選んでいる場をや、テレビを見て 
いる場をのみ有効です。 

• N 0 :テレビを電源オフにしてち、本機の電源は連 
動しません。 

7スタンバイスルー機能を選択する。 

コント □— ル機能び ON のとさ、本機に接続している 
入力機器とテレビは、本磯の電源びスタンバイの状態 
でも信号を伝送することびできます（スタンバイスル 
一が態）。このスタンバイスルー状態での消費電力を 
抑える設定びでさます。 

• ノーマル： 通常のモード。スタンバイスルーと電 
源日 N の切0換えび速やかに行われます。 

•エコ： スタンバイスルーが態の消費電力を抑えま 
す。スタンバイスルーと電源 ON の切り換えに時間 
びかか0ます。 

8 TV 音声の入力方法を選択する。 

HDMI の才ーデイオ U 夕ーンチトンネル （ ARC ) に対 
応したテレビを本機の HDMI OUT 端子と HDMI で接続 
すると、テレビの音声を HDMI 経由で入力することび 
でさまず。 


• ノーマル：入力端子の設定で選択している入力端 
テからテレビの音声を入力します。 

• HDMI 経由： HDMI 経由でテレビの音声を入力しま 
す。コント□—ル機能が ON のとさのみ選択できま 
す。 

9ホームメニューボタンを巧して設定を終了す 
る。 


連動動作を開始する前に動作確認ずる 

接続と設定び終了した5、下記の確認作業を必ず行つ 
て < ださい。 

1すべての機器をスタンバイ4犬態にする。 

2テレビ似外のすべての機器の電源をオンにす 
る。 

3テレビの電源をオンにする。 

4テレビの入力を本機が接続された HDMI 入力 
に切り換える。 

已本機の入力を HDMI 機器が接続された HDMI 
入力に切り換える。 

6手順已で選んだ HDMI 入力に接続した機器を 
再生する。 

テレビに映像び表示されることを確認します。 

7手順已〜6を繰り返し、すべての HDMI 入力 
を確認する。 


連動中の動作について 

本機と接続した HDMI によるコント□ール機能対応機 

器は、切下のよラな連動動作をします。 

• HDMI によるコント□-ル機能对応テレビのメニュー 
画面等でアンプから音を出すよラに操作すると、シ 
アターモードにすることびでさます。 

シアターモード中は、テレビのリモコンで、本機の 
音量調節や消音(ミュート)操作びでさます。 

• シアターモードのときに、本機の電源を切ることで 
シアターモードは辭隙されまず。このときテレビの 
y ニュー画面等でアンプか5音を出すよラに操作す 
ると、本磯の電源びオンになり、再度シアターモー 
ドになります。 

• シアターモードを解除すると、テレビで HDMI 入力ま 
たはテレビ放送を視聴していた場台、本磯の電源び 
切れます。 

• シアターモードのとさに、テレビのゾニュー画面等 
でテレビから音を出すよラに操作すると、シアター 
モードび解除されます。 

• テレビの電源をスタンバイが態にすると、本磯の電 
源もスタンバイ状態になりまず。（本磯に HDMI 接続 















〔いろいろな機能を巧う 


されている機器の入力を選択しているときや、テレ 
ビを視聴している場合のみ。） 

. HDMI によるコント□ール機能対応機器の再生操作に 
連動して、本機の入力び自動的に切り換わります。 

• テレビの入力を切り換えると、本磯の入力び連動し 
て切り換わります。 

• 本磯の入力を HDMI し U 外に切り換えても連動モードは 
継続されます。 

パイオニア製 HDMI によるコント □— ル機能对応テレ 
ビでは切下の動作ち巧能です。 

• 本磯の音量、消音などを操作したとさに、その状態 
をテレビの画面に表示します。 

• テレビでメニュー言語を切り換えると、本機の言語 
設定ち連動して切り換わります。 

HDMI によるコントロール機能と互換性のちる他 
社製品と接続する 

本機の HDMI によるコント□-ル機能との互換性びあ 
る他社製テレビと接続してお使いになると、下記の連 
動動作びでさます。（お使いのテレビによっては、すべ 
ての HDMI によるコント□ール機能が働くわけではあ 
りません。） 

• テレビのメニュー画面で、本機に接続したスピーカ 
一から音を出すか、テレビのスピーカーから音を出 
すか、どちらかに設定でさます。 

• テレビのリモコンで、本機の音量調節や消音(ミュー 
卜 ) 操作びでさます。 

• テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電 
源もスタンバイ状態になります。（本機に HDM 1 接続 
されている機器の入力を選択しているときや、テレ 
ビを視聴している場合のみ。） 

• テレビ放送やテレビに接続した外部入力の音声ち、 

本磯に接続したスピーカーから出力でさます。（テ 
レビびオーディオ U ターンチトンネル ( ARC ) に対応 
していない場合は、 HDMI ケーブルのほかに光デジタ 
ルケーブルなどの接続び必要です。） 

本機の HDMI によるコント□ール機能と互換性のある 
化社製プレーヤーやレコーダーと接続してお使いにな 
ると、下記の連動動作びでをます。 

• プレーヤーやレコーダーの再生を開始すると、本機 
の入力びその機器を接続している HDMI 入力に切〇換 
わります。 

HDMI によるコント□—ル機能と互換性のある他な 
ホ捕 

• 政下の他社製テレビと互換性びあります。〔順不 
同） 

-シャープ株式を社製 AQUOS ファ S U ンク対応の液 
晶テレビ「アクオス」 

-パナ ソニック株式尝社製ビエラリンク対応のテレビ 
一 株式尝社東芝製レグヴ U ンク対応のテレビ 
一 株式尝社曰立製作所製 Wo 日〇|」ンク対応のテレビ 


-ソニー株式尝社製ブラビア U ンク対応の液晶テレビ 
「ブラビア」 

• じ(下の他社製プレーヤー和レコーダーと互換性びあ 
ります。（順不同） 

-シャープ株式含社製 AQUOS ファ S 1」ンク対応のデ 
ジタル八イビジョンレコーダー 「 AQUCIS ノ V イビ 
ジョンレコーダー」、ブルーレイディスクレコー 
ダー 「 A 曰 UOS ブルーレイ」（シャープ株式を社製 
A 日 UOS ファミ U ンク対応の液晶テレビ「アクオ 
ス」とあわせてお使いのとさのみ） 

ー パナソニック株式舎社製ビエラ U ンク対応のプレー 
ヤーおよびレコーダー(パナソニック株式含社製ビ 
エラリンク対応テレビとあわせてお使いのとさの 
み） 

一 株式含社東芝製レグザリンク对応のプレーヤーおよ 
びレコーダー（株式尝社東芝製レグザ U ンク对応テ 
レビとあわせてお使いのとをのみ） 

一 株式会社曰立製作所製 Wooo リンク対応のレコーダ 
一（株式会社日立製作所製 Woo 日リンク対応テレビ 
とあわせてお使いのとをのみ） 

-ソニー株式含社製ブラビアリンク对応のブルーレイ 
ディスクプレーヤーおよびレコーダー（ソニー株式 
尝社製ブラビア U ンク対応の液晶テレビ「プラビ 
ア」とあわせてお使いのとをのみ） 

• の他社製商品と互換性びあります。 0噴不同） 

—株式含社 ソニー- コンピュータエンタテインメント 
製プラビア U ンク対応の「プレイステーション3」 
(ソニー 株式含社製ブラビア U ンク対応の液晶テレ 
ビ「プラビア」とあわせてお使いのとさのみ） 

• 上記政がの他社製品との運動動作は保証がでず。 

• 互換性のある他社製品の型名など最新の情報につい 
ては、パイオニアホームぺージ （ htt 日 :// pioneer, 
jp/) をご覧ください。 

《 AQUOS ファミリンクは、シャープ株式を社の登録 
商標です。 

※プラビアリンクは、ソニー株式尝社の登録商標で 
す。 

《「プレイステーション」は株式尝社ソニー•コンピ 
ュータエンタテイン;><ントの登録商標です。 

《その他文中の商品名、技術名およびを社名等は、当 
社や各社の商標または登録商標でず。 


PQLS 機能を使ラ 

本磯は P 日 LS 機能に对応しています。 

PQLS (Precision Quartz Lock System ) と 
は、 HDMI によるコント□ール機能を使ったデジタル 
音青の伝送制御技術です。より高音質な再生を行ラ 
ため、本機から PQLS 対応プレーヤーなどに巧して、 
音青信号を制御します。これにより、音質に悪影響 
をおよぼす、伝送時に発生するジッターの影響を除 
去でさます。ここでは、その機能を自動で有効にする 
か、日 FF にするかを切り換えます。 


Ja 


• P 日にビットスト U - ム機能に对応したプレーヤー 
と接続しているとさは常に PQLS 機能び働さます。 

• P 日にマルチサラウンド機能に対応したプレーヤー 
と接続した場合、 プレーヤーから出力されるすべて 
のソースで PQLS 機能び働さまず。プレーヤーの音 
声出力を U ニア PCM に設定してください。 

• P 日 LS 2 ch 才ーデイオ機能に対応したプレー巾一と 
接続した場合、プレーヤーで音楽 CD を再生している 
ときに P 日 LS 機能び働きます。 

この機能はコント □— ル機能を ON にしたとをのみ有 

効です。 

1 ボタンを押してリモコンを AV アン 

プ操作モードにする。 

2 PQLS ボタンを押して PQLS の設定を選ぶ。 

ボタンを巧すたびに下のよラに設定び切り換わりま 

す。設定はフ□ントパネルに表示されます。 

• PQLS AUTO : HDMI の機能として PQLS に対応 
したプレーヤーで上記の対応ソースを再生した場 
合、 PQ に機能び有効になります。 

• PQLS OFF : PQLS 機能は働さません。 

図 y モ 

• プレーヤーの取扱説明書もあわせてご覧ください。 

• P 日 LS 機能に対応するプレーヤーについては、パイ 
オニアホームページをご覧ください。 

• P 日 LS 効果む‘':有効のとさに 、 AUTO SURROUND , 
ALC , DIRECT , PURE DIRECT , STEREO 1；(外の 
U スニングモードを選ぶと、 PQLS 効果は解除され 
も与 0 

• HDM 暇続での PQLS に対応したパイオニア製プレ 
ーヤーと本機を HDMI ケーブルで接続し、対応ソー 
スを再生したとさ皆 HDMI 再認証 （ HDMI インジケー 
ターび点滅）を行ったときに P 曰 LS 効果は有効とな 

り、 U スニングモードび AUTO SURROUND , ALC ， 
DIRECT PURE DIRECT , STEREO 切がのときは 
AUTO SURROUND になります。 


HDMI によるコント□—ル機能についての 

ご注意 

• 本機とテレビは直接接続してください。本機政がの 
アンプや AV コンバーター 〔 HDMI スイッチ）などに 
接続してから本機に接続すると、誤動作の原因とな 
ります。 

• 本機の HDMI 入力にはソース機器（ブルーレイディス 
クプレーヤーなど）を直接接続してください。本機 
政がのアンプや AV コンバーター ( HDMI スイッチ） 
などを接続すると誤動作の原因となります。 


• HDMI によるコント□-ル機能を ON に設定すると、 
HDMI Input (2 日ぺージの「入力端子の割り当て 
を変更する」）は自動的に OFF になります。 

. 本機の HDMI によるコント□-ル機能び ON のとき 
は、本機の電源びスタンバイ状態であっても 、 HDMI 
によるコント□ール機能対応機器（ブルーレイディ 
スクプレーヤーなど）と対応テレビで接続している 
ときのみ、本機から音を出さずにプレーヤーか5の 
音芦と映像を HDMI を通してテレビに出力できます。 
このとさ HDMI インジケーターび点灯します。 


再生するスピーカー端子を切り換える 

已8ページの「スピーカーの使用用途を選択する 
(スピーカーシステム）」 でノーマル ( SB / FH )、 

ノーマル ( SB / FW ) または Speaker B を選択している 
ときは、 SPEAKERS ボタンで再生するスピーカー 
を切り換えることびできます 。 Front Bi - Amp または 
ZONE 2を選択しているときは、 SPEAKERS ボタン 
でスピーカー再生の日 N と OFF び切り換わります。 

• フ□ントパネルの SPEAKERS ボタンを巧し 
て、再生するスピーカー端子を切り換える。 

Front 团 - Amp または ZONE 2を選んでいるときは、 

スピーカー 端子 A に接続された スピーカー 再生の ON と 
OFF び切り換わります。 

ボタンを繰り返し押して、再生するスピーカーを選び 
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ノーマル ( SB / FH ) を訟をしでし)る顯含'の遅折曠台； 

• SRSB/FHON :フ□ン ト、センター、サラウンド 
の最大已チヤンネルにサラウンドバックかフ□ント八 
イトチトンネルを付加して、最大7チヤンネルで再を 
します。サラウンドバックとフ□ント八イトは音声 
入力信号によって自動で切り換わります。 

• SRSBON :フ□ン ト、センター、サラウンドの最 
大已チヤンネルにサラウンドバックチヤンネルを付加 
して、最大7チヤンネルで再生します。 

• SRFHON :フ□ント、センター、サラウンドの最 
大已チヤンネルにフ□ント八イトチトンネルを付加し 
て、最大7チヤンネルで再生します。 

• SP : OFF :スピーカーから音び出ません。 

ノーマル ( SB / FW ) を謡をしでし)る嶺含の墓が堤台/ 

• SRSB/FWON :フ□ント、センター、サラウンド 
の最大已チヤンネルにサラウンドバックかフ□ントワ 
イドチゎンネルを巧加して、最大7チヤンネルで再 
生します。サラウンドパックとフ□ントワイドは音 
声入力信号によって自動で切り換わります。 

• SRSBON :フ□ン ト、センター、サラウンドの最 
大日チヤンネルにサラウンドバックチヤンネルを付加 
して、最大7チヤンネルで再生します。 










• SRFWON : フ□ント、センター、サラウンドの最 
大已チャンネルにフ□ントワイドチトンネルを付加し 
て、最大7チャンネル再生します。 

• SP: OFF :スピーカーか b 音び出ません。 

Speaker B を設定してし ) る場含の選択項目 

• SP: AON :スピーカー端子 A に接続されたスピー 
カーから出力されます。〔サラウンド再生び可能で 
す。） 

• SP: B ON :スピーカー端子巳に接続されたスピーカ 
一か5のみ出力されます。に ch ステレオ再をのみ 
可能でず。） 

• SP: A+B ON :スピーカー端子 A に接続したスピー 
力一 (最大已チャンネル）とスピーカー端モ B に接続 
したスピーカー(最大2チャンネル）か日同時に音び 
出ます。スピーカー端子巳に接続したスピーカーか b 
はスピーカー端子 A に接続したスピーカーと同じ音び 
出ます（マルチチトンネル再生の場合は2チャンネル 
にダウン S ックスされます）。 

• SP: OFF : スピーカーから 音び出ません。 

◎ メモ 

• サブウーファーからの音の出力については已8ページ 
の「スピーカーの音を調整する〜マニュアルスピー 
カー設定〜」での內容によりますび、 SP:BON を 
選んでいるときは、サブウーファーから音は出ませ 
huo 

• へッドホンを PHONES 端子に差し込んでいる間は自 
動的に日 FF に切り換わります。（ただし 、 Speaker 
巳に設定されているとさは、スピーカー端テ日からは 
音び出ます。） 


別の部屋で本機の音や映像を再生する 
〜マルチゾーン機能〜 

本機を操作して、本機のある部屋（メインゾーン）と 
は別の部屋（サブゾーン）で本機につないだ機器の再 
生を楽しめます（マルチゾーン機能）。本機ではメイ 
ンゾーンとは別に ZONE 2システムを構築ずることび 
でさます。メインゾーンとサブゾーンで同時に同じソ 
ースを再生することはちちろん、別々のソースを再生 
することちでをます。 

サブゾーンで再生巧能な入力および信号は下記のとお 
0です。 

VSA -1021 の場を： 

• サブゾーン （ZONE 2) では、 DVD 、 TV / SAT 、 
DVR / BDR 、 VIDE 日 、 HOME MEDIA GALLERY 、 
iPod / us 己、 CD 、 CD - R / TAPE、ADAPTER 
PORT のアナ□グ音声（ステレオ）入力およびビデ 
才（コンポジット）映像入力び再生可能でず。 

• デジタルや HDMI 、 コンポーネントビデオで入力され 
广 d 言号は再生でさません。 


• U スニングモードや低音/高音調整などの各種音声 
機能は使えません。 

VSA -921 の場を： 

• サブゾーン （ZONE 2) では、 DVD 、 TV / SAT 、 
DVR / 巳肌 VIDEO し VIDEO 2、 CD 、 
CD - R / TAPE、ADAPTER PORT のアナ□グ音声 
(ステレオ）入力び再生巧能です。 

• デジタルや HDMI で入力された信号は再生でさませ 

• I 」スニングモードや低音/高音調整などの各種音声 
機能は使えません。 


フ□ントパネルでマルチゾーンの操作をす 
る 

フ□ントパネルのボタンやダイヤルを使用して、サブ 
ゾーンの入力や音量を操作します。 

1フ□ントパネルの MULTI-ZONE ON/OFF ボ 
タンを巧す。 

押ずたびに政下のよラに切り換わ0ます。 

• ZONE 2 ON : ZONE 2のマルチゾーン機能をオン 
にします。 

• MULTI ZONE OFF :マルチゾーン磯能をオフにし 
ます。 

マルチゾーン機能びオンのとをは、表示部の 
MULT に ONE インジケーターび点巧します。 

2フ□ントパネルの 
MULTI-ZONE CONTROL ボタンを巧す。 

押すたびに、メインゾーン操作とサブゾーン操作び切 
り換わりまず。 

• ] 0秒間操作びないと自動的にマルチゾーンコント 
□ールモードび終了しまず。 

3 INPUT SELECTOR で入カフアンクシヨン 
を切り換える。 

たとえば、手順2で ZONE 2 を選び、手順3で CD-R を 
選ぶと、 CD-R/TAPE 入力の音芦を ZONE 2で楽しむ 
ことびでさます。 

4 MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調節 
する。 

「--」（無音）から〇犯（最大値）の範囲で調節でき 
ふ^ 〇 

• 音量を調節でさるのは、 

スピーカーシステム（已8ページ）で ZONE 2 を選 
んでいるとさのみです。 

已フ□ントパネルの 
MULTI-ZONE CONTROL ボタンを巧す。 

マルチゾーンの操作を終了します。 

6選んだ機器の再生をする。 


いろいろな機能をほラ 


因メモ 

• IR レシーバーびあるとさは、 IRZC 1 NE 2 1 N 端子に旧 
レシーバーを接続して、さ b に旧日 UT 端子に機器を 
つなぐと、その機器ち IR レシーバーで操作すること 
びでをます。 

• マルチゾーン機能では、電源の入/切ちメインゾー 
ンとサブゾーンで別になります。 

•ス U —プ機能び働くと六インゾーンとサブゾーンの 
両方の電源びスタンバイになります。 


■ J モコジでマルチ ゾーン の操作をする 

U モコンを使用して、サブゾーンの入力や音量を操作 
しよす。 

リモコンの 口-ン2 |ボタンを巧してから操作しまず。 
メインゾーン操作モードに戻すときは IAV アンプ I ボタン 
を押します。 

リモコンで操作できるマルチゾーンの操作はし^下のと 
お D です。 


む 

サブゾーンの電源オン/オフ切り換え 

入力切換 

サブゾーンの入カフアンクシヨン切り換え 

も 量 +/- 

< a > 

サブゾーンの音量調整 

消音 

< a > 

サブゾーンの音を消します。 


a 音量を調節でさるのは、 スピーカーシステム （己 S ページ) 
で ZONE 2を選んでいるとさのみです。 


因メモ 

. パイオニア製アンプをサブゾーンで使用する場合 
は、本磯のリモコン操作で同時にアンプび動作して 
しまいます。 IR レシーバーでのマルチ ルーム 操作を 
するときは、メインゾーン（本機）の U モコンモー 
ドを 2 〜4のいずれかに設定することで、 同時に動作 
することを防ぐことびできまず。詳しくは47ページ 
の「1」モコンで複数のパイオニア製アンプを操作す 
る」および63ページの 「 U モコンモードを設定す 
る」をご覧ください。 


接続した機器巧で録音/録画をする 

本機を通して録音/録画を行ラ場を、入出力それぞれ 
の機器はアナ□グの同じタイプのケーブルで接続して 
ください。詳細は]1ページの「接続」をご覧<だ 
さい。 


• 本機の音量、チャンネルレベル、オーディオ調馨機 
能、ビデオ調馨機能、サラウンドの設定などは、録 
音信号には効果びありません。 

• デジタル録音についてはコピー制限びあります。詳 
し < は、録音磯器の取扱説明書をご覧<ださい。 

• 市販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場合を除 
いて、菁作権法上認められていません。また、コピ 
ーガード信号により録音/録画のでをないものもあ 
0ます。 

1録音/録画するソースを選ぶ。 

2 lAVT ^ ボタンを巧してリモコンを AV アン 

プ操作モードにする。 

3音声切換ボタンを巧して、 ANALOG を選択 

する。 

ソース機器からの音亩入力信号びアナ □ グに切り換わ 

ります。詳しくは28ページの「音声入力信号の切り 

換え」をご覧ください。 

4録音/録画機器の録音/録画を開始する。 

已録音/録画するソースを再生する。 

図メモ 

• MCACC 測定中は、録音/録画を行わないでくださ 
し、。 


ス U —プタ7—を設定する 

指定した時間び経過すると、本機の電源び切れるよラ 
に設定でさます。 

1 [ AVTV ^ ボタンを巧してリモコンを AV アン 
プ操作モードにする。 

2スリープボタンを巧してタイマーを設定す 
る。 

押すたびにス U —プタイマーの時間び l ^ TF のよラに切 
り換わります。 

SLEEP 30 min — ► SLEEP 60 min -i 
SLEEP OFF < — SLEEP 90 min <~~I 

ス U —プタイ 7 —び設定されると SLEEP インジケータ 
一び点灯します。 

• スリープタイマーを設定したあとにスリープボタン 
を1回押すと、残り時間び表示されまず。 

• マルチゾーン機能び日 N のとさにス U —プタイマー 
を設定すると、すべてのゾーンの電源び同時に切れ 
よ 9 0 


ボタン 


機能 





























〔いろいろな機能を巧う 


フ□ントパネル表示部の明るさを調 
壁する 

フ□ントパネル表示部の明るさを4段階に調整するこ 
とびでをます。 

1ボタンを押してリモコンを AV アン 
プ操作モードにする。 

2ディマーボタンを巧してお好みの明るさに調 
整する。 

押すたびに表示部の明るさび4段階で切り換わりま 
ず。 

因メモ 

• 表示を全て消打することびでさます。この場 
合 、 FL OFF インジケーターのみ点阿します。 

• 設定した明るさにかかわ5ず、何かの操作をした 
ときは明るく点灯し、数秒後に元の明るさに戻りま 
す。 

. 本体やリモコンで操作時や、エラー表おおよび禁止 
メツセージ発を時は、この設定にかかわらず明る< 
表示されます。 


再生中の音声や設定内容を確認する 
(ステータス表示） 

U モコンの状態確認ボタンを押すことで、本機の設定 
や再生が態などの情報を確認することびでさまず。確 
認項目は本体のディスプレイに表示されます。情報は 
各入力ごとに確認することびできます。 

1ボタンを巧してリモコンを AV アン 
プ操作モードにする。 

2状態確認ボタンを巧して設定内容を確認す 
る。 

ディスプレイに上記の情報び表示されます。表示は3 
秒ごとに切り換わります。 

音责入力信号ーサンプリング周波数 一 MCACC 
MEMORY 一 ZONE 2入力 

3もラー度、状態確認ボタンを巧して元の表示 
に戻す。 


本機のすべての設定を工場出荷時に 
戻す 

設定オールリセツトは！;(下の手順で実行します。操作 
は本体フ□ントパネルで行います。設定オール U セツ 
卜を行ラと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態 
になりますので十分ご注意ください。 


マルチゾーン機能び MULTI ZONE OFF でないと、 
オール U セットを行ラことびできません〔一4已ペー 

また、 HDMI によるコント□ール機能び ON のときも才 
ール U セットできませんので、 OFF にしてからじ[下の 
操作を巧ってください。 （43 ページの 「 HDMI によ 
るコント□ール機能を設定する」養照） 

• オール U セットの前に、 iPod や US 巳メモリーを本機 
から取りがしてください。 

• 電源コンセントか5コンセントを長時間抜いた状態 
にしていてち、本機で設定した各種設定び消去され 
ることはありません。 

1電源をスタンバイ犬態にする。 

2フ□ントパネルの ENTER ボタンを巧しなが 
5む STANDBY / ON ボタンを押す。 

表示部に RESET ◄ N 0 ►と表示されます。 

3 ◄-/- ►ボタンを繰り返し巧して、 

「 RESET 」 を選び、 ENTER ボタンを巧す。 
RESET ? OK と表示されます。 

4ちラー度 ENTER ボタンを巧す。 

0 K と表示され、本機のすべての設定び工場出荷時の状 
態に戻り、電源び入ります。 


Ja 


工場出荷時の設定一覧 


設定項目 


初期値 


1設定項目 

初期値 1 

ビデオコンバーターの設定 

ON 

SPEAKERS 

SB/FH 

スピーカーシステムの設定 

ノーマルに目/ 

FH ) 

Front 

SMALL 

Center 

SMALL 

スピーカーの有り無 FH/FW 

SMALL 

し/低域再生能力 Suit 

SMALL 

SB 

SMALLx 2 

SW 

YES 

サラウンドスピーカーの設置位置 

後方 

ク□スオーバー周波数 

80 Hz 

広い部屋での高音域を抑制する 
がカーブ) 

OFF 

フ□ントパネ J レ表示部の明るさ 

一ま明るい 

ネットワークスタンバイ機能 

OFF 

入力の設定 

16ページの「他機器の接続を巧ラ前に」参照 

HDMI 

HDMI 音声出力の設定 

AMP 

HDMI によるコントロール機能 

ON 

コント□ール設定 

ALL 

Display Power Ofr 

YES 

音声の再生 

電源オン時音量 

前回音量 

音量制限 

OFF 

ミュートレべル 

フル 

フェイズコントロール 

ON 

iPod/us 巨. 

HOME MEDIA 


才ートサウンドレト gallery . 

1」ノ機能 ADAPTER PORT 

入力 

ON 

その他の入力 

OFF 

サウンドディレイの調整 

0.0 frame 

デュアルモノラル音声の設定 

CHI 

ダイナミックレンジコント n —ルの設定 

AUTO 

S 冉 CD ゲインの設定 

白 d 曰 

LFE アッテネーターの設定 

OdB 

オートディレイの設定 

OFF 


DIGITAL SAFETY OFF 


EFFECT 効果の調整 

EXT . STERE 0 

90 

その他のモード 

已〇 


センター幅の調整 

3 

□□ PL II MUSIC 

ディ方ンシヨン 

0 

オプション 

の調整 


バノラ7調整 

OFF 



Neo :6 

Neo :6 オプション 

センター -けージ 
の調整 

CINEMA ： 10 
Neo :6 

MUSIC : 3 

□□ PL llz HEIGHT 

A イトゲインの 

MID 

オプション 

調整 

すべての入力 

1」スニングモード 

AUTO 

SURROUND 

リスニングモード 
(へッド巧ン時） 

STEREO 

上記ががにも、3日ページの「オーディオ調整機能を使用す 

る」をご参照< ださい。 


MCACC 

MCACC 


Ml : MEMORY 

1 

スピーカー出カレベル （ Ml 〜 M 6) 

0.0 dB 
(浦正無し） 

スピーカーまでの距離 

すべて 3 .日 0 m 



ON (ただしを 

定在波制御 


フイルター0.0 
d 巨、浦正無し） 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域日.日祀 

( M 1~ M 6) 


(補正無し） 






































































リモコンによる他機器の操作 


y モコンの設定について 

リモコン設定ボタンを押しなびら数宇ボタンを押すこ 
とで、 U モコン設定モードとなります。 U モコン設定 
モードの各項目は政下のとおりです。それぞれの設定 
方法は各項目の説明をご覧ください。 

設定項目 

機能 

プ U セットコ 
ードの呼び 
出し 

各入カフアンクシヨンにプ1」セットコードを 
設定することびでをます。 AV アンフ政外の 
機器を操作できるよラに、あらかじめいくつ 
かの他機器（他社製品ち含む）の U モコンコ 
ードび用意されています。47ページの「他 
機器の1」モコン信号を本機の U モコンに呼び 
出す（フ U セットコード設定)」参照。 

学習 モード 

プ1」セットコードを設定してちご帮望の操 
作びできないときは、他機器のリモコンから 
直接 IJ モコン信号を学習させることびでさま 
す。47ページの「好きなポタンに他機器の 
操作を記憶させる（学習モード）」参照。 

マルチ オペ レ 
ーシヨン 

ネ貝聴を開始する際の1」モコン操作の流れを、 

プ n グラムして覚えさせることびでさます。 

各入カフアンクシヨンに、複数の U モコンコ 
ードび設定できます。48ページの 「 U モコ 
ンの他機器連動機能を使いこなす」参照。 

システムオフ 

AV アンプに接続されている機器を自動的に 
電源オフさせる機能です。任意に複数の U 
モコンコードび設定でさます。48ページ 
の「リモコンの他機器連動機能を使いこな 
す」参照。 

ダイレクト 
ファンクシ 

ヨン 

1」モコンのマルチコント n —ルボタンを押ず 
際に、 U モコンの操作面だけを変更して AV 
アンプの入力は切り換わ5ないよラにする 
設定です。 AV アンプには接続していなし、機 
器の U モコンとして使用するのに便利です。 

48ページの「マルチコント□ールボタンの 
入力切換を解除する（ダイレクトフアンクシ 
ヨン）」参照。 

学習 コードの 
解除 

学習させた1」モコンコードを消去します。 

各入カフアンクシヨンで学習された 1 コード 
ごとに消去巧能です。48ページの「登録 
(学習）された1つのボタン操作を解除す 
る」参照。 

ファンクシヨ 
ン U セット 

各入カフアンクシヨンに設定したプリセット 
コードを確認できます。48ページの「ひと 
つのマルチコント n —ルボタンに登録された 
すべての設定を消去する」参照。 


1 設定項目 

機能 

オールリセ 
ット 

お客様によるすベての U モコン設定を初期 
化し、工場出荷時の状態に戻す機能です。 

4目ページの「リモコンの設定を U セットず 
る」参照。 

アンプ操作モ 
-ド 

パイオニア製の AV アンフ、 AV レシーバーな 
どを複数お持ちの場合、 U モコン操作で同時 
に動作させたくない時に設定します。47ぺ 
ージの 「 U モコンで複数のパイオニア製アン 
フを操作する」参照。 

因メモ 

• 途中で設定を中止する場合は、リモコン設定ボタン 
を押して < ださい。 

• U モコンの設定中、1分間何ち操作びないと、 U モコ 
ンの設定はキャンセルされます。 


リモコンで複数の/ V イオニア製アンプ 
を操作する 


複数のパイオニア製アンプをお持ちの場合、ひとつの 
リモコンで複数のアンプび同時に動作してしまねない 
よラに、操作するアンプを3台まで別々に指定するこ 
とびできます〔指定できるアンプは、本機と同型機の 
みです）。 

• この機能を使用する前に、操作したいアンプに U モ 
コンモードを設定してください。詳しくは目3ページ 
の「1」モコンモードを設定する」をご覧ください。 

• 本機よりも前に発売されたパイオニア製アンプをお 
使いの場をでち、一部磯能は本機の U モコンで操作 
でさることびあります〔電源オン/オフ、入力切0 
換え、音量操作など）。この場合、お使いのアンプ 
をアンプ1として使用し、本機をアンプ含〜4に設定 
することで、別々に操作することびでさます。 

1リモコン設定を巧しながら、数字ボタンの 
「4」を3秒間押し続ける。 

LED ランプび1回点滅します。ボタンを離すと点滅し 
続けます。 

2操作したいアンプ（アンプ1〜アンプ 4) の 
番号を数字ボタン （1 〜 4) で入力する。 

LED ランプび1砂間点灯すると、設定は完了です。 
正しく設定できなかった場合は、 LED ランプび3回点 
滅します。この場合は設定をやり直してください。 


リモコンによる他機器の操作) 


リモコンで化機器を操作する 

付属の U モコンを使って、本機し^外のパイオニア製品 
や他社の機器（テレビやブルーレイディスクプレーヤ 
一、 DVD プレーヤーなど)を操作でさます。 

お手持ちの機器のプ U セットコードび U モコンに登録 
されている場合は、該当するコードを呼び出すだけで 
操作できるよラになります。 

また、プ U セットコード非対応の機器でち、その機器 
に付属の U モコンから直接登録皆習）することが可 
能です。詳細は47ページの r 好きなボタンに他磯 
器の操作を記憶させる（学習モード）」をご覧くださ 
い。 


他機器の y モコン信号を本機の y モ 
コンに呼び出す（プ U セットコード 
設思 

本機付属のリモコンには、複数の AV 機器(他社製品を 
含む)のプ U セットコードび登録されています。操作巧 
能な他機器のプ U セットコードー覧は83ページの「 
プ U セットコードー覧表」をご覧ください。 

• 各ボタンの役割は49ページの r 他機器の操作につ 
いて」をご覧ください。 

1リモコン設定ボタンを巧しながら、数字ボタ 
ンの「1」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを離すと点滅し 
続けます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を巧す。 


©品*® 

BDR 

SAT 

IhmgI IadptI 
USB VfUEl 

[iPod I 

_ス■力。, _ I 、ド化 \ WFDJ \ 

LTU LzJ n I_I 


テレビコント□ールボタンでお手持ちのテレビを操作 
したい場合は、ここで 「テレビ I ボタンを巧します。 
リモコンの LED ランプび]回点灯してから、ふたたび 
点滅します。 

3数字ボタン （0 〜日）で、操作したい機器に 
対応した4衍の番号を入力する。 

LED ランプび1秒間点灯すると、設定は完了です。 
正しく設定でさなかった場合は、 LED ランプび3回点 
滅します。この場合はもラー度4巧の番号を入力して 
<ださい。 


6入力機器 ボタンを押して、その機器の電源を入/ 
切でされば正しいコード番号び選ばれたことになりま 
ず。 

4手順吕〜3を繰り返して他のマルチコント □ 
ールボタンに機器を登録する。 

已リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 

◎ メモ 

• HMG 、 ADPT、iPod USB ボタンにはプリセット〕 
ードを登録することびでさません。 

• 正しく設定でさているよラでち、一部のボタンのみ 
違ラコード番号も複数あります。実際に操作でさる 
かを確認してください。 

-お手持ちの機器を操作でさるプ U セットコードびな 
い場をは、操作したい機器に付属の U モコンから、 
操作を学習させることびでさます （47 ページ）。 

• TV SAT ボタンには TV / SAT 入力端子に接続したテ 
レビチューナーを、 I テレビ 1 ボタンには MONITOR 
OUT または HDMI OUT 端子に接続したテレビ（モニ 
ター）を設定すると便利です。一台のテレビを TV / 
SAT 入力端子と MONITOR OUT または HDMI OUT 
端子の両方に接続している場合 、 TV SAT ボタンと 

r テレビ I ボタンには同じプ U セットコードを設定す 
ると使いやすくなります。 


巧をなボタンに化機器の操作を記憶さ 
せる（学習モード） 

他機器の U モコンの操作を本磯の U モコンに直接学習 
させることびできます。プ U セットコードを登録した 
だけでは使用でをない操作などは、政下の手順で追加 
登録（学習）してください。 

登録（学習）でさる操作の数はパイオニアフォーマッ 
卜で、およそ12日コードです。 

政下のイラストにて強調表示されているボタンに登録 
(学習）び巧能です。 






































Qj モコンによる他機器の操作 
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SAT 

I TV I [CD ] IHMG| IADPTI 

USB _ _ l| テレピ J 

I iPod I ICD-r| IVIDEO] I ) 


入力巧)# 


因因 



〇 ■■ 

音 ■ 

+ 

升ン，ル も 

お音 

函 



^^9 

PHASE 。、 

D D 

POLS 

SWjr ：- SP 

n a a ■ 

旨 g 切技 MCACC ス U- フ 表示 
CH レベルア巧グ ATT ティマ- 

D Q a 〇 

四。 Q . i 国 . g 

… 施游 C STE 店 0 STANDARD ffiVSLRR 

fTT Milk 

I -リスニングモード- 1 

Pioneer 


AV アンブ〕 


1 リモコン設定ボタンを巧しなが5、数字ボタ 
ンのに」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅しまず。ボタンを離すと点滅し 
続けます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を巧す。 


解巧議 乂呀ぉ 
© ‘ © 

BDR 

SAT 

Ihm 白 I IadptI 

USB I テレビ I 

[iPod I 

_ 乂力切換 — I リー ' ぶ llAm^ 

unj GnJ 己 I_I 


テレビコント□ールボタンでお手持ちのテレビを操作 
したい場合は、ここで r テレビ I ボタンを押しまず。 

U モコンの LED ランプび1回点打してから、ふたたび 
点ミ麻します。 

3本機器と他機器のリモコンを向かいをわせ 
て、記憶させたい本機のボタンを巧す。 

U モコンの LED ランプび1回点滅してから、点灯し続 
けまず。 


4記憶させたい他機器のリモコンのボタンを、 
数秒押して放す。 

LED ランプび1秒間点丹してから点滅に変われば設定 
は完了です。 

• LED ランプび已砂間点滅した場合は、登録できるコ 
ードびいっぱいになっています。不要なコードを削 
除してか5、登録し直してください （48 ページの 
「ひとつのマルチコント□—ルボタンに登録された 
すべての設定を消去する」）。 

• 手順3〜4は、強し嗤光巧の下や TV の前で巧わない 
でください。異なるコードび登録されてしまラこと 
びあります。他機器のリモコンの種類によっては、 
学習させる隙の距離が近すざても同様の症状になる 
ことがあります。 

• 他機器の U モコンコードによっては、本機では正し 
く登録でさないものびあります。 

已同じ他機器リモコンについて登録（学習）を 
続けるには、手順3〜4を繰り返す。 

別の他機器リモコンを登録するには、設定をいったん 
終了し、手順]からもラー度巧ってください。 

6リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 


登録（学習）された1つのボタン操作 
を解除する 

学習モードで登録したボタン操作を解除し、工場出荷 
時の設定に戻します。 

1リモコン設定ボタンを巧しなび5、数字ボタ 
ンの「7」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅しまず。ボタンを離すと点滅し 
続けます。 

2消去したいボタンび登録されているマルチコ 
ント□ールボタンを押してか6ミ夫定を巧す。 

U モコンの LED ランプび1回点滅します。 

3登録を消去したいボタンを3秒間巧し続け 
る。 

LED ランプび1秒間点丹すると、消去は完了です。 

4他にち消去したいボタンびある場合は、手順 
2〜3を繰り返す。 

別のマルチコント□ールボタンに対して登録された巧 
容を消去ずる場合は、設定をいったん終了し、手順] 
からちラー度行ってください。 


□ □□ 
aoD 
ODD 


□ □ □ □ I 
D D D D 

DDO 

□ □□□ 


0 


3 cm 〜 10 cm 



曰リモコン設定ボタンを押して設定を終了す 
る。 


Ja 


ひとごの7ルチコント□ールボタンに 
登録されたすベての設定を消去する 

あるマルチコント□ールボタンに対して設定された、 
すべてのボタンの登録内容を消去します。 

1リモコン設定ボタンを巧しなが6、数字ボタ 
ンの「日」を3秒間押し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを離すと点滅し 
続けます。 

2設定を消去したいマルチコント□ールボタン 
を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび1秒間点灯すると、消去は完了です。 


マルチコント□ールボタンの入力切換 
を解除する（ダイレクトフアンクシ 

ヨン） 

• 工場出荷時の設定：オン 

ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールボタ 
ンを巧したとさに、本機の入カフアンクシヨンを連動 
して切り換えるかを設定する機能です。 

オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わらず 、 U 
モコンの操作ボタンの機能だけび切り換わります。本 
機に接続していない機器を操作するとさに便利です。 

1リモコン設定ボタンを巧しなが5、数字ボタ 
ンの巧」を3秒間押し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを離すと点滅し 
続けます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を巧す。 

U モコンの LED ランプび1回点滅します。 

3数字ボタンでダイレクトフアンクシヨンの才 
ン （1) またはオフ （0) を選ぶ。 

LED ランプび1秒間点打すると、設定は完了です。 
正しく設定でさなかった場合は、 LED ランプび3回点 
滅します。この場合は設定し直してください。 

4リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 


リモコンの他機器連動機能を巧いこ 
なす 

視聴を始めるまでの一連の動作〔起動時連動）皆、視 
聴び終了したときにずべての機器の電源をオフにする 
動作（終了時連動）を、それぞれ日つまで操作（コマ 
ンド）を登録できまず。 


• 設定を行ラ前に、この機能で使用したい U モコンコ 
ードは、必ずプ U セットコード設定か学習モードを 
使用して、何かのボタン（キー）に割り当てておく 
必要びあります （47 ページ参照)。 

• 機器によっては電源び入るまで時間びかかる場合び 
あり、その場合はその機器への操作び正し<行われ 
ないことびあ0ます。 

• 登録した機器の状態によっては、登録した動作と異 
なる場合びあ0ます。 

• 通常、むボタンにはパワーのオン/オフコードび入っ 
ていまず。このコードでは、電源は前の状態の逆に 
なるため、確実にオン(またはオフ）させることはで 
さませんので、自由コマンドとして設定ずることは 
お勧めしません。 

起動時連動（マルチオペレーション）は視聴を始める 
ための一連の動作を、2つのボタンを巧すだけで実現 
させる機能です。マルチコント□ールボタンごとに操 
作を登録でさ、政下のよラな動作を実現でさます。 

(例） 

他機器連動 ボタンを巧してから DVD ボタンを巧す： 

1. 本機の電源をオンにする 

2. 本機を DVD 入力にする 

3. DVD プレーヤーなどの他磯器に対して已つまでコ 
マンドを順次送信（ユーザーにより自由に設定可能） 
終了時連動（システムオフ）では2つのボタン操作だ 
けでし^下の動作を実現でさます。終了時連動は1つだ 
け登録でさます。 

他機器連動 ボタンを押してから6 入力機器 ボタンを 
押す： 

1. 他機器に対して日つまでコマンドを順な送信（ユー 
ザーにより自由に設定可能） 

2. 本機を含めたすべてのパイオニア製機器の電源を 
オフにする （ HDD / DVD レ〕ーダーやビデオデッキな 
どの録画機器を除きます） 

起動時連動や終了時連動は、他社製品の電源操作や再 
を/停止などを登録させると便利に使用でさます。（何 
も登録しなくても、パイオニア製機器に対するコマン 
ドは送信されます。） 


連動操作を設定ずる 

1リモコン設定ボタンを押 しなぜら 、数字ボタ 
ンの「3」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび1回点滅します。ボタンを離すと点滅し 
続けまず。 

2起動時連動の設定は、連動させたい機器のマ 
ルチコント□ールボタンを巧し、終了時連動の設 
定は、む入力機器ボタンを巧す。 

U モコンの LED ランプび2回点打してから、ふたたび 
点滅します。 























































3 必要に麻じて操作したい他機器操作ボタンを 
巧す。 

4操作したい操作ボタンを巧す。 

例）再生 ► (または停止 ■) ボタンを押します。 
操作の登録びでさるボタンはし^下のとおりです。 



BOR 

I BD I [DVD| IDVR| IHDMlj 
SAT 

I TV I [ CD I [hMQ] 区 DPT) 

USB I .テレビ. I 

[iPod I (cD-r] iWDEO| て I 


_ 入力切# _ 

卜 I 


口 - ぶ ] み V7 ンつ 

ロロ 



テレビコント□-ル 




iPod CTRL 


PGM : iZi- 

^3 ^3 

PHASE CTRL ttSSifS： 

PQLS 

S . しトリバ— 宜， 

音>切« MCACC ス U- フ 表示 
CM レベル巧ロク们ディマー 

D Q a a 

_ _ _ CH 

B>oO I 画 It 占 

STEflEO STANDARD ADVSUFF 

rrr i i i i h 


Piorte が 

I AV アンフ I 


U モコンの LED ランプび 1 回点灯してか5、ふたたび 
点滅します。 

パイオニア製機器の場合、電源オフの操作は事前に登 
録されているため登録する/必要はありません。 

已手順3〜4を繰り返して、已つまでコマンド 
を登録する。 

日つまでコマンドび登録されると、自動的に設定び終 
了します。 


6リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 


連動操作（マルチオペレーシヨン）を実行 
する 

1他機器連動ボタンを巧す。 

LED ランプび点滅し始めます。 

2連動させたい機器のマルチコント□ールボタ 
ンを已秒間巧し続ける。 

プ U セット動作と、このボタンに登録されているコマ 
ンドび実行されます。 


連動操作（システムオフ）を実行ずる 

1他機器連動ボタンを押す。 

LED ランプび点滅し始めます。 

2 む 入力機器ボタンを已秒間巧し続ける。 

このボタンに登録したコマンドと、パイオニア製品の 
電源オフコマンドび送信されます。 


連動設定を消去する 

ひとつのマルチコント□ールボタンに設定された起動 
時連動、または終了時連動の設定を消去しまず。 

1リモコン設定ボタンを巧 L ながら 、数字ボタ 
ンの「引を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび1回点滅します。ボタンを離すと点滅し 
続けます。 

2起動時連動を消去する場台は、そのマルチコ 
ント□ールボタン3秒間巧し続け、終了時連動を 
消去する場合は、 む 入力機器ボタンを3秒間巧し 
続ける。 

LED ランプび1秒間点灯すると、消去は完了です。 


リモコンの設定をリセットする 

リモコンの設定をすべて U セットし、工場出荷時の状 
態に戻しまず。 

1リモコン設定ボタンを巧しなが6、数字ボタ 
ンの「0」を3妙間巧し続ける。 

LED ランプび1回点滅します。ボタンを離すと点滅し 
続けます。 

2ミ夫定ボタンを3秒間巧し続ける。 

LED ランプび1秒間点灯すると、消去は完了です。 


工場出荷時のプリセットコード 

工場出荷時にボタンに割り当てられているプリセット 
コードはじ(下のとおりです。 


ボタン プ U セットコード 


DVD 

2246 

BD 

2248 

DVR 己 DR 

2238 

HDMI 

2247 

TV SAT 

0186 

CD 

已白 6 巨 

CD-R 

巳 067 

VIDEO 

1白77 

1 テレビ 1 

0192 


リモコンによる化機巧の操作) 


他機器の操作について 

• LU 下の1」モコン操作を行ラには、あ5かじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておく必要びありまず。 
詳しくは47ページの「他機器の U モコン信号を本磯の U モコンに呼び出す（プ U セットコード設定)」をご覧 
<ださい。 

• 実際に操作を始める前に、操作したい機器の他機器操作ボタンを押して、 U モコンをその機器の操作モードにし 
てください。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 



BDR 

[BD I [DVD] [dvr] IHDMi] 


SAT 

[tv I 〔 CD] [hmg] iadpt] 


USB 

[iPod I [cD-r] [video] 



入力切魚 


卜 I I 一 I 




PGM にユ- 

^^ ^3 i ^3| 

PHASE CTRL 扮の巧 

口 〇 


PQLS 

S ' レトリ"- 音舌 

音宙切 tt MCACC スリーフ 安示 

^9 ^9 

CH レベルアナログ ATT デイ 7- 

D a a 〇 





ド loneer 

\ AV アンプI 














































































f リモコンによる他機器の操作 


テレビやオーディオ/ビデオ機器の再生操作 


ボタン 

テレビ 

テレビ 

(モニター） 

ブルーレイ 
ディスクプ 
レーヤ ー/ 
DVD プレー 
ヤ— 

HDD/DVD レ 
コーダー/ブル 
ーレイディスク 
レコーダー 

ビデオデッキ 

衛星 チ ユー 
ナ ー/ケープ 
ルテレビチ 
ユーナー 

む 入力機器 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 

チヤンネルの 
選択 

数字の入力 

数字の入力 

チャンネルの 
選択 

チヤンネルの 
選択 

数字の入力 

- /CLR (10) 

10 

• (ドット） 

ク U ァ 

10 

10 

• (ドット） 

ENTER (12) 

12 

チヤンネル 
決定 

み定 

12 

12 

ミ央定 

X 

元の画面 

元の画面 

トップメニ 

ZL — 

トップニュー/ 
ディスクナビ 

- 

ナビ 

よ 

ま組表 

ユーヴ ー 
メニュー 

ツール 
(ブルーレイ 
ディスクプレ 
—ヤ ー） 

ま組表 

- 

ま組表 

言 /*/ 和一 

\1\1 仁 

、1\1 一* 

*/*/ 仁/- ► 

t/v 仁/- ► 

— 

t / 辜/和/- ► 

ミ夫定 

ま定 

決定 

ま定 

ま定 

— 

決定 

な 

ホームメニ 

ホームメニ 

ホームメニ 

ZL — 

ホームニュー 

- 

乂 ニユー 

ろ 

房る 

戻る 

房る 

戻る 

- 

戻る 

HDD 请） 

青ボタン 

青ボタン 

— 

HDD 

— 

青ボタン 

DVD (ホ） 

ホボタン 

ホボタン 

— 

DVD 

— 

ホボタン 

〇 ( 緑） 

緑ボタン 

緑ボタン 

— 

ビデオ 

— 

緑ボタン 

横） 

黄ボタン 

黄ボタン 

メニュー 

にュー 

— 

黄ボタン 

► 

— 

— 

► 

► 

► 

► 

II 

— 

— 

II 

II 

II 

II 

■ 

— 

— 

■ 

■ 

■ 

■ 


— 

— 



◄◄ 

« 

►► 

— 

— 

►► 

►► 

►► 

►► 

\« 

— 

— 

\« 

\« 

— 

1 イイ 

►►1 

— 

— 

►►1 

►►1 

— 

►►1 

AUDIO 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

表示 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

— 

表示切換 

CH +/- 

チヤンネル 
切換 

チヤンネル 
切換 

解傲度切換 
+/- 

チャンネル切換 

チヤンネル 
切換 

チヤンネル 
切換 


• 機種によっては操作できないボタンもあります。 

• テレビのプ U セットコードを登録すると、登録したプ U セットコードによって上記表のテレビまたはテレビ（モニター)どちらか 
に割り当てられます。 

• DV □プレーヤーによっては、1日な上を選ぶときに+1日方式ではなく ENTER 方式で番号を決める機種びありますび、その機種も 
本機 U モコンでは./ CLR (10) ボタンで操作することびでさます。 



Ja 


オーディオ/ビデオ機巧の再生操作 


ボタン 

LD プレーヤー 

CD プレーヤー/ 
SACD プレー 
ヤ ー/ CD レコー 
ダ- 

MD プレーヤー 
/ DAT プレー 
ヤー 

カセットデッキ 

AM/FM 

チューナー 

む 入力機器 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数宇ボタン 

数字の入力 

数字の入力 

数字の入力 

- 

周波数/ステーシヨ 
ンの選択 

•/CLR (10) 

+ 10 

:>1日/クリア 

ク U ァ 
(MD) 

ク1」ア 

ダイレクト選局 

ENTER (12) 

決定 

ディスク/ま定 

開/閉 
(MD) 

決定 

クラス （A， 己， C) 

の選択 

X 

トップメニュー 

- 

- 

MS 一 

AM/FM 切換 

よ 

- 

LEGATO LINK 
(SACD) 

- 

MS 一 

設定 

t/ 辜/和/- ► 

t/ 辜/和一 

- 

- 

!■/■/ イイ/ ►► 

\1 \周波数選択 
和/一： ステーシ 
ヨン選択 

ミ夫定 

決定 

— 

— 

— 

ま定 

な 

- 

SACD SETUP 
(SACD) 

- 

- 

- 

ろ 

戻る 

— 

— 

- 

戻る 

► 

► 

► 

► 

► 

— 

II 

II 

II 

II 

II 

MPX 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

— 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 


◄◄ 

— 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 

— 

1^ 


1^ 

\« 

\« 

— 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

— 

AUDIO 

音声切換 

PURE AUDIO 
(SACD) 

- 

- 

- 

表示 

表示切換 

TIME 

(SACD) 

- 

- 

表示切換 


• 機種によっては操 fre さないボタンちあります。 












































































音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


本機で設定できること 

本機のホームメニュー 〔HOME MENU ) で設定でさる全項目です。 


H アドバンスド MCACC " n が" 

(サラウンドの自 II 醜/ 

詳細な手動設定） ，か,"《ィ 


P MCACC データチエック 

(MCACC メモ U — の確認） 


阔 


'曰赶 


すべての MCACC 項目の自颤則定一吕已ページ 


—才ート MCACC 

•U (個別項目還巧可能なサラウンドの自動設定） 

I 

を項目/スピーカーシステム巧持音場巧正の全項目を自動測定—日2ページ 
I 

スビ—力-設定 スピーカーシステムの自動設定 一52ぺージ 

I 

スピーカー出カレベル、距請 
I 

EQ Pro &定在玻制御 


スピーカー出カレベルおよぴスピーカーまでの距離 
の自動設定 —52 ぺージ 


巧誓特性を考慮した周波巧特性の自動捕正および 
定在波の自動制御 —52 ページ 


—マニュアル MCACC 

■*3 (詳細なサラ。ンドの自動設定） 

D 円 ne Channel Level 

顆感による各チヤンみレの出カレベルの微調整 
-已3ぺージ 

且円 ne SP Distance 

顆感による各スピーカーまでの距離の微調整 
一已3ぺージ 

曰まを波制御 

お在波制御の設定^日4ぺージ 

□ EQ の調整 

聴感による周波数特おお正カープの調整—已4ページ 

且 EQ プ□フェツシヨナル 

部屋の残響特性の測定と残豐を考慮した補正一已4ページ 


0 5ミ答巧性の測定 部屋の残誓特性の測定—日4ページ 

□ 挂當巧性の確話 残響特性グラフ（補正前/後）の表示 -54 ページ 

百アド/てンスド EQ セットアップ巧誓特性を考慮した音場捕正 —54 ページ 


—デモ デモなので設定は反映さ。ません 

U ロ ルオー ト MCACC のデモ） 一已3ぺージ 


-曰スピーカー設定 
- 田スピーカー出カレベル 
-巧スピーカーまでの距離 
-□定巧泡制御 
-0 Acoustic Cal EQ 


スピーカー接続の有り/巧し、ほ域巧を 
お力などの確認一已日ぺージ 

各チャンネルの出カレベルの巧認一已日ページ 

首スピーカーまでの距離の醒認一已6ページ 

お在波制御設定値の確認一已巨ページ 

周波数特性の補正恒の確認—日6ページ 


音の詳細設定ヴドバンスド MCACC ) 


む fM ; 憑メモ,」-の A / i 

デ-夕曽恐 Hr 4 ■ 


凸 


^0 MCACC メモリーの名が変更 

MCACC メモリーのを前を変更 
一已6ぺーゾ 

-□MCACC メモ U - のコピー 
MCACC メモ U - のコピー 

-*&/ ペーゾ 

-□ MCACC メモ U - の消去 
MCACC メモ U - をミ肖モ 

-*&/ ペーゾ 


日ネットワーク情報 

(ネットワークに閣する 
さまざまな情報） 


ネットワーク情诺 


なたさに関する情報の表示 


日操作モード設定 

(本機の操作モードの設定） 


攀’ 


操作モード設定 


2つのモードからお巧みの揉作モードを選巧 
—27 ぺージ 


システム設定 

(本機のさまざまな設定） 


巧 


I 


1マニュアルスピーカー設定 

スピーカーの構成やサラウンド環境の手動設定)： 


□ スピーカーシステム 
且スピーカー設定 
□ スビーカー出カレベル 
E 1 スピーカーまでの距離 
且 X カープ 
-□入力端テの設定 
-日 OSD 言語設定 
"田ネットワーク設定 

I 

□ IP アドレス、プ□キシ 

I 

且ネットワークスタンバイ 
I 

E] フレンドリーネーム 

I 

□ ペアレンタル□ック 
曰無緑 LAN コンパーター 

- BHDMI 設定 

^ D その化の設定 

I 

D 自動電源オフ 
日音置設定 
SU モコンモード證定 
口 Ricker Reducti 日 n 設定 
□ ソフトウェアのまが 
回巳 luet 口〇化おおのペアリング 


スビーカーの用を設定 —58 ぺージ 

スビーカー接続の有り/巧し I ほ域再生能力 
などの設定 —58 ぺージ 

各チャンネルの出カレベルの設定 一60 ベー : J 

各スピーカーまでの胆醒の設定（最適な 
ディレイ値に設定） —60 ぺージ 
部屋の大ささに合わはた高音域の滅衰カーブ 
の設定 —60 ぺージ 

各入力の音声入力や峡像入力の切〇換る、入力るの 
変更などの設定—2巳、日0ぺージ 

0 SD 言語の表示言語の設定 一64ぺージ 


IP アドレスやプ□キシの設定 —61 ページ 

ネットワークスタンバイお能の設定—巳1ページ 

フレンド U — ネームの話定 —62 ぺージ 

暗証番号の設定 —62 ページ 

無線 U \ N コン/てーターの設定 —6 吕ぺージ 

HDMI によるコント□-ル機能に対応した機器 
と連動操作するたゆの設定 —43 ページ 


里源を自動でオフにする設定 —63 ぺージ 

電爲をオンしたとをの音量や最大音量制限、 
消音時の音量の設定 —63 ぺージ 

本機測のリモコンでードの設定一已3ぺージ 

GUI 画面の見え方の詞整 —63 ぺージ 

ソフトウエアの更新 一63ぺージ 

Bluetooth 機器を使用ずるための巧巧設定 
—31 ぺージ 












































の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


y スニング廣境の設定について 
〜サラウンド再生のための設定〜 

本磯の 才ート MCACC セットアップ機能では、下記の 
設定（音場補正）を自動で行ラことびでをます。 

スピーカー設定 

ソースに含まれる音青成分のすべてを再生するため 
に、スピーカー接続の有り/無しや抵域再生能力、ク〇 
スオーパ‘一周波数などを設定します。この項目は、す 
ベての MCACC MEM 日 RY に共通の設定となります。 

スピーカー出カ レベル 

U スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベル 
を一定に合わせる設定です。 

スピーカーまでの 距離 

距離を設定することで各チトンネル間の遅延〔デイレ 
イ）を算出-補正します。 

定在玻制御 

壁などの影響で諾生したお域の特定周波数での極端な 
ピーク音を除まします。 

残響特性の測定 

U スニングルームの残響特性を測定し、 MCACC の補 
正精度を向上します。 

視聰環境の周波数特性の補正 ( Ago Cal EQ Pro ) 

スピーカーの種類や、部屋の環境差によって生じた各 
チトンネル周波数特性のばらつさを補正します。 EQ 補 
正のカープも3タイプか6選べます。 


ホームメニュー設定の手順 

ホームメニュー画面を開くまでの手順です 。ここから 
各設定の操作に進めます。 

1む AV アンプボタンを押して本機の電源を入 
れてか6テレビの電源ち入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるよラテ 
レビ側の入力切換を台ねせて < ださい。 

2 リモコンの画を3ボタンを巧してか5 
ホームメニューボタンを巧す。 


HOME MENU 

AV7 ンブ 



2. MCACC データチエック 

3. データ■理 
んシステム E 定 

5. ネットローク 

6. J •ホモード K を 


advanced 


因ち了 


S る因 


定値の変更および選択項目の決定を巧いまず。 戻る ボ 

タンで1つ前の画面に戻ります。 

•ホームメニュー画面表术中は、 ホームメニュー ボタ 
ンを押ずことでいつでちホームメニュー画面を閉じ 
ることびでさます。 

因メモ 

• へッドホン使用中は、ホームメニュー画面は表示で 
さません。 

• 約已分間放置するとホーム；>^ニュー画面には自動的に 
スク U —ンセーノ（一機能び働さます。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、本 
機を使用するたびに設定し直す必要はありません。 
ただし、スピーカーシステムの構成や配置を変更し 
たり、新しくスピーカーを追加したとさには、設定 
し直す必要びあります。 

• ホームメニューの設定中は電源を切らないでくださ 
し'!。電源を切るとさはホームゾニューの設定を終了 
して < ださい。 


オート MCACC で詳細に測定/設定 
する 

オートセットアップ（フ ルオート MCACC ) の基本的 
な使用方法は2日ページをご覧くださし、。 

已2ページの「ホーム;ニュー設定の手順」の手順] 
〜2を行ってから下の操作を行ってください。 

ミ主 さ 

• 測定中は大きな音でテストトーンび出力されます。 
近隣住宅やかさなお子様などへのご配慮をお願いし 
も0 

1[アドバンスド MCACC ] を選んでミ夫定する。 

2 [才ート MCACC ] を選んでミ夫定する。 

オート MCACC 画面び表示されます。 

3測定/設定の項目を選択する。 


比ブート MCACC 

スピーカ ーBS 
スピーカー出カレベル 
スビーカーまでの店！!！ 
EQ Pro& 运ななお JB 



困が 


S る回 


テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/-►と決定ボタンを使って力-ソル移動と設 



各項目に対する測定/設定内容は、画面ち側に表おさ 
れます。 

• 全項目： すべての項目を測定/設定します。 

• スピーカーシステム保持： スピーカーシステムの設 
定 m がの全項目を測定/設定します。 

上記政列■の場をは、それぞれの項目について個別に測 
定/設定しまず。 

4保存巧を選択する。 

測定/設定した結果の保存先を 「 Ml . MEM 日 RY 1」〜 
「 M 6. MEMORY 日」から選択します。 

• MEMORY 内のデータは上書さされます。 

• 測定終了後、 MCACC ボタンを巧して MEM 日 RY を 
切り換えることで、本磯を各補正後の状態にするこ 
とびでさます。 （34 ページ） 

已付属のセットアップ用マイクを接続する。 

スピーカーと U スニングポジション〔マイク）の間に 
障害物びあると、正確に測定できない場合びありま 



セットアップ用マイクは、=脚などを使用して U スニ 
ングポジションの耳の高さに設置してください [= 脚 
びない場台は、なるべく兰脚に代わるものを用意して 
<ださい）。 

• テーブルやソファーの上などに置くと、正しく測定 
でさない場合があります。 

6 [スタート]を選んでミ夫定する。 

オート MCACC で選択した頂目の自動測定に進みます。 


アドバンスド MCACC のメニュー画面び表示された5 
自動測定は終了です。測定び終わったら、必ずセット 
アップ用マイクを本機から抜いてください。 

測定した内容を確認することびでをます。已日ページ 
の 「 MCACC データを確認する」をご覧ください。 

因メモ 

• スピーカー 設定は、全項目で測定するたびに測定結 
果び更新されます。 

• フ ルオート MCACC や全項目での測定後に U 

スニングポイントを変えて測定したいとさは、 
スピーカーシステム 保持で測定してください。 

• 使用するスピーカーの構成を変更した場合は、 

フ ルオート MCACC または全項目で測定し直してく 

ださい。 

• 各スピーカーと視聴環境との相ち作用によって、ま 
れに オート MCACC の測定び正しく行われないこと 
びあります。その場をは手動で設定を調整すること 
をお勧めします。 


EQ タイプ（巧聴環境の巧液数特性の捕正） 

にごいて 

E 日タイプは全項目、 スピーカーシステム 保持を選択し 

たとさのみ設定巧能です。 

各 E 日タイプの保存先をそれぞれ設定すれば、一度の 

測定で複数タイプの E 日補正び行われ、内容び保存さ 

れます。 

なお、 SYMMETRY , ALL CH ADJ , 

FRONT AUGN のラち 1 つを測定すれば、他の項目は 

測定を省略でさます。 

• SYMMETRY : L / R でペアになっているスピーカー 
1組ごとの周波数特性をフラットに補正します。セ 
ンターなどペアでないスピーカーは個別に補正しま 
す。位相特性を重視した補正をしたい場合にお勧め 
し头 9 〇 

• ALLCH ADJ :全チヤンネルの周波数特 I まを、それ 
ぞれ個別にフラットに補正します。周波数特性を重 
視した補正をしたい場合にお勧めしまず。 

• FRONT AUGN :フ□ントじ(外のスピーカーをフロ 
ントの特性にをねせこむ補正をします（フ□ントス 
ピーカーは補正しません）。フ□ントスピーカーの 
特性を重視した補正をしたい場合にお勧めします。 


その他の設定頃目について 

THX スピーカー 

(才ート MCACC で全項目、スピーカー設定を選択 
したとさのみ設定巧） 

• THX 認証のスピーカーを使用しているとさは YES を 
選択します（このとさ、 スピーカー設定で フ□ント 
政がのスピーカーはすべて SMALL (か）の設定にな 
ります。サブウーファーび接続されている場合は、 
































フ□ントスピーカーち必ず SMALL (ル）の設定にな 
ります）。 THX 認証のスピーカーを使用しない場を 
は N 0のままにしておさます。 

MCACC 

(才ート MCACC でスピーカー出カレベル、 

スピーカーまでの 距離 、 EQ Pro &定在波制御を選 

巧したとさのみ設定巧） 

• 測定/設定値の保存先を選びます。各項目についての 
データのみ上書さされます。 

EQ タイプ 

(才ート MCACC で EQ Pro &定在波制御を選択し 

たとさのみ設定巧） 

- EQ 捕正カーブ（視聴環境の周波数特性の補正）を] 
つ選択します（各 EQ 補正カーブの説明は上記をご質 
<ださい）。 

定在放制御を点測定 

• YES にすることで;>< インの1」スニングポジションと 
それ政がの U スニングポジション2力所〔計3力所） 
の定在波制御を行ラことびでさます。設定の手順は 
GUI 画面に従って、し^下のイラストのよラにメイン 
ポジションでの測定び最後になるよラにセットアッ 
プ用マイクを設置していさます。 U スニングポジシ 
ヨンを]力所でお楽しみいただくときは N 0にするこ 
とをお勧めします。 


1」スニングポジション I 」スニングポジション 



メイン U スニングポジション 


リスニング環境をお好みに調整する 
〜マニュアル MCACC - 

マニュアル MCACC では、設定をより詳しく手動で 

調整することびできます。それぞれの調整を行ラ前に 

フルオート M 巳 ACC を行っておいてください〔2巳ぺ 

-ジ ） 。 

A を意 

• マニュアル MCACC ではテストトーンび出力される 
設定びあります。テストトーンは大さな音で再生さ 
れまずので、ご注意<ださい。 

〇重要 

• それぞれの調舊を巧ラ前に、 U モコンをアンプ操作 
モードにしてから MCACC ボタンを巧し、調整した 
し 、 MCACC MEM 日 RY を選んでおいてください。 

• 設定にはセットアップ用マイクを使用すること 
びあります。マイクの接続のしかたは、2已ぺ 
ージをご覧ください。マイクを接続する隙は、 

ホームメニュー ボタンを押してホームメニュー画面 
び表示されている状態で差し込んでください。ホー 
ムメニュー画面び表示されていない状態でマイクを 
差し込むと、 フルオート MCACC のスタート画面に 
なります。 

1リモコンの画ボタンを巧してか5 

ホームメニュー ボタンを巧す。 

2 [アドバンスド MCACC ] を選んでミ夫定する。 

3 [マニュアル MCACC ] を選んでミ夫定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

詳し<はそれぞれの項目の説明をご覧<ださい。 


フルオート MCACC のデモモードについて 

アドバンスド MCACC の デモを 選ぶと、 

フルオート MCACC のデモモードになります。デモモ 
ードはセットアップ用マイクを使用せずに行ラことび 
巧能で、スピーカーを接続していればテスト!-ーンち 
出力されます。デモモードでの測定内容は本機の設定 
に反映されず、エラーち発生しません。デモモードは 
一度開始すると繰り返し行われます （1 回目び終わる 
とスク U —ンセーバーび働さます）。終了させるには 
戻る ボタンを押してください。 


スピーカー出カレベルの微調整 （Fine 
Channel Level ) 

• 工場出荷時： 0.0 dB (全チャンネル） 

フ□ント左スピーカーを基準として、その他のチャン 
ネルレベルを調整します。選択したチャンネルとその 
チャンネルに巧して基準となるチャンネルか5テスト 
トーンび再生されますので、両方のテストトーンび同 
じ大ささに聞こえるよラに調整します。 



IcLFine Channel Level 

AV7 ンフ 


1 [Fine Channel Level ] を選んでミ夫定する。 


スピーカー出カレベルの微調整を巧ラ画面になりま 
す。 

MASTER VOLUME び自動的に日.日 d 巳になり、テス 
トトーンび出力されまず。 

2フ□ント左チヤンネルのレベルを調整してミ夫 
定する。 


フ□ント左チヤンネルからテストトーンび出力されま 
す。 

音圧計をお持ちの場台は、音圧レベルを C ウェイト/ 
ス□ーモードで7日 d 日 SPL に調馨してくださし、。 

3フ□ントちチャンネルか6順翻こ、各チヤン 
ネルのレベルを調整する。 


選択したチトンネルとそのチヤンネルに対して基準と 
なるチヤンネルから、交互にテストトーンび出力され 
ます。両方のテストトーンび同じ大きさになるよラに 
調整します。 

-12.0 d 目から +12.0 dB の範囲内で、0.日 d 日間隔で 
調整することびできまず。 


• サブウーファーか5のテスト!-ーンは周波数び低し、 
ため、実隙のレベルよりもルさく聞こえる場合びあ 
ります。 

4設定が終了した5、戻るボタンを押す。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


スピーカーまでの距離の微調整 （FineSP 
Distan 巳白) 

• 工場出荷時： 3.00 m (ずべてのスピーカー） 

フ□ント左スピーカーを基準として、その他のスピー 
カーの距離を調整します。選択したチヤンネルと、そ 
のチヤンネルに対して基準となるチヤンネルか b テス 
トパルスび再生されまず。その2つのスピーカーに巧 
して U スニングポジションから下図のよラに向さ、2 
つのテストパルスの聞こえるポイントび中央に定位す 
るよラに数値を調整します。 



このときさらに細かく中央に定位させたいとさは、ス 
ピーカーの位置を数 mm 単位で動かしたり、向さを少 
し動かすことでポイントを中央に定位させることびで 
さます。 


1 [Fine SP Distance ] を選んでミ夫定する。 



スピーカーまでの距離の微調整を行ラ画面になりま 
す。 

MASTER V 日 LUM 曰ま自動的に0.0 d 日になり、テス 
トパルスび再生されます。 



Ic マニュアル MCACC 



玉をな巧な担 
ん E ひ D 田 B 
5. EQ ブ□フェツシ3ナル 


面芭了 ちる回 



音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


グ， 


励 


A 


化 W 曲曲が化化加化化 

:•加-挽说说说 


L ™ 拍 C 化記 S 






































の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


lc2.Fine SP Distance 

AV アンブ 


2フ□ントをチヤンネルの スピーカーまでの 実 
測距離を入力してミ夫定する。 



3フ□ントちチヤンネルか6順番にスピーカー 
までの距離を調整する。 


選択したチャンネルとそれに対して基準となるスピー 

カーから、テストパルスび出力されます。 

0.01 m か59.00 m の範囲内で、 0.01 m (1 cm ) 

間隔で設定でさます。 

4設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 

◎ メモ 

• サブウーファーのテストパルスは他 ch と音色び異な 
ります。サブウーファーの音びはっをり聞こえるよ 
ラに調整してください。また、サブウーファーの調 
整はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、 
設定値を上下したりスピーカーの位置を変えてち聞 
こえ方の変イヒびわかりにくい場をびあります。 

• テストパルスの聞こえるポイントびどラしてち中央 
に定位しないとさは、スピーカーと本機の+、一端 
テび正しく接続されているかを確認してください。 

+と一び逆に接続されていると中央に定位しませ 
Aj 。 

• スピーカーまでの距離の調養は、映像の「ピントを 
ねせ」によく似ていまず。ピントびをっていない映 
像はどこで見てもぼやけて見えますび、ピントび台 
った映像は遠くか5でち見ることびできます。音の 
焦点ち同じで、ある一点（マイクを置いたリスニン 
グポジション）に音源か5の到達時間をしっかり合 
わせることで、 U スニングポジションー点だけでな 
<マルチチヤンネル環境における音場全体を正し< 
形成します。 


定な波フィルターの調整（定巧液制御） 

• 工場出荷時： ON/ATT 0.0 dB (全フィルター） 

才ーディオの世界で問題となる定在波 （Standing 
Wave ) は、音波び壁などで反射し、もとの音波と干 
渉することで発生します。定在波は特定のお域周波数 
に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響をち 
えます。定在波の影響はスピーカーの位置やリス ニン 
グポジションによっても変化しまず。ここでは実隙に 
音楽ソースなどの再生音を聴さなびら、定在波の影響 
を制御します。 

• 音声入力で HDMI を選んでいるとさは、実際に音を聞 
さなびらの補正を行ラことはでさません。 


1[定在波制御]を選んでミ夫定する。 


定在波制御のフィルター設定画面になりまず。 

2フィルターチャンネルを選ぶ。 


1£王ま在波制御 


^ _ I■フイ,げ 一1] [■フイ J 的一之II■フイ,げ一丑 

ゴィ，レミ17 Freo Q ATT Freq Q ATT Freq Q ATT TRIM 

チヤソネル I 出]が MB! [vir 曲 I I ホ I 

岡 [151 间 1 10112 Diir^IiDii+ittoi 



面 KT お了因 


どのチャンネルの定在波を制御するか選択します。 

各チャンネルごとに用意された、3つのフィルターで 
定在波の影響を制御します。 

• MAIN :センタースピーカーとサブウーファー LU が 
のすベてのチトンネル 

• Center :センターチヤンネルのみ 
• SW :サブウーファーのみ 


1C マニュアル MCACC 


1.FineChannel Level 


2. Fine SP Oislance 


4. EQCDDB 


5. EQ ブ□フ I ツシ 3 ナル 


因が 

戻る因 




3フィルター No . l か 6 N 0.3 について、各項目 2調整したいチャンネルを選ぶ。 

巧調教オる 

Freq :各フィルターの中む周波数を、巨3 Hz 〜2已日 
Hz の範囲で調整します。 

Q: 各フィルターの帯域幅を2.0〜目 .8 の範囲內、日.2 
間隔で調整します。数値び大さくなるほど帯域幅はよ 
り狭くなります。 

ATT :各フィルターの減衰量を、0.0 d 巨〜] 2.日 d 巳 
の範囲内、0.已 d 目間隔で設定しまず。 

TRIM :サブウーファーのレベルを一] 2.0 d 巳〜 

+ ] 2.0 d 目の範囲内、0.已 d 目間隔で調整します。 

(フィルターチャンネルで SW を選んだときのみ調藝 3調整したい周波数帯域を選んで調整する。 

でさます） 

4設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

定在波フイルターの調整を終了します。 


チヤンネルごとの居!液数特性の捕正に Q 
の調整） 

• 工場出荷時： ON/O.OdB 

補正カープを手動で調整しまず。 


1C4EQ の調整 

AV アンフ 

I ao l|_- 8.011 -Ml[aoJ^^[-t&5j|j&5ll-t3.qJ|_ao |l aoj 


63 125 250 SCO Uc 2k ル 8k ICk TRIM 

[№1 no] n«] m [№1[№1 nei DM №1 

图巧了 が因 


lc4EQ の調整 


♦ dB 

； [ao II ■&〇][か||| 〇〇 1[4〇]1~)&51[4&5]1 甘 01 [叫 [aoi 


63 125 250 500 Ik 2k 化 8k ICk TRIM 

[№1 w I 世 mi №1 [Hzl [tti [he] [№1 

困沒了 e 了回 



1[ EQ の調整]を選んで決定する。 


1C マニュアル MCACC 


1.Fine Channel Level 


2. Fine SP 田 stance 


3 .をな巧巧 S 




5. EQ フ□フェツシ3ナル 


因ぉ了 

戻る因 


補正カーブの調整画面になります。 


-12.0 d 巳から+1 2.0 d 日の範囲内で、日.巳 d 巳間隔で 

調整することびでをます。 

• 調整中に OVER! びディスプレイに表示されたとさ 
は、その帯域または他の帯域のレベルび高すざるの 
で、 OVER! 表示び消えるまで、さまざまな帯域の 
レベルを下げてください。 

• スピーカー 設定で SMALL (ル）に設定されたチャ 
ンネルは「日3 Hz 」 を選ぶことはでをません。 

• TRIM では、それぞれの帯域を調藝することで、変 
わってしまった全体的なレべ J レのノ くランスを再調馨 
しよ9。 

4手順吕〜3を繰り返して、各チャンネルの周 

波数帯域を調整する。 

已設定が終了した6、戻るボタンを押す。 

チヤンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 


部屋の残響特性の測定と残響を考慮した捕 
正 （ EQ プロフェッショナル） 


視聴環境の残響特性（音の響さ方）び下の 
ケース]〜3のいずれかに当てはまる場合 
は、 EQ プ n フェッ シヨナルを巧うことで、理想的な音 
場に補正されます。 

GUI 画面（テレビ画面）に表示される残響特性を参考 
にしなびら、周波数特性の補正を行ラための「時間軸 
上の位置」をお好みで選択し補正を行ってくださし、。 

-ケース 1) 周波数ごとに残響特性び異なる場合 
アドバンスド EQ セットアップで 30-50ms く日いを 

指定すると、スピーカーからの直接音（初期反射音 




































































































を含む）びフラットになり、聴きやすい音場になり 
よ9 〇 



• ケース吕）チャンネルごとに残響特性び異なる場合 
アドバンスド EQ セットアップで 30-50ms く日いを 

指定して補正をすると、直接音の特1まびそろった理 
想的な音場でお楽しみいただけるよラになります。 



-ケース 3) 全体的に残響特性び做ている場合 

アドバンスド EQ セットアップで 60-80 ms くらいを 

指定してお正することをお勧めします。直接音と残 
響音をすべて含んだトータルでの補正び行われ、理 
想的な音場空間を再現することびでさまず。 

〇重要 

• アドバンスド EQ セットアップを巧ラ前に必ず 
フルオート MCACC (2 已ページ）を行ってくださ 
し、フルオート MCACC では残響特 I まの測定から最 
適な時間位置による EQ 補正を含めすベて自動で行わ 
れるため、理想的な環境に補正されます。 

• アドバンスド EQ セットアップは、政前に測定 
したフルオート MCACC に已ぺージ）または 
才ート MCACC (日2ページ）の補正カーブを上書き 
してしまいますのでご注意ください。過去のデータ 
を残したいとさは、別の MCACC MEMORY を選ん 
でからア ドバンスド EQ セットアップを巧ってくださ 
い。 

• 残響特性の確認では、定在波制御の設定値によって 
残響特性のグラフに違いび出ることびあります。 

フルオート MCACC では、定在波の影響を排除した 
残響特性グラフび表示され、残響特性の測定では定 
在波を制御せずに残響測定するため、定在波の影響 
を含んだ残響特性グラフび表示されます。 


• 残響特性グラフの表示について、残響びない場をは 
下図 A のよラになりまず。残響びある場をは、徐々に 
音響パワーび累積されて下図巳のよラになります。 



時間 〇 時間 



る。 

2 [残響特性の測定]を選んでミ夫定する。 

3 [ EQ オン]または [ EQ オフ]を選ぶ。 



• EQ オフ： E 日補正前の残響特性を測定します。 

• EQ オン：現在選択している MCACC MEMORY の 
EQ で、 EQ 補正後の残響特性を測定します。あ b 
かじめ、補正後の残響特性を測定したい MCACC 
MEM 日 RY を選択したラえで、このメニューへ進ん 
で < ださい。 

4マイクを接続して残響特性の測定の準備をす 
る。 

• セットアップ用マイクは、兰脚などを使用してリス 
ニングポジションの耳の高さに設置してください 
(兰脚びない場をは、なるべく兰脚に巧わるものを 
用意してください）。 

• 測定は静かな環境で行ってください。 

• スピーカーと リスニングポジション（マイク）の 間 
に障害物びあると、正確に測定できない場をびあり 
よ9 0 


音の詳細設定ヴドパンスド MCACC ) 


已[スタート]を選んでミ夫定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
度かか0ます。 

測定終了後、測定結果を GUI 画面で確認するとさは次 
の手順へお進み<ださい。測定結果を確認せずに周 
波数特性の補正を行うときは、手順9へお進みくださ 
い。 

6 [残響特性の確認]を選んでミ夫定する。 



残響特性の測定結果〔残響特性グラフ）び表示されま 
す。 

7測定結果を確認したいチャンネル、周波数を 
選ぶ。 


周波数 チャンネル 



補正前後の切0換え 


各チャンネルにおける各周波数の残響特性を確認して 
ください。グラフの縦軸はレベル阳巳]、横軸は時間 
[ ms ] を示しています。 

補正前後の表示を切り換えることびでをます。 

補正 後は EQ 補正後の残響特性を表おします。 補正 前に 
比べ、各周波数ごとのグラフび E 日の補正分だけ上下に 
平行移動し、指定した補正時間位置 （Time Position ) 
でそろラことび確認できます。 

8戻るボタンを巧す。 

残響特性の測定結果画面を終了します。 

• 部屋の残響特1まを改善したいとさはここで吸音材の 
調整などを見直し、視聴環境の舊備を巧って<ださ 
し、調整後は再度残響 特性の 測定を巧い、その効果 
を確認することをお勧めします。 


9 [アドバンスド EQ セツトアップ]を選んでミ夫 
定する。 



補正時間位置を指定する画面になります。 

10補正時間位置 （Time Position ) を指定す 
る。 



補正時間位置 


0-20ms 〜色 0-80ms の間を]日 ms 間隔で選択でを 

ふ与 0 

11必要に応じて [ EQ タイスと 
[定在液制御を点測定]を設定する。 

それぞれの詳しい説明は日2ページをご覧ください。 

12 [スタート]を選んで決定する。 

手順10で選んだ時間帯の音で、周波数特性の補正を 

自動で行います。測定にはおよそ2〜4分程度かかり 

ふ与 0 

13設定が終了した5、戻るボタンを押す。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正た〇プロ 

フェッ シヨナル)を終了します。 

已目ページの 「 MCACC データを確認する」で測定結 

果を確認でをます。 

因メモ 

-本磯の「残響特性測定およびグラフ表示機能」は、 
視聴環境整備のツールとして有効にお使いいただけ 
ます。スピーカーの L/R (左ち）で特性び大きく異 
なる場合は、片側の設置に問題びあった D 、 左ちの 
壁の反射び大さ<影響している、などが考えられま 
す。設置の見直しや、吸音材の使用効果などを何度 
ち確認しなびら、より理想的な視聴環境をつくるた 
めにお役立てください。 
























































の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


2 c スピーカーまでの距難 

AV アンブ 


• フルオート MCACC を行ったあとでち、 

残響 特性の 確認で補正前の残響特性を表おでさ 
ます。 E 日タイプ： SYMMETRY で測定を行った 
場をは、補正後の残響特性(予測値)も表示でさま 
す。 SYMMETRYLU 外の E 日タイプで測定を行った場 
台は、捕正前の残響特性は表示されますび、補正後 
の残響特性は No Data となります。実測による補正 
後を確認したい場合は、手順8で EQ オンを選んで< 
ださい。 

• EQ カープの特性上、 E 日タイプ ： SYMMETRY (お 
よび FRONT ALIGN ) の補正後の残響特性は各 L/R 
のチヤンネルを一組のペア （ Front など）で表示され 
ます 。 ALL CH ADJ では各個別のチトンネルごとに 
表示されます。 


MCACC データを確認する 

2巳ページの「スピーカーの自動設定を行ラ 
〜フルオート MCACC 〜」や已2ページの「オート 
MCACC で詳細に測定/設定する」、已3ページの 
「リスニング環境をお好みに調整する〜マニュアル 
MCACC 〜」で設定された、し U 下の各設定項目の内容 
や設定値を確認することびでさまず。 

• スピーカー設定： スピーカー システムの設定 


• スピーカー出カレベル： スピーカー出カレベルの設 
定 


• スピーカーまでの距離： スピーカーまでの距離 


• 定在波制御： 定在波制御フィルター設定 




2 d ミ在液制御 



^ _ I■フイ,け一马[■フイ J が一 2 II■フイ,げ 一ai 

ゴィ-ミ TT Freo Q ATT Fneq Q ATT Freq Q ATT TRIM 

チヤソネル l»r 1 化 1 »fir MB] [vir 曲 I I ホ I 

网 ri5i 因 1 10112011 I "i i+iaoi 



因戻る因 



• Acoustic Cal EQ :視聴環境の周波数特性の捕正 

値 




1リモコンの I AV アンプ I ボタンを押してか5 
ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホーム:>< ニュー画面び表示されます。 
>/♦/ 和/-►と ミ夫定 ボタンを使って力-ソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を巧います。 戻る ボ 
タンで1つ前の画面に戻ります。 

2 [ MCACC データチ エック] を選んでミ夫定す 
る。 

確認したい設定項目の選択画面になります。 

3確認したい設定項目を選んでミ夫定する。 

4必要に応じて確認したい MCACC 
MEMORY や Ch などを選ぶ。 

ソースを再生しなび 5 MCACC MEM 日 RY を変えるこ 
とで、各 MEMORY の設定値を確認しなび5そのサウ 
ンドの変化を確認することびでをます。 

他の設定項目を確認するとをは、 戻る ボタンを押して 
前の画面へ戻0ます。 

已確認が終了した5、戻るボタンを巧す。 

MCACC データの確認を終了します。 


MCACC MEMORY のデータを管理 
する〜データ管理〜 

2日ページの「スピーカーの自動設定を行ラ 
〜フルオート MCACC 〜」や已2ページの「オート 
MCACC で詳細に測定/設定する」、日3ページの 
「 U スニング環境をお好みに調整する〜マニユア 
ル MCACC 〜」で設定された各種設定内容や設定値 


をコピー、消去することびでをます。また MCACC 
MEMORY の名前を変更することちでさます。 

1リモコンの陋 Z 3 I ボタンを巧してか6 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面が表示されます。 
>/♦/ 如/-►と 巧定 ボタンを使ってカーソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。 戻る ボ 
タンで1つ前の画面に戻ります。 

2 [データ管理]を選んでミ夫定する。 

3調整したい項目を選ぶ。 

• MCACC メモリーの名称変更： MCACC メモ U - 
の名前を変更します（已6ページ） 

• MCACC メモ U —のコピー： MCACC メモ U —を 
コピーします（已7ページ） 

• MCACC メモリーの消去： MCACC ツモ U - をミ肖 
まします（己7ページ） 


設定データの名前をを更する 
(MCACC メモ ij —のち称変更） 

MCACC MEM 0 RY 1 〜巨の名前を変更することびで 
をます。たとえば、映画を楽しむ U スニングポジショ 
ンで音場補正を行ったとさは 「 M 日 VIE 」 、ゲームを楽 
しむ U スニングポジションであれば 「 GAME 」 のよう 
に変更することびでさまず。 

変更したい設定データの名前は处下の中から選びま 
す。 

[ SYMMETRY ] [ALL ADJ ] [ F . ALIGN ] [ MOVIE ] 
[ MUSIC ] [ GAME ] [ PARTY ] [ SOFA ] [ SEAT ] 


ホームメニューで使用ずるボタン 

戻る 


ろ 


1 [MCACC メモリーの名称変更]を選んでミ夫定 
する。 

名前を変更したい MCACC MEM 日 RY の選択画面にな 
0ます。 












































































2 名前を変更したい MCACC MEMORY を選 
んで名前を変更する。 



3a.MCACC メモリーのち称変更 

MCACC ボジシ3ンち巧塞 e 

M2 

M3 

MEMORY 2 
r/EMORY 3 

M4 

M5 

M6 

r/EMORY4 
r/EMORY S 
r/EMORY6 

面が 

*17 因 


t / ♦で MCACC ゾモ U —を選んで、 ■•-/ 呼で変更した 
い名前を選びまず。 

3戻るボタンを巧す。 

MCACC ；>< モ U —の名称変更を終了します。 


設定データをコピーずる 
(MCACC メモ ij —のコピ ー） 

2己ページの「スピーカーの自動設定を巧ラ 
〜フルオート MCACC 〜」や已2ページの「オート 
MCACC で詳細に測定/設定する」、日3ページの 
「1」スニング環境をお好みに調整する〜マニュアル 
MCACC 〜」で設定された MCACC MEM 日 RY を、他 
の已つの MEM 日 RY のいずれかにコピーすることびで 
をます 。 MCACC MEM 日 RY は全部で日つまで設定す 
ることびでさまず。 


ホームメニューで使用ずるボタン 



1 [MCACC メモリーのコピー]を選んでミ夫定す 
る。 

コピーしたし 、 MCACC MEMORY (コピー元）と、コピ 
-される MCACC MEM 日 RYP ピー先）の選が画面 
になります。 


2 コピーす る内容を選ぶ。 



• 全データ：コピーされる MCACC MEMORY のす 
ベての巧容をコピーしまず。 

• レベルと距離のデータ：コピーされる MCACC 
MEM 日 RY のスピーカー出カレベルとスピーカーま 
での距離の設定のみコピーします。 

3 コピーしたい MCACC MEMORY 
(コピー元）を選んでか6コピー巧の MCACC 

MEMORY (コピー巧）を選ぶ。 

すでに設定されている MCACC MEM 日 RY をコピー先 
にすると、データは上書さされてしまいますのでご注 
意ください。 

4 [0 K ] を選んでコピーする内容をミ夫定する。 

コピー確認のメッセージび表示されるので、 YES を選 
びます。 N 0を選ぶとコピーは巧われません。 

完了しましたと表示されたらコピーは終了です。 


設定データを消去ずる 
(MCACC メモリーの消去） 

日つある MCACC MEM 日 RY の中か5、必要のない 
MEMORY の内容を消去します。 


ホームメニューで使用するボタン 



1 [MCACC メモリーの消去]を選んでミ夫定す 
る。 

消ましたい MCACC MEM 日 RY の選択画面にな0ま 
す。 


音の詳細設定ヴドバンスド MCACC ) 


2消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 



3 [ OK ] を選んで消去をミ夫定する。 

消ま確認の;>< ッセージび表示されるので、 YES を選び 
ます。 N 0を選ぶと消去は巧われません。 

完了しましたと表おされた5消まは終了です。 

4他にも消去したい MCACC MEMORY があ 
るときは手順1〜3を繰り返す。 
































システム設定およびその他の設定を巧ラ 


システム設定およびその他の設定を行5 


システム設定で本機のさまざまな設定 
を巧5 

システム設定では、スピーカーの構成やヴラウンド環 
境を手動で設定したり、入力端子の設定などを行いま 
す。また、 OSD 言語の設定やネットワークの設定、そ 
の他の設定などさまざまな設定を行います。 

1む AV アンプボタンを押して本機の電源を入 
れてか6テレビの電源も入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるよラテ 
レビ側の入力切換を合わせてください。 

2 リモコンの陋 Z 3 I ボタンを巧してか5 
ホームメニュー ボタンを押す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されまず。 
t /4/ 和/-►と 決定 ボタンを使って力-ソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。 戻る ボ 
タンで]つ前の画面に戻0ます。 

3 [システム設定]を選んでミ夫定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

• マニュアルスピーカー設定： スピーカーの構成やサ 
ラウンド環境の手動設定を行います（已8ページ） 

• 入力端子の設定： 各入力の音声入力や映像入力の 
切り換えや入力名の変更などを巧います （2 日ペー 
ジ） 

. OSD 言語設定： 日 SD 表示言語の設定を行います 
(目4ぺージ） 

• ネットワーク設定： 本機のネッ ト ワークに関する設 
定を行います（日1ページ） 

• HDMI 設定： HDMI によるコント□-ル機能に対応 
した機器と連動操作するための設定 （43 ページ） 

• その他の設定： 本磯のさまざまな設定を行います 
(目3ページ） 


スピーカーの 音を調整す る 
〜マニュアルスピー カー 設定〜 

2巳ページの「スピーカーの自動設定を行ラ 
〜フルオート M 巳 ACC 〜」でオートセットアップを巧 
つた場をは、ずでに設定されています。必要に応じて 
お好みで再設定でさます。 

A ま意 

• マニュアルスピーカー設定ではテストトーンび出力 
される設定びあります。テスト!-ーンは大さな音で 
再生されますので、ごミ主意ください。 


1[マニュアルスピーカー設定]を選んでミ夫定す 
る。 


4■システム設定 


b. 入力趙子の B 定 
C.OSDB 居6を 

d. ネットワーク芭を 

e. HDMI おを 


困 g 了 g る 回 


ここか日読む場合は日8ページの「システム設定で本 
機のさまざまな設定を行ラ」の手順1〜3を行ってく 
ださい。 

2調整したい項目を選ぶ。 

• スピーカーシステム：サラウンドバックスピー 
カー端子やスピーカー B 端子の用途を設定します 
(巳8ぺージ） 

• スピーカー設定：スピーカーの本数やサイスなど 
を設定します（日8ぺージ） 

• スピーカー出カレベル： スピーカーの 出カレベル 
を調節します （60 ページ） 

• スピーカーまでの距離：スピーカーまでの距離を 
設定します （60 ぺージ） 

• X 力ーブ：聴感上の高域補正を巧います（日0ペー 
ジ） 


スピーカーの使用用途を選がする 
(スピーカーシステム） 

• 工場出荷時：ノーマル ( SB / FH ) 

本磯はサラウンドバックスピーカー端子やスピーカー 

日端テをさまざまな用途に使用でさます。ここではこ 

れらの端子の用途を設定します。政下の項目か5選択 

し 9 0 

• ノーマル ( SB / FH ) :サラウンドバックおよびフロ 
ント八イトスピーカーを接続した一般的なサラウン 
ドシステム 

• ノーマル ( SB / FW ) :サラウンドバックおよびフロ 
ントワイドスピーカーを接続した一般的なサラウン 
ドシステム 

• Speaker B : メインの日. Ich システムの音を、メ 
インとは別に 2 ch ダウンミックスしたステレオ再生 
用 

• Front Bi-Amp :フ□ントスピーカーのバイアンプ 
駆動用〔日. Ich システム） 


• ZONE 2 :本磯のある部屋（メインゾーン）とは別 
の部屋（ゾーン 2) のステレオ再生用 
また、サラウンドバックスピーカーを接続している場 
合は、サラウンドスピーカーの設置位置 （ SurrPos ) 
を指定します。本来の日.] ch サラウンドチヤンネ 
ルは斜め後方から聞こえるように収録されています 
び、 7. Ich サラウンドの推奨スピーカー配置では、 
サラウンドスピーカーを U スニングポジションの真横 
(横）に配置するため、已 . Ich のサラウンドチヤン 
ネル音青び真横から聞こえてしまいまず。このよラな 
場を、本機でサラウンドチヤンネル音声をサラウンド 
スピーカーとサラウンドバックスピーカーでミックス 
し、 U スニングポジションの斜め後方から正しく聞こ 
えるよラに出力します。 

詳細については、]]ページの「スピーカーの配置/ 
使用パターンを選ぶ」をご覧< ださい。 



1[スピーカーシステム]を選んでミ夫定する。 

ここか b 読む場合は日8ページの「スピーカーの音を 
調整す る〜 マニュアルスピーカー設定〜」の手順] 

を行ってください。 

スピーカーシステムの選択画面び表示されます。詳し 
い説明は上記をご覧ください。 

2 [ノーマル ( SB / FH )] か[ノーマル ( SB / FW )]， 
[Speaker B ], [Front Bi - Amp ], [ZONE 2] のい 
ずれかを選ぶ。 



3手順2でンーマル ( SB / FH )] か 
[ノーマル ( SB / FW)]，[Speaker B ] を選ん 
だ場を、サラウンドスピーカーの設置位置 
( Suit Pos ) の設定を選ぶ。 

視聴位置の真横に設置している場合は横を、斜め後方 
に設置している場台は後方を選がします。 


4 [0 K ] を選んでミ夫定する。 

設定を変更しまずか？と確認画面が表示されます。 

已 [ Yes ] を選んでミ夫定する。 

選択画面に戻って設定し直す場合は、 No を選んでく 
ださい。 

6設定が終了した6、戻るボタンを押す。 

スピーカーシステムの設定を終了します。 

因メモ 

• Speakers を選ぶと、フ□ント八イトおよびフ□ン 
トワイドスピーカーについての各種設定を行うこと 
はでさません。 

• Front Bi - Amp、ZONE 2を選ぶと、サラウンドバ 
ックおよびフ□ントノ V イト、フ□ントワイドスピー 
カーについての各種設定を巧ラことはでさません。 


スピーカー接続とほ音再生能力を設定ずる 
(ス ピーカー 設定） 

各チトンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再 
生能力の大小を設定することで、再生するソースの全 
音域を最適なチトンネルへ配分します。お持ちのスピ 
一力ーシステムや視聴環境などにをねせて、正し<設 
定してください 。 SMALL (ル）に設定されたスピー 
カーびあるとを、何下のお音域を他のスピーカー 
〔サブウーファーを含む）で再生するか、または LFE 
信号の何 Hz 政下の低音域を再生するかを X .0 VER 
(ク□スオーバー周波数）の設定で行います。サブウ 
ー ファーの再生ずる音域成分については、已目ページ 
の「サブウーファーの再生する音域成分」をご覧くだ 
さい。 

• THX 認証のスピーカーシステムをご使用の際は、す 
ベて SMALL に設定してください。 



1[スピーカー設定]を選んでミ夫定する。 

ここから読む場合は日8ページの「スピーカーの音を 
調整する〜マニュアルスピーカー設定〜」の手順1 
を行ってくださし、。 

スピーカーシステムの設定になります。 


































2 それぞれの スピーカーに ついて、それ5のサ 
イズや再生能力に合わせて設定する。 



スピーカーごとにじ(下を選べます。各項目の意味と設 
定方法については、已目ページの「スピーカー設定の 
目安」をご覧ください。 


Front ( フ□ント） 

[LARGE] [SMALL] 

Center (センター） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

FH (フ n ント从イト）または 
F 邮（フ n ントワイド） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Surr (サラウンド） 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

SB (サラウンドバック） 

[LAR 白 E X 2] [LARGE X 1] 
[SMALL X 2] [SMALL X 1][NO] 

SW (サブウーファー） 

[YES] [PLUS] [NO] 

X.0VER 

[已 OH 习陪 OHz] [lOOH 习 

(クロスオーバー周波数） 

[1 已 OHz] [己 OOH 习 


3設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

スピーカー設定を終了します。 

因メモ 

• 工場出荷時、ク□スオーバー周波数は 80 Hz に設定 
されています。 

• THX スピーカーを ご使用の場合、 ク□スオーバー 周 
波数は吕 OHz に設定してください。 

• それぞれのスピーカーの性能によりますび、ル型ス 
ピーカーを使用している場合、ク□ス オーバー 周波 
数は200 Hz に設定することをお勧めします。 


システム設定およびその他の設定を巧ラ） 


スピー カー 設定の目安 

スピーカー組みをわせ可能 一覧 


Front ( フ □ ント） 

[SMALL] 

[LARGE] 

Center ( センター） 

[SMALL] [NO] 

[LARGE] | ； SMALL] [NO] 

Suit ( サラウンド） 

[SMALL] 

[NO] 

[LARGE] 

[SMALL] 

[NO] 

FH ( フ □ ント A イト)または 
FW ( フ □ ントワイド） 

[SMALL] [NO] 

[NO] 

[LARGE] [SMALL] 
[NO] 

[SMALL] [NO] 

[NO] 

SB ( サラウンドバック） 

[SMALL X2/X1] 
[NO] 

[NO] 

[LARGE X2/XI] 
[SMALL X2/X1] 
[NO] 

[SMALL X2/X1] 
[NO] 

[NO] 

SW ( サブウーファー ) 

[YES] 

[YES] [NO] [PLUS] 


太字:工場出荷時の設定 


• SMALL :低域再を能力び十分ではないル型スピーカー（低音域は他の LARGE スピーカー传ヴブウーファーか 
ら出力） 

• LARGE :低域再生能力のあるフルレンジ•スピーカー 

• X2/X1 :サラウンドバックスピーカーの接続本数に本または]本） 

• YES :ヴプウーファーを接続している場合 

• PLUS :フ□ント/センターの做或成分をサブウーファーか b も同時に出力させる、低域の再生量び最も多し、モ 
ード。常にた ch 再生時でも)サブウーファーか日低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの方にお勧 
めの設定(詳しくは日9ページの r サブウーファーの再生する音域成分」をご覧ください） 

• N 0 :接続していない場合（該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの PLUS は、フルオート MCACC や才ート MCACC では設定されません。お好みに応じて設定を 
変更してください。 


サブウーファーの再をする音域ぶ分 

フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は、し^下のよラになりまず。 


フ □ ント/センター 
スピーカー 

サブウーファー 

SMALL 

YES 

LARGE 

YES 

LARGE 

NO 

LARGE 

PLUS 


LFE ( 超低域効果音)成分 


低域成分 


中高域成分 


サブウーファーの再生音域 
フ□ント/センターの再生音域 


A 


I ク□スオーパー 周波数江場出荷時 : 呂日 Hz) 

1 お手持ちのスピーカーに合わせて設定してください 


因メモ 

• サブウーファーを PLUS に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの恆域成分の打ち消し合いび発 
生し、十分な低音の効果び発揮されないことびあります。このよラな場合は、オート MCACC でスピーカーの距 
離の設定を巧い〔已2ページ）、フェイズコント□ールモードを 「 ON 」 にしてください （3 已ページ）。 



















































4 a 4 スピーカーまでの 距難 

AV アンブ 


テスト I ンを聞いて出カレベルを調整す 
る（スピーカー出カレベル） 

U スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベル 
び一定にそろラよラに調藝します。実隙に出力される 
テストトーンを耳で確かめなびら、手動で各スピーカ 
一の出カレベルを調整します。 


スピーカーまでの距離を調整する（スピー 
力一までの距離） 

1」スニングポジションか b スピーカーまでの距離を設 
定することにより、各チャンネルの遅延時間び自動的 
に算出され、1」スニングポジションで適切なサラウ 
ンド効果を得ることびできます。手動で設定する場合 
は、それぞれのスピーカーか b リスニングポジション 
までの距離を測り、ここで指定してください。 


1[スピーカー出カレベル]を選んで決定する。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 

2 t / ♦ボタンで調整したいチャンネルを選ん 
で和/ーボタンでレベルを調整する。 



1[スピーカーまでの距離]を選んで決定する。 

スピーカーまでの 距離の設定になります。 

2 t /* ボタンで調整したいスピーカーを選ん 

で和/-►ボタンで距離を調整する。 


-12.0 dB から+]2.日 dB の範囲巧で、0.已 d 日間隔で 
調整ずることびでさます。 

• サブウーファーからのテストトーンは周波数び低い 
ため、実際のレベルよりもルさく聞こえる場合びあ 
ります。 

• 音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイ 
卜/スローモードで7日 d 日 SPL に調整してくださ 
い。 

3設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

スピーカー出カレベルの設定を終了します。 

因メモ 

• の操作でも各チャンネルレベルの調整を行ラこ 

とびでをます。 CH レベルボタンを押すたびにチャン 
ネルび切り撰わり、和/-►ボタンでレベルの調整を行 
しなすにの場を GUI 表示はされません）。 


IAV アンブ 1 

□ 


CH レベル 

囚 



0.01 m から目.00 m の範囲内で、 0.01 m (1 cm ) 
間隔で設定できます。 

3設定が終了した6、戻るボタンを押す。 

スピーカーまでの距離の設定を終了します。 

因メモ 

• より正確な距離の調整は、日3ページの「スピーカ 
一までの距離の微調整 (Fine SP Distance ) 」を 
ご覧ください。音像や定位感びさらに向上します。 



みステム設定およびその他の設定を巧ラ 




広い部屋での高音域を抑制する（ X カー 
ブ） 

広い視聴環境では、聴感上高域びさつく聞こえてしま 
ラ傾向びあります。 X カープは高域 （2 kHzi ； LL ) の 
周波数を減衰させるカープで、減衰の傾さは-日.日 dB / 
oct 〜- 3.0 d 巳/日 ct (0 .已 d 目ステップ）の日種類か6 
選択可能でず。 l ^ TF の表を目まに、部屋の広さ暫聴感 
によって、自由に調節してください。 

部屋の広さによる減衰カーブの目安： 


部屋の広さ 

〜 3 巨 m2 

〜 4 目 m2 

~60 m® 

減衰カーブ 

— 0 .已 dB/oct 

—1 'Od 巨 / oct 

—1 . 已 dB/oct 

部屋の広さ 

〜72 m2 

〜300 m2 

〜 10 曰 0 m2 

減衰カーブ 

—2.0dB/oct 

—2 .己 dB/oct 

一 3. 己 dB/oct 


• ここでの補正は日4ページの「チヤンネルごとの周 
波数特性の補正 （ EQ の調整）」の補正値には影響し 
ません。 



1[ X カーブ]を選んでミ夫定する。 

聴感上の高域補正になります。 

2如/-►ボタンで高域減衰カーブを調整する。 



-日.已 d 巨/ oct から-3.0 d 目/ oct まで、0.日 d 巨ステップ 
の目段階で調整することびでさます。 

• OFF を選択すると X カーブはフラットになり聴感上 
の高域は補正されません。 

3設定が終了した6、戻るボタンを巧ず。 

聴感上の高域補正を終了しまず。 


本機の入力の設定をを更する 

本機の入力の名称表示を変更したり、入力選択時のス 
キップ設定を巧ラことで、入力を選択しやす<でさま 
す。 


ディスプレイに表示される入力ちを変更す 
る 

ディスプレイに表おされる入力名を変更することび 
できます。日 D 入力を選択すると、工場出荷時の設定 
では BD と表示されますび、この表示を自由に変更す 
ることびでさまず。たとえば、接続した機器の名称 
(巳 DP - LX 71) などに変更すれば、どの入カファンク 
シヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確 
認することびでさます。 



1[入力端子の設定]を選んでミ夫定する。 

ここから読む場合は日8ページの「システム設定で本 
磯のさまざまな設定を巧ラ」の手順1〜3を行ってく 
ださい。 

2名前を変更したいフアンクシヨンを選ぶ。 



3 [入力名]で[名称変更]を選んでミ夫定する。 

工場出荷時に戻したいとさは 初期値を 選んで決定しま 
す。 


4 t /* ボタンで入力する交字を選んで、和/- ► 

ボタンで カーソルを 動かします。 

入力できるのは政下の文字で、最大10文字までです。 

已ミ夫定ボタンを押して入カファンクション名を 
ミ夫定する。 

6設定が終了した6、戻るボタンを押す。 

入力端子の設定を 終了します。 










































































入カスキップを設定する 

本体の INPUT SELECTOR ダイヤルやリモコンの 
入力切換ボタンを操作したとさに、接続に使用してい 
ない入力をスキップすることびでをます。 

• スキップ設定を行ってち、リモコンのマルチコント 
□ールボタンを巧した場をは、その入力に切り換わ 
0ます。 



1[入力端子の設定]を選んでミ夫定する。 

ここから読む場合は日8ページの「システム設定で本 
機のさまざまな設定を巧ラ」の手順1〜3を行ってく 
ださい。 

2入力をスキップしたいフアンクシヨンを選 
ぶ。 



3 [入カスキップ]で [ ON ] を選ぶ。 

スキップさせない場合は、 OFF を選びます。 

4設定が終了した目、戻るボタンを巧す。 

入力端子の設定を 終了します。 


ネットワークの設定を巧う 

本機をネットワークに接続して 、 HOME MEDIA 
GALLERY 入力でインターネットラジオを聴いたり、 
パソコンなどに保存されている音楽ファイルを再生し 
たりするための設定を行います。通常は、 DH 巳 P 機能 
を日 N 〔工場出荷時の設定）にしておけば、ネットワ 
ークの設定を巧ラぶ、要はありません。 DHCP サーバー 
機能びないネットワークに接続しているとをのみし U 下 
のネットワークの設定を行います。設定の隙はプ□パ' 
イダー、またはネットワーク管理ちからの設定値を確 
認してから設定してください。ネットワーク上の機器 
の取扱説明書ちあわせてご覧<ださい。 

1リモコンの画ボタンを巧してか5 
ホームメニュー ボタンを巧す 0 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
>/♦/ 和/-►と決定ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。戻るボ 
タンで]つ前の画面に戻ります。 

2 [システム設定]を選んでミ夫定する。 

3 [ネットワーク設定]を選んでミ夫定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

• IP アドレス、プ□キシ：本機の IP アドレス、プ〇 
キシを設定します （61 ページ） 

• ネットワークスタンバイ：本機びスタンバイ状態 
でも 「 AV ナビゲーター」や riControlA \/2 J を使 
えるようします（己1ページ） 

• フレンドリーネーム：パソコンなどのネットワーク 
に接続された機器で表おされる本磯の名前を変更で 
をます（日2ぺージ） 

• ペアレンタル n ック：ネットワーク機能の使用を制 
限します （62 ページ） 

• 無線 LAN コンパ’一夕一：無線 LAN コンバーターの 
アクセスポイントの設定や、 IP アドレスの設定を行 
います（日2ページ） 

無線 LAN コンパーターは別売りの AS - WI _ 300をお 
使いください。 


IP アドレス、プ□キシの設定 

IP アドレス 

入力する IP アドレスは下記の範囲で設定してくださ 
い。下記切がの IP アドレスではインターネットラジオ 
を再生することびでさません。 

CLASS A ; 10.日.日.1〜10.2已已 .2 已已 .2 已4 
CLASS 巨：172.1日.日.1〜172.吕 1.2 已已 .2 已4 
CLASS C : 1 92.1 68.0.1 -192.1日 8. 2已已 .2 已4 


システム設定およびその他の設定を巧う) 


サブネットマスク 

xDSL モデムやター S ナルアダプターを直接本機に 
接続している場をは、プ□バイダーから書面などで 
通知されたサブネットマスクを入力しまず。通常は 
2已已 .2 已已 .2 己已 .0 び入ります。 

デフオルトゲートウェイ 

ゲートウェイ（ルーター)に接続している場をは、そ 
の IP アドレスを入力します。 

プライマリ ー DNS サーイく’一/ 

セカンダリー DNS サーバー 

プ□バイダーか6書面などで通知された DNS アド 
レスび1つの場合は、プライマリ ー DNS サーパ’一に 
入力してください。2つし心上の場合は、ちラ]つを 
セカンダリー DNS ヴーパーに入力してくださし、。 

プ□キシサーバー名/プ□キシ ポー ト番号 

インターネットにプ□キシサーバーを経由して接続す 
る隙に設定します。プ□キシサーバー名にはプ□キシ 
サーバーのアドレスまたはドメイン名を入力してくだ 
さい。プ□キシポート番号にはプ□キシサーバーのポ 
ート番号を入力してください。 



1 [ IP アドレス、プ□キシ]を選んでミ夫定する。 
2 DHCP 機能の ON / OFF を選んでミ夫定する。 

4 dl . lP アドレス、プ□キシ 


IP7 ドレス ： 000.000.000.000 

サブネットマスク ： 000.000.000.000 

デフオルトヴートウエイ： OCX). 000.000.000 
ブライマリー DNS。ー パー: OCX). 000.000.000 
fe カンタ IJ-DNS ヴーバ ー : 000.000.000.000 
ブ□キシサー"-の宙田： OFF 

ブ□年シサーパー名 ： --- 

プロキシポート g 号 --- 


因居了 技了回 


ON を選んだ場合は、ネットワークを自動で設定しま 
すので手順3の設定は必要ありません。手順4へお進 
みください。 

DHCP を ON に設定したとさに IP アドレスを DHCP ヴ 
ーバーか b 取得できなかった場合は、本機の自動 IP 機 
能を使用して IP アドレスを取得します。 


• 本機の自動 IP 機能により設定される IP アドレスは 
1 目目. 2 已 4.X.X です。自動 IP 機能により設定された 
IP アドレスでは、インターネットラジオを聴くこと 
はでさません。 

3 IP アドレス、サブネットマスク、 

デフォルトゲートウ 1 イ、プライマリー DNS サーバー 
およびセカンダリー DNS サーバーを入力ずる。 

t / ♦ボタンで入力する数宇を選んで、和/-►ボタンで 
カーソルを動かします。 

4 プ□キシサーバーの使用の ON/OFF を選んで 
ミ夫定する。 

ON を選んだ場合は、手順日へお進みください。 

OFF を選んだ場合は、手順日へお進みください。 

已プ□キシサーバー名とプ□キシポート番号を 
入力する。 

t / ♦ボタンで入力する文宇を選んで、和/-►ボタンで 
カーソルを動かします。 

6 [0K] を選んでミ夫定する。 

IP アドレス、プ□キシの設定を終了します。 


ネットワークスタンパイ機能を使用する 

本磯と同一の LAN に接続した PC で本機を操作できる 
AV ナビゲーター機能やに cint 「 olAV 2 機能を、本機び 
スタンバイの状態でも使用できるよラに設定します。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か6 
[ネットワークスタンバイ]を選んでミ夫定する。 

2ネットワークスタンバイの設定を選択する。 

• ON :本機びスタンバイの状態でも AV ナビゲータ 
一やに ontrolAV 2 機能び使用できます。 

• OFF :本磯びスタンバイのが態では AV ナビゲータ 
一やに ontrolAV 2 機能び使用できません。（スタン 
バイ時の消費電力を抑えることびでさます） 

3設定が終了した5、戻るボタンを押す。 

ネットワークスタンバイの設定を終了します。 






































システム設定およびその他の設定を巧ラ 


ネットワーク機器か6見た本機の名前をを 
更ずる 

本機と同一の LAN に接続した PC などか b 見た本機の 
名前を変更します。 



3ペアレンタル□ックの ON / OFF を選んでミ夫定 
する。 

• OFF ： インターネットサービスの使用制限をしませ 
Aj 。 

• ON :インターネットサービスの使用を制限しま 
す。 

4暗 i 正番号を変更したいときは、 

暗話番号変更を選んでミ夫定しまず。 

この場合は手順2へ戻りまず。 

已設定が終了した6、戻るボタンを巧す。 

ペアレンタル □ ックの設定を終了します。 


1[ネットワーク設定]の設定項目か5 
[フレンドリーネーム]を選んで決定する。 

2 [名前の編集]を選んでか5 [名妳変更]を選ん 
でミ夫定する。 

名前を変更した後、工場出荷時の状態に戻したいとさ 
はここで初期値を選びます。 

3お好みの名前を入力する。 

t/l ■ボタンで入力する文字を選んで、和/-►ボタンで 
カーソルを動かします。 

4設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

フレンド U —ネームの設定を終了します。 


ネットワーク機能の使用制限を行ラ 

インターネットサービスの使用制限の設定をします。 
使用制限に伴い暗証番号の設定ち行います。 

〇重妄 

HOME MEDIA GALLERY 入力び選択されている 
とさにはここでの設定を反映させることびでさませ 
ん。 H 0 MEMEDIAGAL 1 _ERY 政外の入力にしてか5 

設定を巧って < ださい。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か5 
[ペアレンタル□ック]を選んでミ夫定する。 

2暗証番号を入力する。 

t /4 ■ボタンで入力する文字を選んで、和/-►ボタンで 
カーソルを動かします。 

工場出荷時の暗証番号は「0000」に設定されてい 
ふ9 0 


無線 LAN コン/ V — 夕一の設定 

本機に無線 LAN コンバーターを接続して、ワイヤレ 
スでネットワーク磯能をご使用になる場合に必要な設 
定です。 

無線 LAN コンバーターは別売りの AS - WL 3 日日をお使 
し、< ださい。 

アクセスポイント設定 

本機に接続した無線 LAN コンバーターとのアクセスポ 
イントの接続設定を行います。無線 LAN コンバーター 
を本機に接続し、 [ IP アドレス、プ□キシ]設定メニュ 
一の DHCP 設定を日 N にしてから行います（61ぺ一 
ジ）。アクセスポイントに接続するための設定方法は 
攻下の4つのちまびあります。 

• WPS (プッシュボタン）：アクセスポイントと無線 
LAN コンノ（一夕一の WPS ボタンを本機の画面の指示 
に従って巧すだけで自動で接続設定を巧います。ア 
クセスポイントと無線 LAN コンバーターに WPS ボタ 
ンびあるとさに設定可能な方まで、最ち簡単な接続 
設定方法です。 

接続設定には WPS ボタンを押してから約2分程度か 
かります。設定び終わるまでしばらくお待ちくださ 
い。 

• WPS ( PIN コード）：接続可能なアクセスポイントの 
SSID を U スト表示し、その中から接続したいアクセ 
スポイントを選びます。本機の画面に表おされる8巧 
の円 N コードを接続したいアクセスポイントに入力す 
ることで接続設定を行います。 

• アクセスポイント検索：接続可能なアクセスポイン 
卜の SSID を U スト表示し、その中か b 接続したい 
アクセスポイントを選びます。アクセスポイントの 
「暗号化ち式」、「セキュ U ティーキー」と rwEP 
デフオルトキー」（アクセスポイントの「暗号イヒ方 
式」び WEP のときのみ）を設定することで、アクセ 
スポイントとの接続設定を行います。 

-手動設定：接続したいアクセスポイントの 「 SSID 」 

、「暗号化方式」、「セキュ U ティーキー」、 

「 WEP デフオルトキー」をそれぞれ手動で入力して 
接続設定を巧います。 


図メモ 

• WPS (プッシュボタン)あるいは WPS(PIN コード） 

の接続設定でアクセスポイントに接続でさない場合 
は、アクセスポイント検索または手動設定により接 
続設定することをお勧めします。 

• アクセスポイントの 「 SSID 」 や「セキュリティーキ 
-」に：（セミコ□ン）びある場合、無線 LAN コン 
バーターの設定び完了しても、無線 LAN での接続び 
でさな<な0ます。アクセスポイントの 「 SSID 」 や 
「セキュリティーキー」は：〔セミコ□ン）びない文 
字列に設定変更してください。 

無線 LAN IP アドレス設定 

本機と接続する無線 LAN コンバーター urn の LAN 接続 
機器の IP アドレスび「1目 2.1 日 8. XXX .249」 で設定 
されているとをは無線 LAN コンバーターでの IP アドレ 
スび重複してしまラためアクセスポイントとの接続び 
できなくなります。この場を、無線 LAN コンバーター 
専用の IP アドレスをしソ下の手順に従って設定します。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か6 
撫線 LAN 〕ン y く’一夕一]を選んでミ夫定する。 

2無線 LAN コンパ’ーターの設定を必要に応じ 
て行います。 

無線 LAN コンバーターとアクセスポイントの接続設定 
を行ラとをはアクセスポイント設定を選び、それぞれ 
画面の指示に従って接続設定を巧います。 

無線 LAN コンバーターの IP アドレスを設定したいとさ 
は無線 LAN IP アドレス設定を選んで IP アドレスの入 
力を行います。 

3設定が終了した6、戻るボタンを巧す。 

無線 LAN コンノ く一夕一の設定を終了します。 


ネットワークの情報を確認する 

ネットワークに関する項目の設定状態を表示しまず。 

• IP アドレス：本機の IP アドレスを確認します。 

• MAC アドレス：本機の MAC アドレスを確認しま 
す。 

• フレンドリーネーム：本機のフレンド U —ネームを 
確認します （62 ぺージ）。 

• SSID :無線 LAN コンバーターで接続しているアクセ 
スポイントの SSID を確認します（無線 LAN コンバー 
ターを接続しているときのみ）。 



1リモコンの陋ボタンを巧してか6 
ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面が表示されます。 
>/♦/ 和/一と巧定ボタンを使って カーソル 移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。戻るボ 
タンで1つ前の画面に戻ります。 

2 [ネットワーク情報]を選んでミ夫定する。 

ネットワークに関する情報び表示されます。 

3確認が終了した6、戻るボタンを押す。 

ネットワークの情報確認を終了します。 








































その他の設定をする 
〜その他の設定〜 

その他の設定では、本機の操作や設定に関するさまざ 
まな項目を設定でをます。 

1リモコンの陋 Z 3 I ボタンを巧してか6 
ホームメニュー ボタンを押す。 

テレビ画面にホームメニュー画面が表示されます。 
>/♦/ 仁/一と決定ボタンを使って カーソル 移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。戻るボ 
タンで1つ前の画面に戻ります。 

2 [システム設定]を選んでミ夫定する。 

3 [その他の設定]を選んでミ夫定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

• 自動 電源オフ：本機び使用されていないとをに自動 
で電源を切る設定〔日3ページの「自動電源オフの 
設定を行ラ」） 

• 音量設定：本機の音量についての設定 （63 ペー 
ジ） 

• リモコンモード設定：本機側の U モコンモードの 
設定 （63 ページ） 

• Flicker Reduction 設定： GUI 画面の見えちの調 

整 （63 ページ） 

• ソフトウエアの更新：本機のソフトウエアの更新や 
バージョンの確認（日3ページ） 

• Bluetooth 機器のペアリング： 日 luetooth 槪器を 
使用するための初期設定 （31 ページ） 


自動電源オフの設定を行ラ 

本機に音青または映像信号び入力されていない状態 
で、何も操作びない状態び続いたとき、自動で電源び 
切れるよラに設定できまず。 Z 日 NE 2を使用してし、 
るとをは 、 ZONE 2の電源ち切れるよラに設定でさま 
す 。 ZONE 2の場合は信号を入力していたり、操作び 
されていてちここで設定した時間び経過すると自動で 
電源び切れます。 

メインゾーンと ZONE 2でそれぞれ別々の時間を設定 
することびでさます。 



1[自動電源オフ]を選んで決定する。 

ここか b 読む場合は日3ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧<ださい。 


自動電源オフの設定になります。 

2設定したいゾーンを選んでか6何分後（何時 
間紛に電源を切るかの設定を行う。 

.MAIN :15分，30分，60分および OFF から選べま 

す。選んだ時間、無信号かつ無操作状態び続くと電 
源び切れます。 

• ZONE 2 : 30が.1時間，3時間，巨時間，白時間およ 

び OFF から選べます。選んだ時間び経過すると電源 
び切れます。 

3設定が終了した6、戻るボタンを巧す。 

自動電源オフの設定を終了します。 


音量の設定を行ラ 

音量操作についてのさまざまな設定を巧いまず。 



1[音量設定]を選んでミ夫定する。 

ここから読む場合は目3ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧<ださい。 

音量の設定にな0ます。 

2 [電源オン時音量]を選択する。 



• 前回音量：電源オンすると、電源オフする前と同 
じ音量になります。 

• :電源オンすると、電源オン時の音量は最^\音 
量にな0ます。 

• - SO.OdB 〜 +12.0 dB :電源オンすると、電 

源オン時の音量はここで f 受定した音量にな0ま 
す。日万 dB ステップで設定でをます。 

電源オン時音量は、音量制限設定より大さい音量に設 
定することはでさません。 

3 [音量制限]の設定を選択する。 

本機か5出力される音量の最大値を制限することびで 
をます。 

• OFF :音量制限しません。 


システム設定およびその他の設定を巧う) 


• 20.0 dB / lO . OdB / O.OdB :ここで設定した音量 
に最大音量び制限されます。 

4 [ミュートレベル]の設定を選択する。 

消音ボタンを押したとさの音量を設定します。 

• フル：音び出なくなりまず。 

• 40.0 dB / 吕0.0 dB :ここで設定したレベルまで音 
量び下びりますび、音は消えません。 

已設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

音量設定を終了します。 


U モコジモードを設定する 

• 工場出荷時：1 

本機と同じアンプを檀数使用する際にリモコンの誤動 
作を防ぐために、本磯側の U モコンモードを設定しま 
す。 


GUI 画面の見え方を調整する (Flicker 
Reductionist ) 

• 工場出荷時： OFF 

GUI 画面のち5つさ具合を調整することびできま 
す。 GU 晒面び見えにくいと感じたときは設定を変更 
してみて < ださい。 

ここでの設定は GUI 画面にのみ影響するもので、映像 
出力には効果びありません。 




1 [ リモコンモード設定]を選んでミ夫定する。 

ここから読む場をは目3ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧<ださい。 

リモコンモードの設定になりまず。 

2リモコンモードの設定を選択する。 



通常は1を選択しますび、他に本機と同型機のアンプ 
を使用する場合は、設定を変更してください。 

3 [0 K ] を選んでミ夫定する。 

4 リモコン測のリモコンモードを設定する。 

詳しくは、47ページの「1」モコンで複数のパイオニ 
ア製アンプを操作する」をご覧ください。 

已設定が終了した6、戻るボタンを巧す。 

リモコンモードの設定を終了します。 


1 [Flicker Reduction 設定]を選んで決定す 
る。 

ここから読む場をは目3ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧<ださい。 

GUI 画面の見えちの調整になりまず。 

2 Flicker Reduction を調整する。 


化げ licker Reduction 設定 

AV アンブ 


固ちア な了因 


OFF 〜4までの間で調整します。 OFF は多少ちらつさ 
びあってもくっきり表示する設定で、4び最もちらつ 
さを抑えます。 

3設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

GUI 画面の見えちの調舊を終了します。 


ソフトウェアの更新を行ラ 

本磯のソフトウェアの更新とバージョンの確認を行し、 
ます。更新はインターネット経由と、 US 日;><モ1」一経 
由の2通りの方法びあります。 

インターネット経由の場合、本機からインターネット 
上のファイルサーバーへアクセスし、更新ファイルを 
ダウン□ードして更新します。この方法の場をは本機 
びインターネットに接続していることび前提となりま 
す。 

US 日メモ U —経由の場台、 PC で更新ファイルをダウ 
ン□ー ドし、更新ファイルを US 日;><モリーに書き込 



















































システム設定およびその他の設定を巧ラ 


み、 US 目メモリーを本機のフ□ントパネルの US 目端 
子に挿入して更新します。この方法の場をは事前に要 
新ファイルび書き込まれた US 巳メモ U —を本機のフロ 
ントパネル US 巳端子に挿入しておさます。 

. パイオニアのホームページから PC にアップデートフ 
ァイルをダウン□ー ドずる際、 ZIP 形式となりまず 
び、 ZIP を辭凍してから US 巳メモリーに書き込んで 
ください。また、 US 目:><モ1」一にちい更新ファイル 
や他機種の更新ファイルびあるとをはそれらを削除 
して下さい。 

〇重夏 

• 更新中は絶对に電源プラグを抜かないでください。 

• インターネット経由で更新しているときは、 LAN ケ 
ーブルを抜かないでください。また、 USB メモリー 
経由で更新しているとさは、 US 巳ゾモ1」一を抜かな 
いで < ださい。 



1[ソフトウエアの更新]を選んでミ夫定する。 

ここから読む場をは63ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

ソフトウエアの更新画面になります。 

2更新の方法を選ぶ。 

• インターネットか6更新：インターネット経由で更 
新可能なソフトウエアびあるかどラか確認します。 

• USB メモリーか 5 更新：本機のフ□ントパネル 
USB 端子に接続された USB メモ U —に更新可能な 
ソフトウエアびあるかどラか確認します。 

「アクセス中でず」と表示され更新ファイルを確認し 
ています。しばらくお待ちください。 

3更新ファイルが見つかったかを画面で確認す 
る。 

「新しいファイルが見つか D ました。」と表示された 
とさは更新ファイルび確認されたことを意味します。 
ソフトウエアのバージョンと更新時間び表示されま 
す。 

「最新のバージョンでず。更新の必要はありません。」 

と表示されたとをは更新ファイルび確認されなかったこ 
とを意味します。 


4更新するときは [ OK ] を選びます。 

更新画面となり、更新び実行されます。 

• 更新び完了ずると自動で電源び切れます。 


ソフトウエア更新時のメッセージについて 

本機のフ□ントパネルディスプレイに政下のメッセー 
ジび表おされる場をびあります。 



NO UPDATE 
FILE 

USB メモ U —内に更新ファイルび見つ 
かりません。更新ファイルは US 日メモ 

1」一のルートディレクト1」に保をしてく 
ださい。 

FILE ERROR 

US 己メモ1」一を挿し直してみた0、更新 
ファイルを保ちし直してみてください。そ 
れでちエラーになるとさは別の US 目メモ 

1」一をご使用ください。 

UPDATE 
ERROR 1 
〜 UPDATE 
ERROR 7 

本機の電源を切ってか5電源を入れ直し、 
再度ソフトウエアの更新を行ってみてく 
ださい。 

Update via 
USB 

この表示び点滅したときは更新に失敗した 
ことを意なします。 US 目経由での更新を 
巧ってください。 US 巨メモ1」一に更串斤フ 
ァイルを書さ込んで US 目端テに挿入しま 
す。更新ファイルが見つかると自動でソフ 
トウエア更新を開始します。 

UEl1 

UE2 吕 

巧斯 1■- 乂がしホしに。 6 ： ) 一居问レモ順 C 
、口 アの巧斯ホま行 1 ■ てくだホし、 

UE33 



GUI 画面の表示言語を変更する 
〜 OSD 言語設定〜 

GUI 画面の表示言語を変更することびでさまず。 

工場出荷時は日本語に設定されています。変更できる 
言語は英語と日本語のいずれかでず。 

1& AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか6テレビの電源も入れる。 

2 リモコンの陋ボタンを巧してか6 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

テレビ画面にホーム:>< ニュー画面び表示されます。 
>/♦/ 和/-►と ミ夫定 ボタンを使って力-ソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を巧います。戻るボ 
タンで1つ前の画面に戻ります。 

3 [システム設定]を選んでミ夫定する。 

4 [OSD 言語設定]を選んでミ夫定する。 

已変更したい言語を選ぶ。 



6 [ OK ] を選んでミ夫定する。 

GUI 画面の表示言語び変更されて、システム設定画面 
に戻ります。 

ホーム；>^ニューを終了するとさは、 ホームメニューボ 
タンを巧します。 





























その他の情報 


故障かな？とおった百 



故障かな？と思ったら政下を調べてみてください。意外な S スび故障と思われびちです。また、本機政外の原因 
ち考え5れます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器も、あわせてお調べください。 

1；(下の項目を調べてち直5ない場をは、修理をご依頼ください。 

電源について 




活巧 

原因 

対応 

参照 

電源が入弓ない 

電源プラグびコンセントに正しく接続 
されていなし'1。 

電源プラグを一度コンセントからが 
し、正しく接続し直す。 

吕4 

電源が切れない （ZONE ON 表示 
される） 

マルチゾーンびオンになっている。 

フ□ントパネルの MULTI - 之日 NE ON / 
OFF ボタンを巧して電源を切る。 

4巳 

操作ボタンを押してち動作しなし、 

空気び乾燥して静電気などの影響を受 
けている。 

電源プラグを一度コンセントから外し 
て、再び差し込む。 

— 

電源が突然切れて 

スピーカーの実動作上の最低インピー 

ボリュームを下げて再生する。 

— 

iPod iPhone iPad インジケータ 
一が点滅する 

ダンスび非苗に低いため、保震回路び 
働いた。または、低周波の過大な入力 
び持続した。 

チャンネルごとの周波数特性の補正で 
低域 (63 Hz または12已 Hz ) のレベル 
を下げる。 

54 



DIGITAL SAFETY 機能を1または2に 
すると、さらに数 d 日音量が上げ5れる 
場合があ0ます。スタンバイモード時 
に、本体の ENTER ボタンを押しなび5 
む STAND 己 Y / ON ボタンを押し、 t / 
♦で 「 D . S 冉 FETY ィ OFF ►」を選 
び、和/-►でし2、 OFF を切り換えま 
す。 （1 または2を選ぶと一部の機能び 
使用でさなくなることがあります） 



スピーカーコードのを線びスピーカー 
端子か5はみ出して、 U アパネルに接 
触しているか、 +/— び接軸し、保護回 
路が働いている。 

スピーカーコードのを線ををラー度し 
っかりねじり直し、アンプまたはスピ 
一力一側のスピーカー端子からはみ出 
ないよラに接続ずる。 

13 


本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置場所を変え 
てみる。 

7 



1分待ってか5電源を入れてみる。 

— 


上記な外の場合、本機のアンプ回路の 
故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼 
してください。このを状のあとに電源 
の ON / 日 FF を繰り返すのはおやめく 
ださし、 

79 

AMP ERR と表示されて電源が切 
れる 。 ADVANCED MCACC イ 
ンジケーターが点滅して、電源が 
入らない 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、電源コード 
を抜いて修理を依頼してください。こ 
の症状のあとに電源の ON / CIFF を繰り 
返すのはおやめくださし、。 

79 

電源が突然切れ 、 FL OFF インジ 
ケーターが点滅ずる 

本機の電源系回路び故障している可能 
性びあります。 

電源を再度入れたとさに、同じ症状び 
でた場合は、すみやかに使用を停止 
し、電源コードを振いて修理を依頼し 
てください。 

7白 


その他の情賄) 


を巧 

原因 

対応 

参照 

AMP OVERHEAT と表示されて 
電源が切れ 、 FL OFF インジケー 

本機巧部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置場所を変え 
てみる。 

7 

ターが点滅する 


1分待ってから電源を入れてみる。 

— 

電源が突然切 

本機の電源部び故障している可能性び 

すみやかに使用を停止し、電源コード 

79 

れ 、 ADVANCED MCACC イン 
ジケーターが点減する 

あ0ます。 

を抜いて修理を依頼してください。 


音について 

活巧 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、音が出 

入力端テの接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

11 

ない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 

26 


音声入力信号の選択び正しくない。 

音青切換ボタンで正しい入力信号を選 
おする。 

28 


消音ュート）状態(音量インジケー 
ターび点滅)になっている。 

1」モコンで消音 （= ユート）を解除 
する。 

28 


へッドぶンび接続されている。 

へッドホンを抜く。 

28 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ボタンを巧して、日 FF な 
外にする。 

44 


音量び下がっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

28 


オーディオ調整の HDMI 音声出力の設定 
で THR 日 UGH を選択してし)る。 

HDM 芭声出力の設定で AMP を選択 
する。 

3已 


才ーデイオ調整の Fixed PCM び ON に 
なっている。 

PCM な外の音声入力を再をでさなくな 
ります。 PCM 音声がを入力している 
とさは OFF を選ぶ。 

3巳 

フ□ントスピーカー政がの音が 
出ない 

スピーカー設定びフ n ント ch 政外すベ 
て N 0になってし'!る。 

スピーカーの設定を■(較正する。 

已8 


U スニングモードび STEREO または 
フ n ントヴラウンド■アドバンスモー 
ド 、 SOUND RETRIEVER 冉 IR にな 

っている。 

サラウンド再生用の U スニングモード 
を選択する。 

33 

サラウンドバックスピーカーか日 

スピーカーシステムの設定び 

ノーマル ( SB / FH ) または 

已 S 

音が出ない 

Front Bi - Amp、Speaker B または 
ZONE 2 になってし'!る。 

ノーマル ( SB / FW ) を選択する。 



スピーカー設定でサラウンドまたはヴ 
ラウンドバック ch の設定び N 0(無し)に 
なっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正す 
る。 

已 S 


接続び正しくない（サラウンドバック 
ch を1本のスピーカーで接続していて R 
ch 側に接続している）。 

接続を再確認する（サラウンドバック 
ch を1本のスピーカーで接続している 
ときは Lch 側に接続する）。 

14 


スピーカーシステムびノーマル ( SB / FH ) ま 
たは ノーマル ( SB / FW ) 

のときに、 SPEAKERS ボタンで 

SP : FH ON または SP : FW ON を還択 

するとサラウンドパックスピーカーか 
らは音び出ません。 

SP : SB/FH ON . SP : SB/FW ON ま 

たは SR SB ON のいずれかを選択して 
<ださい。 

44 










































けの他の情巧 


をげ 

原因 

対応 

参照 

フ□ント A イトまたはフ□ントワ 
イドスピーカーから音が出ない 

スピーカーシステムの設定び 

Front Bi - Amp、Speaker B または 
ZONE 2 になつている。 

ノーマル ( SB / FH ) または 
ノーマル ( SB / FW ) を選択する。 

已 S 


スピーカー設定でフ n ント A イトまた 
はフ□ントワイド ch の設定び N 0(無し） 
になってし'!る。 

フ□ント A イトまたはフ n ントワイド 
ch の設定を修正する。 

已8 

スピーカー設定でサラウンド Ch の設定 
び N 0(無し)になっている。 

サラウンド ch の設定を修正する。 

巳8 


スピーカーシステムがノーマル ( SB / FH ) ま SP : SB/FH ON . SP : SB/FW ON , 44 
たはノーマル ( SB / FW ) SP : FH ON または SP : FW ON のいず 


のときに、 SPEAKERS ボタンで れかを選択してください。 

SP : SB ON を選択するとフロント A イ 
卜またはフロントワイドスピーカーか 

_らは音び出ません。_ 

特定の スピーカーから 音が出ないスピーカー設定び N 0(無し)になって スピーカーの設定を修正する。 巳8 

し、る。 

スピーカーの接続び外れている。 スピーカーの接続を確認する。 14 

再をソフトのサウンドトラックび意図 U スニングモードによっては効果音の 一 

的にそのよラに録音されている。_み出力される場合びあります。_ 

スピーカーの出カレベル設定びルさ スピーカーの出カレベル設定を上げ 34 

し)。 る。 

デジタル機器の音が出ない デジタル接続び正しくない。_デジタル接続を再確認する。_11 

デジタル入力の設定び正しくない。 デジタル入力の設定を修正する。 26 

音声入力信号の還択び正しくない。 接続されているデジタル機器に応じ 28 

て、音声切換ポタンで□に ITAL を選 
択する。 


デジタル出カレベル調整機能び付いて フレーヤーのデジタル出力設定を適切一 
いる CD プレーヤーなどのデジタル出力に修正ずる 。 （DTS CD の場合は日.曰 
レベル設定び低すざる。_ d 日に設定してください。）_ 

再生ソフトのデジタルフォーマットに 対応フォーマットの音声トラックを選 一 
対応していないプレーヤーである（ま 択する（または出力させる設定にす 
たは出力しない設定になっている）。 る）。 


表示部にマルチチャンネル信号の 
プ□グラムフォーマツトインジケ 
ーターが点なしているが、音が出 
ていない スピーカーが ある 


再生しているソースのフ n グラムフオ 
ーマツトにはそのチヤンネルの情報び 
記録されてし''るび、そのチヤンネルに 
音声び収録されていない。 


故障ではありません。収録内容をご確 一 
認ください。 


PCM 切がの信号の音び出ない オーディオ調整の 円 xed PCM び ON に PCM なかの音声入力を再生できなくな 3已 

なっている。 ります。 PCM 音声ながを入力している 

_ときは OFF を選ぶ。_ 

録音ができない アナログ信号をデジタルで、デジタル アナログ信号はアナ n グ録音、デジタ 4已 

信号をアナログで録音しよラとして ル信号はデジタル録音のみ可能です。 

し)る。 

コピープ□テクト信号の入ったデジタ コピーフ n テクト信号の入ったデジタ — 

ル信号である。_ル信号は録音することびできません。_ 

_日 UT 端デの接続び正しくない。 正しく接続し直す。 11 

無入力でちノイズが聞こえる 電源そのをのにノイズび残っている。 バソコンなどのデジタル機器とタコ足 — 

配線になっていないか確認する。 



1活巧 

原因 

麻 

参照1 

スピーカーの設定をフ□ントの 
み LARGE としていて7ルチ ch の 
DVD オーディオを再生したが、 
マルチ ch 音声がダウンミックス 
されない 

ダウンミックス禁止のソフトを再生し 
てし'!る。 

故障ではおりません。 


DTS CD のサーチ中にノイズが 
出る 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報 
を読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアン 
プの音量を下げ、スピーカーから出る 
音を抑えてください。 


DTS の LD を再生ずるとノイズ 
が出る 

音声入力信号の切り換えで ANALOG び 
選択されている。 

機器を正しくデジタル接続し、 

音声切換 ボタンで D に ITAL を選択す 
る 0 

28 

最大音量が+12 dB まで上が弓 
ない 

音量が限び設定されている。 

音量制限の設定をオフにする。 

63 

DTS - HD や Dolby TrueHD の音黃 
を再生でをない 

アナログやデジタル（光-同軸）の音 
声ケーブルによる接続ではプレーヤー 
から信号び伝送されません。 

プレーヤーと HDMI による接続を巧つ 
て < ださい。 

17 


音声入力信号の還択び正しくない。 

音声入力信号の切0換えで HDMI を選 
択する。 

28 


プレーヤーの音声出力設定び、 PCM に 
変換する設定になっている。 

プレーヤーの音声出力設定を変更す 
る。 

— 

視聴中に本体からカチカチと音 
がずる 

1」スニングモードによっては入力音声 
の変化に応じてフロント A イト（また 
はフ n ントワイド）とサラウンドバッ 
クのスピーカーを自動的に切り換える 
ことびあります。このとさスピーカー 
の切換動作音び発生します。 

気になるとさはフロントパネルの 
SPEAKERS ボタンを巧して SP : 

SB ON . SP : FH 0 N または SP : 

FWON のいずれかを選択して < ださ 
い。 

44 

ボリュームレベルが自動的に下が 
つてしまラ 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるよラに設置場所を変え 
てみる。 

7 




































サブウーファーの接続/再をについて 


1泣げ 

原因 

对応 

参照 

サブウーファーか5音が出ない 

サブウーファーあり/なしの設定び 

N 0 (無し)に設定されている。 

スピーカー設定を確認して、サブウー 
ファーの設定を YES (あり）または 

PLUS にする。 

巳8 


再生しているソース(シーン)や音楽に超 
低域成分 （ LFE チャンネル）び含まれ 
ていなし、。 

故障ではありません。収録内容をご確 
認ください。 



接続び外れている(または、間違って 
いる)。 

サブウーファーの接続を確認して、が 
れているまたは間違っているときは接 
続し直す。 

14 


サブウーファー側の電源び OFF になっ 
てし'!る。 

ヴブウーファーの電源を確認する。 

— 


ヴプウーファー側の自動スタンバイ機 
能び働いている。 

ヴブウーファーの機能を確認する（詳 
しくはヴプウーファーの取扱説明書を 
ご覧ください。） 


サブウーファーからの音が小さし、 

低域成分びない、またはかないソー 
スやディスク （ CD など）を再生して 
いる。 

再をしているソースのお域成分び少な 
<、サブウーファーの音量び不足して 
いる場合は、スピーカー設定でヴブウ 
ーファーの設定を PLUS にする。 

58 


サブウーファー出カレベルの設定値び 
ルさい。 

スピーカー出カレベルの設定を確認し 
て、適切なレベルに調整する。 

34 


ク n スオーバー周波数の設定び低い。 

X . 日 VER の設定を確認して、適切なレ 
ベルに調整する。 

巳8 


サブウーファー側のボ U ューム設定び 
ルさい。 

ヴプウーファーのボ U ユームレべルを 
上げる。 

— 


映像について 


|を巧 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、映像が 
出ない。または違ラ入力の映像 
が出る 

TV モニター側の入力切り換え設定び正 
しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みに 
なり、正しい入力に切り換えて<だ 
さし'!。 

— 


ソース機器と HDMI 端テで接続してい 
るび、 TV モニターを HDMI 端テで接続 
してし'1なし、 

ソース機器と TV モニターは HDM 端テ 
を使って本機と接続する。 

17 


ソース機器と下 V モニターを接続してい 
るコードの種類が違っていて、ビデオ 
調整機能のビデオコンパーターの設定 
が OFF になっている。 

ビデオコン； f ーターの設定を ON にす 
る。 

37 


映像によっては著作権の関係で映像び 
出力されない場合びあります。 

解像度の設定を変更するか、ビデオコ 
ンバーターの設定を日 FF にしてくだ 
さい。 

37 


下ソモニター側で#巧^応の映像信号を出 
力している。 

解像度の設定を変更するか、ビデオコ 
ンバーターの設定を日 FF にしてくだ 
さし、 

37 

コンポーネント端子に接続したソ 
ース機器の峽像が出ない 

入力端子の設定の Component In の設 

定び正しくない。 

入力端テの設定を正しく巧ラ。 

26 

録画ができない 

録画機器とソース機器の接続端子び合 
ってし'1なし、 

録画機器の接続端テとソース機器の接 
続端子をコンポジットで合わせる。 

17 



コピープ n テクト信号の入った映像信 
号は録画ずることびでをません。 

— 


その他の情賄) 


を巧 

原因 

対応 

参照 

コンパ’ート後の出力映像が出な 

コピープ n テクト信号び極端に大を 

コンバート回路または TV モニターの仕 

— 

し、、または乱れる 

し、、または画質劣化の激しいビデオテ 

様です。コンポジット端子の出力映錄 



ーフを再生している。 

でお楽しみ < ださし、。 


コンポーネント端子から映像が出 

48日 i のみに対応したテレビ（モニタ 

HDMI 接続したテレビ（モニター)の 

— 

力されない 

一）をコンポーネントで接続し、同時 

電源を切る。 



に HDMI で別のテレビ（モニター)を 
接続した場合、コンポーネントで接続 
したモニターか5映像び出ない場合び 
あ0ます。 

ビデオ調整機能の解像度の設定を 

PURE にする。 

37 


操作について 

活巧 

原因 

巧応 

参照 

音声切換ボタンを巧してち入力が 

接続またはデジタル入力の設定び正し 

機器の接続を再確認し、デジタル入力 

28 

DIGITAL にならない 

<ない。 

の設定を正しく修正する。 


已 . 1 ch ソースを再生しているの 

□ VD プレーヤーのデジタル出力設定び 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を 

— 

に、已 . Ich 再生されなし、 

OFF になってし'!る。 

日 N にする。 



□ VD プレーヤーのドルビーデジタル 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルま 

— 


または DTS 出力設定び日 FF になって 
いる。 

たは DTS 出力設定を日 N にする。 


リモコン操作ができない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

7 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 m 切内、左ち3ぴ技内で操作する。 

フ 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を 
移動する。 

7 


壁光打などの強い光び1」モコン信号受 

1」モコン信号受光部に光び直接当たら 

7 


光部に当たっている。 

ないよラにする。 



U モコンと本機の1」モコンモードの設 

U モコンと本機の U モコンコードの設 

47, 63 


定び異なっている。 

定を一致させてください。 


他機器をリモコンで操作でをない 

プ U セットコードの設定び間違って 

ちラー度プ1」セツトコードを呼び出し 

47 


し'!る。 

て<ださい。同じ文一力一で別のプ1」 
セツトコードびあるとさはそれぞれの 
プ1」セツトコードを呼び出してみてく 
ださい。 



電池切れの期間にメモ1」一び消去さ 
れた。 

もラー度設定を行ラ。 

47 

他機器を正しく操作できないリモ 

プ U セットコードは、ずべての他機 

学習機能で必要なコマンドを登録して 

47 

つンのボタンがある 

器の動作を保証ずるちのではありま 
せん。 

ご使用ください。 



他機器の U モコンのコマンドを正しく 

学習機能で登録したコマンドび正しく 

47 


学習でさていない。 

動作しないとをは、学習させる際の U 
モコン間の距離を変えるなど再度試し 
てみてください。それでち動作しない 
ときは、本機の U モコンでは登録でき 
ない特殊なフォーマツトである可能性 
びあ0ます。 


旧接続をしているのに相手機器が 

接続でコント n —ル端子の IN / 日 UT を 

正しく接続し直す。 

23 

リモコンで動作しない 

間違えている。 




コントロールコードし:1がの接続をして 

アナログのオーディオコードまたは 

24 


し'!なし、。 

HDMI ケーブルなどを接続する。 



他社製品の同用途端子と接続してい 

他社製品の動作はヴポートしていま 

— 


る 0 

せん。 
















































けの他の情巧 


■をげ 

原因 

対応 

参照 

設定が消えてしまった 

設定中に電源コードを抜いた。 

設定中は電源コードを抜かないでくだ 
さい。（設定はメインゾーンとヴブゾ 
ーンびすベて OFF になるとさに記憶さ 
れまず。電源コードを振く前にすベて 
のゾーンを日 FF にしてください。） 


本体の INPUT SELECTOR ダイ 
ヤルやリモコンの入力切換ボタン 

入カスキップの設定がオンになって 
し'!る。 

入カスキップの設定をオフにする。 

61 

で、切り換えられない入力がある 

HDMI 1び他の入力に割り当てられ 
ている。 

HDMI 1の入力端子の割り当てをや 
める。 

28 

音量を決まった値 (-20 CIB /-10 
dB / OdB ) より上げることがで 
さない 

音量制限び設定されている。 

音量制限の設定をオフにする。 

63 

リスニングモードや HOME 

MENU の項目などで選択でをない 
ちのがある 

本機の操作モードび基本になってい 

全ての機能を制限無くお使いになりた 
レとさはエキスパートを選びます。 

27 


インジケーター/表示について 


■をが 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタルのソフトを再生して 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 

11 

ち、対応するインジケーターが点 
なしない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

26 

音声入力信号の選択び正しくない。 

音声切換ボタンで正しい入力信号を遇 
択ずる。 

28 


フレーヤーび停止か一時停止になって 
いる。 

再生を開始ずる。 

— 


プレーヤーの音声出力設定び間違って 
いる。 

プレーヤーの音声出力設定を各フオー 
マットに対応するよラ修正する。 

— 


再をしてし'1るトラックび PCM などにな 
っている。 

プレーヤーの音声切0換え機能で圧縮 
デジタルの音声を選択する。 

— 

圧縮デジタルのソフトを再生して 
もすベてのプ□グラムフオーマッ 
トインジケーターが点打しなし、 

収録フォーマットび巳. Ich (または 
「6.1 ch 再生検出信号」対応）では 
なし、 

故障ではおりません。再をしているソ 
フトのパッケージをご確認ください。 


圧縮デジタルのソフトを再生して 
ち、 □□ DIGITAL または DTS など 

デジタル信号び入力されていない。 

音声切換ボタンで AUTO または 

D に ITAL を選ぶ。 

28 

の表示にな日ない 

ドルビーサラウンドエンコードされた 
ソフトでおる。 

故障ではおりません。再をしているソ 
フトのパッケージをご確認ください。 

— 

Surround EX (または DTS - ES ) 
ソフトを再生中、 SL 、 SR のイン 
ジケーターは点むするが 、 EX (ま 

スピーカー設定で、サラウンドバック 
チャンネルび N 0(無し)に設定されて 
し、る。 

サラウンドバック ch の設定を、接続し 
たスピーカーに合わせて蜜要する。 

已8 

たは ES ) デコードしない 

U スニングモードび正しくない。 

リスニングモードをサラウンドにして 
再生する。 

33 

DVD オーディオを再生している 
のにディスプレイには PCM と表 
示される 

HDMI 接続をしている入力で、 DVD 才 
ーデイオを再生すると PCM と表示さ 
れます。 

故障ではありません。 





HDMI 接続/再生について 


1 活巧 

原因 

麻 

参照1 

映像と音声の両方が出ない 

本機は HDC 円こ対応しています。ご使 
用の機器び HDCP 巧応かどラかをご確 
認ください。 

HDCP 非対応のときはコンポーネント 
ビデオまたはコンポジットビデオコー 
ドで接続してくださし、。 

17 


ソース機器の仕様によっては、 AV アン 
プを通しての HDMI 接続がでさない場合 
びお0ます。 

ソース機器の仕様を確認し、非対応の 
ときはソース機器と本機をコンポーネ 
ントビデオまたはコンポジットビデオ 
コードで接続してください。 

17 

映像が出ない 

ソース機器によっては、設定した解像 
度で映像び出力されない場合びあり 
ます。 

解像度の設定を変更してみて < ださ 
い。 

37 


映徹信号は Deep Color だびテレビ 
(モニター)び Deep Color に対応して 
し、なし'!。 

Deep Color にが応したテレビ(モニタ 
一)で再生する。 

17 


映像信号は Deep Color だび HDMI ケー 
スレび Deep Color に対応していなし、。 

A イスピード HDMI ケースレを使って 
ください。 

17 

音声が出ない、またはとぎれる 

オーディオ調整機能の HDMI 音声出力の 
設定び THROUGH になっている。 

AMP に設定してください。 

3巳 


DVI 機器と接続しているときは、音声 
が出ません。 

別途音声の接続を巧ってください。 

17 


アナログ映像を HDMI 出力しているとさ 
は音声接続び必要です。 

別途音声の接続を巧ってください。 

17 


ソース機器の設定び正しくない。 

ソース機器を正しく設定してくださ 
い。 

— 


オーディオ調整機能の HDMI 音声出力 
の設定が THROUGH で、7ルチチヤ 
ンネル音声を入力している場合、ずべ 
てのチヤンネルの音声は HDMI 出力さ 
れません。 

アナ n グまたはデジタル音声接続を行 
って < ださい。 


映像が乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあ 
るとさ（早送りなど）は映徹の品位に 
よって映儘び歪んだ0乱れた0映らな 
くなることびあります。また、モニタ 
一側の性能によっては同様の症状び出 
ることちあ0ます。 

ビデオ調整機能のビデオコンバーター 
の設定を OFF にして入力と同じビデオ 
フォーマット（コンポーネントビデオ 
またはコンポジットビデオコード）で 
接続、再生して<ださい。 

37 

HDCP ERROR と表示される 

HDC 円こ対応していない機器び接続さ 
れてし'!る。 

コンポーネントビデオまたはビデオコ 
ードで接続してください。 HDCP に対 
応した機器でも表示されることがあり 
ますび、映像びとざれな<出力されて 
いるとさは不具合ではありません。 


入力端子の設定で HDMI Input の 
入力切り換え設定がでさない 

HDM 職定のコント □- ル機能び ONI に 
なってし1る。 

HDMI 設定のコント □- ル機能を日 FF 
にして < ださし、。 

43 

HDMI によるコント□ール機能で 
シアターモードが動作しない 

HDM 職定のコント □- ル機能び OFF 
になっている。 

HDMI によるコント □- ル機能を日 N に 
して < ださい。 

43 


コント □- ル設定び PQLS になって 
いる。 

コント n —ル設定で ALL を選択する。 

43 


本機の電源をテレビよりを先に日 N し 
た。 

テレビの電源を日 N してから本機の電源 
を日 N にする。 

43 


テレビ側の HDMI によるコントロール機 
能び日 FF になっている。 

テレビ側の HDMI によるコント□ール機 
能を日 N にする。 

— 












































AV ナビゲーターについて 


1 活巧 

原因 

对応 

参照 

AV ナビゲーターをインス1-ール 
でをなし、 

システム U ソースび足りないなどの理 
由で、エラーメッセージび表示される 
ことびあ0ます。 

パソコンを再起動し、他のアフ1」ケー 
シヨンを起動していない状態でインス 

1ルファイル（冉 VNV XXX XXX . 
exe ) を開始させて < ださい。 



他のソフトウェアとのネ目性により、ア 
ップデートびラまくいかないことびあ 

0 ます。 

な下の順まで対応を実行してみてくだ 
さし、 

1 ) パソコンで他のアプ U ケーシヨンを 
起動している場合は、他のアプ U ケー 
シヨンを終了してか日、インストール 
ファイル（冉 VNV XXX xxx . exe ) を 
起動してください。 

2) それでもうまくいかない場合は、パ 
ソコンを再超動して、他のアフ1」ケー 
シヨンを起動していない状態で、イン 
ストールファイル（冉 VNV XXX XXX. 
exe ) を超動してください。 


ソフトウェアの更新（アップデー 
卜）がラまく動作しない。 

インターネットサービスプ n バイダの 
ネットワークに問題びある場合びあり 
ます。 

お客様びご契約しているプロバイダに 
お問合せください。 


A V ナビゲーターが本体とラまく 
連動しない。 

本体の電源び入っていない。 

本体の電源を入れて< ださい。（ネッ 
トワーク機能の起動のため、電源を入 
れたあと1分ほどお待ちください。） 
その後、 AV ナビゲーターの 
本体の検出を巧して、本体を検出し直 
して < ださい。 



本体またはパソコンび LAN に接続され 
てし)ない 

本体またはパソコンを LAN ケーブルで 
ネットワークに接続してください。 
その後、 AV ナビゲーターの 
本体の検出を巧して、本体を検出し直 
して < ださい。 

2吕 


ルーターの電源が入っていなし、 

ルーターの電源を入れて<ださい。 
ルーターび完全に立ち上びってか 
ら、冉 V ナビゲーターの本体の検出を押 
して、本体を検出し直してください。 



AV ナビゲーターのネットワーク設定び 
正しくない。 

お使いのルーターび DHCP に対応して 
いない場合、本機の IP アドレスを AV 
ナビゲーターに設定する必要びありま 
す。本体でまず IP アドレスを設定し、 
同じアドレスを冉 V ナビゲーターでを設 
定してください。 

その後、冉 V ナビゲーターの 
本体の検出を巧して、本体を検出し直 
して < ださい。 

61 


パソコンのネットワークの設定やセキ 
ュ1」ティの設定によ0、ネットワー 
ク接続び勒限されている可能性びあり 
ます。 

バソコンのネットワークの設定やセキ 
ュ U ティの設定を確認してください。 
その後、 AV ナビゲーターの 
本体の検出を巧して、本体を検出し直 
して < ださし、。 



取説連動の動作モードを変更すると、 
ブラウヴに設定び伝わらずにラまく連 
動しなくなることびあります。 

ブラウヴの更新ボタンでページを表示 
更新するか、 U ンクから他のページを 
表示させることで設定び伝わります。 



その他の情巧） 


を巧 

原因 

巧応 

参照 

接続 ナビ， 取説連動，用語集および 
ソフト 更新を起動すると、セキュ 
リティー保護についての警告がブ 
ラウザにて表示される 

ブラウヴのセキュ1」ティ機能のため 
です。 

問題おりませんので、ブ□ックされて 
いるコンテンツを許巧する操作を巧つ 
てください。 


US 日端子について 

活が 

原因 

巧応 

参照 

US 巳メモリーのフォルダーや音 
楽ファイル、写真ファイルが表示 
されなし、 

フオルダーや音楽ファイル、写真フ 
ァイルび FAT 領域ながに保をされて 
いる。 

フオルダーや音楽ファイル、写真ファ 
イルを FAT 領域に保をしてください。 

29 


フオルダー内の階層び8階層を超えて 
いる。 

フオルダー内の階層を8階層な巧にし 
てください。 

2白 


US 目メモ U - に30 0日0を超えるフオ 
ルダー/ファイルび保をされている。 

USB メモ U — には30 0日〇政内のフオ 
ルダー/ファイルになるよラ保ちして 
<ださい。 

2白 


US 巨メモ U —に記録された音楽ファイ 
ルに著作権保護 （ DRM ) びかけ5れ 
てし)る。 

著作権保護 （ DRM ) びかけられている 
音楽ファイルは再生できません。 

2白 

US 巳メモリーを認識できない 

US 巨メモリーび US 巨7スストレージク 
ラスに対応していない。 

US 巨マスストレージクラスに対応した 
US 巨メモ U - をお使いください （USB 
マスストレージクラスに対応した USB 
メモ IJ 一であってち、本機で再生でさ 
ないちのちあ0ます）。 

2白 


US 日;モリーのフオーマット 
び、 N 下 FS または HFS でおる。 

US 巨メモ1」一のフオーマツトび 

FAT 12. F 冉 T 1 白または FAT 32 
であるかどラか確認してくださ 
し、。 NTFS 、 HFS は本機で再生するこ 
とびでさません。 

2白 


US 己メモ U —びしっかりと接続されて 
し'!なし、。 

US 巨メモ U —の接続を確認してから、 

本機の電源をオンしてください。 

23 


US 日 A ブを使巧している。 

本機は US 日 A ブには対応しておりま 
せん。 

2白 


本機び US 目メモ1」一を不正と認識し 
てし1る。 

一度本機の電源をオフにしたのち、再 
びオンにして < ださし、。 

29 

US 巨メモリーを接続していて画面 
には表示されるが再生できない 

本機で正常に再をできるファイルフオ 
ーマットでない。 

再生でさるファイルフオーマツトを確 
認してくださし、。 

31 

USB キーボードを認識でをない 

US 日 A ブを使用している。 

本機は US 日 A ブには対応しておりま 
せん。 

2白 


PS 2 キーボードを PS 2/ U 5 目変換コネ 
クターを使用して接続している。 

PS 3/ US 巨変換コネクターを経由して 
PS 3 キーボードを接続しても使用でき 
ません。 

23 


US 日キーポードび USB HID クラスの 
機器ではない。 

USB HID クラスの USB キーボードを 
使用してください。 

23 

USB キーボードで正しく文字入力 
がでをない 

US International レイアウトではない 
US 巨キーボードを使用している。 

US International レイアウトの US 己キ 
ーボードを使用して<ださい。（他の 
レイアウトのキーボードでわ文字入力 
は可能ですび、一部の文字び正しく入 
力でさないことびあります。） 

23 


































けの他の情お 


ADAPTER PORT にこ)し、て 


■症げ 

原因 

対応 

参照 

Bluetooth 機能握載機器と接続で 
きない、操作できない、音が出な 
し、、音がとざれる 

2.4 GHz 帯の電磁波を発する機器 
(電子レンジ、無線 LANI 機器、他の 
百/ ue わ〇か機能搭載機器など）び近 
<にある。 

これらの機器から本機を離して設置す 
るか、電磁波を発する他の機器の使用 
をおやめ < ださい。 



Bluetooth 機能搭載機器と本機び離れ 
すぎていたり、間に障害物がある。 

Bluetooth 機能搭載機器と本機は同じ 
部屋で障害物のない、見通し距離 10 m 
内に設置してください。 



日 LUE 下0日下 H アダプターが本機の 

ADAPTER PORT 端子に正しく接続さ 

れてし1なし'!。 

巨 LUET 日 0 TH アダプターを正しく接続 
してください。 

2吕 


Bluetooth 機能搭載機器び扫山がロロか 
無線通信できる状態になっていない。 

Bluetooth 機能搭載機器の設定を確認 
してください。 

— 


ペアリンヴび正しく行われていなかっ 
たり、本機か呂山 e わ〇か機能搭載機 
器側のどち5かでペア1」ングの設定を 
消去した。 

再度ペア U ングの操作を巧ってくだ 
さし、。 

31 


接続したい機器びプ n ファイルに対応 
してし1なし'1。 

A 2 DP および AVRCP に対応した 
Bluetooth 機能搭載機器を使用して 
<ださい。 

31 


ホームメディアギャラリー入力について 


■をが 

原因 

対応 

参照 

ネットワークに接続でをない 

LAN ケーブルび抜けている。 

LAN ケーブルを正しく接続してくだ 
さし、。 

22 


ルーターの電源び入ってレない。 

ルーターの電源を入れて<ださい。 

— 


接続している機器にインターネットセ 
キュリティーソフトウエアなどびイン 
ス1-ールされてし'!る。 

インターネットセキュ U ティーソフト 
ウェアなどびインストールされてし、 

る機器には接続できないことびあり 
ます。 



本機の電源び日 N の状態で、電源び OFF 
だったネットワーク上の機器の電源を 
ON にした。 

本機の電源を ON にする前にネットワー 
ク上の機器の電源を日 N にしておいて 
<ださい。 


Connectin 良...と表示されたまま 
再生が始まらない 

接続している機器の電源や接続び切れ 
てし'!る。 

接続している機器の電源や接続を確認 
する。 

— 

パソコンおよびインターネットラ 
ジオが正しく動作しない 

IP アドレスび正し < 設定されていな 
い。 

ルーターの DHCP サーバー機能をオン 
にするか、ネットワーク環境に合わせ 

て、本機の IP アドレス、プ□キシを手 

動で設定してください。 

61 


IP アドレスの自動設定中です。 

自動設定には時間びかかります。しば 
らくお待ちください。 

— 




1活巧 

原因 

麻 

参照1 

パソコンなどのネットワーク上 
の機器の音楽フアイルが再生で 
さなし、 

パソコンに Windows Media Player 

11または12びインストールされて 
し、ない。 

パソコンに Windows Media Player 

11または12をインストールしてく 
ださい。 

— 


音楽ファイルが、 MP 3 、 WAV 
(LPCM のみ）、 MPEG -4 

AAC 、 FLAG 、 WMAiii がのフォーマ 
ットで記録されている。 

MP 3 、 WAV (LPCM のみ） 

、 MPEG -4 AA 巳、 FLAG、WMA で記 
録された音楽ファイルを再をしてくだ 
さい（それらファイルであってち本機 
で再生でさないことちあります）。 

41 


Windows Media 円 ayeM 1または 

12で MPEG -4 冉 AC や FLAG ファイ J レ 
を再をしよラとしている。 

Windows Media Player 11または 

12では MPEG -4 AAC や FLA 巳ファイ 
ルを再生することはできません。他の 
ヴー J (一を使用してください。 



ネットワークに接続している機器び動 
作していない。 

f 寺機状態やス1」ープモードになってい 
ないか確認してください。 

— 



必要に応じて再起動してみてくださ 
い。 



ネットワークに接続している機器びフ 
ァイルの共有を許巧していない。 

接続している機器の設定を蜜要してく 
ださい。 

— 


ネットワークに接続している機器のフ 
ォルダーび削除または破損している。 

接続している機器に保巧されているフ 
ォルダーを確認してください。 

— 

接続しているネットワーク上の機 
器にアクセスでをない 

接続している機器の設定び正しくな 
い。 

クライアントを自動で承認（許可）し 
たとさは、改めて入力する必要びあ0 
ます。接続の設定び r 許可しない」に 
なっていないか確認してください。 



接続している機器に再をできるファイ 
ルびない。 

接続している機器に保巧されているフ 
ァイルを確認してください。 

— 

音声が自動で停止したり乱れた 

0する 

本機で正常に再生でさるファイルでは 
なし、。 

本機で再生でをるファイルフォーマッ 
卜か確認してください。 

— 



フォルダーび壊れていないか確認して 
<ださい。 

— 



本機で再生でさる拡張子びついたファ 
イルでも再をできないことや表示され 
なし1ことびおります。 



LAN ケーブルが抜けている。 

LANI ケーブルを正しく接続してくだ 
さし、。 

22 


同ーネットワーク上でインターネット 
通信び行われているなど、ネットワー 
クの通信び混雑している。 

ネットワーク上の機器と接続するとさ 
は10日日 ASE - TX をご使用ください。 

22 


同ーネットワーク上に無線 LAN を経由 
する接続びある。 

無線 LAN で使用する 2.4 GHz 帯の帯域 
び不足している可能性びあります。無 
線 LAN を経由しない有線 LAN で接続し 
てください。 




2.4 GHz 帯の電磁波を発ずる機器（電 
子レンジ、ゲーム機など）を離して設 
置してください。それでを改善されな 
いとさは電磁波を発する他の機器の使 
用をおやめください。 


Windows Media Player 11また 
は]吕に接続でさない 

0 S に Windows XP または Windows 

7を使用しているパソコンで、ドメイン 
に□グオンしてし'!る。 

ドインではなく、ローカルマシンに 
□グオンして < ださい。 









































その他の情报 


活巧 

原因 

对応 

参照 

インターネットラジオが再生で 
をない 

ネットワーク機器のフアイアウオール 
び働いている。 

ネットワーク機器のフアイアウオール 
の設定を確認してください。 

— 


インターネットの接続が切断されて 
いる。 

ネットワーク機器の設定び正しいこと 
を確認し、必要に応じてネットワーク 
接続業者にお問い合わせください。 



ラジオ局の放送び中止、中断されて 
いる。 

放を局リストで選択できる放送局でち 
再をでさないことびあります。 

— 

リモコンのポタンを巧してちホー 
ムメディアギヤラリーの再生操作 
がでさない 

U モコンびホーム文ディアギャラ1」一 
の操作モードになっていなし、。 

HMG ボタンを巧して、 IJ モつンをホー 
ムメディアギャラ1」一操作モードにし 
て < ださい。 


MCACC (音場補正）について 

活巧 

原因 

对応 

参照 

音場補正のオート設定を何度行っ 
てちエラーになる 

マイクとスピーカーとの間に障害物び 

障害物を移動させる。 

2巳 


スピーカーコードの接続び正しくな 
い。 

スピーカーコードの接続を正しく行 
ラ。 

14 



サラウンドバックスピーカーを1本 
だけ接続ずるとさは、 SURROUND 
BACK L (Sin 邑 le) 端子に接続して 
<ださい。巳. Ich のスピーカーセ 
ットを接続するときは 、 FRONT 

L / R 、 巳 ENTER、SURROUND L / R お 
よび PRE OUT の SU 巨 WOOFER に接 
続してください。 

14 

逆ホ目と表示される。 

スピーカー接続の極性 （+/ —）び間違 
っている可能性びある。 

正しく接続されているか確認する。 

(正しく接続されていても、スピーカ 
一の種類や設置方法によっては逆巧び 
表示されることがあります。その場合 
は、次へ進むを選んでミ夫定ボタンを巧 
して < ださい。） 

13 

測定結果のサブウーファーの距離 
が実際の距離よ 0 長い 

サブウーファー内部 n —パスフィルタ 
一の遅延特性の影響で、再生音にディ 
レイびかかっている。 

MCACC では、こラし、った遅延特性を 
考慮したラえで距離を特定して、正確 
なディレイ時間を設定するよラにして 
います。 


スピーカーの LARGE (大）、 
SMALL 川り設定が誤った設 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びあ 

エアコンなどモーターを使用した機器 
の電源を切ってみる。 

— 

定になる 


スピーカー設定で正しい設定にする。 

58 

音場補正したが、音がおかしい 

スピーカー端テの位相が反転している 
(+/- び勘こ接続されている）。 

正しく接続し直す。 

13 

Acoustic Cal EQ で自動測定さ 
れた補正カーブを手動で調整中 
に OVER! がディスプレイに表示 
される 

調整値の組み合わせによっては補正レ 
ベルび許容量を超える。 

OVER! の表示び消えるまで、さまざま 
な帯域のレベルを下げる。 

54 


EQ 補正後の残響特性表示に関ずる疑問 


1あ巧 

原因 

巧応 

参照 

パソ〕ンまたは GU 晒面上での EQ 
お正後残響周波数特性表示のグラ 
フがフラットにそろわなし、 

グラフの傾斜は残響特性をおしてし、ま 
す。部屋の残響特性そのちのは、 EQ 補 
正だけでは直すことびでさないため、 
グラフの傾斜角度は補正前後でも同じ 

補正により、各周波数ごとのグラフび 
EQ の浦正分だけ水平移動します。補正 
の効果は、指定した時間軸上にあるポ 
イントでそろラことび確認できます。 



にな0ます。 

残響特性（グラフのお状）そのちの 
は、視聴環境を改善しないと変化しま 
せん。 



さまざまな原因によって、 

ALLCH ADJ で補正を巧っても周波数 
特性のグラフはフラットにならなし、こ 
とびお0ます。 

MCACC では、無理な浦正をせず、音 
質的に最良となるよラ自動的に補正を 
巧います。 


マニュアル MCACC® 

EQ の調整で調整した巧正量が補正 
後表示のグラフに反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を 
分析フィルタで分析したちのを表示し 
ます。一方、 EQ 浦正は専用のフィルタ 
を使用して信号の補正を巧っており、 
分析フィルタと EQ 補正専用フィルタ 
のお状の違いびグラフに反映されない 
原因です。 

問題ありません（オート MCACC の攝 
合は、このフィルタ形状による違い 
ち考慮したラえで補正を巧っていま 
す）。 


スピーカー システムの設定で 
SMALL と設定された スピーカー 
のほ域が補正されていない 

SMALL に設定されたスピーカー 
は、 EQ による低域の補正は巧いません 
び、残響特性の表示はスピーカーから 
出る音の純粋な特性をおすため、ほ域 
補正をしていないが態での特性びその 
まま表示されまず。 

MCACC はスピーカーの再生能力に 
応じて適切な補正を行っているた 
め、 SMALL に設定されたスピーカーの 
ほ域補正には問題あ0ません。 


MCACC (音場補正）時に表示されるメッセージについて 

1 メッセージ 

原因 

巧応 

参照 

マイクを接続してくださし、。 

付属のセットアップ用マイクび接続さ 
れてし'!ません。 

フ n ントパネルの MCACC SETUP 

M に 端子に、付属のセットアップ用マ 
イクを接続してください。 

2巳 

暗騒音が大きすざまず。 

周辺の騒音び大さすぎ、測定に誤差び 
生じる可能性びあります。 

エアコンなどモーターを使用した機器 
や、超音波ねずみ駆除装置などの電源 
を一時的に OF 円こするか遠ざけるなど 
の姐置を行ってみてくださし、。 




周囲び比較的静かな時間帯に、ちラー 
度やり直してください。 

— 

マイクをチェックして<ださい。 

マイクからテスト信号び検出できなく 
なりました。 

セットアップ用マイクの接続をチエッ 
クして < ださい。 

2巳 


スピーカーび正しく接続されているか 
確認してくださし、。 

13 

測定中はでさるだけボ U ュームを変化 

— 

させないで < ださい。 


接続コードの断線をチェックしてくだ 

— 

さい。 






































けの他の情巧 


メッセージ 


原因 


対応 


参照 


エラー 


スピー カー Yes/No 判定で、 む下のよ フ n ント/フ□ント八イト/フ□ントワ ー 
ラな間違った接続を検出しました。 イドに表示されたとき：スピーカーび 

L / R そろつていない。 


サラウンドに表示されたとき：スピー- 
カーび L / R そろつていない。またはヴ 
ラウンドバック、フ n ント八イト、フ 
n ントワイドび検出されているのに、 
サラウンドび検出されない。 


サラウンドバックに表示されたとき： L 14 
ch 側か5検出されず、 Rch 側から検出 
しました （1 本のみ接続するときは 、 L 
ch 側を使用してください）。 


逆相 スピーカーの極性 (+/-) び逆になっ正しく接続されているか確認してくだ 13 

ている可能性びあります。 さい。接続び間違っていた場合は、本 

機の電源を切ってから電源コードを抜 
き、接続をし直してください。その 
後、フルオート MCACC などをや0直 
してください。 

じ(下の場合は、スピーカーび正しく接 
続されていてち逆 ホ 目び表おされる場合 
びあります。そのときは; 欠へ進む を選 
んで、次の測定に進んでください。 

-スピーカーびマイク（ I 」スニングポ 
ジション）ち向に向いていない場合、 

またはスピーカーとマイクとの間に障 
害物びある場合 

-壁による音の反射び大さい場合 
-ダイポールスピーカーまたは反射型 
スピーカーなど、位相に影響を与える 
スピーカーを使用している場合 

サブウーファーのレベルが大きす YES と設定したサブウーファーの出カサブウーファー本体のボリュームを適 一 
ざます。ボリュームを下ばてく 信号び大きすざます。 正値に下げてください。 

ださい。_ 

サブウーファーのレベルがルさず YES と設定したサブウーファーの出カサブウーファー本体の電源を確認し、 一 

ざます。ボリュームを上げてく 信号び検出できません。 ボ U ュームを適正値に上げて<ださ 

ださい。 し)。 


因メモ 

上記の対応を試しても解決しないときや、画面表示び動かなくなったり、 U モコンやフ□ントパネルのボタンび 
まったく操作でをない場合は、政下の操作を巧ってみてください。 

• フ□ントパネルのり STANDBY / ON ボタンを押して電源を切って、もう一度電源を入れる。 

• もしち電源び切れない場合は、む STANDBY / ON ボタンを10超ん U 上押し続けてくださし)。電源び切れまず。 
(この場合、本磯の各種設定び消えることびあります。） 














無線 LAN コンパーターごほ用時に巧 
障かな？とおった5 


無線 LAN 経由でネットワークにアクセスできな 
い。 

無線 LAN コンバーターの電源び入っていない。 

(無線 LAN コンパーターの 「 Power 」 、 「 WPS 」 
および 「 Wireless 」 ランプすべてび点丹していな 
い。） 

• 無線 LAN コンバーターと本機の DC OUTPUT 

for WIRELESS LAN 端テを接続している US 目 
ケーブルび正しく接続されているか確認して< 
ださい。 

本機の表示窓に 「WLAN POW ERR 」 び表おさ 
れる。 

• 無線 LAN コンバーター用の電源に問題びありま 
す。本機の電源をオフにしてから、 US 巳ケーブ 
ルを抜を、再度 USB ケープルを差し、本機の電 
源をオンにして<ださい。 

• 上記操作を数回繰り返しても 、 rWLAN POW 
ERR 」 び表示される場合は、本機か USB ケー 
ブルに問題びあります。電源コードを抜いて修 
理を依頼して < ださい。 

LAN ケーブルを接続していない。 

• 無線 LAN コンバーターと本機の LAN 

(1 日/1 00) 端子を LAN ケーブルで正しく接続し 
てください。 （23 ページ） 

無線 LAN コンバーターと無線 LAN ルーターなどの 
親機との間に距離びあったり、障害物びある。 

• 無線 LAN コンバーターと親機との距離を近づけ 
るなど無線 LAN 環境を改善して < ださい。 

電テレンジなど電磁波び発生ずる近くに無線 LAN 
環境びある。 

• 電テレンジなど電磁波び発生する場所から離し 
て使用してください。 

• 無線 LAN で使用するとをは、電聰波び発生す 
る磯器をなるべく使用しないよラにしてくださ 
い。 

複数の無線 LAN コンバーターを無線 LAN ルーター 
に接続している。 

• 複数の無線 LAN コンバーターを接続ずる場を 
は、無線 LAN コンバーターの IP アドレスを変 
要する必要びあります。例えば、無線 LAN ルー 
ターの IP アドレスび「1目 2.1 巨 S . 1.1」のとさ 
は、 ] つめの無線 LAN コンバーターの IP アドレス 
を「]目 2.1 己 8.1.24 日」、2つめの無線 LAN コ 
ンバーターの IP アドレスを「1日 2.1 日 8.1.248 
」にし、「24日」「248」と、無線 LAN コンパ‘ 


ーター同±や他の機器と重複しない2〜24目の値 
を設定してください。 

無線 LAN コンバーターと無線 LAN ルーターなどの 
親機との無線 LAIN ! 接続びでさていない。 

• 無線 LAN 接続には、無線 LAN コンバーターの 
設定び必要です。62ページの「無線 LAN コン 
バーターの設定」をご確認ください。 

無線 LAN コンバーターを本機に正しく接続し、無 
線 LAN コンバーターのランプち点灯しているび、 

本機か5無線 LAN コンバーターの設定びできな 
い。（設定画面を表示でをない。） 

. 本機の IP アドレス設定で、 DHCP を日 FF に 
し、 IP アドレスを手動で設定している場を、無 
線 LAN コンバーター巧で設定している IP アドレ 
スと合っていない可能性びありまず。 

一度、本機の IP アドレス設定で、 DHCP を ON 
にして設定してください。設定終了後、本磯の 
電源を日 FF してください。 

再度本機の電源を ON にし、本機で無線 LAN コ 
ンバーターの設定を表おでをるか確認してくだ 
さい。表示でさた場合、必要に応じて、本機の 
IP アドレス設定、無線 LAN コンバーターの IP ア 
ドレス設定を変更して<ださい。 

本機と無線 LAN コンバーターの IP アドレス設定び 
無線 LAN ルーターなどの設定と合っていない。 

• 本磯と無線 LAN コンバーターの IP アドレス設定 
( DHCP の設定を含む)を確認してください。 

本機の DHCP 設定を日 N にしているときは、本 
機の電源を日 FF にし、再度電源を日 N にしてく 
ださい。 

本機や無線 LAN コンバーターの IP アドレスび無 
線 LAN ルーターなどの設定と合っているかを確 
認してください。 

本機の DHCP 設定を日 FF にしているときは、無 
線 LAN ルーターなどの親磯のネットワークに合 
った IP アドレスを設定してください。 

例えば、無線 LAN ルーターの IP アドレスび 
「1目 2.1 日 8. 1.1」のとをは、本磯の IP アドレ 
スを n 目 2.1 日 8.1 . XXX 」（*1)、サブネットマ 
スクを「2日日ぶ日日ぶ已已.0」、ゲートウェイや 
DNS は「1目 2.1 日 8. 1.1」に設定してくださ 
い。 

次に、無線 LAN コンバーターの IP アドレスを 
「1目 2.1 日 8.1.24 目」（*2)に言受定して< ださ 
い。 

(*]) 「1白 2.1 日 8.1. XXX 」の「 XXX 」には、 
他の機器と重複しない2〜248の値を設定して 
<ださい。 


(*2) 「192.1日 8.1.24 白」の「249」には、 
他の機器と重複しない含〜24目の値を設定して 
<ださい。 

無線 LAN コンバーターの詳細設定をしてみる。 

• 無線 LAN コンバーターを PC に接続して、無線 
LAN の詳細設定びできます。詳細は、無線 LAN 
コンバーター用に付属している CD - R 日 M を確 
認して< ださい。無線 LAM ルーターなどの設定 
を確認の上、無線 LAN コンバーターの設定を変 
更してください。 

ただし、無線 LAI \1 の詳細設定で無線 LAN 環境 
び改善でさるとは限りません。設定変更にはご 
注意ください。 

アクセスポイントび SSID を隠す設定をしている。 

• この場合、アクセスポイントのリスト画面に表 
おされないことびあります。表示されない場合 
は、本機側の無線 LAN コンバーターの マニ ユア 
ル設定で SSID 等を設定してください。 

アクセスポイントのセキユ U ティ設定び、 WEP の 
1已2 bit 長の暗号 KEY または SHARED KEY 認証 
を使用している。 

• 本機は、 WEP の1已2 bit 長の暗号 KEY ならび 
に SHARED KEY 言習証には対応してお0ませ 

hjo 


上記の対処をしてちネツトワーク接続でさない。 

• 無線 LAN コンバーターを初期化してください。 
その後、無線 LAN コンバーターの設定を令り直 
して < ださい。 

初期化について 

1 . 無線 LAN コンバーターの電源び入っている 
ことを確認してください。 

2. 無線 LAN コンバーターの U セツトボタンを3 
秒政上押してください。 

3. U セツトボタンを離す。 

無線 LAN コンバーターび再起動したら、初期化 
の完了です。 
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ホームメディアギヤラリーのメッセージについて 

ホームディアギャラ U —で!^处下の;><ッセージび表示されたときは、内容欄をご確認ください。 


STARTING H.M.G. — 

Connection Down 
File Format Error 
Track Not Found 
Server Error 
Server Disconnected 
empty 

Preset Not Stored 
Out of Range 
License Error 
Item Already Exists 
Favorite List Full 


パソコンなどのネットワーク上の機器にアクセス中です。しばらくお待ちください。 
選んだカテゴ IJ - や放送局にアクセスでさません。_ 

何らかの原因で再生でさません。 

選んだ曲びネットワーク上で見つかりません。_ 

選んだヴーバーにアクセスできません。_ 

ヴーバーとの接続び切断されました。_ 

選んだフォルダーに何もファイルび入っていません。_ 

インターネットラジオ局のステーション登録びされていません。 

ネットワークの設定で、設定できる値ではありません。_ 

再生しよラとしたコンテンツのライセンスが無効です。 

Favorites フオルダーに同じファイルを登録しています。_ 

Favorites フオルダーにこれな上ファイルを登録できません。 



デジタル音声フォーマツトについて 


DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージには政下のような表示びされていることびあります。 ] 枚のディ 
スクに複数の音声び収録されている場台び多く、どの音声を聴くのか選択することびできます。（音声の選択ち 
法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 


1.英語（瓦 Ich サラウンド） A^L 

風) 2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3.英語 （ DTS 己. Ich サラウンド ） ^dtS 

Digital Surround 


収録音声数録音ち式 音声記録ち式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声 フォー マットであるため、単に「日. Ich サラウンド」と記載されている場台 
は、「ドルビーデジタル（已 . Ich ) 」であることを示します。 


ドルビー 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

ホ Dolby TrueHD 
ホ Dolby Digital Plus 

ディスク U —卜 

高精細音声技術。 HDMI ケーブル 
で伝送可能。特に Dolby TrueHD 
は、□スレス符号化技術により最 
高音質を実現。 

已 .Ich 

(サラウンドバック ch 
フラグ付） 

Dolby Digital 

Surround EX 

ディスク U —卜 
+マト1」ックス 

サラウンドバック ch を使用して、 
Dolby Di 呂 ital よりち臨場感を高 
めた方式 

已 . Ich ディスク U - 卜 

Dolby Digital 

ディスク U —卜 

DVD な降の代表的フオーマット 

一般的な 2 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 

Dolby ProLogic ( llx / llz ) 

マト U ックス 

すべてのステレオ信号に巧応する 
万能なサラウンド技術 


木これらの音声は8チヤンネル!^处上のチヤンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスクおよび 
HD DVD のそれぞれの規格では、最大音声チヤンネル数び8チトンネルに制限されています。 

詳細な情報はドルビーラボラトリースのホームページをご質ください。 
http :// www . dolby . co . jp / 


田 DOLBY 

TRUETT7 I 
PRO LOGIC llz 1 


ドルビーラボラト u - ズからの実施権に基づき製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic . Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AAC □ゴは、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つさまざまな機能を、選す尺して搭載することび可能です。プ〇口 
ジック llx 搭載、とキャッチフレースされた商品でも、必ずしもまったく同じ機能を持っているとは限5ないこ 
とにご注意ください。 












































DTS 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

DTS-HD Master Audio 
DTS-HD High Resolution 

ディスク U —卜 

高精細音声技術。 HDMI ケープル 
で伝を可能。特に DTS-HD 

Master Audio は、□スレス符号化 
技術により最高音質を実現。 

日 . Ich 

(サラウンドバック ch 
フラグ付） 

DTS-ES ( Matrix / Discrete ) 

ディスクリート 
+マト1」ックス 

サラウンド7 ック ch を使用して、臨 
場感を高めた方式 

日. Ich ディスク U - 卜 

DTS ( Surround ) 

DTS 96/24 

ディスク U —卜 

DVD じ ( 降の代表的フォーマット 

一般的な 2 ch 

DTS サラウンド 

Neo :6 

Neural Surround 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に巧応ずる 
万能なサラウンド技術 


詳細な情報は DTS のホームページをご質ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 


Bctts-HD 

Master Audio 



Neural Surround 


米国^[寺言午已4己 ] 942号、已白已目目 74 号、已974380号、已白78762号、日22巨巨1日号、日487已3已 
号、 72] 2872号、7333白29号、 7392] 9已号、7272已67号、または、米国ちぶびその他の国での登録 
済み特許、または特許申請中の実施権に基づさ製造されています。 DTS および記号は DTS 社の登録商標であ 
り、また、 DTS - HD 、 DTS-HD Master Audio および DTS の□コ’は DTS 社の商標です。製品はソフトウェア 
を含んでいます。 ◎ DTS 社不許複製。 


その他の情报） 


MPEG -2 AAC 

MPEG -2 オーディオの標準方式の1つで、日 S デジタ 
ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧綱率なび5高音質を確保でさる点び特長 
で、番組内容によりマルチチヤンネル設定び可能なフ 
オー マツ トです。 


頂 

米国におけるパテントナンパ‘一 


08/937,9己0 
已,848,39] 

己.291.己己7 
己,4己 1.9 己4 
己400 433 
己,222.189 
己.3己フ，己94 
已7已2 22已 
已 .394,473 
己,已83.962 
己,274.740 
己,633.9 8] 


己.297,236 
4.914,701 
己.23己.巨71 
07/巨40.已已0 
己.已79.430 
08/678,666 
98/03037 
97/0287巳 
97/02874 
98/03036 
己.227,788 
己,28己.498 


己，481.614 
巳，己92.已84 
己，781.888 
08/039.478 
08/211.已47 
已,70式999 
08/已已7.046 
08/89斗844 
己299,238 
巳，299.239 
已，299.240 
巳,197.087 


5,490,170 
5,264,84巨 
己，268,68已 
已 .37 己，189 
已.己81，6已4 
〇已 -183,988 
已.己48.己74 
08/已〇白,729 
08/己7巨,49已 
5,717,821 
08/392.7 己6 


iPod / iPhone / iP 曰 d に〇し、て 


圖 iPod 0 iPhone 回 iPad 


「Made for iP 日 d」 、 [Made for iPhoneJ および 
「Made for iPad 」 とは、それぞれ iPod 、 iPhone あ 
るいは iPad 専用に接続するよラ設計され、アップル 
び定める性能基準を満たしているとデべ□ッパによつ 
て認定された電子アクセヴ U であることをおします。 
アップルは、本製品の機能およびま全および規格への 
適をについて一切の責任を負いません。このアクセサ 
U を iPod 、 iPhone あるいは iPad と使用ずることによ 
り、無線の性能に影響を及ぼす可能性びありますので 
ごミ主意ください。 


Apple 、 Airplay 、 iPad 、 iPhone . iPod、iPod 
shuffle、iPod nano、iPod classic、iPod 
touch 、 iTiines および Mac は米国および他の国々で 
登録された Apple Inc . の商標です。 


HDMI について 

HDMI(Hi 呂 h - Defin け ion Multimedia interface ) と 
は]本のケーブルで映像と音声を愛信するデジタル 
伝送規格です。ディスプレイ接続技術の DVKDi 旨け al 
Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ磯器用にア 
レンジしたちのであり、高い帯域幅のデジタル内容保 
護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのインターフ 
エース 規格です。 


Homr 

HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 


FLAG ライセンスにごし 1 て 

FLAG Decoder 

Copyright © 2 日日日， 2001, 20021 200 3, 20041 
200已. 200巨，2007 
Josh Coalson 

Redistribution and use in source and 
binary forms , with or without modification , 
are permitted provided that the following 
conditions are met : 

• Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice , this list of conditions 
and the following disclaimer . 

• Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice , this list of 
conditions and the followin 旨 disclaimer in 
the documentation and/or other materials 
provided with the distribution . 

• Neither the name of the Xiph . or 旨 Foundation 
nor the names of its contributors may be used 
to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written 
permission . 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE 
COPYR に HT HOLDERS AND CONTRIBUTORS 
"AS IS " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES . INCLUDING . BUT NOT 
LIMITED TO , THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED . 

IN N 0 EVENT SHALL THE FOUNDATION 
OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT , INDIRECT , INCIDENTAL . SPECIAL , 
EXEMPLARY , OR CONSEQUENTIAL 
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DAMAGES (INCLUDING. BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES ： LOSS OF USE, DATA. OR 
PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY，WHETHER IN CONTRACT. STRICT 
LIABILITY. OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE 
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE. 


リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覽 

この表は、リスニングモードに AUTO SURROUND 、 ALC 、 DIRECT . PURE D 旧 ECT を選んだ場台に、出力 

する最大の出カチャンネル数を示したもので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは 74 ページの「デ 
ジタル音声フォーマットについて」をご覧ください。 

• 入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないちのびあ0ます。 


ステレオ （2 ch ) 信号入力時 


サラウンドバック 
ス ピー ■力一 

入力信号 

AUTO SURROUND / 
ALC / DIRECT 

PURE DIRECT 

信号名称 

インジケーター例 

志 0 

D 曰 LBY サラウンド 

口 面 

mn fsr ] 

皿函 ^ _ 
画 

皿 PLIIx Movie 

□□ PLIIx Movie 

DTS サラウンド 

Neo:6 Cinema 

Neo:6 Cinema 

そのほかのステレオソース 

口 四 

rm run 

1 XL II XC II XR 1 

画 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

アナ□グ入力 

ANALOG DIRECT (ステレォ） 

PCM 入力 

PCM DIRECT 

DVD-Audic] 入力 

PCM DIRECT 

SACD 入力 

ステレオ再生 

なし 

D 曰 LBY サラウンド 

の の 

mn rm 

皿阻 :-_ 

fLFEl 

皿 PLII Movie 

皿 PLII Movie 

DTS サラウンド 

Neo: 巨 Cinema 

Neo:6 Cinema 

そのほかのステレオソース 

の の 

rm dE 

1 XL II XC II XR 1 

陋 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

アナ□グ入力 

ANALOG DIRECT (ステレォ） 

PCM 入力 

PCM DIRECT 

DVD-Audi □入力 

PCM DIRECT 

SACD 入力 

ステレオ再生 


マルチチヤンネル信号入力時 


サラウンド'バック 

入力信号 

AUTO SURROUND /ALC/ 

スピーカー 

信号名称 

インジクーター例 

DIRECT / PURE DIRECT 


DOLBY DI 白 ITAL EX 
(6.Ich 再生検出信号付） 


□□ D に ITAL EX 


DOLBY TrueHD EX 
(6.Ich 再生検出信号付） 

1 L II C II R 1 

rm rsRi 

画函 

画 

□□ PLIIx Movie <a> 


DTS-HD Master Audio ES 
(6.Ich 再を検出信号付） 

DTS-ES Matrix 


DTS-ES (6.Ich ソース / 


DTS-ES Matrix 


己 . Ich 再を検出信号付） 


DTS-ES Discrete 

あ 0 

DTS (已 .Ich 信号等） 

1 L II C II R 1 

rm rsRi 

1 XL II XC II XR 1 

画 



DTS-HD 

1 L II C II R 1 

rm csr] 



上記 LU 列の 6.1/7. Ich ソース 

rxn~xt ： rxRi 

™<b> 



上記 LU 外の已 .Ich ソース 

1 L II C II R 1 

rm rsRi 

1 XI II XC II XR 1 

fLFEl 

ストレートデコード再生 


DVD-Audio 

7ルチチヤンネル PCM 

1 L II C II R 1 

rm [sR] 

rxLi rxRi 

画く b> 


なし 

SACD (己 Ich 信号） 

1 L II C II R 1 

rm rsRi 

1 XL II XC II XR 1 

画 



上記な外の巳 . 1/目 . 1/7. Ich 
ソース 

mmi-R"! 
rsLi rsRi 
rxTTxcirxRi 

EES <b> 



a サラウンドバックスピーカーを 1 本しか接続していないときは選択でをません。 

b 已 .Ich 信号のときは rXLJ rXRJ び消なします。日. Ich 信号のときは 「 XL 」 fXRJ び消丹して 「 XC 」 び点灯 
します。 











































































保証と アフターサービス 


保証書（別添） 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確 
かめて販売店か5受け取っていただき、内容をよくお 
読みのラえ、大切に保管して<ださい。 


保証期間はご購入曰か51年間です。 


補修用 I 性能部品の f 呆有期間 

当社は、この製品の補修巧性能部品を製造打ち切り後 
8年間保有しています。性能部品とはその製品の機能 
を維持するために必要な部品です。 


修理に関するご質問、ご相談 

お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 


修理を依巧されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の巨已ページの「故 
障かな？と思った5」の項目をご確認ください。そ 
れでも異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてか 
ら、販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈 
笞品などで、お買い求めの販売店に修理のご依頼びで 
をない場をは、79ページの「ご相談窓口のご案内- 
修理窓□のご案内」をご覧になり、修理黃付窓□にご 
相談ください。 


連結していただ宝たい内容 

• ご住所 
• お名前 
-お電話番号 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
• 型番： VSA -1021/ VSA-921 
• お買い上げ曰 

-故障または異常の內容〔できるだけ詳しく） 

-訪問ご希望日 

• ご自宅までの道順と目標〔建物や公園など） 

巧証期間中は： 

修理に隙しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ•ビデオ機 
器）です。下記の注意事項を守ってご使用ください。 

1. 一般家庭巧け外での使用（例：店舗などにおける BGM 
を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 

載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目のとして設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用し 
ないで < ださい。 

3. 八ウリングで製品び故障する恐れびありますので、マイ 
ク□フォンを接続する場合はマイク□フォンをスピーカ 
一に向けたり、音び歪むような大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生し 
ないで < ださい。 


巧証期巧げ過ぎているとをは： 

修理すれば使用できる製品については、ご蒂望により 
有料で修理いたします。 


その他の情报 


メンテナンスなどのお巧 S せ 


愛情点検 


口 


長年ご使巧の AV 機器の点検を! 


このよラな症：!犬は 

-電源コードや電源プラグが 
異常に熱くなる。 

-電源コードにさけめや 
ひび割れびおる。 

A 

ご使用 

故障や事故防止のため、ずぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 

あ0ませんか 

-電源が入ったり切れたり 


中止 

セントか5巧を、必ず販売店に 


する。 

-本体か6異常な音、熱、 
臭いがずる。 



ご相談ください。 


J£'] 

お手入れについて 

通常は柔らかい巧でから拭をしてください。巧れびひどい場合は水で己〜日倍に薄めた中 
性洗剤に柔らかい巧を浸してよく絞ったあと、巧れを拭き取り、そのあと乾いた巧で拭いて 
ください。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびは 
げることびありますのでご注意ください。また、化学ぞうきん等をお使いの場合は、化学ぞ 
ラさん等に添付の注意事項をよくお読み < ださい。 


1 

逸 

1占田エチヶット1 

音のエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にしましょう。 
ステレオの音量は、あなたのむびけ巧第で大きくもルさくもなります。 

特に静かな夜間にはルさな音でち通りやずいちのです。夜間の音楽鑑賞には特に気を配りま 
しょう。近所へ音び漏れないように窓を閉め、お互いにわを配り、快い生活環境を守りましょう。 






































けの他の情巧 


サービスステーションリスト 


サービスち®ご^内 ※番号をよ < お確かめの上でおかけいたださまずよラお願いいたしまず 


サー ビス拠点への電話は、修理受包窓日でお受けします。（巧縄県の方は沖縄 サー ビス認定店） 

また、認定店は不在の場合をございますので、持ち込みをご請望のお客様は修理受け窓且にご確認ください。 


♦北海道地区 

☆ 北海道サービスセンター FAX 

旭川サービス認定店 FAX 

帯広サービス認定店 FAX 

函館ヴービス認定店 FAX 


受巧ち〜金9:3□〜1狂00 (± •曰-巧! •巧な休業曰はおく） 

☆拠点は.±躍も受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (舆社休業日はおく） 
011 - 611 -已 694 〒〇曰 4 - 0822 札幌市中央区化 2 条西 20 - 1 - 3 クワヴワビル 
日 1 日 6 -已己 -7207 千 070 - 0831 旭川市巧巧 1 誤 1 了目 438 - 8 白 
01 已已 - 23 - 77 已 7 千 080 - 00 1 已帯広市西已条南 28 了巨 1 - 1 
0138 - 40-6473 干 041 - 08 り函館市富岡町 2 - 18-7 


♦東北地区 

☆東北サービスセンター 

FAX 

022 - 37 已 - 49 白 6 

受付月〜を 9:30 〜 18:00 (±•曰-巧;.巧な化業曰はおく） 

☆拠点は、±盾ち受巧 9:30-12:00. 13:00-18:00 (弊社休業曰は除く） 

干 981 - 31 21 仙台市泉区上谷刈 6- 10-26 

山形ヴーピス認定店 

FAX 

023 - 615-1627 

干 990 -0023 

山お市が波 1 - 8- 17 

郡山サービス認定店 

FAX 

024 - 991-7466 

〒 963-8861 

郡山市鶴見担 1 - 9 - 25 クレールァヴエニュー伊藤第 2 ビル 1 F D 号 

盛岡サービス認定店 

FAX 

019 -巨已己 - 7648 

千 020 - 00 已 1 

盛岡市下太田下川原 1 己 3-1 

青森サービス認定店 

FAX 

017 - 73 己 -2438 

干 030 -0821 

青森市勝田 2 - 16-10 

八戸サービス認定店 

FAX 

0178 - 44-3351 

干 031 -0802 

八戸市ル中野 3 - 16-8 

秋田サービス認定店 

FAX 

018 - 869-7401 

干 01 0-0802 

秋田市列地川字梶の目 34 己 -1 


参東京都巧 受巧ち〜±日:3□〜1任00 ( 曰•祝•脖社休業曰は除く） 

世田谷サービスステーシヨン FAX 日 3 -已 3 已 7 - 0770 于 1 已 6 - 00 已己世田谷区船橋已-己 8 -日吉崎ビル 1F 
化東京サービスステーシヨン FAX 03 - 3944 - 7800 干 1 70 - 0002 豊島区巣鴨 1 - 9 - 4 第兰义保ビル 1F 
多摩ヴービスステーシヨン FAX 042 -已 24 -已 947 干 1 90 - 0003 立川市栄巧 4 - 18-1 エクセル立川 1F 


♦関東•甲信越地区 

☆ま関まサービスセンター 
水戸ヴービス認定店 
つくばヴービス認定店 
☆化関東サービスセンター 
宇都宮サービス認定店 
群馬ヴービス認定店 
新漏ヴービス認定店 
佐;度ヴービス指定店横山電機商会 
な南関東サービスセンター 
横おサービス認定店 
巧奈リ I 西サービス認定店 
兰ち島サービス指君ちお見電機 
が本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 

047 - 773 -白 3 已 4 

FAX 

029 - 248-1306 

FAX 

0298 -己 8-1369 

FAX 

048 - 651-8030 

FAX 

028 - 657 -己 882 

FAX 

0270 - 22 - 1 8 已 9 

FAX 

02 已 - 374 -已 7 已 6 

FAX 

02 已 9 - 63-3400 

FAX 

04 已 - 943-3788 

FAX 

04 已 - 348-8661 

FAX 

046-23 M 209 

FAX 

04994 - 6 - 124 己 

FAX 

0263 - 48 - 0 已 7 已 

FAX 

026 - 229 -已 2 已〇 

FAX 

〇已已 - 228-8003 


受付月〜金9:30〜18:0□は•曰.巧;.巧な休業日は除く） 

☆拠点は.±垣ち受付 9:30-12:00. 13:00-18:00 (舆な休業曰はお <) 

干 27 已 - 00 16 習志野市ま田沼 3 - 20-22 
干 310 - 0844 水戸市住吉町 307 -4 
干 30 己- 004 己 0 < ば市梅園 2 - 2-6 
〒 331 - 0812 さいたま市北区宫原町 1 - 310-1 
干 32 1 - 09 12 宇都宮巿石井の 3373-21 

干 372 - 0801 伊勢崎巿宮テの 1191-17 ! ':ヴージュ 808 伊勢崎 101 号 
干 9 已日 - 0982 新漏市中央区堀之内南 1 - 20- 11 
千 9 已 2 - 1209 佐渡市金井町千種 1 158-1 

干 224 - 0037 横お市都筑区ぎヶ崎南 2 - 18 - 1 ベルデユールをヶ崎 
干 240 - 0043 横お市保±ヶ谷区坂本の 25 日 
干 243 - 0422 海老名市中新田 4 - 10 -已 3 中山ビル 1F 
干 1 00 - 1211 兰宅が大き巧田 

干 390 - 08 已 2 お本市大字島立 18 日-己パイオニア化本拠点 1F 
干 380 - 093 已長野市中御所 1-24 
干 400 - 003 已甲府市飯田 4 - 9- 14 


♦中部地区 

☆中部サービスセンター 
岡崎サービス認定店 
津サービス認定店 
岐阜サービス認定店 
静岡サービス認定店 
沼まサービス認定店 
浜松サービス認定店 
金沢サービス認定店 
富山ヴービス認定店 
福#ヴービス認定店 


受付月〜を9:30〜18:0□は•曰.巧;.巧な化業曰は除く） 

☆拠点は.±盾も受付 9:30-12:00. 13:00-18:00 (舆社休業曰はおく） 
FAX 〇已 2 -已 32 - 1148 干 4 已 1 - 00 日 3 名ち屋市西区押切 2 - 8 - 1 8 
FAX 〇已 64 - 33 - 7080 干 444 - 0931 岡崎市大和町宇荒田 36 - 1 大巧ビレッジ B-1 
FAX 059 - 213-6712 〒已 1 4 - 0821 津市垂水已 22 -已 
FAX 〇已 8 - 274 -已 2 已 6 〒已〇 0 - 8384 岐阜市致田南 4 - 2- 10 
FAX 〇已 4 - 236 - 40 日 3 干 422 - 8034 静岡市駿ミ可区高が 1 - 1 7- 17 
FAX 〇已已 - 967 - 84 己 5 干 410 - 0876 ミ召ま市ゴヒろミ尺！ 2-7 
FAX 〇已 3 - 422 - 1401 干 430 - 09 12 おが市中区茄子® 13 己已 -1 
FAX 076 - 24 日- 0 已已日干 920 - 0362 金ミ尺市ち府 3 - 60-1 K2t：JHF 
FAX 076 - 42 己 -3027 干 939 - 82 11 富山市二□町 1 - 7-1 
FAX 0776 - 27-1768 干 91 日- 0 日日 1 福井市大願寺 3 -已 -9 



☆関西サービスセンター 

FAX 

06 - 6310 - 白 1 己 0 

巧戸サービス認定店 

FAX 

078 - 26 已 -0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792 - 51 - 26 己 6 

巧歌山サービス認定店 

FAX 

0734 - 46-3026 

京都サービス認定店 

FAX 

〇フ已 - 644 - 797 已 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742 -已 0-0889 

福が山ヴービス認定店 

FAX 

0773 - 24 -己 37 已 


参関西地区 


受付ち〜金江30〜18:00 (± •曰•巧;•巧社休業曰は除く） 

☆拠点は、±盾ち受巧9:30〜12:00、 13:00-18:00 (巧な休業曰は除く） 

〒已 64 - 00 已 2 吹田市広芝 BT 已 -8 

干 6 已 1 - 0 日 93 巧戸巿中巧区二宮の " IT 目 10 - 1 □-レル云きノースアベニュ ー 1F 
干 67 1 - 0224 姫路市別巧町佐 ± 1-1 26 
〒 641 - 00 14 和!歌山市毛見 11 26-4 

〒 601 - 8444 京都市南区西九条森本町 4 イツツアイランド 1F 

〒 630 - 8141 奈良市南京終巧 1 - 1 74-2 

〒 620 - 0 日已日福知山市擦尾新の 2 - 74 カマ八チマンション 


♦中国•四国地区 

なや四国サービスセンター 
岡山サービス認定店 
が江サービス認定店 
福山サービス認定店 
鳥取サービス認定店 
徳山サービス認定店 
高松サービス認定店 
徳島サービス認定店 
高知サービス認定店 
松山サービス認定店 


受付ち〜を 9:30-18:00 (± •曰•巧;.巧社休業曰はおく） 

☆拠点は、±屆ち受巧9:30〜12:00、 13:00- 18:00 (巧な休業曰はおく） 

FAX 082 -已 34 -已 8 己 9 干 733 - 0003 広島市西区兰擦町 2 - 4-22 [\ 11 <ビル 1 F 

FAX 086 - 2 已 0 - 2724 干 700 - 097 已岡山市 j ヒ区今 3 - 10 - 1 0 備前ビ J レ 1F 

FAX 08 已 2 - 22 - 777 白〒 690 - 0017 が江市西津田 4 -已 -40 (有）テクピット内 

FAX 0849 - 31 - 2791 干 720 - 08 巧お山市野上町 3 - 12-9 

FAX 08 已 7 - 28 - 80 11 干 680 - 0934 鳥取市徳尾 422-2 

FAX 0834 - 33 -己 7 已 9 干 74 己- 000 已周南市花富町 3 - 1 1 森広事務所 1F 

FAX 日 87 - 813 - 6 リ 2 干 760 - 0080 高獅木太町 862-1 

FAX 日 88 - 669 - 607 日干 770 - 8023 徳島市勝占町中須 92 - 1 大おジョ U 力地下 1 階 107 号 
FAX 088 - 802 - 3321 干 780 - 00 已 1 高知市愛岩町 3 - 12 - 1 3 晃栄ビ J レ 1 F 
FAX 089 - 9 11 - 5608 干 79 1 - 80 13 松山市山越已 - 12-8 


♦九州地区 

☆九州サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分ヴービス認定店 
宮崎サービス認定店 
鹿巧島サービス認定店 


FAX 

092 - 412 - 746 日 

FAX 

093 - 941 - 83 已 4 

FAX 

092-46 M 643 

FAX 

09 已 2 - 20-1991 

FAX 

09 已 - 849 - 4 已 06 

FAX 

096 - 331-3323 

FAX 

097 -己己 1-2049 

FAX 

098 己- 27-3 136 

FAX 

099 - 201-3803 


受付ち〜を 9:30-18:00 (± •曰•巧;.巧社休業曰は除く） 

☆拠点は、±届ち受巧9:30〜12:00、 13:00-18:00 (巧な休業曰は除く） 
〒 812 - 0016 お岡市博多区博を駅南 2 - 1 - 9 ヤマエ博を駅南ビル 1F 
干 802 - 0044 化九州市ル倉化区熊本 1 了目 9 - 4 植田ビル 1F 
干 81 2 - 0006 お岡市博多区上牟田 2 - 6-7 
干 84 日 -0201 佐賀市大瓣大字尼寺 2688-1 
干 8 己 2 - 8 145 長崎市 旧 和 1 了目 12 - 10 クリスタル 八 イツ平野 
干 861 - 2 118 熊本市巧立 4 - 9 ぷ 
干 870 - 0921 大分市巧原 3 - 23 - 1 已日商ビル 101 
干 88 日- 0821 宮崎市浮城町 98-1 

干 89 日-日 046 鹿巧島巿西田 3 - 8 - 24 ヴニーサィド 21 1F 


♦沖縄県 

巧縄サービス認定店 


TEL 098 - 987-1 120 
FAX 098 - 987-1 121 


受付ち〜金 9:30-18:00 (± •曰•巧;.巧社休業曰はおく） 
干 902 - 0073 那覇市上間 413 琉電アバート 1 - 已 


平成23年1ち現在 


記載巧容は.予告な < 密更させて U ただ < ことびあ D ますのでずめご了を < ださい。 


























ご相談窓口のご案内-修理窓口のご案内 


<各窓□へのお問い合わせの時のご注意> 

「012日」で始まる屈!フリーコールおよび©フリーコールは、携帯電話 ■ PHS などか5は、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などか5ご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓口のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますよラお願いいたします 


パイオニア 商品の修理-お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い ボ めの販売店様へ 
お問い合わせ<ださい。 

商品についてのご相談窓 □ 

♦ 商品のご購入や取り撮い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請ホについて 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、±曜9:3□〜12:00、13:0□〜17:00 (曰雇-祝曰-弊社休業日は除く） 
■家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 13 0120-944-222 一般電話044-巳 72-8 T 02 

■ファックス 04斗一己 72-8 103 

■インターネットホームぺージ http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよ<あるお問いをねせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきますよラお願いいたします 


イ彦理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラかご確認 
ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 


♦ お買いホめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付客、 □ 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00、 

±雇9:3□〜12:00、 13:00-17:00 (曰雇-祝曰-弊社休業日は除く） 

■電話 

ra 0120-5-81028 一般電言舌044—巳7己一8100 

■ファックス 

[P 01吕〇—巳一8102日 

■インターネットホームぺージ 

http :// pioneer . ip / support / repair / 

※家庭用オーディオ/ビジュアル商品はインターネットによる修理のお申し込みを受付けてお D ます 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜18:00 (±曜■曰曜-祝曰-醉社休業曰は隙く） 

■一般電話 

098-987-1 120 

■ファックス 

098-987-1 121 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


参部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受をセンター 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、 

±曜9:3□〜12:00、13:0□〜17:00 (曰雇-祝日■弊社休業日は除く） 

■電話 

| g | 0120—巳一8109已 

一般電黃& 044-已72 — 8 ] 07 

■ファックス 

@ 0120—巳一8109巴 
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けの他の情巧 


用語の解説 


音青フオーマット/デコード 

ドルビー 

詳細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページ 

をご覧ください。 

http :// www . dolby . co . jp / 

Dolby Digital 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチヤンネル音 
声システムのディスク U —卜-デジタルサラウンド方 
式の名称です。映画業界の主流であり、 DVD ビデオの 
標準音声方式としても採用されるなど、デジタル時代 
の標準フオーマットとなっています。 

Dolby TrueHD 

DolbyTmeHD は、次世化高精細光ディスク向けに開 
発された□スレス符号化技術です。 

Dolby Digital Plus 

Dolby Digital 円 us は、高精細映像放送番組やパッケ 
ージ:>< ディア向けに開発された次世代音青技術です。 

Dolby Digital Surround EX 

Dolby Digital Surround EX は、ドルビーラボラトリ 
ーズとルーカスフィルム社で共同開発された、 6.1 ch 
再生可能な新しい音響フオーマットです。 

Dolby Pro Logic llx 

Dolby Pro Lo 邑 ic llx は 、 Dolby Pro Logic、Dolby 
Pro Logic Ik Dolby Digital Surround EX をさら 
に改良し、ステレオ音声や日.] ch 音声を、ずべて最 
大 7.1 ch まで拡張でさるマト U ックスデコード技術 
です。 

Dolby Pro Logic llz 

Dolby Pro Logic II や Dolby Pro Logic llx の延長線 
上にあるマト U ックスデコード技術 。 Pro Logic II 
は、2チヤンネル音声を日.1チヤンネルに拡張し 、 Pro 
Logic llx は已 .1 チヤンネルソースを 7.1 チヤンネルに 
拡張しますび 、 Pro Logic llz は前方の左ち上方に配置 
するフ□ント八イトスピーカーへ、 7.1 チヤンネルち 
しくは 9. 1チヤンネルへの拡張を行います。 

DTS 

詳細な情報は DTS のホームページをご覧 < ださい。 
http :// www . cltsjapan . co . jp / 

DTS Digital Surround 

DTS Di 呂 ital Surround は、 DTS 社む’く開発した日. 1 ch 
サラウンドフオーマットで、低圧縮率と高転送レート 
びちたらす豊富な1青報量により、高音質マルチチヤ 
ンネルサラウンド再生を実現します。 DVD ビデオ令 
DVD オーディオ、日. Ich 収録の音楽 CD などさまざま 
な対応ソースでお楽しみ頂けます。 


DTS-HD Master Audio 

DTS-HD Master Audio ( DTS - HD マスターオーデ 
ィオ）は、プ□フェッシヨナルスタジオで作られるマ 
スター音源を、その品質のままに伝送することび可能 
なフォーマットです。 

DTS-HD High Resolution Audio 

HDMI ケーブルで伝送可能な高精細音声技術です。 

DTS-ES 

「 DTS - ES ディスク U - h 巨.1」と 「 DTS - ES マト U 
ックス日.1」の2種類びあるサラウンドフォーマット 
で 、 「DTS Extended SurroundJ の略称でず。従来 
の己.] ch にサラウンドバックチヤンネル 〔 S 日 ch ) を 
加えたちのです。 

DTS Neo : 巨 

ずべての2 ch ソースを7.] ch 化ずるマト U ックスデ 
コード技術です。 Cinema モードと Music モードびあ 
0ます。 

DTS Neural Surround 

ステレオ素材か日マルチチヤンネルサラウンドを作0 
出します。楽器、音声、背景音などの詳細部分をきめ 
細かく再生し、豊かでディスクリート感に優れたサラ 
ウンドサウンドを作り出します。 

デコード 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデ 
ジタル信号を、ちとの信号に変換させる技術です。ま 
た、 2 ch の音源をマルチ ch 化させたり、已 . Ich 信号 
を日.] ch や 7.] ch に伸長させる技術もデコード（マ 
トリックス•デコード）と呼ぶことびあります。 


音場補正/音質改善 

フェイズコント□—ル 

LFE 〔超低域）信号や各チャンネルに含まれる低音成 
分の位相ズレを補正する機能です。 

バーチャルサラウンドバック 

サラウンドバックスピーカーを接続していないとさで 
ち、仮想のサラウンドバックチャンネ J レ音声を創り出 
ずための設定 

バーチャル八イト 

フ□ントノ V イトスピーカーを接続していないとさで 
も、仮想の八イトチャンネル音青を創り出すための 

己义/ 

オー トサウンドレトリ パー 機宫目 

DSP 処理によって削除されてしまった部分を補い、音 
の密度感、抑揚感を向上させます。 

一部の音声入力では、入力されたコンテンツのビット 
レート情報を元に、オートサウンドレトリバー機能の 
効果を自動で最適化し、高音賈化します。 




SOUND RETRIEVER AIR 

Bluetooth 機能搭載機器からの音楽を本磯で再生する 
隙、音声の最適化を行い、高音質化します。 

PQLS 

本機は高精度 PLL を用いた「ジッター U ダクシヨ 
ン回路」を搭載しており、ク□ックジッターを低減 
し、 CD や日 D 、 DVD などの音声を高純度に再生しま 
す。 HDMI 接続による全ての音青のジッターレス伝送 
「 PQLS ビットスト U - ム」も実現します （ PQLS ビ 
ットスト U —ム対応機器接続時）。 

ALC ( 才ートレべルコント □ — ル） 

音量差を自動的に均一にして再生します。 

また、ル音量時に聞さ取りにく<なる低音、高音、セ 
U フやサラウンド効果などをボリュームレベルに応じ 
て最適に調節します。特に夜間の視聴に最適です。 

フ □ ントサラウンド • アドバンス （ F.S.SURR 
FOCUS/WIDE) 

左ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーのみで臨 
場感のある自然なサラウンド再生を巧います。 

MCACC 

MCACC では実際の製作現場で行われる高精度な調整 
を家庭でも実現できるように自動化し、チャンネル間 
の空間情報の歪みを補正。正確なマルチチャンネルの 
音場を再現します。 


HDMI 

HDMI によるコント□—ル機能 

HDMI によるコント□ール機能対応のパイオニア製テ 
レビ皆ブルーレイディスクプレーヤー、または HDMI 
によるコント□ール機能と互換性のある他社製品など 
を、 HDMI ケーブルで本機と接続ずることで、し U 下の 
よラな連動動作び可能になります。 

• テレビか5本機の音量調節や消音 ( S ユート)操作 
• テレビの入力切り換えやプレーヤーなどの再生開始 
による本機の自動入力切0換え 
• テレビとの電源連動 
ARC ( オーディオリターンチヤンネル） 

HDM ! のオーディオ U ターンチヤンネル （ ARC ) に巧 
応したテレビを本機の HDMI OUT 端子と HDMI で接続 
すると、テレビの音芦を HDMI 経由で入力することが 
でさます。 

本機の HDMI OUT 端子か6テレビの音芦を入力でを 
るので、テレビとの接続び HDMI ケープル1本で完了 
します。 


政降 ( Mac またはパソコン)からの AirPlay の音声スト U 
一 S ングに対応しています。 

詳細な情報は Apple のホームページをご覧ください。 
http :// www . apple.com 

AAC 

AAC とは 、 「Advanced Audio Coding 」 の略 
で、 MPEG -2、 MPEG -4 で使用される音声圧縮技術 
に関する基本フォーマットです。 AAC データは、作成 
に使用したアプ U ケーションによってファイルお式と 
拡張子び異なります。 

DLNA 

Digital Livin 旨 Network Alliance (デジタル - U ビン 
グ-ネットワーク-アライアンス)の略でず。□一カル 
ェ U アネットワーク ( LAN ) 上で接続した;><一力一の異 
なるパソコンやデジタル家電の動画、音楽、または画 
像データなどを相互で視聴でさるよラにするためのデ 
一夕の圧縮方式や転送方式の標準化を進めている団体 
の名称です。 

本機は DLNA Home Networked Device 
Interoperability Guidelines vl .已に準じています。 


巧 dina 

CERTIFIED 


DLNA CERTIFIED ® Audio Player 

DLNA ® および DLNA CERTI 円 ED ® は Digital Living 

Network Alliance の商標です。 

vTuner 

インターネットラジオのオンラインコンテンツサービ 
スです。 vTuner について、詳しくはじ(下のウェブサイ 
卜をご覧ください。 
http :// www . radio - pioneer.com 
本製品は、 NEMS および BridgeCo の知的財産権に 
より保護されていまず。当該ほ術の本製品政がでの使 
用または配布は、 NEMS および BridgeCo の許諸び 
ない限り禁止されています。 
aacPIus 

AAC デ〕ーダーは 、 Coding Techn 日1〇呂 ies によって 
開発された aac 円 US を使用しています。 

( www.codin 呂 technol 日呂 ies.c 日 mj 


ネツトワーク機能 

AirPlay 

本機は 、 iPod touch 错2、第3、第4世代 )/ iPhone 
4 /iPhone 3 GS / iPacl のの S 4.2 削茸 、 iTunes 10.1 


於 J 

coding lj v 
technologies 


^aacPiusJ 










FLAG 

Free Lossless Audio Codec の略です。可逆圧縮方 
式であるため、 MP 3 や AAC などの圧縮音声とは違い 
FLAG は音質を劣化させることなく圧縮します。 

FLAC についてのより詳しい情報は切下のウェプサイ 
卜をご覧くださし、。 

FLAG Web サイト： http :// flac . sourceforge . net / 

Windows Media 

Windows Media は、米国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における商標です。 WMA ファ 
イルは、米国 Micros 日れ Corporation の認証を受け 
たアプ U ケーシヨンを使用してエンコードしてくださ 
い。もし、認証されていないアプ U ケーシヨンを使用 
すると、正常に動作しないことびあります。 

Windows Media Player 11 / 

Windows Media Player 12 

Windows Media Player 11 と Windows Media 

Player 12 は、パソコンに保存されている動画、 

音楽、または画像ファイルなどをネットワーク上で 
共有するソフトウェアです。このソフトウェアはマ 
イク□ソフトウェブサイトか6ダウン□ードでを 
ます 。 Windows Vista または XP をご使用の場合 
は 、 Windows Media Player 11を 、 Windows 7を 
ご使用の場合は 、 Windows Media Player 12をダウ 
ン□-ドしてください。詳しくは、マイク□ソフトウ 
ェブサイトをご覧ください。 

Windows Media DRM 

Windows Media デジタル著作権管理 ( DRM ) は、パソ 
コン、デジタルオーディオプレーヤー、またはネット 
ワーク機器などで再生するファイルを保護して、安全 
に配信でをる技術です。 WMDRM で保護されている 
ファイルは WMDRM に対応している機器でのみ再生 
でさます。 

ルーター 

ネットワーク上を流れるデータを他のネットワークに 
中継する機器のことです。家庭内では DHCP サーバー 
を兼ねることび多く、無線 LAN アクセスポイントを内 
蔵する製品を、無線 LAN ルーターを呼ぶことび多い。 

DHCP 

Dynamic Host Confi 旨 uration Protocol の略。ネッ 
トワーク接続において、 IP アドレスなどの設定情報を 
自動的に割り振る仕組み。この機能び有効である場を 
には、ネットワーク接続するだけで利用び巧能となる 
便利さびある。 


無線 LAN/Wi - 円 

Wi-Fi (Wireless Fidelity ) とは無線 LAN 標準規格の認 
知度を深めるため、業界団体の WECA び名づけたブラ 
ンド名。近年 PC 対接続機器の増大に伴い、 LAN ケー 
ブルで接続していく煩雑さをワイヤレスで対応した点 
びメリット。対応製品の互換性テストを行い、これに 
パスした製品は rWi-Fi Certified ] という互換性び保 
証された製品として□ゴ マークを 表示し、 ユーザーの 
まむ感をアピールして いる。 

WPS 

業界団体 Wi - 円 Alliance び定めた標準規格で、 WPS 巧 
応機器同±なら、無線 LAN 機器間の接続や暗号化に関 
する設定を、簡単な操作で行ラことびでさる機能。プ 
ッシュボタン方式や PIN コード方式など、いくつか方 
法びある。 AV アンプでは、プッシュボタン方式と PIN 
コード方式をサポートしている。 

SSID 

無線 LAN アクセスポイントの識別テ。最大32文字の 
英数宇を任意に設定できる。 


Bluetooth 機能 

Bluetooth ワイヤレス伝送ほ術 

デジタル機器用のワイヤレス近距離通信規格の1つ。 

数 m か5数十 m 程度の距離の機器間で、電波を使し、情 
報のやりとりを行ラ。免許申請や使巧登録の不要な 
乙4 GHz 帯の電波を使用して PC 等のマウス、キーボ 
ードをはじめ、携帯電話、スマートフオン、 PDA での 
文字情報や音亩情報といった比較的お速度のデジタル 
情報の無線通信を行ラ用途に採用されている。 
ペアリング 

ぺアリ ンヴは Bluet 日日か 無線技術を利用した通信び可 
能になるよラにするために必要なステップです。 

• ペアリングは 、 BLUETOOTH アダプター および 
S / W 的〇か機能搭載機器を使用する斷こ、はじめに1 
回だけ行います。 

• ペアリングは本磯と S / ueto 日め機能搭載機器の両方 
で行ラ必要びあります。 


AV アンプ{本機）の機能 

操作モード 

本機にはさまざまな臟能传設定び豊富に備わっていま 
すび、全ての機能や設定を使いこなずのは難しいとい 
ラお客様のために、操作モードの切り換え設定を用意 
しています。 
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機能別索引 

操作モード 

27ページの r 本磯の操作モードを切り換える」 

AV ナビゲーターについて 

7ページの 「 AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の 
使い方について」 

フルオート MCACC 

2已ページの「スピーカーの自動設定を巧ラ 
〜フルオート MCACC 〜」 

才ート MCACC 

已3ページのけート MCACC で詳細に測定/設定す 
る」 

マニュアル MCACC 

已3ページの 「 U スニング環境をお好みに調藝する〜 
マニュアル MCACC 〜」 

PQLS 

44ぺージの 「 PQLS 機能を使う」 

フェイズコント□ール 

3已ページの「低域の位相乱れを補正する（フてイズ 
コント□ール）」 

定在放フィルターの調整（定在放制御） 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

フェイズコント□ールプラス 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

オートサウンドレトリバー機能 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

ALC (才ートレべルコントロ ール） 

33ページの「オートサラウンドで再生する」 

フ □ ントサラウンド • アドバンス a=.S.SURR 
FOCUS/WIDE) 

33ページの 「 U スニングモードでいろいろな音を楽 
しむ」 

SOUND RETRIEVER AIR 

33ページの 「 U スニングモードでいろいろな音を楽 
しむ」 

ダイア□グエン八ンスメント 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

インターネットラジオ 

40ページの「インターネットラジオを聴く」 

vTuner 

40ページの「インターネットラジオを聴く」 

DLNA 

39ページの 「 DLNA に準拠した機器の再生につい 
て」 


AirPlay 

39ぺージの 「iPod touch 、 iPhone 、 iPad、iTunes 
で Air 円 ay を使ラには」 

お線 LAN 

23ページの「無線 LAN コンバーターを接続する」 

高精細音楽ファイルの再生 

41ページの「対応ファイルフォーマットについて」 

スライドシヨー 

30ページの「写真ファイルを再生する」 

BLUETOOTH アダプター 

31ページの「日 LUET 0 曰 TH アダプターを使用してワ 
イヤレスで音楽を楽しむ」 

ARC ( オーディオリターンチャンネル） 

43ぺージの 「 HDMI によるコント□-ル機能を設定 
する」 

SACD ゲインの設定 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

オートディレイの設定 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

八イトゲイン （Dolby Pro Logic llz Height オプ 

シヨン） 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

バーチャル八イト 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

バーチャルサラウンドバック 

3已ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

ビデオコンバ I — ター 

37ページの「ビデオ調整機能を使用する」 

PURE CINEMA モード 

37ページの「ビデオ調藝機能を使用する」 

プ□グレッシブ モーシヨン 

37ページの「ビデオ調整機能を使用する」 

アドバンスドビデオアジャスト 

37ページの「ビデオ調藝機能を使用する」 

自動電源オフ 

63ページの「その他の設定をする〜その他の設定 

〜」 
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仕様 


オーディオ部 

実用最大出力 

( JEITA , 1 kHz , 10%. 6 Q , 1 ch 駆動時） 

フ□ント .. 180 W/CH 

センター ..... 180 W 

サラウンド . 180 W/CH 

サラウンドパ‘ック 

(またはフ□ント八イト/フ□ントワイド） 
. 180 W/CH 


定格出力 

(20 Hz 〜20 kHz , 0.09 %. 8 0. 1 ch 駆動時） 

フ□ント . 100 W/CH 

センター ..... 100 W 

サラウンド . 100 W/CH 

サラウンドバック 

(またはフ□ント八イト/フ□ントワイド） 
. 100 W/CH 


全高調波歪 .0.06 % 

(20 Hz 〜20 kHz , 已日 W / CH , 8 Q , 1巳 h 駆動時) 

保証インピーダンス . 6 0-160 

SN 比 （ IHF ， ショートサーキット， A ネットワーク） 

LINE 系 . 100祀 

周波数特性 . 5 Hz 〜10日 kHzIdB 

(PURE D 旧 ECT モード時) 
入力端テ（感度/インピーダンス） 

LINE 系 ..... 31已 mV /47 kO 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系… ... 3 ] 已 mV /2.2 kO 


ビデオ音 15 

信号レベル 

コンポジット . 1 Vp-p (7 已 Q ) 

コンポーネント ... Y : 1.0 Vp-p (7 已 0) 

P 巳， PR : 0.7 Vp-p (7 已 0) 

対応最大解像度 

コンポーネント ........................... 108 Op (1 12已 P ) 

(ビデオコンバーター OFF ) 

デジタル入出力部 

HDMI 端子 . 19ピン 

HDMI 出力仕様 . 日 V ,100 mA 

US 己端子 . US 巨 2.0 Full Speed ( A タイプ) 

iPod 端テ ... USB + コンポジットビデオ 


ADAPTER PORT 端子 . 已 V , ] 曰曰 mA 

WIRELESS LAN ADAPTER 端テ ....... 已 V , 600 mA 



集中コント ロール 部 

コント□-ル ( IR ) 端モ .....03.5 ミニジャック(モノラル) 


旧信号 . High Active (High Level : 2.0 V ) 

ネットワーク部 

LAN 端子. . 10日 ASE - T /1 00 BASE-TX 

電源部-その他 

電源 . AC 100 V 、已日 Hz /60 Hz 

ミ肖費電力 . 550 W 


待機時消費電力（スタンバイ状態） 

.0.2 W (コント□ール機能 OFF ) 

. 日.3 W (コント□-ル機能日 N ) 

列お寸法（幅 X 高さ X 舆行） 

. 43已 mm x 168 mmx 362.5 mm 


質量 ......10 kg 

付属品 

セットアップ用マイク(已 m ). 1 

U モつン . 1 

単4お乾電池 . 2 

iPod ケープル . 1 

保証書 . 1 


CD-ROM ( AV ナビゲーター） 

電源コード 
取扱説明書 

図メモ 

-仕様およびが観は改良のため予告なく変更すること 
びあ0ます。 

• 本機では、画面表示に NEC のフォント 

[ FontAvenueJ を使用してし巧す 。 FontAvenue 
は NEC の登録商標です。 












































プリセットコードー覽表 

政下のメーカーコードを本機の U モコンにプ 1 」セットすることで、他機器を本機の U モコンで操作することびで 
さるよラになります。ただし、メーカーや機器によっては操作でさなかったり、異なる働ををすることびありま 
すので、その際は学習機能で U モコンコードを直接登録してください （ 47 ページ）。 

凡例： メーカー/ コード 


テレビ 


Pi 口 neer 01 92. 0193,0198 
AIWA 0131 
日 yd:sign 0132 
Fujitsu 014 日 , 0146,0147 
Funai 0133, 0134 

Hitachi 0124. 013 己 01 48, 0169,0172 

LG 0151 

Mitsubishi 0127, 012 8, 0153, 0154 
NEC 0129, 0130 

Panasonic 0119, 0120 
PHILIPS 0136 

Samsung 0139. 0140, 0141,0142, 0143, 0144 

SANYO 012 日 . 01 巳日， 01 己 7 

SHARP 0122, 01 日 8, 0173 

SONY 0121,0155, 0170, 0174 

TOSHIBA 0123, 01 日己 01 日日 . 0167 

Victor (JVC) 0149,0150, 5064, 0125,0158,0159 

その他 01 日 2,01 日 1 ， 0162,0163.0164 

DVD プレーヤー 


し U 下のコードで操作でさない場合、 ブルーレイテ‘ィスクプレー 
ヤー または HDD/DVD レコーダー、プルーレイディスクレ 

コーダー のコードで操作できる場合びあります。 

円 oneer 2246, 2215 

AIWA 210 巳 

Denon 2106,2107, 210 日 

Hitachi 211 日 ，2117 
Kenwood 2112 
LG 2149 

Marantz 2142, 2157 
Onky 日 2118,2119 ,2120 
Panasonic 2144,2145.2104.2143 
Samsung 212 日 ， 2136 
SANYO 2133,2131,2130 ,2132 
SHARP 2113,2114 .21 巳 4, 211 己 21 已 3 
SONY 21 己 0,21 日 1 ， 21 已 2. 2134, 213 己， 214 日， 2147, 
2148 

TOSH 旧 A 2137. 2121,2122. 2138, 2140,2 14] 

Victor (JVC) 211 0. 2109, 21 巳己， 2111 ， 21 巳白 

Yamaha 2139 


ブルーレイディスクプレーヤー 

政下のコードで操作でさない場合 、 DVD 

プレーヤー または HDD/DVD レコーダー、ブルーレイディ 

スクレコーダーの コードで操作でをる場合びあります。 

Pioneer 2247, 2248 

Denon 2212, 2213, 2214 

Hitachi 2209, 2210, 2211 

Kenwood 2109 

LG 2188,2189 

Marantz 2204, 220 巳 

Mitsubishi 2202. 2203 

Onkyo 2191 

Panasonic 2179,2180 ,2181 
PHILIPS 2182 
Samsung 2184 
SHARP 2206, 2207, 2208 
SONY 2185, 2186, 2187, 2194 
TOSHIBA 2190, 2164 

Victor (JVC) 2192, 2193. 219 己 2196, 219 ス 2198 
Yamaha 2199, 2200, 2201 

HDD/DVD レコーダー、ブルー レイ デイ 
スクレ コーダー 


じ ( 下のコードで操作でさない場を 、 DVD プレーヤー または 
プルーレイディスクプレーヤーの コードで操作でさる場合び 
あります。 

円 oneer 2238, 2239, 2240, 2241,2242, 2243, 2244, 
224 己 

Panasonic 21 己己 ，2 ] 71 

SHARP 2169, 2177 

SONY 2170, 21 73. 2174, 2175,2178 

TOSHIBA 2176 


その他の情席 ) CB 


ビデオデッキ 


CD プレーヤ ー 、 SACD プレーヤー 


Pioneer 1077 

AIWA 1057, 1058, 1059, 1060 

Fujitsu 1069 
FUNAI 1064 

HITACHI 1040, 1041, 1064 
Mitsubishi 1042,1043,104 4, 104 已 
NEC 106 日， 1066.1 □ 日 7, 1068 
Panasonic 102 日， 1030, 1031, 103 2, 1033 
PHILIPS 1071 
SANYO 1053. 1055,10 巳日 
SHARP 10 己 1 ， 1062, 1063, 1074 
SONY 102 2,1023. 1024, 102 己 102 日， 102 ス 1028 
TOSHIBA 1034,103 日， 103 日， 1037,1038 
Victor (JVC) 1046,1047,1048,1049,1050, ]0 已 1 ， 
1052 

その他 1072,1073 

CATV / 衛星チユーナー 


円 oneer 日 026, 01 97. 017 日， 019 巨，已 08 日 

A に HI 6000. 6001 

AIWA 6002, 600 日 , 600 日 

DX Antenna 6007, 6026, 6041 

Fujitsu 6008 

Hitachi 日 00 日， 6010, 6011 

Humax 6012 

10 DATA 6046. 6047, 6048, 6049 
MASPRO 6004. 日 014, 6015, 6041 
NEC 6016, 6017 

Panasonic 600 3, 6018, 6019, 6020, 6021,60 22. 

6023, 日 024, 602 巳 
pixela 6044, 日 04 日 
Scientific Altanta 601 巳 
SHARP 6027, 6028. 日 02 日，日 030 
SONY 6031,6032, 己 033, 6034, 巨 03 己 6036 
Sumitomo 6026, 6037, 6038 
TOSHIBA 6039. 6040, 6041 
Uniden 日 042 
Victor (JVC) 6013 
Wintersat 日 043 
Ya 有 i Antenna 日 041 


円 oneer 5065, 5066 
Asuka 已 04 日 
Denon 巳 019 
Fisher 日 048 
Goldstar 已 040 
Hitachi 巳 042 

Kenwood 加 20, 5021,5031 
し uxman 5049 
Marantz 已 033 

Onkyo 日 017, 5018, 5030, 5050 
Panasonic 巳 036 
Philips 5022, 5032, 5044 
RCA 5013, 5029 

Roadstar 已〇巳 2 
SHARP 已〇巳] 

SONY 5012, 日 023, 5026, 5027, 5028, 日 03 日 
TEAC 5015, 己 01 巨， 5034, 5035, 5037 

Technics 已 04] 

Victor (JVC) 5014 

Yamaha 5024. 日 02 日， 5038, 日日 4 日，日 047 

CD レコーダー 

円 oneer 已〇日 7 
PHILIPS 巳〇已 4 
Yamaha 巳 0 己巳 

MD プレーヤー 

円 oneer 5068 

DAT プレーヤー 

円 oneer 日 0 日日 

カセットデッキ 

円 oneer 己 070 

LD プレーヤー 

円 oneer 5062, 已〇日 3 


FM/AM チユーナー 


Pioneer 己 088 
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このたびは弊社製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。 
弊社では、お買い上げしぶ:だいたお客衞こ r お客様登録」をお願いしてしなす。 
左記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせ 
などをお届けいたします。なお、左記アドレスホ、困ったときのよくある質問や 
各種お問いをわせ先の案内、カタログや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役 
に立てるサービスの提供を目的としたページです。 
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